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はじめに

昨今、社会の複雑化により、一分野の主専攻のみでは対応できない状況が増えています。
この状況を鑑み、本学では、横断型教育（学部・研究科の枠にとらわれない教育）を推進し
ています。その一環として、大学院に入学した学生を中心に、学生が所属する主専攻の教育
課程（カリキュラム）以外の教育プログラムを履修できる体制として「大阪大学大学院副専
攻プログラム」、「大阪大学大学院等高度副プログラム」を用意しています。
大阪大学は、多数の研究科・研究所・センター等からなる総合大学です。提供されている
プログラムは、それぞれの専門分野を組み合わせて編成されており、多様かつ膨大です。こ
の教育環境を最大限利用してみませんか。
このプログラムを履修することで、今までより大きな視野で物事を考えることができるよ
うになり、主専攻にもプラスに作用すると確信しています。

副専攻プログラム・高度副プログラムは、主専攻の教育課程（カリキュラム）

に加えて、学際的・俯瞰的な視点や複眼的視野を養うための教育プログラムです。

履修に際しては、主専攻の科目の履修計画、研究室での研究活動計画などをよ

く確認して、プログラムの履修計画を立てるようにしてください。

大学院副専攻 / 大学院等高度副プログラムに関する全般的な問い合わせ先
大阪大学 全学教育推進機構等事務部横断教育係
〒560-0043　大阪府豊中市待兼山町1-16
TEL	 06-6850-6214
Mail	 zenkyo-odankyoiku@office.osaka-u.ac.jp

※	各プログラムの詳細については「プログラム個別紹介」のそれぞれの問い合わせ先にご照会ください。
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大学院副専攻 /
大学院等高度副プログラムの概要

　大阪大学では主専攻の学修と並行して、専門とは異なる分野・専門を生かした関連

分野を学ぶ機会が広く開かれています。「大学院副専攻プログラム」「大学院等高度副

プログラム」は、複眼的・俯瞰的な視点を効果的に身に付けるために、ある学問テーマ

に沿った授業科目を体系的に構成した教育プログラムです。どちらのプログラムでも、

主体的に関心のあるプログラムを受講する中で、異なる専門の教員や学生とともに、

実社会や学問の最先端の課題に触れていくことができます。本プログラムでは、各

プログラムが定める要件を満たすことで、所属する大学院の課程を修了（修士号取得

退学及び博士後期課程・博士課程単位修得退学を含む。）する際に当該プログラムの修了

認定証が交付されます。

■プログラム履修開始から修了までの流れ

■各プログラムの修了要件
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４月 各学期 課程修了時

副専攻
プログラム

修了

③研究科の
　課程修了

②研究科修了要件
単位数

+7単位以上

高度副
プログラム

修了

主体的

体系的

1

『合同ガイダンス』と、
一部のプログラムには
『個別ガイダンス』が

あります

副専攻プログラム…14プログラム
高度副プログラム…42プログラム

各プログラム提供数（平成31年度）

複眼的

俯瞰的

両方の登録が必要です！

①副専攻プログラム
要件単位数
14単位以上

②研究科修了要件
単位数

+４単位以上
①高度副プログラム

要件単位数
８単位以上

詳細は下図参照

以下の①②③の条件を全て満たすことが必要です。

③研究科の
　課程修了

5頁参照 3頁参照 4頁参照

詳細はこちらを
ご覧ください
http://osku.jp/b0267
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2 履修について

（１）履修の大まかな流れ

プログラムを履修するには、事前に各プログラムの内容・修了条件などを確認のうえ、「プログ
ラムの申請」を行う必要があります。（複数のプログラムに同時に申請することもできます。）
そのうえで、KOANを通じて学期ごとに「プログラム授業科目の履修登録」を行い、在学して
いる課程を修了（卒業）するまでに、所定の単位修得を目指します。プログラムを修了した学生
には、プログラム修了認定証が交付されます。

（２）履修対象者

大阪大学大学院学生（科目等履修生・特別聴講学生を除く）
ただし、高度副プログラムの一部は、本学6年制課程の学部（医学部・歯学部・薬学部）の5、
6年次学生※1も含む。

（※1）	 本冊子では、大学院学生を想定し、「研究科・専攻」「修了」という文言を使用していますが、「研究科・
専攻」を「学部・学科」に、「修了」を「卒業」に読み替えてください。

3 各プログラムの内容について

（１）プログラムのカリキュラム

各プログラムのカリキュラムは、プログラム実施部局及び連携部局※2が企画し、授業科目や修
了要件単位数を決定しています。原則、プログラムの授業科目は、プログラム実施部局や連携部
局等で開講する授業科目から構成されています。
本冊子にはプログラムの概要と授業科目（構成科目）の一覧を掲載しています。個々の授業科
目の内容については、各プログラムが発行する冊子等を参照するか、KOANのシラバスを検索し
てください。

（※2）	 ここでの「部局」とは、大阪大学に置かれた「学部・研究科」「附置研究所」「学内共同教育研究施設」
「全国共同利用施設」等を指します。プログラム実施部局とは、副専攻プログラム・高度副プログラム
を企画し、開講するプログラムに対して責任を持つ研究科等の組織をいい、連携部局とは複数の研究
科等の組織が連携して1つのプログラムを開講する場合の実施部局以外の部局をいいます。それぞれの
プログラムの連携部局がどういった役割を担うかはプログラムによって異なります。

（２）プログラムの授業科目の開講

プログラムが定める授業科目の開講は、プログラムを履修している当該学生の課程の標準修業
年限内は保証されますが、それ以降はカリキュラムの変更等の理由で開講されない場合がありま
すのでご注意ください。
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4 プログラムの修了及び単位認定について

（１）プログラムの修了要件

プログラムを修了するには、以下の条件を満たす必要があります。
①�プログラムの受講学生として、当該プログラムが定める方法により登録手続きを完了してい
ること。
②�プログラムが定める授業科目から、副専攻プログラムの場合は14単位以上※3、高度副プログ
ラムの場合は8単位以上※3を修得していること。
③�プログラム申請登録時に在籍している課程を修了すること。（修士号取得退学及び博士後期
課程・博士課程単位修得退学を含む。）
④�課程修了時の総修得単位数が、所属する専攻の修了要件単位数に下記の単位数以上を加えた
ものであること。
　　副専攻プログラムの場合…7単位以上
　　高度副プログラムの場合…4単位以上
⑤各プログラムが定めた修了要件を満たしていること。

（※3）� あくまで制度上の最低単位です。実際は、プログラム毎に設定が異なり、この条件より要件が多く設
定されていたり、必修科目があったりする場合があります。必ず『平成31年度各プログラム個別紹介
（P.22～）』を参照してください。

（２）プログラムの修了

プログラムの修了に必要な条件を全て満たすと、所属研究科の課程を修了（修士号取得退学及
び博士後期課程・博士課程単位修得退学を含む。）するとき※4 に、プログラムの修了認定証を授
与します。修了認定証の交付は、所属する研究科の教務担当係より行われます。

（※4）� 早期修了、或いは3月末日及び9月末日付けを除いた博士後期課程・博士課程単位修得退学をする場合
は、必ず事前にプログラム実施部局にその旨連絡してください。

（３）プログラム申請前の修得単位の取扱い

　プログラムの申請以前に、プログラムで定める授業科目を履修している場合は、既に修得し
ている単位がプログラムの修了要件単位として認定されることがあります。詳細については各プ
ログラム実施部局に問い合わせてください。
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（４）プログラムを修了しないで研究科を修了した場合の修得単位の取扱い

履修中のプログラムを修了せず大学院を修了又は退学し、当該プログラムの修得単位がある場
合は、社会人対象の「科目等履修生高度プログラム※5」を履修する際に、当該単位を新たに履修
する「科目等履修生高度プログラム」の既修得単位として認定されることがあります。詳細につ
いては各プログラム実施部局に問い合わせてください。

（※5）	「科目等履修生高度プログラム」は、外部の社会人に対して開放されている学校教育法に定められた履
修証明制度に基づくプログラムです。一部のプログラムは、「副専攻プログラム」「高度副プログラム」
と重複する内容を扱っている場合があります。

5 プログラム申請等の手続について

（１）プログラム受講開始時の手続

プログラムを受講するには、「プログラムの申請」と、「プログラム授業科目の履修登録」の両
方の手続を行う必要があります。
「プログラムの申請」は、受講するプログラムによって、「プログラム申請（KOAN）」システ
ムを通じて手続きする場合と、申請書等の提出によって手続きする場合に分かれます。KOANを
通じた申請方法※6 および申請期間は、春及び秋学期の始めに KOAN掲示板にてお知らせします。
また、申請書の提出による申請方法および申請期間については、各プログラムが発行する冊子や
ホームページにてお知らせします。
「プログラム授業科目の履修登録」は、学期毎に KOANを使用して、所定の履修登録期間内に
行ってください。
その他、プログラムによっては、KOANの履修登録以外に年度当初又は学期毎に、履修するプ
ログラム授業科目の履修申請が必要な場合もあります。各プログラムの指示に従ってください。

（※6）	 KOANを通じた申請方法の詳細は、本冊子の6ページでも解説しています。

（２）プログラム及びプログラム授業科目に関わる通知

各プログラムについての必要事項は実施部局から通知されますが、プログラム授業科目に関す
ること（休講、課題等）は、原則、それぞれ開講部局により通知されます。これらの通知は、原
則、KOANの広報システム（掲示板等）により行います。ただし、プログラムによってはメール
やホームページを使用する場合がありますので、各プログラムの指示に従ってください。

（３）プログラムの内容に関する問い合わせ

その他、プログラムについて質問や連絡することがありましたら、プログラム実施部局の担当
事務室にお尋ねください。
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「プログラム申請（KOAN）」システムの操作方法

　KOANの「プログラム申請」システムで申請受付を行うプログラムの場合、操作方法は以下のと
おりです。なお、「プログラム申請」システム以外の方法で申請受付を行うプログラムもありますの
で、「プログラム申請」のプログラム詳細画面や案内冊子、ホームページ等で確認してください。

１．＜ログイン＞

ＫＯＡＮにログインし、 から「プログラム申請」に入る。

２．＜興味のあるプログラムを選択＞

ＡまたはＢをクリックして、検索を行い、興味のあるプログラムを選択する。

一覧からプログラム
を選択します。

内容や構成科目からプロ
グラムを検索します。

３．＜プログラムの内容を確認し、受講申請＞
プログラムの詳細画面の最下部にある「プログラム申請」ボタン

をクリックして、受講申請は完了。

Ａ
Ｂ

４．＜プログラム科目の履修登録＞
あなたの時間割とプログラムの時間割を見比べな

がら履修登録することが可能です。

あ
な
た
の
時
間
割

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
時
間
割

構
成
科
目
一
覧

クリックして履修登録
すると「あなたの時間
割」に反映されます。

省略

当該申請期間中は
いつでも申請の
取り消しが可能です。

全プログラムの一覧を表示する

プログラム申請/申請手続き

あなたが申請しているプログラム一覧

申請状況

プログラム申請/プログラム詳細

プログラム申請

プログラム申請/申請手続き

全プログラムの一覧を表示する

申請状況

プログラム申請/履修登録支援

プログラム申請

あなたが申請しているプログラム一覧

プログラムの申請手続き

あなたが申請しているプログラム

【

【

�＜各プログラムの授業科目履修登録期間＞�
所属研究科が開講している授業科目…所属研究科が定めた履修登録期間
所属研究科以外が開講している授業科目…平成31年4月6日（土）19時～4月15日（月）13時まで
　※�平成31年度春、夏、春・夏学期、通年科目を履修する場合は、上記のとおりです。以降、毎学
期ごとに定められる期間内に履修登録を行ってください。

�＜平成31年度春学期「プログラム申請（KOAN）」システムによるプログラム申請登録期間＞�
平成31年4月1日（月）～4月26日（金）まで
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6 よくある質問（FAQ）
Ｑ１．履修したいプログラムがあるのですが、詳しく話を聞くことはできますか？
Ａ１．�4 月初旬に開催される「大学院副専攻 /大学院等高度副プログ

ラム合同ガイダンス」で、各プログラムの担当教員や先輩学生
から話を聞くことができます。ぜひ合同ガイダンスに足を運ん
で、疑問や不安を解消してください。

※�合同ガイダンスにおける各プログラムの参加状況はP22、40～42を
参照ください。事情によりやむを得ず参加できないプログラムもあ
りますので、その場合は上述ページ以降の各プログラム個別紹介に
ある問い合わせ先へ相談してください。

Ｑ２．プログラムの構成科目を履修登録するにはどうすればよいですか。
Ａ２．�通常の授業科目の履修登録方法と同様です。KOANから履修登録してください。なお、ご自

身が所属している研究科の履修登録期間と、所属研究科以外の履修登録期間は異なる場合も
ありますので、必ずKOANの掲示や所属の研究科教務担当係へ確認してください。

Ｑ３．�プログラムの構成科目に他研究科の授業科目があります。履修してもよいのでしょうか？
Ａ３．�ぜひ積極的に履修してください。他分野の素養、又は幅広い分野の素養を体系的に身につけ

ることで、複眼的視野を獲得できるのが、このプログラムの最大のメリットです。

Ｑ４．�博士前期課程を早期修了することになりました。それでも、プログラムの修了要件を満たす
ことができれば、プログラムは修了できますか？

Ａ４．�できます。ただし、必ず事前にプログラム実施部局へその旨と修了予定日をお申し出くださ
い。標準年限以前の修了の他、3月末または9月末を除いた博士後期課程・博士課程単位修得
退学も同様です。

Ｑ５．�時間割コードが異なる授業科目でも科目名が同じであれば、プログラム構成科目になりますか？
Ａ５．�構成科目として認められない可能性がありますので、プログラム実施部局に確認してください。

Ｑ６．プログラムを履修するのに費用はかかりますか？
Ａ６．�プログラムを履修することに対しては特別な費用はかかりません。ただし、プログラムの授

業科目によっては、授業を受ける際に交通費などの実費がかかることがあります。
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[Information…in…English]



Overview of the Minor Program/
Program for Advanced Interdisciplinary Studies

Osaka University offers its graduate students many opportunities to study in fields outside of their 
areas of specialization, as well as related fields in which they can apply their expertise while working 
on their academic major. The Graduate Minor Program and Graduate Program for Advanced 
Interdisciplinary Studies are educational programs in which subjects are systematically organized 
according to certain academic themes for students to effectively acquire multifaceted and 
comprehensive perspectives. In either program, students will be able to proactively take subjects 
that they are interested in, allowing them to explore the latest issues in the real world and academia 
while working with academic staff and students from different disciplines. Students will be awarded 
a certificate of completion for the program upon completion of the graduate school course a student 
is enrolled in (this includes cases in which the student withdraws from a master course or doctor 
course upon completing all credits required) when a student satisfies the requirements specified for 
the program.

■ Requirements for program completion■Steps comprising the program from start to completion

April

Each
semester

On completion of
a course

Completion of
Minor Program

③
Completion of

 your graduate 
school course

1

Minor Programs: 14
Advanced Interdisciplinary Studies Programs : 42

Number of programs offered (2019):

Multifaceted

Proactive

Comprehensive

For further details, 
view the following site.
http://osku.jp/b0267　

Systematic

Students are required to fulfill requirements ①②③ below.

②Number of credits required
for completion of 

your graduate school course
 + at least 7 credits 

①Number of 
credits required for
a Minor Program: 
At least 14credits

②Number of credits required for
completion of your graduate

school course 
+ at least 4 credits

①Number of credits required for
a Program for Advanced

Interdisciplinary Studies: 
At least 8 credits

③
Completion of

 your graduate 
school course

Completion of 
Program for
Advanced 

Interdisciplinary
Studies

Minor Program

Program for Advanced Interdisciplinary Studies

Awarding of certificate of completion

Fulfillment of requirements to complete program

Completion of credits required to complete program

Course registration of program subjects on KOAN

Submission of program application

Minor/Adv. Studies Programs Fair

Admission

There will be the Minor/Adv. 
Studies Programs Fair,
 and some programs 

may also hold their own
 individual sessions.

Registration is
 required for both!

Please refer to the
diagram on the right

 for details.
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2 Course registration

(1) Registration Process
To register for a program, students are required to check the details and conditions for 

completion etc. for each program before submitting their application for a program. (It is 
possible to apply for more than one program at the same time.)

The student will then register for the program subjects in each semester through the KOAN 
system and aim to acquire the specified credits by the time of completion (graduation) of the 
regular program a student is enrolled in. A certificate of completion for the program will be issued 
to students who have completed the program.

(2) Eligible students
Graduate Students of Osaka University (except Credited Auditors and special auditors)
However, fifth and sixth-year students*1 enrolled in 6-year undergraduate courses of the 

university (Faculty of Medicine, School of Dentistry, and School of Pharmaceutical Sciences) 
are also eligible to register for some programs offered under the Program for Advanced 
Interdisciplinary Studies.

(*1) The terms “graduate school/major” and “completion” are used under the assumption that the students 
in the program are graduate students in this booklet, please replace “graduate school/major” with 
“undergraduate faculty/department” and “completion” with “graduation” wherever deemed necessary.

3 Contents of each program

(1) Program Curriculum
The curriculum of each program is planned by the department implementing the program and 

other collaborating departments*2, and these departments also determine the program subjects 
and the number of credits required for completion. In principle, the subjects of a program consist 
of subjects provided by the department implementing the program and other collaborating 
departments.

This booklet contains an overview of the programs and the list of subjects (course subjects). For 
details about each subject, please refer to the booklet or other materials issued by each specific 
program, or search for the syllabus on KOAN.

(*2)  The term “department” here refers to a “faculty/graduate school,” “research institute,” “joint-use facility,” 
or “national joint-use facility” established at Osaka University. The department implementing the 
program refers to the organization (such as a graduate school) which plans a Minor Program/Program 
for Advanced Interdisciplinary Studies and is responsible for the program offered, and a collaborating 
department refers to departments other than the implementing department when a program is 
provided through the collaboration of multiple organizations (such as graduate schools). The role of 
each collaborating departments varies according to the program.
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(2) Subjects offered in each program
Please note that the subjects specified for a program will be offered within the standard term of 

study for students registered in the program, but it is not guaranteed that those subjects will be 
offered after the end of the term of study due to reasons such as a change in curriculum.

4 Program completion and awarding of credits

(1) Requirements for program completion
To complete a program, the following requirement must be satisfied:
[1]  The student has completed the registration procedure as a student participating in the 

program according to the method specified for the corresponding program,
[2]  The student has acquired 14 credits*3 or more from the subjects specified for the program 

in a Minor Program, and 8 credits*3 or more for a Program for Advanced Interdisciplinary 
Studies,

[3]  The student completes the course in which a student was enrolled at the time of application 
for program registration (this includes cases in which the student withdraws from a master 
course or doctor course upon completing all credits required),

[4]  The total number of credits acquired at the completion of the course is the number of 
credits required for the department to which the student belongs, in addition to the 
minimum number of credits described below:

 Minor Program ... 7 credits or more,
 Program for Advanced Interdisciplinary Studies ... 4 credits or more, and

[5]  The student satisfies the completion requirements defined for each program.

(*3) The minimum number of credits specified here are merely set as a guideline. In practice, the set 
requirements varies depending on the program and there may be more requirements than the above 
conditions, or compulsory subjects may be specified. Please be sure to refer to the “Introduction of 
individual programs for FY2019 (P.22 ~) booklet.”

(2) Program completion
When all the conditions necessary for completing a program are satisfied, the student will 

be awarded a certificate of completion for the program at completion of the graduate school a 
student is enrolled in (this includes cases in which the student withdraws from a master course or 
doctor course upon completing all credits required)*4. The certificate of completion will be issued 
by the academic affairs at the graduate school to which the student belongs.

(*4) In the case that a student completes a program early, or withdraws from a doctor course upon 
completing all credits required on days other than the last day of March or the last day of September, a 
student must make sure to inform the department implementing the program in advance.

(3) Validity of credits acquired prior to program application
If a student has taken a subject specified for a program before applying to register in 

the program, the credits which are already acquired may be approved as part of the credit 
requirement for completion of the program. For details, please contact the department 
implementing each program.
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(4)  Validity of credits acquired when a student graduates from the 
graduate school without completing the program

In the case that a student completes the graduate school program or withdraws from the 
school without completing the registered program, and a student has acquired credits for 
the corresponding program, the credits may be approved as credits already acquired for an 
“Advanced Program for Credited Auditors*5” which the student may apply for. For details, please 
contact the department implementing each program.

(*5) Established according to the School Education Act, the “Advanced Program for Credited Auditors” is a 
program based on the academic certification system which is open to working adults not enrolled in the 
university. Some programs may cover contents which overlap with those of Minor Program/Program for 
Advanced Interdisciplinary Studies.

5 Program application and other process

(1) Process required at the start of a program
To participate in the program, students are required to go through the process for both 

program application and course registration for program subjects.
The process for program application may be done through the Apply for Programs (KOAN) 

system or by submission of application forms and other documents, depending on the program 
being applied for. The application process and period through KOAN*6 will be announced on 
the KOAN bulletin board at the beginning of the spring and fall terms. The application process 
and period by submission of the application form will be announced in a booklet issued by each 
program or on their websites.

Please register for program subjects through KOAN for each semester within the specified 
registration period.

In addition to registration on KOAN, students may be required to submit applications to register 
for program subjects at the beginning of each school year or each semester, depending on the 
program. Please follow the instructions for each program.

(*6) Details of application process through KOAN are provided on Page 14 of this booklet.

(2) Notifications concerning programs and program subjects
While the implementing department will notify you of the requirements for each program, 

in general, notification regarding matters related to program subjects (class cancellation, 
assignments and so forth) will be issued by the department offering the subject. These 
notifications are generally made through the KOAN information system (bulletin board etc.). 
However, as some programs may use e-mails or their website to issue notifications, so please 
follow the relevant instructions for each program.

(3) Inquiries about programs
If you have any other questions or matters you need to notify us about related to the program, 

please contact the office in charge at the department implementing the program.
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User guide for the Apply for Programs (KOAN) system

The following user instructions apply to programs which accept program applications through 
KOAN’s Apply for Programs system. Some programs only accept application by methods other 
than the Apply for Programs system. Please check the application method for your program on the 
program details page of the Apply for Programs website, information booklets, program website etc.

1. <Login>
Log into KOAN and click to enter the Apply for Programs system

2. <Select the programs you are interested in>
Click A or B, search for programs and select the ones you are interested in.

Click here to search for 
programs based on contents 
or subjects.

3. <Check the Detail of Programs and Apply 
for Programs>

Click the “Apply for Program" button located at the 
bottom of the program details, then click “Course 
Registration" on the confirmation screen to complete 
your programs application.

A
B

4. <Apply for a Program Courses>
During the application process, you can view 
and compare your own course schedule and the 
program course schedule you wish to enroll in.
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When you complete 
application, the 
program will appear in 
your course schedule.

Abbreviation

You can cancel your 
application at any time 
during the application 
period.

Apply for Program

Cancel

Apply for Programs
Show List of All Programs

Apply for Programs/Application Process

Apply for Programs/Application Process

Click here to select 
programs from a list.

List of programs you have applied for

Apply for Programs - Show List of Programs

Select Course Choices

Apply for Programs - Application Process

Show List of All Programs

List of programs you have applied for

Application Status

Apply for Programs – Registration Support

 <Registration period for program subjects> 
Subjects offered by the graduate school to which the student belongs – Registration period 

specified by the graduate school
Subjects offered by other schools or departments – April 6 (Sat) 19:00 to 15 (Mon) 13:00, 2019
(When registering for a subject in Spring term, Summer term, Spring - Summer term of 2019 or 
a full-year subject)
* For later terms, please register within the period specified for each term.

 <Program application period through the KOAN Apply for Programs system for 2019 Spring Term> 
　April 1 (Mon) to April 26 (Fri), 2019
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6 Frequently asked questions (FAQ)
Q1.	 I	have	a	program	I	want	to	participate	in.	Can	I	obtain	more	information	about	it?
A1.	 You	may	obtain	more	details	 from	the	 instructors	 in	charge	of	each	program	and	senior	

students	in	the	programs	at	the	Minor/Adv.	Studies	Programs	Fair,	which	will	be	held	at	the	
beginning	of	April.	Do	come	to	the	session	and	have	your	questions	answered.

　*	 Please	refer	to	Page	22,	40~42	to	see	which	programs	will	be	participating	in	the	session.
	 Some	programs	may	not	be	participating	in	the	session	due	to	unavoidable	reasons.	In	this	

case,	please	ask	for	information	through	the	contact	details	provided	in	the	introduction	of	
individual	programs	from	Page	23.

Q2.	 How	can	I	register	for	a	course	subject	in	the	program?
A2.	 You	may	register	in	the	same	way	as	other	regular	subjects.	Please	register	from	KOAN.	Please	

note	that	the	registration	period	for	the	graduate	school	you	belong	to	may	differ	from	the	
registration	period	for	subjects	of	other	schools	or	departments.	Be	sure	to	check	the	posts	on	
KOAN	or	with	the	section	in	charge	of	educational	affairs	at	the	department.

Q3.	 There	are	subjects	offered	by	other	graduate	schools	in	the	course	subjects	included	in	the	
program.	Can	I	take	these	subjects?

A3.	 By	all	means,	feel	free	to	take	the	subjects.	The	greatest	advantage	of	this	program	is	being	
able	to	acquire	broader	perspectives	through	the	systematic	learning	of	knowledge	in	a	wide	
range	of	other	fields.

Q4.	 I	am	going	to	complete	my	master	course	early.	Can	I	still	complete	the	program	if	I	can	
satisfy	the	completion	requirements	for	the	program?

A4.	 Yes.	However,	please	be	sure	 to	 inform	the	department	 implementing	the	program	 in	
advance	and	notify	them	of	the	planned	date	of	completion.	The	same	applies	for	students	
withdrawing	from	a	doctor	course	upon	completing	all	credits	required	on	dates	other	than	
the	end	of	March	or	end	of	September.

Q5.	 If	the	subject	title	is	the	same	even	if	the	course	code	is	different,	will	it	be	considered	a	
course	subject	for	a	program?

A5.	 Please	check	with	the	department	implementing	the	program	as	it	may	not	be	accepted	as	a	
course	subject.

Q6.	 Does	it	cost	money	to	participate	in	a	program?
A6.	 There	 is	no	special	 fee	required	to	participate	 in	a	program.	However,	depending	on	the	

subjects	of	the	program,	expenses	such	as	transportation	fees	may	be	incurred	when	taking	
classes.
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Graduate Minor Program in academic year 2019 （Credits repuired：More than 14）

Program Name 
(Program Name in Japanese)

Department 
(Coraborating 
Department)

English 
Courses 

Available

Eligible 
students

1
RESPECT (Revitalizing and Enriching Society through Pluralism, 
Equity and Cultural Transformation) program

（未来共生プログラム）

Graduate School of 
Human Sciences X M・D

2 Anesthesia Management Program 
（麻酔管理科学プログラム）

Graduate School of 
Medicine

（Health Sciences）
X M・D

3 Finance and Insurance
（金融・保険）

Center for 
Mathematical Modeling 
and Data Science

X M・D

4

Advanced Inter-/Multi-Disciplinary Graduate-level Programs for 
Education, Research and Training in Nanoscience and Nanotechnology 
Advanced Interdisciplinary Education Program for MSc Subsidiary Course

（ナノサイエンス・ナノテクノロジー高度学際教育研究訓練プロ
グラム（博士前期課程高度学際教育副専攻プログラム）

Institute for 
NanoScience Design X M

5

Advanced Inter-/ Multi-Disciplinary Graduate-level Programs for 
Education, Research and Training in Nanoscience and Nanotechnology, 
Advanced Interdisciplinary Research Training for PhD Subsidiary Course

（ナノサイエンス・ナノテクノロジー高度学際教育研究訓練プロ
グラム（博士後期課程副専攻プログラム））

Institute for 
NanoScience Design X D

6 Cross-Boundary Innovation
（超域イノベーション副専攻プログラム）

Institute for 
Transdisciplinary 
Graduate Degree 
Programs

X M・D

7 Science and Technology Policy in Public Sphere
（公共圏における科学技術政策）

Center for the Study 
of Co* Design X M・D

8
Humanities (Global Asian Studies) (Multilingual Expert Program)

（人文学（グローバル・アジア・スタディーズ）（マルチリンガ
ル・エキスパート養成プログラム））

Graduate School of 
Letters X M

9
Humanities (Global Eurostudies) (Multilingual Expert Program)

（人文学（グローバル・ユーロ・スタディーズ）（マルチリンガ
ル・エキスパート養成プログラム））

Graduate School of 
Letters X M

10 Human Sciences (What is Living Together?) (Multilingual Expert Program)
（人間科学（共生の生態）（マルチリンガル・エキスパート養成プログラム））

Graduate School of 
Human Sciences X M

11 Law and Politics （Multilingual Expert Program)
（法学・政治学（マルチリンガル・エキスパート養成プログラム））

Graduate School of 
Law and Politics X M

12 Economics and Business Administration (Multilingual Expert Program)
（経済学・経営学（マルチリンガル・エキスパート養成プログラム））

Graduate School of 
Economics X M

13 Language and Culture (Multilingual Expert Program)
（言語文化学（マルチリンガル・エキスパート養成プログラム））

Graduate School of 
Language and Culture
(Studies in Language 
and Society)

X M

14 International public policy (Multilingual Expert Program)
（国際公共政策学（マルチリンガル・エキスパート養成プログラム））

Osaka School of 
International Public Policy X M

＊ Eligible students
　Ｍ……  Doctoral course (first stage) students, master’s course students, 1st and 2nd year students of the 

doctoral course of the Graduate School of Frontier Biosciences, students attending Law School
　Ｄ……  Doctoral course (second stage) students, doctoral course students, students of the doctoral course of 

the Graduate School of Frontier Biosciences (3rd year and above)

16



Graduate Program for Advanced Interdisciplinary Studies  in academic year 2019（Credits 
repuired：More than 8）

Program Name
(Program Name in Japanese)

Department 
(Coraborating 
Department)

English 
Courses 

Available

Eligible 
students

1 Global Japanese Studies
（グローバル・ジャパン・スタディーズ）

Graduate School of 
Letters X M・D

2 Globalization and Conflict: An Approach from Human Sciences
（グローバル化とコンフリクト―人間科学的アプローチ）

Graduate School of 
Human Sciences X M

3 Development of management capabilities for universities
（大学マネジメント力養成・向上プログラム）

Graduate School of 
Human Sciences X M・D

4
Basic Techniques of Detection and Measurements for 
Fundamental Sciences

（基礎理学計測学）

Graduate School of 
Science X M・D

5
Development of problem-solving capability in health and medical 
fields

（健康医療問題解決能力の涵養）

Graduate School of 
Medicine

（Medical Sciences）
X M・D

6 Sports Medical Science Research Program
（スポーツ医科学研究プログラム）

Graduate School of 
Medicine

（Medical Sciences）
X M・D

7 Health and Medical Innovation Program
（健康・医療イノベーションプログラム）

Graduate School of 
Medicine

（Medical Sciences）
X M・D

8 Medical Ethics and Research Governance Program
（医学倫理・研究ガバナンスプログラム）

Graduate School of 
Medicine

（Medical Sciences）
X M・D

9 Educational Program for Advanced Medical Professions of Cancer Care
（高度がん医療人材育成プログラム）

Graduate School of 
Medicine

（Health Sciences）
X M・D

10
Professional Development Program of Nursing Education and 
Administration

（看護教育・管理人材育成プログラム）

Graduate School of 
Medicine

（Health Sciences）
X M・D

11 Anesthesia Management Educational Program
（麻酔管理教育プログラム）

Graduate School of 
Medicine

（Health Sciences）
X M・D

12 Practical town planning and design
（まちづくりデザイン学）

Graduate School of 
Engineering X M

13
A Program for Developing Security Human Resources for Secure 
Data Utilization

（安全なデータ利活用のためのセキュリティ人材育成プログラム）

Graduate School of 
Engineering X M・D

14 For leading science and technology to innovation
（科学技術をイノベーションにつなぐために）

Graduate School of 
Engineering X M・D

15 Environmental Innovation Design
（環境イノベーションデザイン学）

Graduate School of 
Engineering X M・D
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Program Name
(Program Name in Japanese)

Department 
(Coraborating 
Department)

English 
Courses 

Available

Eligible 
students

16 Quantum Engineering Design Course
（量子エンジニアリングデザイン研究特別プログラム）

Graduate School of 
Engineering ✓ M・D

17 Education Program for International Welding Engineer
（高度溶接技術者プログラム）

Graduate School of 
Engineering X M・D

18 Pragmatic Data Science
（DS データ科学）

Graduate School of 
Engineering Science X M・D

19 Digital Humanities: Methodology and Praxis
（デジタルヒューマニティーズ：分析方法論と実践）

Graduate School 
of Language and 
Culture

X M・D

20 Culture and Colonialism
（文化と植民地主義）

Graduate School 
of Language and 
Culture

X M・D

21 Global Leadership Program
（グローバルリーダーシップ・プログラム）

Osaka School of 
International Public 
Policy

X M

22 Humanware innovation subprogram
（ヒューマンウェアイノベーション副プログラム）

Graduate School of 
Information Science 
and Technology

X M・D

23 Combined Program on Microbiology and Immunology
（感染症学免疫学融合プログラム）

Research Institute 
for Microbial 
Diseases

✓ D

24 Program for State-of-the-Art Protein Structural Analysis
（蛋白質解析先端研究プログラム）

Institute for Protein 
Research X D

25 Intercultural communication: theory and practice
（インターカルチュラル・コミュニケーションの理論と実践）

Center for 
International 
Education and 
Exchange

X M・D

26 Predictive Social Medicine Professional Education
（予測社会医学プロフェッショナル育成）

Global Center for 
Medical Engineering 
and Informatics

X M・D

27 Medical Device Design
（メディカルデバイスデザイン）

Global Center for 
Medical Engineering 
and Informatics

X M・D

28 Biomedical Informatics
（バイオメディカルインフォマティクス）

Global Center for 
Medical Engineering 
and Informatics

X M・D

29 Biomedical Studies
（バイオマテリアル学）

Global Center for 
Medical Engineering 
and Informatics

X M・D

30 Data Science
（データ科学）

Center for 
Mathematical 
Modeling and Data 
Science

✓ M・D

31 Mathematical Modeling
（数理モデル）

Center for 
Mathematical 
Modeling and Data 
Science

X M・D
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Program Name
(Program Name in Japanese)

Department 
(Coraborating 
Department)

English 
Courses 

Available

Eligible 
students

32

Advanced Inter-/Multi-disciplinary Graduate-level Programs 
for Education, Research and Training in Nanoscience and 
Nanotechnology, Advanced Interdisciplinary Education for MSc 
Subprogram

（ナノサイエンス・ナノテクノロジー高度学際教育研究訓練プロ
グラム（博士前期課程高度学際教育））

Institute for 
NanoScience Design X M

33

Advanced Inter-/Multi-Disciplinary Graduate-level Programs 
for Education, Research and Training in Nanoscience and 
Nanotechnology, Advanced Interdisciplinary Research Training for 
PhD Subprogram

（ナノサイエンス・ナノテクノロジー高度学際教育研究訓練プロ
グラム（博士後期課程教育研究訓練プログラム））

Institute for 
NanoScience Design X D

34

Advanced Inter/Multi-disciplinary Graduate-level Programs 
for Education, Research and Training in Nanoscience and 
Nanotechnology,  Doctoral Special Course of Nanoscience and 
Nanoengineering for Working Students in Industries

（ナノサイエンス・ナノテクノロジー高度学際教育研究訓練プロ
グラム（後期課程社会人ナノ理工学特別コース））

Institute for 
NanoScience Design X D

35

Advanced Inter-/Multi-disciplinary Graduate-level Programs for 
Education, Research and Training in Nanoscience and Nanotechnology, 
Advanced Refresher Program for PhD Working Students

（ナノサイエンス・ナノテクノロジー高度学際教育研究訓練プロ
グラム（博士後期課程社会人特別選抜））

Institute for 
NanoScience Design X D

36 Intellectual property law expert training
（知的財産法を修得した人材育成）

Intellectual Property 
and Legal Practice 
Center

X M・D

37 Cross-Boundary Innovation
（超域イノベーション高度副プログラム）

Institute for 
Transdisciplinary 
Graduate Degree 
Programs

X M・D

38 Radiation Science
（放射線科学）

Institute for 
Radiation Sciences ✓ M・D

39 Future Faculty Program
（未来の大学教員養成プログラム）

Center for Education 
in Liberal Arts and 
Sciences

X M・D

40 Science and Technology Policy in Public Sphere
（公共圏における科学技術政策）

Center for the Study 
of Co* Design X M・D

41 Social Design
（ソーシャルデザイン）

Center for the Study 
of Co* Design ✓ B5, 6・

M・D

42 Clinical Approach to Social Vulnerability
（社会の臨床）

Center for the Study 
of Co* Design X B5, 6・

M・D

＊ Eligible students
　Ｂ５，６……  5th and 6th year undergraduate students in a 6-year curriculum(Faculty of Medicine, School of 

Dentistry, School of Pharmaceutical Sciences)
　Ｍ……  Doctoral course (first stage) students, master’s course students, 1st and 2nd year students of the 

doctoral course of the Graduate School of Frontier Biosciences, students attending Law School
　Ｄ……  Doctoral course (second stage) students, doctoral course students, students of the doctoral course of 

the Graduate School of Frontier Biosciences (3rd year and above)
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平成 31 年度
各プログラム個別紹介
（副専攻プログラム）

※この冊子に掲載されているプログラムは、平成31年度に募集を行っているプログラムの情報を掲載しています。
　翌年度以降に新たにプログラムの申請を行う場合は、当該年度発行の冊子をご覧ください。





平成31年度　副専攻プログラム及び説明会予定一覧

プログラム名称
プログラム
実施部局

履修
対象者

説明会情報

説明
ページ

合同ガイダンス 左記以外の
開催予定
（詳細は
個別ページ
参照）

4／9
吹田

4／12
豊中

1 未来共生プログラム 人間科学研究科 M・D ○ ○ 23

2 麻酔管理科学プログラム 医学系研究科
（保健学専攻） M・D 24

3 金融・保険 数理・データ科学
教育研究センター M・D ○ ○ 4月12日 25

4

ナノサイエンス・ナノテクノ
ロジー高度学際教育研究訓練
プログラム（博士前期課程高度
学際教育副専攻プログラム）

ナノサイエンス
デザイン教育研究
センター

M ○ ○ 4月10日、
11日 26

5

ナノサイエンス・ナノテク
ノロジー高度学際教育研究
訓練プログラム（博士後期
課程副専攻プログラム）

ナノサイエンス
デザイン教育研究
センター

D ○ ○
ナノ

プログラム
HP参照

27

6 超域イノベーション副専攻
プログラム

国際共創大学院学位
プログラム推進機構 M・D ○ ○ 28

7 公共圏における科学技術政策 COデザインセンター M・D ○ ○ 4月10日 29

8

人文学（グローバル・アジ
ア・スタディーズ）

（マルチリンガル・エキス
パート養成プログラム）

文学研究科 M 30

9

人文学（グローバル・ユー
ロ・スタディーズ）

（マルチリンガル・エキス
パート養成プログラム）

文学研究科 M 31

10
人間科学（共生の生態）

（マルチリンガル・エキス
パート養成プログラム）

人間科学研究科 M 32

11
法学・政治学

（マルチリンガル・エキス
パート養成プログラム）

法学研究科 M 33

12
経済学・経営学

（マルチリンガル・エキス
パート養成プログラム）

経済学研究科 M 34

13
言語文化学

（マルチリンガル・エキス
パート養成プログラム）

言語文化研究科
（言語社会専攻） M 35

14
国際公共政策学

（マルチリンガル・エキス
パート養成プログラム）

国際公共政策研究科 M 36

※履修対象者
　Ｍ……博士前期課程・修士課程・生命機能研究科の博士課程1、2年次・法科大学院の課程
　Ｄ……博士後期課程・博士課程・生命機能研究科の博士課程3年次以上
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名

未
来

共
生

プ
ロ

グ
ラ

ム

提
案（
幹
事
）部
局

人
間

科
学

研
究

科

連
携
部
局

法
学

研
究

科
、

医
学

系
研

究
科

（
医

学
専

攻
・

保
健

学
専

攻
）、

工
学

研
究

科
、

言
語

文
化

研
究

科
、

国
際

公
共

政
策

研
究

科
、

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー

履
修
対
象
者

修
士

・
博

士

修
了
要
件

14
単

位
以

上
必

修
科

目
6
単

位
、

選
択

必
修

科
目

2
単

位
を

含
む

14
単

位
以

上
を

修
得

す
る

こ
と

趣
旨
・
概
要

現
代

社
会

で
は

、
グ

ロ
ー

バ
リ

ゼ
ー

シ
ョ

ン
の

名
の

も
と

に
、

国
境

の
壁

を
超

え
て

、
人

・
モ

ノ
・

カ
ネ

・
情

報
が

絶
え

間
な

く
、し

か
も

迅
速

か
つ

大
量

に
行

き
交

っ
て

い
ま

す
。

そ
の

な
か

で
重

要
な

社
会

的
要

請
と

し
て

浮
か

び
上

が
っ

て
い

き
て

い
る

の
が

、「
多

文
化

共
生

社
会

の
実

現
」

と
い

う
テ

ー
マ

で
す

。
本

副
専

攻
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
こ

の
課

題
に

応
え

る
た

め
に

、「
ひ

と
び

と
の

共
通

の
未

来
に

向
け

た
斬

新
な

共
生

モ
デ

ル
を

、
具

体
的

に
創

案
・

実
施

で
き

る
知

識
・

技
能

・
態

度
・

行
動

力
を

兼
ね

備
え

た
人

材
」

（
＝

未
来

共
生

イ
ノ

ベ
ー

タ
ー

）
の

養
成

を
目

指
し

ま
す

。

到
達
目
標

（
修
了
時
に
身
に
付
く
能
力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
習

を
通

じ
て

、以
下

の
4
つ

の
リ

テ
ラ

シ
ー

か
ら

な
る「

多
文

化
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

」
を

獲
得

し
た

方
に

修
了

認
定

証
を

授
与

し
ま

す
。

①
�コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

リ
テ

ラ
シ

ー
：

さ
ま

ざ
ま

な
違

い
を

有
す

る
他

者
と

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
構

築
す

る
力

②
�フ

ィ
ー

ル
ド

リ
テ

ラ
シ

ー
：

多
様

な
実

践
の

現
場

で
、
関

係
性

を
切

り
拓

き
、
課

題
解

決
に

向
け

て
行

動
す

る
力

③
�グ

ロ
ー

バ
ル

リ
テ

ラ
シ

ー
：

社
会

の
諸

現
象

を
グ

ロ
ー

バ
ル

な
視

点
か

ら
読

み
解

き
、

解
決

策
を

導
き

出
す

力
④

�政
策

リ
テ

ラ
シ

ー
：

多
文

化
共

生
社

会
の

実
現

に
対

し
て

、
さ

ま
ざ

ま
な

レ
ベ

ル
で

の
政

策
を

立
案

で
き

る
力

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成

上
記

の
教

育
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
、「

入
門

科
目

（
4
単

位
）」

「
プ

ラ
ク

テ
ィ

カ
ル

ワ
ー

ク
（

4
単

位
）」

「
選

択
科

目
（

6
単

位
以

上
）」

と
い

う
3
つ

の
科

目
群

を
設

定
し

て
い

ま
す

。「
プ

ラ
ク

テ
ィ

カ
ル

ワ
ー

ク
」

は
本

副
専

攻
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
最

大
の

特
徴

を
な

す
も

の
で

、
さ

ま
ざ

ま
な

実
践

の
現

場
で

の
専

門
的

な
学

び
を

得
る

た
め

に
設

定
さ

れ
て

い
ま

す
。
必

修
科

目
で

あ
る「

公
共

サ
ー

ビ
ス

ラ
ー

ニ
ン

グ
特

定
演

習
」は

、
週

に
一

日
、

大
阪

近
郊

の
各

種
団

体
に

お
い

て
「

公
共

サ
ー

ビ
ス

」
活

動
を

行
い

ま
す

。
選

択
必

修
科

目
の

ひ
と

つ
「

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

特
定

演
習

」
は

、
夏

に
一

週
間

程
度

の
東

北
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
を

予
定

し
て

い
ま

す
。

履
修
資
格
・
条
件

多
文

化
共

生
社

会
の

実
現

と
い

う
テ

ー
マ

に
関

心
が

あ
り

、
種

々
の

実
践

現
場

に
出

か
け

て
い

く
意

欲
を

持
つ

学
生

を
歓

迎
し

ま
す

。

前
提
知
識
の
目
安

文
系

理
系

問
わ

ず
、

さ
ま

ざ
ま

な
分

野
の

学
生

の
受

講
を

期
待

し
ま

す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
等

大
阪

大
学

未
来

戦
略

機
構

第
五

部
門

（
未

来
共

生
イ

ノ
ベ

ー
タ

ー
博

士
課

程
プ

ロ
グ

ラ
ム

）
事

務
室

〒
56

0-
00

43
　

大
阪

府
豊

中
市

待
兼

山
町

1-
2　

文
理

融
合

型
研

究
棟

6
階

TE
L：

06
-6

85
0-

69
26

｜
E-

m
ai
l：

in
fo

@
re

sp
ec

t.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp

プ
ロ
グ
ラ
ム
独
自
の

説
明
会
に
つ
い
て

特
記
事
項

プ
ロ

グ
ラ

ム
履

修
者

数
の

上
限

を
5
名

程
度

と
し

ま
す

。
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
の

登
録

を
希

望
す

る
方

は
、

KO
AN

掲
示

板
で
「

大
学

院
副

専
攻

プ
ロ

グ
ラ

ム
　

未
来

共
生

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

申
請

に
つ

い
て

」を
ご

確
認

い
た

だ
き

、
添

付
さ

れ
て

い
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
申

請
書

を
デ

ー
タ

形
式

で
下

記
ア

ド
レ

ス
に

送
付

し
て

下
さ

い
。

re
sp

ec
t_

sm
@
hu

s.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp

な
お

提
出

期
限

は
4
月

18
日

(木
)と

い
た

し
ま

す
。

締
め

切
り

後
、

登
録

が
認

め
ら

れ
ま

し
た

方
に

の
み

担
当

か
ら

ご
連

絡
い

た
し

ま
す

。

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

（
4学
期
制
）

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
必
選
択

21
17

53
共

生
社

会
論

特
講
Ⅰ

2
春

～
夏

学
期

人
間

科
学

研
究

科
（

院
前

期
）

入
門

科
目

3B
14

04
訪

問
術

E
（

マ
イ

ノ
リ

テ
ィ

・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

）
2

夏
学

期
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー（

院
前

期
）

入
門

科
目

21
19

08
公

共
サ

ー
ビ

ス
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
特

定
演

習
2

秋
～

冬
学

期
人

間
科

学
研

究
科
（

院
前

期
）

プ
ラ

ク
テ

ィ
カ

ル
ワ

ー
ク

21
19

07
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
特

定
演

習
2

春
～

夏
学

期
人

間
科

学
研

究
科
（

院
前

期
）

プ
ラ

ク
テ

ィ
カ

ル
ワ

ー
ク

21
19

09
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
特

定
演

習
2

春
～

夏
学

期
人

間
科

学
研

究
科
（

院
前

期
）

プ
ラ

ク
テ

ィ
カ

ル
ワ

ー
ク

21
15

04
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
B

2
通

年
人

間
科

学
研

究
科
（

院
前

期
）

プ
ラ

ク
テ

ィ
カ

ル
ワ

ー
ク

21
12

79
教

育
文

化
学

特
定

演
習
Ⅰ

2
春

～
夏

学
期

人
間

科
学

研
究

科
（

院
前

期
）

21
14

80
人

間
科

学
方

法
演

習
2

集
中

（
夏

）
人

間
科

学
研

究
科
（

院
前

期
）

21
19

11
メ

デ
ィ

ア
と

共
生

社
会

特
講

2
秋

～
冬

学
期

人
間

科
学

研
究

科
（

院
前

期
）

21
19

10
メ

デ
ィ

ア
の

課
題

特
講

2
春

～
夏

学
期

人
間

科
学

研
究

科
（

院
前

期
）

21
16

32
コ

ン
フ

リ
ク

ト
の

人
文

学
特

講
Ⅱ

2
秋

～
冬

学
期

人
間

科
学

研
究

科
（

院
前

期
）

22
04

09
法

政
策

学
2

春
～

夏
学

期
法

学
研

究
科

（
院

前
期

）

22
03

15
国

際
私

法
2

秋
～

冬
学

期
法

学
研

究
科

（
院

前
期

）

25
05

06
疫

学
総

論
2

春
～

夏
学

期
医

学
系

研
究

科（
医

）（
修

士
）

25
50

02
生

涯
保

健
学

2
春

～
夏

学
期

医
学

系
研

究
科（

保
）（

院
前

期
）

25
51

03
地

域
ヘ

ル
ス

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

特
論

2
春

～
夏

学
期

医
学

系
研

究
科（

保
）（

院
前

期
）

28
06

41
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
デ

ザ
イ

ン
論

2
秋

～
冬

学
期

工
学

研
究

科
（

院
前

期
）

28
06

42
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
デ

ザ
イ

ン
演

習
2

秋
～

冬
学

期
工

学
研

究
科

（
院

前
期

）

28
09

68
地

域
施

設
整

備
論

2
春

～
夏

学
期

工
学

研
究

科
（

院
前

期
）

28
06

54
創

生
コ

ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ

ン
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
論

2
春

～
夏

学
期

工
学

研
究

科
（

院
前

期
）

30
02

75
社

会
言

語
学

研
究

A
2

春
～

夏
学

期
言

語
文

化
研

究
科
（

院
前

期
）

30
02

76
社

会
言

語
学

研
究

B
2

秋
～

冬
学

期
言

語
文

化
研

究
科
（

院
前

期
）

30
02

41
ジ

ェ
ン

ダ
ー

論
A

2
春

～
夏

学
期

言
語

文
化

研
究

科
（

院
前

期
）

31
12

20
特

殊
講

義
（

ナ
シ

ョ
ナ

リ
ズ

ム
論

）
2

春
～

夏
学

期
国

際
公

共
政

策
研

究
科（

院
前

期
）

31
12

21
演

習
（

多
文

化
共

生
論

）
2

秋
～

冬
学

期
国

際
公

共
政

策
研

究
科（

院
前

期
）

31
11

64
特

殊
特

講
（

紛
争

研
究

概
論

）
2

春
～

夏
学

期
国

際
公

共
政

策
研

究
科（

院
前

期
）

3B
11

01
対

話
術

A（
哲

学
対

話
入

門
）

2
春

学
期

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー（
院

前
期

）

3B
15

02
協

働
術

B（
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ
･セ

ミ
ナ

ー
）

2
秋

～
冬

学
期

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー（
院

前
期

）

構
成
科
目

23



プ
ロ
グ
ラ
ム
名

麻
酔

管
理

科
学

プ
ロ

グ
ラ

ム

提
案（
幹
事
）部
局

医
学

系
研

究
科

（
保

健
学

専
攻

）

連
携
部
局

医
学

系
研

究
科

（
医

科
学

専
攻

）、
人

間
科

学
研

究
科

履
修
対
象
者

修
士

・
博

士

修
了
要
件

16
単

位
以

上
必

修
科

目
6
単

位
、

選
択

必
修

科
目

6
単

位
を

含
む

16
単

位
以

上
を

修
得

す
る

こ
と

趣
旨
・
概
要

わ
が

国
で

は
、
外

科
手

術
の

高
度

化
・

多
様

化
が

進
む

中
、
手

術
麻

酔
の

需
要

が
増

大
し

、
麻

酔
科

医
不

足
が

深
刻

化
し

て
お

り
、麻

酔
科

医
だ

け
で

手
術

麻
酔

を
管

理
す

る
こ

と
が

困
難

に
な

る
と

予
想

さ
れ

る
。

そ
こ

で
、
麻

酔
科

医
と

協
力

し
て

麻
酔

管
理

を
担

う
医

療
者

を
育

成
し

て
、
手

術
麻

酔
の

管
理

を
チ

ー
ム

で
行

う
こ

と
で

、
手

術
麻

酔
の

需
要

に
対

応
で

き
質

を
保

証
で

き
る

と
の

期
待

が
高

ま
っ

て
い

る
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、
こ

の
よ

う
な

医
療

の
現

状
を

踏
ま

え
て

麻
酔

管
理

を
科

学
し

、
手

術
麻

酔
管

理
に

お
け

る
チ

ー
ム

医
療

の
実

現
に

つ
な

が
る

、
麻

酔
管

理
科

学
の

教
育

体
系

を
構

築
し

て
、
系

統
的

な
学

習
の

機
会

を
提

供
す

る
も

の
で

あ
る

。
受

講
生

は
麻

酔
管

理
を

め
ぐ

る
現

状
を

知
り

、
高

齢
化

・
高

度
化

す
る

日
本

の
医

療
を

、
安

全
性

、
効

率
性

、
質

向
上

の
観

点
か

ら
捉

え
る

こ
と

が
出

来
る

よ
う

に
な

る
。

到
達
目
標

（
修
了
時
に
身
に
付
く
能
力
）

①
�麻

酔
学

お
よ

び
麻

酔
管

理
・

周
術

期
管

理
に

必
要

と
な

る
薬

理
学

・
生

理
学

の
知

識
を

得
、

説
明

で
き

る
。

②
�麻

酔
科

医
と

の
協

働
に

よ
る

麻
酔

管
理

・
周

術
期

管
理

に
必

要
と

な
る

知
識

を
得

、
説

明
で

き
る

。
③

�日
本

麻
酔

科
学

会
が

認
定

す
る

「
周

術
期

管
理

チ
ー

ム
認

定
」

に
つ

な
が

る
知

識
を

得
、

説
明

で
き

る
。

④
�日

本
麻

酔
科

学
会

で
の

研
究

発
表

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

で
き

、
日

本
麻

酔
科

学
会

B
会

員
の

資
格

取
得

に
繋

げ
ら

れ
る

。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成

麻
酔

管
理

に
関

連
す

る
講

義
科

目
で

知
識

を
得

て
、
周

術
期

管
理

へ
の

理
解

を
深

め
る

と
同

時
に

、
要

件
を

満
た

す
こ

と
で

実
習

科
目

を
履

修
す

る
こ

と
が

で
き

、
実

践
を

通
し

て
麻

酔
に

必
要

な
手

技
を

習
得

で
き

る
よ

う
構

成
さ

れ
て

い
る

。

履
修
資
格
・
条
件

※
医

学
系

の
学

生
、

も
し

く
は

医
療

系
の

資
格

を
持

つ
学

生
の

み
を

対
象

と
す

る
。

　
麻

酔
管

理
に

関
心

が
あ

り
、

積
極

的
に

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

参
加

す
る

意
思

の
あ

る
者

。
①

各
科

目
に

単
位

認
定

試
験

を
設

け
て

い
る

（
詳

細
は

シ
ラ

バ
ス

・
担

当
教

員
に

確
認

要
）

②
実

習
科

目
に

受
講

要
件

・
人

数
制

限
を

設
け

て
い

る
（

詳
細

は
シ

ラ
バ

ス
・

担
当

教
員

に
確

認
要

）
③

受
講

者
数

に
よ

り
開

講
時

期
を

変
更

す
る

場
合

が
あ

る
（

詳
細

は
担

当
教

員
に

確
認

要
）

前
提
知
識
の
目
安

実
習

科
目

の
履

修
を

希
望

す
る

場
合

は
、

医
療

系
の

国
家

資
格

を
有

す
る

こ
と

。
医

療
系

の
専

門
領

域
に

お
け

る
基

本
的

な
生

理
学

・
病

態
学

の
知

識
を

有
す

る
こ

と
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
等

問
合

せ
先

：
医

学
系

研
究

科
保

健
学

専
攻

教
務

係
TE

L：
06

-6
87

9-
25

12
Em

ai
l：

i-h
ok

en
-k
yo

m
u@

sa
hs

.m
ed

.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp

プ
ロ
グ
ラ
ム
独
自
の

説
明
会
に
つ
い
て

特
記
事
項

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

医
学

系
研

究
科

麻
酔

集
中

治
療

教
室

の
協

力
を

得
て

実
施

す
る

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

申
請

か
ら

2
年

以
内

に
16

単
位

以
上

を
修

得
す

る
よ

う
計

画
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

（
4学
期
制
）

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
必
選
択

25
56

27
麻

酔
学

総
論

2
春

～
夏

学
期

医
学

系
研

究
科

（
保

・
博

士
前

期
）

①
②

25
56

28
周

麻
酔

薬
理

学
2

春
～

夏
学

期
医

学
系

研
究

科
（

保
・

博
士

前
期

）
①

②

25
56

29
周

麻
酔

生
理

学
2

春
～

夏
学

期
医

学
系

研
究

科
（

保
・

博
士

前
期

）
①

②

25
56

30
麻

酔
器

と
麻

酔
管

理
2

春
～

夏
学

期
医

学
系

研
究

科
（

保
・

博
士

前
期

）
②

③

25
56

31
周

術
期

管
理

学
2

春
～

夏
学

期
医

学
系

研
究

科
（

保
・

博
士

前
期

）
②

③

25
56

32
麻

酔
学

各
論

2
秋

～
冬

学
期

医
学

系
研

究
科

（
保

・
博

士
前

期
）

②
③

25
56

33
麻

酔
管

理
実

践
2

秋
～

冬
学

期
医

学
系

研
究

科
（

保
・

博
士

前
期

）
③

④

25
56

34
周

術
期

管
理

実
践

2
秋

～
冬

学
期

医
学

系
研

究
科

（
保

・
博

士
前

期
）

③
④

25
56

35
外

科
手

術
と

実
践

2
秋

～
冬

学
期

医
学

系
研

究
科

（
保

・
博

士
前

期
）

②
③

25
02

91
医

療
機

器
開

発
の

た
め

の
臨

床
医

学
2

春
学

期
医

学
系

研
究

科
（

修
士

）
②

25
05

46
医

学
統

計
学

総
論

2
春

～
夏

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

④

25
05

47
医

学
統

計
学

各
論

2
秋

～
冬

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

④

25
05

48
ク

リ
ニ

カ
ル

ト
ラ

イ
ア

ル
総

論
2

秋
学

期
医

学
系

研
究

科
（

修
士

）
④

25
15

02
医

療
経

済
・

経
営

入
門

2
秋

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

②

21
18

57
保

健
医

療
分

野
に

関
す

る
理

論
と

支
援

の
展

開
2

春
学

期
人

間
科

学
研

究
科

（
修

士
）

④

構
成
科
目

24



プ
ロ
グ
ラ
ム
名

金
融

・
保

険

提
案（
幹
事
）部
局

数
理

・
デ

ー
タ

科
学

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

連
携
部
局

基
礎

工
学

研
究

科
、

経
済

学
研

究
科

、
理

学
研

究
科

、
情

報
科

学
研

究
科

履
修
対
象
者

修
士

・
博

士

修
了
要
件

8
科

目
以

上
（

16
単

位
相

当
以

上
）

プ
ロ

グ
ラ

ム
エ

ン
ト

リ
ー

時
点

か
ら

3年
以

内
に

修
了

要
件

単
位

を
満

た
す

こ
と

。
下

記
の

3
つ

の
コ

ー
ス

ご
と

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
修

了
要

件
は

下
記

の
通

り
で

す
。

・
�金

融
経

済
・

工
学

・
コ

ー
ス

：
選

必
3
科

目
以

上
、

選
択

2
科

目
以

上
、

合
計

16
単

位
以

上
・

�イ
ン

シ
ュ

ア
ラ

ン
ス

・
コ

ー
ス

：
必

修
4
科

目
、

選
必

2
科

目
以

上
、

合
計

16
単

位
以

上
・

�数
理

計
量

フ
ァ

イ
ナ

ン
ス

・
コ

ー
ス

：
選

必
2
科

目
以

上
、

選
択

4
科

目
以

上
、

合
計

16
単

位
以

上
各

コ
ー

ス
の

科
目

の
分

類
に

つ
い

て
は

、
セ

ン
タ

ー
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
「

D
FI

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

」
の

科
目

対
応

表
（

時
間

割
）、

シ
ラ

バ
ス

を
御

覧
く

だ
さ

い
。

趣
旨
・
概
要

文
部

科
学

省
特

別
教

育
研

究
経

費
（

連
携

融
合

）
に

採
択

さ
れ

た
“新

領
域

分
野
「

金
融

・
保

険
科

学
」
に

関
す

る
文

理
融

合
型

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

”の
実

施
母

体
と

し
て

、
20

06
年

4
月

に
大

阪
大

学
金

融
・

保
険

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー
（

CS
FI
）
が

発
足

し
ま

し
た

。
そ

の
CS

FI
が

、
金

融
・

保
険

に
関

わ
る

学
際

的
分

野
で

の
ス

ペ
シ

ャ
リ

ス
ト

を
育

成
す

る
こ

と
を

目
標

と
し

提
供

を
開

始
し

た
の

が
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

す
。

な
お

、
20

15
年

10
月

に
組

織
の

改
編

が
あ

り
、

金
融

・
保

険
部

門
、

モ
デ

リ
ン

グ
部

門
、

デ
ー

タ
科

学
部

門
の

3
部

門
か

ら
成

る
数

理
・

デ
ー

タ
科

学
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
（

M
M

D
S）

が
開

設
さ

れ
ま

し
た

。
3
部

門
の

う
ち

金
融

・
保

険
部

門
が

、
金

融
・

保
険

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

（
CS

FI
）

に
対

応
し

、
こ

れ
ま

で
と

同
様

の
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
し

ま
す

。

到
達
目
標

（
修
了
時
に
身
に
付
く
能
力
）

近
年

の
金

融
取

引
の

高
度

化
に

と
も

な
い

、
金

融
機

関
で

も
確

率
・

統
計

を
は

じ
め

と
し

た
高

度
な

数
学

の
知

識
や

計
算

機
の

知
識

を
持

つ
人

材
が

必
要

と
な

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
金

融
の

制
度

的
な

枠
組

み
も

同
時

に
高

度
化

し
て

い
る

た
め

に
、
経

済
へ

の
深

い
洞

察
を

備
え

た
人

材
も

必
要

と
な

っ
て

い
ま

す
。

数
理

・
デ

ー
タ

科
学

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

金
融

・
保

険
部

門
（

D
FI
）

の
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

こ
れ

か
ら

の
金

融
経

済
社

会
の

安
定

に
欠

か
せ

な
い

文
系

・
理

系
の

両
側

面
を

備
え

た
人

材
を

養
成

し
ま

す
。

こ
の

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

修
了

者
は

、
金

融
派

生
商

品
の

設
計

や
財

務
分

析
等

を
通

し
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
評

価
、
投

資
の

決
定

を
通

じ
て

、
銀

行
や

証
券

会
社

を
支

え
る

、
高

度
フ

ァ
イ

ナ
ン

シ
ャ

ル
エ

ン
ジ

ニ
ア

、
ク

ウ
ォ

ン
ツ

ア
ナ

リ
ス

ト
、

高
度

フ
ァ

イ
ナ

ン
シ

ャ
ル

ア
ナ

リ
ス

ト
、

高
度

フ
ァ

イ
ナ

ン
シ

ャ
ル

プ
ラ

ン
ナ

ー
等

の
職

業
に

携
わ

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
り

ま
す

。
ま

た
、
同

時
に

、
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

修
了

者
は

高
度

な
フ

ァ
イ

ナ
ン

ス
の

素
養

を
兼

ね
備

え
た

ア
ク

チ
ュ

ア
リ

ー
や

、
国

際
的

に
活

躍
で

き
る

研
究

者
に

な
る

知
識

を
持

つ
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
り

ま
す

。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成

こ
の

文
理

融
合

型
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

学
内

の
基

礎
工

学
、

経
済

学
、

理
学

、
情

報
科

学
研

究
科

の
4
研

究
科

と
、

民
間

お
よ

び
公

的
金

融
機

関
の

連
携

協
力

の
も

と
に

提
供

さ
れ

、（
M

）
数

理
計

量
フ

ァ
イ

ナ
ン

ス
・

コ
ー

ス
、（

E）
金

融
経

済
・

工
学

コ
ー

ス
、（

I）
イ

ン
シ

ュ
ア

ラ
ン

ス
・

コ
ー

ス
の

3
コ

ー
ス

で
構

成
さ

れ
て

い
ま

す
。

ま
た

最
先

端
の

学
術

的
発

展
を

も
踏

ま
え

た
教

育
に

加
え

、
実

務
家

教
員

に
よ

る
実

務
教

育
に

も
力

を
入

れ
て

い
ま

す
。

履
修
資
格
・
条
件

大
阪

大
学

内
の

い
ず

れ
か

の
大

学
院

・
研

究
科

の
修

士
、

博
士

前
・

後
期

課
程

に
在

学
す

る
者

前
提
知
識
の
目
安

提
供

科
目

ご
と

に
異

な
り

ま
す

の
で

、
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

便
覧

で
ご

確
認

下
さ

い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
等

宛
先

：
大

阪
大

学
　

数
理

・
デ

ー
タ

科
学

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

（
M

M
D
S）

所
在

地
：

〒
56

0-
85

31
　

大
阪

府
豊

中
市

待
兼

山
町

1-
3

Ph
on

e：
（

06
）

68
50

-6
09

1（
代

表
）

／
62

79
（

教
務

関
係

）　
Fa

x：
（

06
）

68
50

-6
09

2
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
：

w
w
w
-m

m
ds

.si
gm

at
h.
es

.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp

E-
m

ai
l：

m
m

ds
-q

ue
st
io
ns

@
sig

m
at
h.
es

.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp

プ
ロ
グ
ラ
ム
独
自
の

説
明
会
に
つ
い
て

■
M
M
DS

ガ
イ

ダ
ン

ス
（

金
融

・
保

険
、

数
理

モ
デ

ル
、

デ
ー

タ
科

学
の

説
明

会
）

日
時

：
4
月

12
日

（
金

）
18

：
00

～
20

：
00

会
場

：
法

経
講

義
棟

1
階

1
番

講
義

室

特
記
事
項

科
目

対
応

表
（

時
間

割
）、

シ
ラ

バ
ス

な
ど

重
要

な
情

報
が

数
理

・
デ

ー
タ

科
学

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

さ
れ

て
い

ま
す

の
で

、
参

考
に

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

休
講

・
補

講
、

集
中

講
義

の
日

程
、

等
の

最
新

の
情

報
に

つ
き

ま
し

て
は

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

ご
注

意
く

だ
さ

い
。

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

（
4学
期
制
）

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
必
選
択

数
理

・
デ

ー
タ

科
学

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

作
成

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
、

お
よ

び
左

記
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
内

の
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

便
覧

（
科

目
対

応
時

間
割

表
、

シ
ラ

バ
ス

等
を

含
む

）
を

参
照

。

構
成
科
目

25



プ
ロ
グ
ラ
ム
名

ナ
ノ

サ
イ

エ
ン

ス
・

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

高
度

学
際

教
育

研
究

訓
練

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

博
士

前
期

課
程

高
度

学
際

教
育

副
専

攻
プ

ロ
グ

ラ
ム

）【
略

称
：

ナ
ノ

高
度

学
際

教
育

研
究

訓
練

（
前

期
課

程
副

専
攻

）】

提
案（
幹
事
）部
局

ナ
ノ

サ
イ

エ
ン

ス
デ

ザ
イ

ン
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー

連
携
部
局

理
学

研
究

科
、

医
学

系
研

究
科

、
薬

学
研

究
科

、
工

学
研

究
科

、
基

礎
工

学
研

究
科

、
生

命
機

能
研

究
科

、
産

業
科

学
研

究
所

、
接

合
科

学
研

究
所

、
レ

ー
ザ

ー
科

学
研

究
所

、
超

高
圧

電
子

顕
微

鏡
セ

ン
タ

ー
、

太
陽

エ
ネ

ル
ギ

ー
化

学
研

究
セ

ン
タ

ー

履
修
対
象
者

修
士

修
了
要
件

14
単

位
以

上

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

修
了

認
定

に
は

、
1
つ

の
コ

ー
ス

の
中

か
ら

講
義

科
目

13
単

位（
う

ち
所

属
の

専
攻

ま
た

は
領

域
の

授
業

科
目

に
な

い
講

義
科

目
†

7
単

位
以

上
を

含
む

）、
お

よ
び

集
中

実
習

科
目

1
単

位
以

上
を

修
得

す
る

こ
と

が
必

要
で

す
。

た
だ

し
、

修
得

し
た

単
位

の
う

ち
最

低
7
単

位
は

、
所

属
研

究
科

の
修

了
に

直
接

関
わ

ら
な

い
単

位
と

し
て

修
得

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

†
：「

ナ
ノ

テ
ク

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
特

論
」（

必
修

科
目

）、「
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
社

会
受

容
特

論
A

／
B」

（
い

ず
れ

か
は

必
修

科
目

）、
「

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

デ
ザ

イ
ン

特
論

A
／

B」
（

い
ず

れ
か

は
必

修
科

目
）、

「
国

際
ナ

ノ
理

工
学

特
論

A
／

B
／

C
」（

選
択

科
目

）
を

含
み

ま
す

。

趣
旨
・
概
要

大
阪

大
学

大
学

院
の

各
部

局
で

従
来

個
別

に
実

施
し

て
き

た
学

際
性

の
極

め
て

強
い

ナ
ノ

サ
イ

エ
ン

ス
・

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

に
関

連
す

る
大

学
院

講
義

を
部

局
横

断
型

に
再

編
統

合
し

、
独

自
の

講
義

・
実

習
・

討
論

科
目

を
付

加
し

て
、

複
数

の
高

度
学

際
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
編

成
し

て
あ

り
ま

す
。

こ
れ

ら
の

高
度

学
際

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

履
修

に
よ

り
、

従
来

の
専

門
領

域
に

加
え

て
ナ

ノ
サ

イ
エ

ン
ス

・
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

体
系

化
さ

れ
た

幅
広

い
知

識
と

、
そ

の
社

会
・

産
業

へ
の

展
開

方
法

を
修

得
さ

せ
、

よ
っ

て
有

能
な

ナ
ノ

関
連

分
野

の
基

礎
研

究
開

発
能

力
を

持
つ

国
際

的
人

材
の

育
成

を
目

的
と

し
ま

す
。

到
達
目
標

（
修
了
時
に
身
に
付
く
能
力
）

こ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

学
び

終
え

た
際

に
は

、「
従

来
の

専
門

領
域

に
加

え
て

①
ナ

ノ
サ

イ
エ

ン
ス

・
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

体
系

化
さ

れ
た

幅
広

い
知

識
と

、
②

そ
の

社
会

・
産

業
へ

の
展

開
方

法
を

修
得

し
た

有
能

な
ナ

ノ
関

連
分

野
の

基
礎

研
究

開
発

能
力

を
持

つ
人

材
、

将
来

の
研

究
リ

ー
ダ

ー
と

な
っ

て
い

た
だ

く
こ

と
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

構
成

は
、
ナ

ノ
サ

イ
エ

ン
ス

・
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
に

関
わ

る
学

生
が

広
く

聴
講

す
べ

き
講

義
群

を
、
5

つ
の

コ
ー

ス
に

分
類

し
て

、
こ

れ
に

社
会

に
お

け
る

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
活

用
実

例
や

実
用

化
に

お
け

る
課

題
を

講
義

す
る

ナ
ノ

テ
ク

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
特

論（
必

修
科

目
、

吹
田

・
豊

中
遠

隔
中

継
）、

社
会

普
及

、
標

準
化

、
ナ

ノ
リ

ス
ク

を
説

く
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
社

会
受

容
特

論
A
／

B（
1
科

目
選

択
必

修
、

土
曜

開
講

、
中

之
島

）、
各

種
産

業
発

展
の

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
用

い
た

要
素

技
術

の
解

説
と

自
分

の
専

門
に

対
す

る
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

ー
を

行
う

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

デ
ザ

イ
ン

特
論

A
／

B（
1
科

目
選

択
必

修
、

土
曜

開
講

、
中

之
島

）
を

加
え

て
、

将
来

ナ
ノ

サ
イ

エ
ン

ス
・

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

関
連

分
野

へ
進

む
全

学
の

学
生

に
対

し
て

副
専

攻
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
し

ま
す

。
こ

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

講
義

の
み

な
ら

ず
、

主
に

夏
期

集
中

で
部

局
横

断
的

な
演

習
、

実
験

を
含

め
た

高
度

実
習

訓
練

（
約

20
課

題
）

を
行

う
こ

と
と

、
社

会
人

を
含

め
た

討
論

重
視

の
土

曜
講

座
へ

の
参

加
を

特
徴

と
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

科
学

技
術

の
国

際
化

に
向

け
て

、
英

語
で

開
講

す
る

「
国

際
ナ

ノ
理

工
学

特
論

A
」（

秋
の

海
外

と
の

交
換

講
義

）
に

加
え

て
、「

国
際

ナ
ノ

理
工

学
特

論
B」

及
び

「
国

際
ナ

ノ
理

工
学

特
論

C
」（

外
国

人
教

員
に

よ
る

サ
マ

ー
ス

ク
ー

ル
）

を
実

施
し

ま
す

。
大

学
院

博
士

前
期

課
程

の
高

度
学

際
教

育
副

専
攻

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

、
以

下
の

5
つ

の
コ

ー
ス

を
平

成
31

年
度

に
実

施
し

ま
す

。
（

1）
ナ

ノ
マ

テ
リ

ア
ル

・
ナ

ノ
デ

バ
イ

ス
デ

ザ
イ

ン
学

　（
2）

ナ
ノ

エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

･ナ
ノ

材
料

学
（

3）
超

分
子

ナ
ノ

バ
イ

オ
プ

ロ
セ

ス
学

　
　

　
　

　
　

　（
4）

ナ
ノ

構
造

・
機

能
計

測
解

析
学

（
5）

ナ
ノ

フ
ォ

ト
ニ

ク
ス

学

履
修
資
格
・
条
件

特
に

な
し

。
主

専
攻

の
活

動
に

支
障

の
な

い
よ

う
計

画
的

に
履

修
し

て
く

だ
さ

い
。

前
提
知
識
の
目
安

一
般

に
、

理
工

系
の

学
部

レ
ベ

ル
の

知
識

を
必

要
と

し
ま

す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
等

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

全
般

に
つ

い
て

の
問

い
合

わ
せ

は
、

ナ
ノ

プ
ロ

グ
ラ

ム
事

務
局

へ
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
電

子
メ

ー
ル

の
際

に
は

、
必

ず
所

属
研

究
科

・
専

攻
・

研
究

室
名

、
履

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

名
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
ナ

ノ
プ

ロ
グ

ラ
ム

事
務

局
：

豊
中

地
区

文
理

融
合

型
研

究
棟

3
階

30
3
号

室
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

：
na

no
-p

ro
gr

am
@
in
sd

.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp
　

TE
L：

06
-6

85
0-

63
98

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
ht

tp
://

w
w
w
.in

sd
.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp
/n

an
o　

内
線

（
63

98
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
独
自
の

説
明
会
に
つ
い
て

■
ナ

ノ
サ

イ
エ

ン
ス

デ
ザ

イ
ン

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

　
プ

ロ
グ

ラ
ム

説
明

会
【

豊
中

】
平

成
31

年
4
月

10
日

（
水

）
12

時
10

分
～

12
時

50
分

　
文

理
融

合
型

研
究

棟
30

5　
セ

ミ
ナ

ー
室

【
吹

田
】

平
成

31
年

4
月

11
日

（
木

）
12

時
10

分
～

12
時

50
分

　
工

学
研

究
科

U
2-

21
1（

U
棟

2
階

）

特
記
事
項

・
�本

副
専

攻
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
申

請
す

る
学

生
は

、
同

時
に

高
度

副
プ

ロ
グ

ラ
ム

【
略

称
：

ナ
ノ

高
度

学
際

教
育

研
究

訓
練

（
前

期
課

程
）】

も
申

請
す

る
こ

と
を

推
奨

し
ま

す
。

こ
れ

は
単

位
不

足
の

場
合

で
も

副
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
9
単

位
）

の
修

了
は

可
能

な
場

合
が

あ
る

か
ら

で
す

。
・

�複
数

年
度

に
ま

た
が

る
履

修
を

認
め

ま
す

。
但

し
、
2
年

目
以

降
履

修
の

場
合

に
は

、
ナ

ノ
プ

ロ
グ

ラ
ム

事
務

局
へ

の
直

接
申

請
が

必
要

と
な

り
ま

す
の

で
「

前
期

課
程

プ
ロ

グ
ラ

ム
履

修
申

請
書

」
を

事
務

局
へ

必
ず

提
出

し
て

下
さ

い
。

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講

学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
必
選
択

29
06

27
ナ

ノ
テ

ク
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

特
論

2
春

～
夏

学
期

基
礎

工
学

研
究

科
（

専
攻

・
領

域
外

科
目

）
②

吹
田

・
豊

中
TV

配
信

29
07

30
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
社

会
受

容
特

論
A

2
不

開
講

（
偶

数
年

開
講

）
基

礎
工

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

②
A
ま

た
は

B
は

選
択

必
修

29
07

34
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
社

会
受

容
特

論
B

2
集

中（
春

～
夏

）
（

奇
数

年
開

講
）

基
礎

工
学

研
究

科
（

専
攻

・
領

域
外

科
目

）

29
07

05
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
デ

ザ
イ

ン
特

論
A

2
不

開
講

（
偶

数
年

開
講

）
基

礎
工

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

②
A

ま
た

は
B

は
選

択
必

修
29

07
06

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

デ
ザ

イ
ン

特
論

B
2

集
中（

秋
～

冬
）

（
奇

数
年

開
講

）
基

礎
工

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

29
07

35
国

際
ナ

ノ
理

工
学

特
論

A
1

集
中

（
秋

）
基

礎
工

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

②
29

07
40

国
際

ナ
ノ

理
工

学
特

論
B

1
集

中
（

夏
）

基
礎

工
学

研
究

科
（

専
攻

・
領

域
外

科
目

）

29
07

41
国

際
ナ

ノ
理

工
学

特
論

C
1

集
中

（
夏

）
基

礎
工

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

（
1）
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
・
ナ
ノ
デ
バ
イ
ス
デ
ザ
イ
ン
学

29
04

33
理

論
物

質
科

学
（

Th
eo

re
tic

al
�M

at
er

ia
ls�

Sc
ie
nc

e）
2

春
～

夏
学

期
基

礎
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

①

24
12

56
ナ

ノ
マ

テ
リ

ア
ル

・
ナ

ノ
デ

バ
イ

ス
デ

ザ
イ

ン
学

1
通

年
理

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

①
集

中
実

習

（
2）
ナ
ノ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
･ナ
ノ
材
料
学

28
07

76
結

晶
成

長
工

学
2

春
～

夏
学

期
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

①

24
09

28
ナ

ノ
プ

ロ
セ

ス
・

物
性

・
デ

バ
イ

ス
学

1
通

年
理

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

①
集

中
実

習

（
3）
超
分
子
ナ
ノ
バ
イ
オ
プ
ロ
セ
ス
学

29
04

37
ミ

ク
ロ

分
子

分
光

学
2

秋
～

冬
学

期
基

礎
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

①

24
09

29
超

分
子

ナ
ノ

バ
イ

オ
プ

ロ
セ

ス
学

1
通

年
理

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

①
集

中
実

習

（
4）
ナ
ノ
構
造
・
機
能
計
測
解
析
学

28
11

94
物

性
分

析
工

学
2

秋
～

冬
学

期
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

①

24
09

30
ナ

ノ
構

造
・

機
能

計
測

解
析

学
1

通
年

理
学

研
究

科
（

専
攻

・
領

域
外

科
目

）
①

集
中

実
習

（
5）
ナ
ノ
フ
ォ
ト
ニ
ク
ス
学

29
04

34
微

小
物

質
光

学
応

答
2

春
～

夏
学

期
基

礎
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

①

24
09

31
ナ

ノ
フ

ォ
ト

ニ
ク

ス
学

1
通

年
理

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

①
集

中
実

習

※
�上

記
科

目
は

、
各

コ
ー

ス
の

一
部

の
科

目
の

み
表

示
し

て
い

ま
す

の
で

、
そ

の
他

の
科

目
に

つ
い

て
は

、
ナ

ノ
サ

イ
エ

ン
ス

デ
ザ

イ
ン

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

の
発

行
す

る
案

内
冊

子
で

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。

構
成
科
目

26



プ
ロ
グ
ラ
ム
名

ナ
ノ

サ
イ

エ
ン

ス
・

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

高
度

学
際

教
育

研
究

訓
練

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

博
士

後
期

課
程

副
専

攻
プ

ロ
グ

ラ
ム

）【
略

称
：

ナ
ノ

高
度

学
際

教
育

研
究

訓
練

（
後

期
課

程
副

専
攻

）】

提
案（
幹
事
）部
局

ナ
ノ

サ
イ

エ
ン

ス
デ

ザ
イ

ン
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー

連
携
部
局

理
学

研
究

科
、

医
学

系
研

究
科

、
薬

学
研

究
科

、
工

学
研

究
科

、
基

礎
工

学
研

究
科

、
生

命
機

能
研

究
科

、
産

業
科

学
研

究
所

、
接

合
科

学
研

究
所

、
レ

ー
ザ

ー
科

学
研

究
所

、
超

高
圧

電
子

顕
微

鏡
セ

ン
タ

ー
、

太
陽

エ
ネ

ル
ギ

ー
化

学
研

究
セ

ン
タ

ー

履
修
対
象
者

博
士

修
了
要
件

14
単

位
以

上

「
産

学
リ

エ
ゾ

ン
PA

L教
育

研
究

訓
練

」（
5
単

位
）

あ
る

い
は

「
高

度
学

際
萌

芽
研

究
訓

練
」（

5
単

位
）

の
い

ず
れ

か
を

少
な

く
と

も
選

択
し

、
同

時
に

「
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
社

会
受

容
特

論
A

／
B」

（
各

2
単

位
）、
「

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

デ
ザ

イ
ン

特
論

A
／

B」
（

各
2
単

位
）、
「

国
際

ナ
ノ

理
工

学
特

論
A
／

B
／

C
」（

各
1
単

位
）（

各
科

目
群

か
ら

少
な

く
と

も
1
科

目
選

択
必

修
）

を
組

み
合

わ
せ

て
、

14
単

位
以

上
を

修
得

す
る

こ
と

が
必

要
で

す
。

趣
旨
・
概
要

所
属

研
究

科
の

博
士

研
修

（
主

専
攻

）
と

は
別

に
副

専
攻

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

付
加

的
に

受
講

す
る

教
育

研
究

訓
練

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

、
主

専
攻

の
研

究
以

外
に

複
眼

的
に

幅
広

く
企

業
の

研
究

開
発

手
法

を
経

験
し

た
り

、
異

分
野

の
研

究
を

経
験

す
る

と
と

も
に

社
会

性
･
国

際
性

を
学

習
し

、
併

せ
て

海
外

の
講

義
を

経
験

す
る

こ
と

に
よ

り
、

博
士

人
材

と
し

て
国

際
的

に
活

躍
す

る
の

に
必

要
な

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

を
図

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

到
達
目
標

（
修
了
時
に
身
に
付
く
能
力
）

こ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

学
び

終
え

た
際

に
は

、
従

来
の

専
門

領
域

に
加

え
て

ナ
ノ

サ
イ

エ
ン

ス
・

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
体

系
化

さ
れ

た
幅

広
い

知
識

と
そ

の
国

際
社

会
・

産
業

へ
の

展
開

方
法

を
修

得
実

践
し

、
有

能
な

ナ
ノ

関
連

分
野

の
研

究
企

画
・

実
施

な
ど

研
究

統
括

能
力

を
発

揮
で

き
る

人
材

、
将

来
の

研
究

リ
ー

ダ
ー

、
特

に
企

業
に

お
け

る
研

究
開

発
活

動
を

先
導

で
き

る
有

能
な

博
士

人
材

に
な

っ
て

い
た

だ
く

こ
と

を
め

ざ
し

て
い

ま
す

。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成

①
�講

義
と

社
会

人
を

含
む

討
論

か
ら

な
る

社
会

性
･
国

際
性

を
説

く
土

曜
集

中
講

義
「

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

社
会

受
容

特
論

A
／

B」
、「

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

デ
ザ

イ
ン

特
論

A
／

B」
を

修
得

す
る

と
同

時
に

、
②

科
学

技
術

の
国

際
化

に
向

け
て

、
英

語
で

開
講

さ
れ

る
「

国
際

ナ
ノ

理
工

学
特

論
A
／

B
／

C
」

に
よ

り
、

海
外

と
の

交
換

講
義

、
外

国
人

教
員

に
よ

る
サ

マ
ー

ス
ク

ー
ル

を
体

験
し

ま
す

。
さ

ら
に

、③
以

下
の

2
種

類
の

コ
ー

ス（
1年

間
に

わ
た

る
週

1回
の

教
育

研
究

訓
練

）
の

い
ず

れ
か

を
選

択
し

て
履

修
し

ま
す

。（
2
年

間
に

わ
た

り
両

方
を

履
修

す
る

事
も

可
と

し
ま

す
。）

1．
「

産
学

リ
エ

ゾ
ン

PA
L教

育
研

究
訓

練
」

　
�産

学
リ

エ
ゾ

ン
PA

L教
育

研
究

訓
練

は
、

1
週

間
に

1
回

程
度
（

集
中

の
場

合
も

あ
り

）
の

割
で

企
業

併
任

特
任

教
授

と
学

内
教

員
の

共
同

指
導

の
下

に
、

企
画

討
論

、
研

究
実

施
、

中
間

報
告

、
企

業
で

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
、

企
業

の
若

手
研

究
者

と
の

交
流

等
を

経
て

、
最

終
報

告
書

作
成

に
至

る
1
年

間
の

長
期

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

す
。

次
段

階
の

研
究

訓
練

で
は

、
よ

り
企

業
と

の
共

同
研

究
的

色
彩

が
強

く
な

り
ま

す
。

2．
「

高
度

学
際

萌
芽

研
究

訓
練

」
　

�高
度

学
際

萌
芽

研
究

訓
練

は
、

1
週

間
に

1
回

程
度

（
集

中
実

施
の

場
合

も
あ

り
）

の
割

で
学

内
教

員
の

指
導

の
下

に
、

異
分

野
の

大
学

院
生

が
ナ

ノ
サ

イ
エ

ン
ス

ラ
ボ

ラ
ト

リ
ー

に
集

ま
っ

て
、

企
画

討
論

、
研

究
実

施
、

中
間

報
告

等
を

経
て

、
最

終
報

告
書

作
成

に
至

る
1
年

間
の

長
期

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

す
。

履
修
資
格
・
条
件

特
に

な
し

。
主

専
攻

の
活

動
に

支
障

の
な

い
よ

う
計

画
的

に
履

修
し

て
く

だ
さ

い
。

前
提
知
識
の
目
安

一
般

に
、

理
工

系
の

博
士

前
期

課
程

レ
ベ

ル
の

知
識

を
必

要
と

し
ま

す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
等

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

全
般

に
つ

い
て

の
問

い
合

わ
せ

は
、

ナ
ノ

プ
ロ

グ
ラ

ム
事

務
局

へ
行

っ
て

下
さ

い
。

電
子

メ
ー

ル
の

際
に

は
、

必
ず

所
属

研
究

科
・

専
攻

・
研

究
室

名
、

履
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

を
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。

ナ
ノ

プ
ロ

グ
ラ

ム
事

務
局

：
豊

中
地

区
文

理
融

合
型

研
究

棟
3
階

30
3
号

室
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

：
na

no
-p

ro
gr

am
@
in
sd

.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp
　

TE
L：

06
-6

85
0-

63
98

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
ht

tp
://

w
w
w
.in

sd
.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp
/n

an
o　

内
線

（
63

98
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
独
自
の

説
明
会
に
つ
い
て

※
�上

記
と

は
別

に
テ

ー
マ

説
明

会
を

開
催

予
定

。
詳

し
く

は
上

記
ナ

ノ
プ

ロ
グ

ラ
ム

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
参

照
の

こ
と

。

特
記
事
項

・
�い

ず
れ

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

も
、

所
属

研
究

科
の

博
士

研
修

（
主

専
攻

）
と

は
別

に
副

専
攻

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

付
加

的
に

受
講

す
る

も
の

で
す

の
で

、
十

分
な

意
欲

が
必

要
で

あ
り

、
少

な
く

と
も

2
年

間
に

ま
た

が
っ

て
の

学
習

が
必

要
な

こ
と

か
ら

現
在

博
士

後
期

課
程

1、
2
年

に
在

学
中

が
最

も
ふ

さ
わ

し
い

時
期

と
言

え
ま

す
。

希
望

者
は

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
趣

旨
と

テ
ー

マ
内

容
の

概
要

を
参

考
に

し
て

、
説

明
会

開
催

時
期

、
課

題
内

容
、

履
修

条
件

な
ど

の
詳

細
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

上
で

必
ず

確
認

の
上

、
説

明
会

で
の

指
示

に
従

っ
て

主
専

攻
の

指
導

教
員

の
許

可
を

得
て

、
添

付
の

履
修

申
請

書
（

後
期

課
程

用
）

を
ナ

ノ
プ

ロ
グ

ラ
ム

事
務

局
へ

直
接

提
出

し
て

下
さ

い
。

・
�複

数
年

度
に

ま
た

が
る

履
修

を
認

め
ま

す
。

・
�本

副
専

攻
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
申

請
す

る
学

生
は

、
同

時
に

高
度

副
プ

ロ
グ

ラ
ム

【
略

称
：

ナ
ノ

高
度

学
際

教
育

研
究

訓
練

（
後

期
課

程
）】

も
申

請
す

る
こ

と
を

推
奨

し
ま

す
。

こ
れ

は
単

位
不

足
の

場
合

で
も

副
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
9
単

位
）

の
修

了
は

可
能

な
場

合
が

あ
る

か
ら

で
す

。

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

（
4学
期
制
）

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
必
選
択

29
07

30
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
社

会
受

容
特

論
A

2
不

開
講

（
偶

数
年

開
講

）
基

礎
工

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

①
1
科

目
は

選
択

必
修

他
は

選
択

29
07

34
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
社

会
受

容
特

論
B

2
集

中
（

春
～

夏
）

（
奇

数
年

開
講

）
基

礎
工

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

29
07

05
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
デ

ザ
イ

ン
特

論
A

2
不

開
講

（
偶

数
年

開
講

）
基

礎
工

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

①
1
科

目
は

選
択

必
修

他
は

選
択

29
07

06
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
デ

ザ
イ

ン
特

論
B

2
集

中
（

秋
～

冬
）

（
奇

数
年

開
講

）
基

礎
工

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

29
07

35
国

際
ナ

ノ
理

工
学

特
論

A
1

集
中

（
秋

）
基

礎
工

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

②
1
科

目
は

選
択

必
修

他
は

選
択

29
07

40
国

際
ナ

ノ
理

工
学

特
論

B
1

集
中

（
夏

）
基

礎
工

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

29
07

41
国

際
ナ

ノ
理

工
学

特
論

C
1

集
中

（
夏

）
基

礎
工

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

24
13

25
産

学
リ

エ
ゾ

ン
PA

L教
育

研
究

訓
練

5
春

～
冬

学
期

理
学

研
究

科
（

専
攻

・
領

域
外

科
目

）
③

1
科

目
は

選
択

必
修

他
は

選
択

24
13

26
高

度
学

際
萌

芽
研

究
訓

練
5

春
～

冬
学

期
理

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

構
成
科
目

27



プ
ロ
グ
ラ
ム
名

超
域

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
副

専
攻

プ
ロ

グ
ラ

ム

提
案（
幹
事
）部
局

国
際

共
創

大
学

院
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

推
進

機
構

超
域

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
博

士
課

程
プ

ロ
グ

ラ
ム

部
門

連
携
部
局

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー

履
修
対
象
者

修
士

・
博

士

修
了
要
件

14
単

位
以

上
（

1）
�必

修
科

目
①

の
3
単

位
を

修
得

す
る

こ
と

。
（

2）
�選

択
必

修
科

目
①

か
ら

2単
位

以
上

、ま
た

、選
択

必
修

科
目

②
か

ら
3単

位
以

上
を

修
得

す
る

こ
と

。
（

3）
�選

択
科

目
①

～
⑤

か
ら

6
単

位
以

上
修

得
す

る
こ

と
。（

2）
の

単
位

と
の

重
複

不
可

。

趣
旨
・
概
要

今
日

の
社

会
に

は
、

価
値

観
の

多
様

化
や

科
学

技
術

の
高

度
化

、
さ

ら
な

る
情

報
化

へ
の

期
待

や
不

安
、

高
齢

化
と

人
口

減
少

が
並

走
す

る
社

会
、

経
済

発
展

に
伴

う
格

差
や

貧
困

の
拡

大
、

グ
ロ

ー
バ

ル
化

の
も

と
で

の
国

際
的

な
秩

序
の

再
編

、
環

境
・

エ
ネ

ル
ギ

ー
や

食
糧

な
ど

に
関

わ
る

持
続

可
能

性
な

ど
、

様
々

な
課

題
が

山
積

し
て

い
ま

す
。

そ
れ

ら
の

未
知

で
複

雑
で

困
難

な
課

題
に

お
い

て
は

新
た

な
着

想
に

基
づ

く
包

括
的

な
取

り
組

み
が

求
め

ら
れ

、
多

様
な

知
の

協
奏

に
よ

り
既

存
の

領
域

を
超

え
て

新
た

な
知

を
共

創
し

、そ
の

知
の

力
を

駆
使

し
て

様
々

な
関

係
者

が
協

働
し

て
い

く
こ

と
で

し
か

、そ
の

解
決

は
で

き
ま

せ
ん

。
こ

こ
に

、
特

定
の

専
門

知
の

み
に

精
通

し
て

い
る

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
を

超
え

た
、「

知
」の

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
と

し
て

の
新

た
な

高
度

人
材

、
知

を
創

造
す

る
こ

と
に

留
ま

ら
ず

、
知

の
力

を
持

っ
て

新
た

な
価

値
の

創
出

に
挑

ん
で

い
く

人
材

が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
上

記
の

も
と

、
大

阪
大

学
の

教
育

目
標

を
受

け
て

、
所

属
研

究
科

で
の

専
門

教
育

に
加

え
て

独
自

の
コ

ー
ス

ワ
ー

ク
を

副
専

攻
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
提

供
す

る
こ

と
に

よ
り

、
社

会
シ

ス
テ

ム
を

変
革

へ
と

導
く

取
り

組
み

に
知

的
体

力
と

勇
気

を
持

っ
て

参
画

し
、

社
会

で
の

実
践

を
経

て
、

や
が

て
は

自
ら

そ
れ

を
先

導
す

る
「

知
」
の

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
へ

と
成

長
し

て
い

く
た

め
の

基
盤

を
養

う
こ

と
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

到
達
目
標

（
修
了
時
に
身
に
付
く
能
力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

履
修

を
通

じ
て

、
課

題
設

定
や

課
題

解
決

、
社

会
で

の
実

践
の

た
め

の
基

盤
と

な
る

汎
用

力
を

修
得

す
る

こ
と

を
到

達
目

標
と

し
ま

す
。

具
体

的
に

は
、

以
下

に
掲

げ
る

、
他

者
と

の
適

切
な

関
係

を
形

成
し

、
も

の
ご

と
を

俯
瞰

し
て

独
創

的
に

行
動

し
て

い
く

た
め

の
基

礎
的

能
力

を
修

得
す

る
こ

と
を

目
指

し
ま

す
。

〈
俯

瞰
力

や
独

創
力

の
た

め
の

基
礎

的
能

力
〉

1�．
自

ら
の

専
門

の
内

容
と

そ
の

社
会

的
・

公
共

的
意

義
を

他
の

専
門

と
の

関
係

の
も

と
で

明
快

に
説

明
で

き
る

基
盤

と
し

て
の

力
2�．

他
者

の
論

理
や

専
門

が
よ

っ
て

立
つ

背
景

や
文

脈
を

も
踏

ま
え

て
、

具
体

的
な

課
題

の
骨

格
や

要
点

を
相

対
的

か
つ

柔
軟

に
把

握
す

る
力

3�．
社

会
に

お
け

る
課

題
の

具
体

的
な

解
決

に
向

け
て

、
立

場
や

専
門

を
超

え
た

適
切

な
問

い
か

け
を

行
い

、
独

創
的

な
議

論
を

展
開

す
る

力
4�．

課
題

解
決

を
志

向
す

る
取

り
組

み
に

、
多

様
な

専
門

知
を

交
差

さ
せ

つ
つ

、
各

方
面

か
ら

の
関

係
者

と
協

動
し

な
が

ら
建

設
的

に
参

画
す

る
力

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
上

記
の

到
達

目
標

に
対

し
て

、
教

育
内

容
を

高
度

な
教

養
や

知
識

に
関

わ
る

Kn
ow

le
dg

e、
社

会
で

専
門

知
を

活
か

す
た

め
の

Sk
ill
s、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

実
現

に
関

わ
る

In
te

gr
at
io
n
に

大
別

す
る

こ
と

に
よ

り
、

上
記

の
趣

旨
・

概
要

に
し

た
が

っ
た

体
系

的
な

コ
ー

ス
ワ

ー
ク

を
整

備
し

て
い

ま
す

。
コ

ー
ス

ワ
ー

ク
は

Kn
ow

le
dg

e
に

関
わ

る
知

識
・

教
養

系
科

目
群

（
文

化
と

歴
史

／
社

会
の

し
く

み
、

科
学

と
技

術
、

社
会

の
今

と
こ

れ
か

ら
）、

Sk
ill
sに

関
わ

る
展

開
力

系
科

目
群（

ト
ラ

ン
ス

フ
ァ

ラ
ブ

ル
ス

キ
ル

系
、

研
究

リ
テ

ラ
シ

ー
系

）、
一

連
の

基
礎

の
上

に
In
te

gr
at
io
n
に

直
結

す
る

力
を

養
っ

て
い

く
コ

ア
科

目
群

か
ら

な
る

ラ
ー

ニ
ン

グ
科

目
群

か
ら

構
成

し
、

独
自

に
多

数
の

科
目

を
提

供
し

ま
す

。
各

科
目

で
は

、
学

生
が

主
体

的
に

学
び

に
参

画
す

る
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

手
法

を
取

り
入

れ
、

ま
た

、
知

識
・

教
養

系
科

目
群

で
は

、
特

徴
的

な
課

題
に

つ
い

て
の

学
習

を
通

じ
て

当
該

分
野

が
共

有
し

て
い

る
エ

ッ
セ

ン
ス

や
固

有
の

考
え

方
を

修
得

し
て

い
く

モ
ジ

ュ
ー

ル
方

式
に

よ
る

授
業

を
展

開
し

て
い

ま
す

。

履
修
資
格
・
条
件

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
下

記
の

資
質

を
も

つ
学

生
を

歓
迎

し
ま

す
。

○
�大

阪
大

学
の

い
ず

れ
か

の
研

究
科

で
の

専
門

教
育

を
通

じ
て

当
該

分
野

の
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

に
成

長
し

た
い

と
い

う
志

と
そ

れ
に

足
る

基
礎

的
な

学
力

を
有

し
て

い
る

○
社

会
に

お
け

る
課

題
に

具
体

的
な

関
心

を
持

ち
、

そ
の

解
決

に
関

わ
っ

て
い

き
た

い
と

い
う

意
志

を
持

っ
て

い
る

○
未

解
決

の
課

題
に

対
し

て
他

者
と

の
対

話
や

協
働

を
通

じ
て

包
括

的
に

取
り

組
も

う
と

す
る

態
度

を
有

し
て

い
る

な
お

、
履

修
対

象
等

の
詳

細
に

つ
い

て
は

下
記

の
と

お
り

で
す

。
【

履
修

対
象

】
平

成
31

年
10

月
よ

り
超

域
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

博
士

課
程

プ
ロ

グ
ラ

ム
Ba

sic
コ

ー
ス

を
本

履
修

生
も

し
く

は
準

履
修

生
と

し
て

履
修

す
る

学
生

【
定

員
】

超
域

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
博

士
課

程
プ

ロ
グ

ラ
ム

Ba
sic

コ
ー

ス
の

本
履

修
生

と
準

履
修

生
の

合
計

で
30

名
【

選
考

】
本

副
専

攻
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
履

修
す

る
者

の
選

考
は

、
超

域
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

博
士

課
程

プ
ロ

グ
ラ

ム
Ba

sic
コ

ー
ス

の
本

履
修

生
選

抜
・

準
履

修
生

選
考

と
し

て
実

施
し

ま
す

。
詳

細
に

つ
い

て
は

、
平

成
31

年
6
月

下
旬

に
KO

AN
等

に
よ

り
お

知
ら

せ
す

る
予

定
で

す
。

前
提
知
識
の
目
安

特
に

な
し

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
等

超
域

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
博

士
課

程
プ

ロ
グ

ラ
ム

事
務

室
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
：

ht
tp

://
w
w
w
.c
bi
.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp
/

E-
m

ai
l：

in
fo

@
cb

i.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp

プ
ロ
グ
ラ
ム
独
自
の

説
明
会
に
つ
い
て

特
記
事
項

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

（
4学
期
制
）
開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
必
選
択

必
修
科
目
①
：
超
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ア
【
3単
位
修
得
】

9A
00

01
超

域
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

序
論

1
秋

学
期

国
際

共
創

大
学

院
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

推
進

機
構

夏
学

期
の

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
時

に
も

一
部

開
講

す
る

9A
00

05
フ

ィ
ー

ル
ド

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
2

秋
～

冬
学

期
国

際
共

創
大

学
院

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
推

進
機

構

選
択
必
修
科
目
①
お
よ
び
選
択
科
目
①
：
超
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ア
【
2単
位
以
上
修
得
】

9A
00

02
課

題
解

決
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
入

門
1

1
不

開
講

国
際

共
創

大
学

院
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

推
進

機
構

20
20

年
度

開
講

予
定

9A
00

03
シ

ス
テ

ム
思

考
1

1
春

～
夏

学
期

国
際

共
創

大
学

院
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

推
進

機
構

9A
00

04
デ

ザ
イ

ン
思

考
1

1
秋

～
冬

学
期

国
際

共
創

大
学

院
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

推
進

機
構

3B
25

04
科

学
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

演
習

2
2

夏
学

期（
集

中
）

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー

選
択
必
修
科
目
②
お
よ
び
選
択
科
目
②
：
超
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
知
識
・
教
養
・
展
開
力
【
3単
位
以
上
修
得
】

9A
00

06
超

域
人

文
学

1
1

夏
学

期
国

際
共

創
大

学
院

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
推

進
機

構

9A
00

07
超

域
社

会
科

学
1

1
秋

～
冬

学
期

国
際

共
創

大
学

院
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

推
進

機
構

9A
00

08
超

域
理

工
学

・
工

学
Ⅰ

1
1

不
開

講
国

際
共

創
大

学
院

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
推

進
機

構
20

20
年

度
開

講
予

定

9A
00

09
超

域
理

工
学

・
工

学
Ⅱ

1
1

秋
～

冬
学

期
国

際
共

創
大

学
院

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
推

進
機

構

9A
00

10
課

題
解

決
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ
Ⅰ

1
1

春
～

夏
学

期
国

際
共

創
大

学
院

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
推

進
機

構

9A
00

11
課

題
解

決
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ
Ⅱ

1
1

春
～

夏
学

期
国

際
共

創
大

学
院

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
推

進
機

構

9A
00

12
課

題
解

決
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ
Ⅲ

1
1

秋
～

冬
学

期
国

際
共

創
大

学
院

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
推

進
機

構

選
択
科
目
③
：
超
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
知
識
・
教
養
・
展
開
力

9A
00

16
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
1

春
学

期
国

際
共

創
大

学
院

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
推

進
機

構

9A
00

13
超

域
特

別
講

義
Ⅰ

1
春

学
期

国
際

共
創

大
学

院
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

推
進

機
構

9A
00

14
超

域
特

別
講

義
Ⅱ

1
秋

～
冬

学
期

国
際

共
創

大
学

院
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

推
進

機
構

9A
00

15
超

域
特

別
講

義
Ⅲ

2
秋

～
冬

学
期

国
際

共
創

大
学

院
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

推
進

機
構

選
択
科
目
④
：
超
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
キ
ャ
ン
パ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
※
超
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
本
履
修
生
の
み
履
修
可
）

9A
00

17
海

外
フ

ィ
ー

ル
ド

・
ス

タ
デ

ィ
Ⅰ

2
秋

～
冬

学
期

国
際

共
創

大
学

院
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

推
進

機
構

9A
00

18
海

外
フ

ィ
ー

ル
ド

・
ス

タ
デ

ィ
Ⅱ

1
春

～
夏

学
期

国
際

共
創

大
学

院
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

推
進

機
構

9A
00

19
グ

ロ
ー

バ
ル

エ
ク

ス
プ

ロ
ー

ラ
Ⅰ

1
秋

～
冬

学
期

国
際

共
創

大
学

院
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

推
進

機
構

9A
00

20
グ

ロ
ー

バ
ル

エ
ク

ス
プ

ロ
ー

ラ
Ⅱ

1
通

年
国

際
共

創
大

学
院

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
推

進
機

構

選
択
科
目
⑤
：
超
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
自
主
企
画
型
活
動

9A
00

21
超

域
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

・
演

習
Ⅰ

1
通

年
国

際
共

創
大

学
院

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
推

進
機

構

9A
00

22
超

域
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

・
演

習
Ⅱ

1
通

年
国

際
共

創
大

学
院

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
推

進
機

構

構
成
科
目

28



プ
ロ
グ
ラ
ム
名

公
共

圏
に

お
け

る
科

学
技

術
政

策

提
案（
幹
事
）部
局

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー

連
携
部
局

人
間

科
学

研
究

科
、

法
学

研
究

科
、

医
学

系
研

究
科

、
工

学
研

究
科

、
基

礎
工

学
研

究
科

、
国

際
公

共
政

策
研

究
科

履
修
対
象
者

修
士

・
博

士

修
了
要
件

14
単

位
以

上
必

修
科

目
：

6
単

位
、

選
択

科
目

：
8
単

位
以

上
。

選
択

科
目
Ⅰ

（
基

軸
科

目
群

）
お

よ
び
Ⅱ

（
イ

シ
ュ

ー
科

目
群

）
か

ら
、

そ
れ

ぞ
れ

2
単

位
以

上
を

選
択

。

趣
旨
・
概
要

第
5
期

科
学

技
術

基
本

計
画

が
掲

げ
る

「
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

と
社

会
と

の
関

係
深

化
」

と
「

共
創

的
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
推

進
」

を
通

じ
て

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
政

策
を

形
成

し
て

い
く

た
め

に
は

、
科

学
技

術
や

公
共

政
策

に
対

す
る

社
会

の
期

待
・

懸
念

・
問

題
認

識
を

把
握

し
、

反
映

さ
せ

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
そ

の
た

め
に

は
、

定
量

的
な

エ
ビ

デ
ン

ス
に

加
え

、
社

会
の

多
様

な
主

体
に

よ
る

熟
議

（
対

話
と

熟
慮

）
を

含
む

「
科

学
技

術
へ

の
公

共
的

関
与
（

pu
bl
ic
�

en
ga

ge
m

en
t）

」
や
「

科
学

技
術

の
倫

理
的

・
法

的
・

社
会

的
問

題
（

EL
SI
）」

研
究

が
生

み
出

す
エ

ビ
デ

ン
ス

が
不

可
欠

で
す

。

こ
の

認
識

の
も

と
、

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、「

科
学

技
術

の
倫

理
的

・
法

的
・

社
会

的
問

題
（

EL
SI
）

に
関

す
る

研
究

を
基

盤
と

し
て

公
共

的
関

与
の

活
動

と
分

析
を

行
い

、
学

問
諸

分
野

間
な

ら
び

に
学

問
と

政
策

・
社

会
の

間
を

「
つ

な
ぐ

」
こ

と
を

通
じ

て
政

策
形

成
に

寄
与

で
き

る
人

材
」

の
育

成
を

目
指

し
ま

す
。

な
お

、
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
文

部
科

学
省
「

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
政

策
に

お
け

る
『

政
策

の
た

め
の

科
学

』
推

進
事

業
」

の
基

盤
的

研
究

・
人

材
育

成
拠

点
を

担
う

も
の

と
し

て
実

施
さ

れ
ま

す
。

到
達
目
標

（
修
了
時
に
身
に
付
く
能
力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
習

に
よ

っ
て

、
学

問
諸

分
野

・
政

策
・

社
会

の
間

を
「

つ
な

ぐ
」

こ
と

を
通

じ
て

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
政

策
の

形
成

に
寄

与
す

る
た

め
に

、
以

下
の

能
力

を
備

え
た

方
に

修
了

認
定

証
を

授
与

し
ま

す
。

①
�自

ら
の

専
門

分
野

の
枠

組
み

を
超

え
て

、
広

く
俯

瞰
的

・
多

角
的

に
科

学
技

術
と

社
会

の
諸

問
題

・
課

題
を

洞
察

・
理

解
し

、
か

つ
公

共
的

関
与

の
活

動
と

分
析

を
行

え
る

よ
う

な
知

識
と

セ
ン

ス
、

実
践

的
な

能
力

を
身

に
付

け
る

。
②

�「
科

学
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

」、
「

科
学

史
・

科
学

哲
学

・
科

学
技

術
社

会
論

」、
「

科
学

技
術

と
公

共
政

策
」

と
い

う
三

つ
の

学
術

分
野

（
分

析
ア

プ
ロ

ー
チ

）
に

つ
い

て
理

解
し

、
自

分
の

意
見

を
持

ち
、

論
じ

る
こ

と
が

で
き

る
。

③
�以

上
の

能
力

に
加

え
て

、
自

ら
研

究
を

行
い

、
発

表
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

（
口

頭
発

表
や

学
術

論
文

）。

＊
構

成
科

目
の

備
考

欄
①

～
③

と
対

応
し

て
い

ま
す

。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成

上
記

の
到

達
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
、

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

政
策

を
さ

ま
ざ

ま
な

ア
プ

ロ
ー

チ
か

ら
、

さ
ま

ざ
ま

な
イ

シ
ュ

ー
（

問
題

）
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
、

構
成

科
目

を
設

置
し

て
い

ま
す

。
学

術
分

野
（

分
析

ア
プ

ロ
ー

チ
）

と
し

て
は

、「
科

学
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

」、
「

科
学

史
・

科
学

哲
学

・
科

学
技

術
社

会
論

」、
「

科
学

技
術

と
公

共
政

策
」

と
い

う
三

つ
が

中
心

と
な

り
ま

す
が

、
他

の
学

術
分

野
（

分
析

ア
プ

ロ
ー

チ
）

に
つ

い
て

も
学

ぶ
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ま

た
、

講
義

中
心

の
科

目
で

専
門

的
知

識
を

獲
得

す
る

だ
け

で
な

く
、

学
生

同
士

や
教

員
、

ゲ
ス

ト
ス

ピ
ー

カ
ー
（

専
門

家
や

政
策

担
当

者
な

ど
）
と

の
議

論
や

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
が

中
心

と
な

る
科

目
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

調
査

や
イ

ベ
ン

ト
実

施
な

ど
を

行
う

科
目

も
あ

り
、

特
色

あ
る

科
目

や
活

動
を

通
し

て
、

能
動

的
な

学
習

を
サ

ポ
ー

ト
し

ま
す

。

構
成

科
目

と
し

て
は

、
必

修
科

目
、

選
択

科
目
Ⅰ

（
基

軸
科

目
群

）、
選

択
科

目
Ⅱ

（
イ

シ
ュ

ー
科

目
群

）
を

設
置

し
て

い
ま

す
。

必
修

科
目

は
、

上
記

の
到

達
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
基

盤
と

な
る

も
の

で
、

選
択

科
目
Ⅰ

（
基

軸
科

目
群

）
で

は
、

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
政

策
を

分
析

す
る

た
め

の
概

念
・

理
論

・
方

法
等

を
学

び
、

選
択

科
目
Ⅱ

（
イ

シ
ュ

ー
科

目
群

）
で

は
、

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
政

策
の

個
々

の
さ

ま
ざ

ま
な

問
題

に
つ

い
て

学
び

ま
す

。
選

択
科

目
Ⅰ

と
選

択
科

目
Ⅱ

は
、

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
政

策
を

一
つ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

か
ら

だ
け

で
な

く
、

よ
り

多
面

的
・

多
角

的
に

考
え

る
観

点
か

ら
も

、
そ

れ
ぞ

れ
か

ら
選

択
す

る
よ

う
に

配
置

し
て

い
ま

す
。

履
修
資
格
・
条
件

「
履

修
動

機
（

様
式

指
定

）」
の

提
出

お
よ

び
面

談
に

よ
り

、
受

講
生

を
決

定
し

ま
す

。

前
提
知
識
の
目
安

文
系

理
系

を
問

わ
ず

さ
ま

ざ
ま

な
分

野
の

学
生

の
受

講
を

期
待

し
ま

す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
等

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
ht

tp
://

w
w
w
.c
sc

d.
os

ak
a-
u.
ac

.jp
/p

ro
gr

am
/s
ub

-s
tip

s.h
tm

l
E-

m
ai
l：

st
ip
s-
st
aff

@
cs

cd
.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp

プ
ロ
グ
ラ
ム
独
自
の

説
明
会
に
つ
い
て

■
副

専
攻

／
高

度
副

プ
ロ

グ
ラ

ム
「

公
共

圏
に

お
け

る
科

学
技

術
政

策
」

説
明

会
（

豊
中

）
平

成
31

年
4
月

10
日

（
水

）
18

時
00

分
～

19
時

00
分

　
　

　
 全

学
教

育
推

進
機

構
ス

テ
ュ

ー
デ

ン
ト

コ
モ

ン
ズ

（
2
階

）
セ

ミ
ナ

ー
室

A

（
1）

��履
修

希
望

者
は

、
4
月

10
日

に
開

催
さ

れ
る

副
専

攻
／

高
度

副
プ

ロ
グ

ラ
ム
「

公
共

圏
に

お
け

る
科

学
技

術
政

策
」
説

明
会

に
参

加
し

て
く

だ
さ

い
。

（
2）

��履
修

希
望

者
は

、
下

記
の

期
日

ま
で

に
メ

ー
ル

に
て

「
履

修
動

機
（

様
式

指
定

）」
を

提
出

し
て

く
だ

さ
い

。「
履

修
動

機
」

の
様

式
は

、
4
月

10
日

に
開

催
す

る
説

明
会

で
配

付
し

ま
す

。
ま

た
、

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

（
ht

tp
://

w
w
w
.c
sc

d.
os

ak
a-
u.
ac

.jp
/p

ro
gr

am
/s
ub

-s
tip

s.h
tm

l）
よ

り
入

手
す

る
こ

と
も

で
き

ま
す

。
�

提
出

締
切

：
平

成
31

年
4
月

17
日

（
水

）
16

時
00

分
�

提
出

先
：

st
ip
s-
st
aff

@
cs

cd
.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp

（
3）

��「
履

修
動

機
」

を
受

理
し

た
後

、
下

記
の

候
補

日
に

面
談

を
実

施
し

ま
す

。
ど

ち
ら

の
日

も
都

合
が

つ
か

な
い

場
合

は
、

個
別

相
談

の
上

、
面

談
日

時
を

決
定

し
ま

す
。

�
面

談
候

補
日

：
平

成
31

年
4
月

18
日

（
木

）、
19

日
（

金
）

両
日

午
後

（
他

は
要

相
談

）
�

場
所

：
全

学
教

育
推

進
機

構
　

全
学

教
育

総
合

棟
Ⅰ

（
4
階

）　
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

特
記
事
項

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

（
4学
期
制
）

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
必
選
択

3B
27

01
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

政
策

概
論

A
1

春
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

（
院

）
①

3B
27

02
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

政
策

概
論

B
1

夏
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

（
院

）
①

3B
25

04
科

学
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

演
習

2
集

中
（

夏
）

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー
（

院
）

①

3B
27

04
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
2

春
～

冬（
通

年
）

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー
（

院
）

③

3B
12

01
科

学
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

入
門

A
1

春
（

豊
中

）
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

（
院

）
Ⅰ

②

3B
12

02
科

学
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

入
門

B
1

夏
（

豊
中

）
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

（
院

）
Ⅰ

②

3B
12

03
科

学
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

入
門

A
1

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー
（

院
）

Ⅰ
②

平
成

31
年

度
不

開
講

3B
12

04
科

学
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

入
門

B
1

冬
（

吹
田

）
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

（
院

）
Ⅰ

②

3B
17

03
科

学
史

・
科

学
哲

学
入

門
1

夏
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

（
院

）
Ⅰ

②

3B
17

04
科

学
技

術
社

会
論

入
門

1
春

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー
（

院
）

Ⅰ
②

3B
16

04
科

学
技

術
と

公
共

政
策

A
1

秋
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

（
院

）
Ⅰ

②

3B
16

05
科

学
技

術
と

公
共

政
策

B
1

冬
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

（
院

）
Ⅰ

②

3B
14

01
訪

問
術

A（
質

的
研

究
の

デ
ザ

イ
ン

A
）

2
春

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー
（

院
）

Ⅰ

3B
14

06
訪

問
術

B（
異

能
の

人
を

発
掘

す
る

）
2

春
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

（
院

）
Ⅰ

21
15

46
フ

ィ
ー

ル
ド

調
査

法
特

講
2

春
～

夏
人

間
科

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

Ⅰ

21
16

86
社

会
に

お
け

る
科

学
技

術
特

定
演

習
2

秋
～

冬
人

間
科

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

Ⅰ

28
10

10
サ

ス
テ

イ
ナ

ビ
リ

テ
ィ

評
価

・
技

術
論

2
春

～
夏

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
Ⅰ

29
05

66
科

学
技

術
移

転
論

2
秋

～
冬

基
礎

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
Ⅰ

3B
27

03
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

政
策

総
合

演
習

2
集

中
（

夏
）

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー
（

院
）

Ⅱ
①

3B
17

05
科

学
技

術
と

社
会

特
論

A
1

秋
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

（
院

）
Ⅱ

①

3B
17

06
科

学
技

術
と

社
会

特
論

B
1

冬
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

（
院

）
Ⅱ

①

3B
15

17
特

別
講

義
A

（
Sc

ie
nc

e,
�T
ec

hn
ol
og

y�
an

d�
So

ci
et

y）
1

夏
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

（
院

）
Ⅱ

②

3B
15

18
特

別
講

義
B（

Cr
os

sin
g�
Bo

rd
er

s�i
n�
H
ig
he

r�
Ed

uc
at
io
n�
an

d�
Re

se
ar
ch

）
1

秋
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

（
院

）
Ⅱ

②

3B
13

09
特

別
講

義
（

Eff
ec

tiv
el
y�
Co

m
m

un
ic
at
in
g�

Yo
ur

�S
ci
en

ce
�&

�R
es

ea
rc
h）

2
春

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー
（

院
）

Ⅱ

3B
12

05
メ

デ
ィ

ア
リ

テ
ラ

シ
ー

2
集

中
（

冬
）

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー
（

院
）

Ⅱ

3B
22

05
CO

デ
ザ

イ
ン

講
義（

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ
ト

技
術

と
法

規
制

）
2

秋
～

冬
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

（
院

）
Ⅱ

3B
22

04
CO

デ
ザ

イ
ン

講
義

（
Fo

od
�S
ec

ur
ity

�a
nd

�S
us

ta
in
ab

ili
ty

）
2

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー
（

院
）

Ⅱ
平

成
31

年
度

不
開

講

22
05

15
総

合
演

習
（

生
命

倫
理

と
法

）
2

秋
～

冬
法

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

Ⅱ

22
14

07
特

定
研

究
（

生
命

倫
理

と
法

）
2

秋
～

冬
法

学
研

究
科

（
博

士
後

期
）

Ⅱ

25
05

20
ラ

イ
フ

サ
イ

エ
ン

ス
の

倫
理

と
公

共
政

策
学

2
集

中
（

夏
）

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

Ⅱ

28
08

44
産

業
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
論

2
春

～
夏

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
Ⅱ

28
12

60
サ

ス
テ

ナ
ブ

ル
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ン
論

2
春

～
夏

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
Ⅱ

29
07

30
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
社

会
受

容
特

論
A

2
基

礎
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

（
ナ

ノ
サ

イ
エ

ン
ス

デ
ザ

イ
ン

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

提
供

）
Ⅱ

平
成

31
年

度
不

開
講

29
07

34
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
社

会
受

容
特

論
B

2
春

～
夏

基
礎

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
（

ナ
ノ

サ
イ

エ
ン

ス
デ

ザ
イ

ン
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
提

供
）
Ⅱ

31
05

71
環

境
法

2
春

～
夏

国
際

公
共

政
策

研
究

科
（

博
士

前
期

）
Ⅱ

31
06

55
特

殊
研

究
（

環
境

法
）

2
春

～
夏

国
際

公
共

政
策

研
究

科
（

博
士

後
期

）
Ⅱ

31
07

78
特

殊
講

義
（

開
発

と
環

境
）

2
国

際
公

共
政

策
研

究
科

（
博

士
前

期
）

Ⅱ
平

成
31

年
度

不
開

講

31
07

79
特

殊
研

究
（

開
発

と
環

境
）

2
国

際
公

共
政

策
研

究
科

（
博

士
後

期
）

Ⅱ
平

成
31

年
度

不
開

講

31
07

87
特

殊
講

義
（

人
事

の
経

済
分

析
1）

2
国

際
公

共
政

策
研

究
科

（
博

士
前

期
）

Ⅱ
平

成
31

年
度

不
開

講

31
06

70
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
（

人
事

の
経

済
分

析
3）

2
国

際
公

共
政

策
研

究
科

（
博

士
後

期
）

Ⅱ
平

成
31

年
度

不
開

講

構
成
科
目

29



プ
ロ
グ
ラ
ム
名

人
文

学
（

グ
ロ

ー
バ

ル
・

ア
ジ

ア
・

ス
タ

デ
ィ

ー
ズ

）（
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

・
エ

キ
ス

パ
ー

ト
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

）

提
案（
幹
事
）部
局

文
学

研
究

科

連
携
部
局

な
し

履
修
対
象
者

下
記

の
履

修
資

格
・

条
件

を
満

た
す

修
士

も
し

く
は

博
士

前
期

課
程

修
了
要
件

14
単

位
以

上
7
単

位
以

上
は

、
研

究
科

・
専

攻
の

修
了

要
件

で
は

な
い

単
位

、
あ

る
い

は
修

了
要

件
単

位
と

な
る

科
目

で
修

了
の

た
め

に
利

用
す

る
単

位
数

以
上

の
余

分
に

追
加

さ
れ

た
単

位
で

あ
る

こ
と

。

趣
旨
・
概
要

「
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

・
エ

キ
ス

パ
ー

ト
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
は

、
多

言
語

に
精

通
し

、
現

代
世

界
の

喫
緊

の
課

題
に

取
り

組
む

専
門

的
な

知
識

を
備

え
、

グ
ロ

ー
バ

ル
に

活
躍

で
き

る
人

材
を

養
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

部
局

横
断

型
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
あ

る
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、そ

の
う

ち
の

大
学

院
生

向
け

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

実
施

す
る

も
の

で
、
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
登

録
し

た
学

生
に

対
し

て
、
ア

ジ
ア

の
古

代
～

現
代

の
あ

ら
ゆ

る
時

代
に

関
わ

る
思

想
、

歴
史

、
文

学
、

芸
術

な
ど

の
人

文
学

の
基

礎
知

識
、

理
論

、
方

法
論

を
学

ぶ
た

め
の

授
業

を
提

供
す

る
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
履

修
を

通
じ

て
、幅

広
い

人
文

学
的

教
養

と
高

度
な

専
門

性
を

備
え

た
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

を
育

成
す

る
。

到
達
目
標

（
修
了
時
に
身
に
付
く
能
力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
習

を
通

し
て

、
以

下
の

能
力

を
備

え
た

方
に

修
了

認
定

証
を

授
与

す
る

。
①

ア
ジ

ア
の

文
化

・
歴

史
・

思
想

全
般

に
関

す
る

基
礎

知
識

を
習

得
し

て
い

る
。

②
ア

ジ
ア

の
文

化
・

歴
史

・
思

想
を

研
究

す
る

た
め

の
方

法
を

習
得

し
て

い
る

。
③

ア
ジ

ア
の

文
化

・
歴

史
・

思
想

の
個

別
主

題
に

つ
い

て
の

専
門

知
識

を
習

得
し

て
い

る
。

④
ア

ジ
ア

諸
言

語
の

高
度

な
運

用
能

力
を

習
得

し
て

い
る

。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成

・
�「
グ

ロ
ー

バ
ル

フ
ィ

ロ
ソ

フ
ィ

ー
」「

世
界

の
中

の
ア

ジ
ア

史
」「

グ
ロ

ー
バ

ル
ア

ジ
ア

研
究

」「
広

域
ア

ジ
ア

史
」「

ア
ジ

ア
の

思
想

史
」「

ア
ジ

ア
の

芸
術

史
」「

ア
ジ

ア
の

文
化

と
社

会
」「

中
国

語
圏

文
学

」
「

中
国

の
文

化
と

社
会

」
の

科
目

群
を

設
け

、
科

目
群

ご
と

に
1
～

5
の

科
目

を
配

置
す

る
。

・
�豊

富
な

選
択

肢
の

な
か

か
ら

自
由

に
組

み
合

わ
せ

て
選

択
で

き
る

た
め

、
履

修
者

の
関

心
に

応
じ

て
、
一

般
性
（

地
域

横
断

的
な

知
と

分
野

横
断

的
な

知
）（

上
記

①
に

対
応

）、
専

門
性
（

上
記

③
に

対
応

）
の

い
ず

れ
に

も
焦

点
化

が
可

能
で

あ
る

。
・

高
度

な
外

国
語

運
用

能
力

の
養

成
の

た
め

、
文

献
講

読
も

開
講

す
る

（
上

記
④

に
対

応
）。

・
上

記
②

に
つ

い
て

は
、

各
科

目
群

の
基

礎
的

な
科

目
を

も
っ

て
対

応
す

る
。

履
修
資
格
・
条
件

【
履

修
対

象
】

1�．
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

・
エ

キ
ス

パ
ー

ト
養

成
学

部
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
「

人
文

学
（

グ
ロ

ー
バ

ル
・

ア
ジ

ア
・

ス
タ

デ
ィ

ー
ズ

）」
を

修
了

し
た

学
生

で
、

平
成

31
年

4
月

に
、

言
語

文
化

研
究

科
の

博
士

前
期

課
程

に
入

学
す

る
者

。
2�．

上
記

1
以

外
の

者
で

、
平

成
31

年
4
月

（
又

は
、

10
月

入
学

の
者

は
平

成
30

年
10

月
）

に
、

言
語

文
化

研
究

科
の

博
士

前
期

課
程

に
入

学
す

る
（

し
た

）
者

で
特

に
希

望
す

る
者

。
【

定
員

】
若

干
名

【
選

考
】

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
修

了
生

以
外

は
選

考
の

上
、

履
修

生
を

決
定

す
る

。

前
提
知
識
の
目
安

ア
ジ

ア
の

人
文

学
に

関
す

る
学

部
レ

ベ
ル

の
専

門
知

識
を

有
す

る
こ

と
。

ア
ジ

ア
諸

地
域

の
言

語
、

文
化

、
歴

史
、

芸
術

、
思

想
に

関
心

が
あ

り
、

独
自

に
問

題
を

設
定

し
て

、
そ

れ
に

つ
い

て
粘

り
強

く
探

求
す

る
意

欲
を

持
つ

学
生

を
歓

迎
す

る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
等

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
ht

tp
://

w
w
w
.m

le
.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp
/

TE
L：

07
2-

73
0-

50
62

Em
ai
l：

m
ul
til
in
gu

al
@
la
ng

.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp

プ
ロ
グ
ラ
ム
独
自
の

説
明
会
に
つ
い
て

説
明

会
は

行
わ

な
い

。

特
記
事
項

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
時

に
履

修
し

た
同

じ
名

称
の

科
目

の
履

修
を

原
則

と
し

て
認

め
る

。

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

（
4学
期
制
）

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
必
選
択

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
作

成
の

案
内

冊
子

、
お

よ
び

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
の

構
成

科
目

表
を

参
照

ht
tp

://
w
w
w
.m

le
.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp
/p

ro
gr

am
/p

ro
gr

am
.h
tm

l

構
成
科
目
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名

人
文

学
（

グ
ロ

ー
バ

ル
・

ユ
ー

ロ
・

ス
タ

デ
ィ

ー
ズ

）（
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

・
エ

キ
ス

パ
ー

ト
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

）

提
案（
幹
事
）部
局

文
学

研
究

科

連
携
部
局

な
し

履
修
対
象
者

下
記

の
履

修
資

格
・

条
件

を
満

た
す

修
士

も
し

く
は

博
士

前
期

課
程

修
了
要
件

14
単

位
以

上
7
単

位
以

上
は

、
研

究
科

・
専

攻
の

修
了

要
件

で
は

な
い

単
位

、
あ

る
い

は
修

了
要

件
単

位
と

な
る

科
目

で
修

了
の

た
め

に
利

用
す

る
単

位
数

以
上

の
余

分
に

追
加

さ
れ

た
単

位
で

あ
る

こ
と

。

趣
旨
・
概
要

「
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

・
エ

キ
ス

パ
ー

ト
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
は

、
多

言
語

に
精

通
し

、
現

代
世

界
の

喫
緊

の
課

題
に

取
り

組
む

専
門

的
な

知
識

を
備

え
、

グ
ロ

ー
バ

ル
に

活
躍

で
き

る
人

材
を

養
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

部
局

横
断

型
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
あ

る
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、そ

の
う

ち
の

大
学

院
生

向
け

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

実
施

す
る

も
の

で
、
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
登

録
し

た
学

生
に

対
し

て
、
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
古

代
～

現
代

の
あ

ら
ゆ

る
時

代
に

関
わ

る
思

想
、

歴
史

、
文

学
、

芸
術

な
ど

の
人

文
学

の
基

礎
知

識
、

理
論

、
方

法
論

を
学

ぶ
た

め
の

授
業

を
提

供
す

る
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
履

修
を

通
じ

て
、幅

広
い

人
文

学
的

教
養

と
高

度
な

専
門

性
を

備
え

た
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

を
育

成
す

る
。

到
達
目
標

（
修
了
時
に
身
に
付
く
能
力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
習

を
通

し
て

、
以

下
の

能
力

を
備

え
た

方
に

修
了

認
定

証
を

授
与

す
る

。
①

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
化

・
歴

史
・

思
想

全
般

に
関

す
る

基
礎

知
識

を
習

得
し

て
い

る
。

②
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
文

化
・

歴
史

・
思

想
を

研
究

す
る

た
め

の
方

法
を

習
得

し
て

い
る

。
③

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
化

・
歴

史
・

思
想

の
個

別
主

題
に

つ
い

て
の

専
門

知
識

を
習

得
し

て
い

る
。

④
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

諸
言

語
の

高
度

な
運

用
能

力
を

習
得

し
て

い
る

。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成

・
�「
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
哲

学
」「

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

歴
史

」「
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
文

学
」「

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

芸
術

」
「

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

現
代

」
の

科
目

群
を

設
け

、
科

目
群

ご
と

に
3
～

5
の

科
目

を
配

置
。

・
�豊

富
な

選
択

肢
の

な
か

か
ら

自
由

に
組

み
合

わ
せ

て
選

択
で

き
る

た
め

、
履

修
者

の
関

心
に

応
じ

て
、
一

般
性
（

地
域

横
断

的
な

知
と

分
野

横
断

的
な

知
）（

上
記

①
に

対
応

）、
専

門
性
（

上
記

③
に

対
応

）
の

い
ず

れ
に

も
焦

点
化

が
可

能
で

あ
る

。
・

�高
度

な
外

国
語

運
用

能
力

の
養

成
の

た
め

、
文

献
講

読
、
ネ

イ
テ

ィ
ブ

教
員

に
よ

る
英

・
独

・
仏

語
授

業
も

開
講

す
る

（
上

記
④

に
対

応
）。

・
�上

記
②

に
つ

い
て

は
、

各
科

目
群

の
基

礎
的

な
科

目
を

も
っ

て
対

応
す

る
。

履
修
資
格
・
条
件

【
履

修
対

象
】

1�．
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

・
エ

キ
ス

パ
ー

ト
養

成
学

部
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
「

人
文

学
（

グ
ロ

ー
バ

ル
・

ユ
ー

ロ
・

ス
タ

デ
ィ

ー
ズ

）」
を

修
了

し
た

学
生

で
、

平
成

31
年

4
月

に
、

言
語

文
化

研
究

科
の

博
士

前
期

課
程

に
入

学
す

る
者

。
2�．

上
記

1
以

外
の

者
で

、
平

成
31

年
4
月

（
又

は
、

10
月

入
学

の
者

は
平

成
30

年
10

月
）

に
、

言
語

文
化

研
究

科
の

博
士

前
期

課
程

に
入

学
す

る
（

し
た

）
者

で
特

に
希

望
す

る
者

。
【

定
員

】
若

干
名

【
選

考
】

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
修

了
生

以
外

は
選

考
の

上
、

履
修

生
を

決
定

す
る

。

前
提
知
識
の
目
安

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

人
文

学
に

関
す

る
学

部
レ

ベ
ル

の
専

門
知

識
を

有
す

る
こ

と
。

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
諸

地
域

の
言

語
、

文
化

、
歴

史
、

芸
術

、
思

想
に

関
心

が
あ

り
、

独
自

に
問

題
を

設
定

し
て

、
そ

れ
に

つ
い

て
粘

り
強

く
探

求
す

る
意

欲
を

持
つ

学
生

を
歓

迎
す

る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
等

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
ht

tp
://

w
w
w
.m

le
.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp
/
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l：

m
ul
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.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp

プ
ロ
グ
ラ
ム
独
自
の

説
明
会
に
つ
い
て

説
明

会
は

行
わ

な
い

。

特
記
事
項

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
時

に
履

修
し

た
同

じ
名

称
の

科
目

の
履

修
を

原
則

と
し

て
認

め
る

。

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

（
4学
期
制
）

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
必
選
択

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
作

成
の

案
内

冊
子

、
お

よ
び

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
の

構
成

科
目

表
を

参
照

ht
tp

://
w
w
w
.m

le
.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp
/p

ro
gr

am
/p

ro
gr

am
.h
tm

l

構
成
科
目
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名

人
間

科
学

（
共

生
の

生
態

）（
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

・
エ

キ
ス

パ
ー

ト
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

）

提
案（
幹
事
）部
局

人
間

科
学

研
究

科

連
携
部
局

な
し

履
修
対
象
者

下
記

の
履

修
資

格
・

条
件

を
満

た
す

修
士

も
し

く
は

博
士

前
期

課
程

修
了
要
件

14
単

位
以

上
7
単

位
以

上
は

、
研

究
科

・
専

攻
の

修
了

要
件

で
は

な
い

単
位

、
あ

る
い

は
修

了
要

件
単

位
と

な
る

科
目

で
修

了
の

た
め

に
利

用
す

る
単

位
数

以
上

の
余

分
に

追
加

さ
れ

た
単

位
で

あ
る

こ
と

。

趣
旨
・
概
要

「
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

・
エ

キ
ス

パ
ー

ト
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
は

、
多

言
語

に
精

通
し

、
現

代
世

界
の

喫
緊

の
課

題
に

取
り

組
む

専
門

的
な

知
識

を
備

え
、

グ
ロ

ー
バ

ル
に

活
躍

で
き

る
人

材
を

養
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

部
局

横
断

型
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
あ

る
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

そ
の

う
ち

の
大

学
院

生
向

け
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
実

施
す

る
も

の
で

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
登

録
し

た
学

生
に

対
し

て
、

人
間

科
学

（
共

生
の

生
態

）に
関

す
る

科
目

で
構

成
さ

れ
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

提
供

す
る

。
多

様
な

文
化

的
・

社
会

的
背

景
を

も
っ

た
人

々
が

、
国

内
外

で
出

会
う

状
況

が
生

ま
れ

て
い

る
今

日
、

災
害

や
紛

争
と

い
っ

た
状

況
下

で
は

も
ち

ろ
ん

、日
常

生
活

に
お

い
て

も
共

生
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

人
間

科
学

研
究

科
の

多
様

な
専

門
性

を
活

か
し

て
、
さ

ま
ざ

ま
な

角
度

か
ら

共
生

に
つ

い
て

学
ぶ

こ
と

を
通

じ
、
共

生
の

実
現

に
貢

献
で

き
る

人
材

を
養

成
す

る
こ

と
を

目
標

と
す

る
。

到
達
目
標

（
修
了
時
に
身
に
付
く
能
力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
習

を
通

し
て

、
以

下
の

能
力

を
得

た
方

に
修

了
認

定
証

を
授

与
す

る
。

①
複

眼
的

な
思

考
を

持
ち

、
人

々
の

多
様

性
を

理
解

で
き

る
。

②
�人

々
と

対
話

し
関

係
を

築
き

協
働

す
る

こ
と

に
つ

い
て

、
自

分
の

意
見

を
持

ち
、

論
じ

る
こ

と
が

で
き

る
。

③
共

生
に

関
し

て
学

ん
だ

こ
と

を
実

践
に

応
用

し
た

り
活

か
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成

上
記

の
到

達
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
4
つ

の
学

系
か

ら
提

供
さ

れ
る

科
目

群
を

配
置

し
、
共

生
に

つ
い

て
多

面
的

な
履

修
を

促
す

。
共

生
そ

の
も

の
を

テ
ー

マ
と

し
て

と
り

上
げ

る
授

業
と

、共
生

に
関

連
す

る
テ

ー
マ

を
扱

う
授

業
が

あ
る

。
行

動
学

系
科

目
群

　
　

　
　

　
心

理
学

、
行

動
学

、
死

生
学

な
ど

に
関

わ
る

科
目

群
社

会
学

・
人

間
学

系
科

目
群

　
社

会
学

、
文

化
人

類
学

、
福

祉
、

思
想

な
ど

に
関

わ
る

科
目

群
教

育
学

系
科

目
群

　
　

　
　

　
教

育
学

の
理

論
と

教
育

現
場

に
関

わ
る

科
目

群
共

生
学

系
科

目
群

　
　

　
　

　
共

生
そ

の
も

の
を

考
え

る
科

目
群

履
修
資
格
・
条
件

【
履

修
対

象
】

1�．
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

・
エ

キ
ス

パ
ー

ト
養

成
学

部
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
「

人
間

科
学
（

共
生

の
生

態
）」

を
修

了
し

た
学

生
で

、
平

成
31

年
4
月

に
、

言
語

文
化

研
究

科
の

博
士

前
期

課
程

に
入

学
す

る
者

。
2�．

上
記

1
以

外
の

者
で

、
平

成
31

年
4
月

（
又

は
、

10
月

入
学

の
者

は
平

成
30

年
10

月
）

に
、

言
語

文
化

研
究

科
の

博
士

前
期

課
程

に
入

学
す

る
（

し
た

）
者

で
特

に
希

望
す

る
も

の
。

【
定

員
】

若
干

名
【

選
考

】
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

・
エ

キ
ス

パ
ー

ト
養

成
学

部
プ

ロ
グ

ラ
ム

修
了

生
以

外
は

選
考

の
上

、
履

修
生

を
決

定
す

る
。

前
提
知
識
の
目
安

前
提

知
識

は
不

要
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
等

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
ht

tp
://

w
w
w
.m

le
.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp
/

TE
L：

07
2-

73
0-

50
62

Em
ai
l：

m
ul
til
in
gu

al
@
la
ng

.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp

プ
ロ
グ
ラ
ム
独
自
の

説
明
会
に
つ
い
て

説
明

会
は

行
わ

な
い

。

特
記
事
項

特
に

な
し

。

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

（
4学
期
制
）

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
必
選
択

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
作

成
の

案
内

冊
子

、
お

よ
び

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
の

構
成

科
目

表
を

参
照

ht
tp

://
w
w
w
.m

le
.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp
/p

ro
gr

am
/p

ro
gr

am
.h
tm

l

構
成
科
目

32



プ
ロ
グ
ラ
ム
名

法
学

・
政

治
学

（
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

・
エ

キ
ス

パ
ー

ト
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

）

提
案（
幹
事
）部
局

法
学

研
究

科

連
携
部
局

な
し

履
修
対
象
者

下
記

の
履

修
資

格
・

条
件

を
満

た
す

博
士

前
期

課
程

の
学

生

修
了
要
件

14
単

位
以

上
7
単

位
以

上
は

、
研

究
科

・
専

攻
の

修
了

要
件

で
は

な
い

単
位

、
あ

る
い

は
修

了
要

件
単

位
と

な
る

科
目

で
修

了
の

た
め

に
利

用
す

る
単

位
数

以
上

の
余

分
に

追
加

さ
れ

た
単

位
で

あ
る

こ
と

。

趣
旨
・
概
要

「
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

・
エ

キ
ス

パ
ー

ト
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
は

、
多

言
語

に
精

通
し

、
現

代
世

界
の

喫
緊

の
課

題
に

取
り

組
む

専
門

的
な

知
識

を
備

え
、

グ
ロ

ー
バ

ル
に

活
躍

で
き

る
人

材
を

養
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

部
局

横
断

型
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
あ

る
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、そ

の
う

ち
の

大
学

院
生

向
け

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

実
施

す
る

も
の

で
、
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
登

録
し

た
学

生
に

対
し

て
、
法

的
ル

ー
ル

や
歴

史
的

に
形

成
さ

れ
た

社
会

構
造

に
つ

い
て

の
深

い
造

詣
に

基
づ

き
、
現

代
法

や
公

共
政

策
に

関
す

る
考

察
を

加
え

、
日

本
や

世
界

の
社

会
が

今
後

有
す

る
べ

き
諸

秩
序

や
構

想
に

貢
献

で
き

る
人

材
を

育
成

す
る

こ
と

を
目

指
し

て
、

法
学

研
究

科
が

開
講

す
る

関
連

科
目

群
を

提
供

す
る

。

到
達
目
標

（
修
了
時
に
身
に
付
く
能
力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
修

を
通

じ
て

、
以

下
の

能
力

を
備

え
た

方
に

修
了

認
定

証
を

授
与

す
る

。
法

学
・

政
治

学
に

お
け

る
研

究
能

力
、

及
び

高
度

の
専

門
性

が
求

め
ら

れ
る

職
業

を
担

う
た

め
の

能
力

を
有

す
る

。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成

上
記

の
到

達
目

標
（

修
了

時
に

身
に

つ
け

る
べ

き
能

力
）
を

達
成

す
る

た
め

に
、

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

法
学

研
究

科
が

開
講

す
る

以
下

の
科

目
群

を
配

置
す

る
。

・
入

門
・

基
礎

科
目

・
公

法
、

私
法

、
基

礎
法

学
、

政
治

学
に

属
す

る
各

科
目

・
総

合
・

展
開

科
目

履
修
資
格
・
条
件

【
履

修
対

象
者

】
1�．

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

「
法

学
・

政
治

学
」

を
修

了
し

た
学

生
で

、
平

成
31

年
4
月

に
、

言
語

文
化

研
究

科
の

博
士

前
期

課
程

に
入

学
す

る
者

。
2�．

上
記

1
以

外
の

者
で

、
平

成
31

年
4
月

（
又

は
、

10
月

入
学

の
者

は
平

成
30

年
10

月
）

に
、

言
語

文
化

研
究

科
の

博
士

前
期

課
程

に
入

学
す

る
（

し
た

）
者

で
特

に
希

望
す

る
も

の
。

【
定

員
】

若
干

名
【

選
考

】
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

・
エ

キ
ス

パ
ー

ト
養

成
学

部
プ

ロ
グ

ラ
ム

修
了

生
以

外
は

選
考

の
上

、
履

修
生

を
決

定
す

る
。

前
提
知
識
の
目
安

特
に

な
し

。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
等

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
ht

tp
://

w
w
w
.m

le
.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp
/

TE
L：

07
2-

73
0-

50
62

Em
ai
l：

m
ul
til
in
gu

al
@
la
ng

.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp

プ
ロ
グ
ラ
ム
独
自
の

説
明
会
に
つ
い
て

説
明

会
は

行
わ

な
い

。

特
記
事
項

本
コ

ー
ス

の
履

修
者

に
対

し
て

研
究

計
画

を
ふ

ま
え

た
担

任
を

配
置

し
、

系
統

的
な

履
修

を
行

う
た

め
の

ア
ド

バ
イ

ス
を

行
う

。

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

（
4学
期
制
）

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
必
選
択

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
作

成
の

案
内

冊
子

、
お

よ
び

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
の

構
成

科
目

表
を

参
照

ht
tp

://
w
w
w
.m

le
.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp
/p

ro
gr

am
/p

ro
gr

am
.h
tm

l

構
成
科
目
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名

経
済

学
・

経
営

学
（

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
）

提
案（
幹
事
）部
局

経
済

学
研

究
科

連
携
部
局

な
し

履
修
対
象
者

下
記

の
履

修
資

格
・

条
件

を
満

た
す

修
士

も
し

く
は

博
士

前
期

課
程

修
了
要
件

14
単

位
以

上
7
単

位
以

上
は

、
研

究
科

・
専

攻
の

修
了

要
件

で
は

な
い

単
位

、
あ

る
い

は
修

了
要

件
単

位
と

な
る

科
目

で
修

了
の

た
め

に
利

用
す

る
単

位
数

以
上

の
余

分
に

追
加

さ
れ

た
単

位
で

あ
る

こ
と

。

趣
旨
・
概
要

「
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

・
エ

キ
ス

パ
ー

ト
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
は

、
多

言
語

に
精

通
し

、
現

代
世

界
の

喫
緊

の
課

題
に

取
り

組
む

専
門

的
な

知
識

を
備

え
、

グ
ロ

ー
バ

ル
に

活
躍

で
き

る
人

材
を

養
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

部
局

横
断

型
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
あ

る
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、そ

の
う

ち
の

大
学

院
生

向
け

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

実
施

す
る

も
の

で
、
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
登

録
し

た
学

生
に

対
し

て
、
経

済
学

専
攻

お
よ

び
経

営
学

系
専

攻
の

経
済

学
・

経
営

学
に

関
す

る
専

門
科

目
で

構
成

さ
れ

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
す

る
。

こ
れ

に
よ

り
、

経
済

学
・

経
営

学
に

通
暁

し
た

人
材

を
育

成
す

る
こ

と
を

目
指

す
。

到
達
目
標

（
修
了
時
に
身
に
付
く
能
力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
修

を
通

じ
て

、
以

下
の

能
力

を
備

え
た

方
に

修
了

認
定

証
を

授
与

す
る

。
①

経
済

学
・

経
営

学
の

基
礎

に
つ

い
て

理
解

し
て

い
る

。
②

経
済

学
・

経
営

学
の

理
論

を
現

実
の

経
済

・
経

営
問

題
に

応
用

で
き

る
。

③
�現

実
の

経
済

・
経

営
問

題
に

つ
い

て
自

分
の

意
見

を
持

ち
、

高
度

な
レ

ベ
ル

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

や
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成

上
記

の
到

達
目

標
（

修
了

時
に

身
に

つ
け

る
べ

き
能

力
）
を

達
成

す
る

た
め

に
、

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

経
済

学
研

究
科（

経
済

学
専

攻
応

用
経

済
コ

ー
ス

、
経

済
学

専
攻

経
済

制
度

・
事

例
分

析
コ

ー
ス

、
経

営
学

系
専

攻
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ー
ス

）が
開

講
す

る
科

目
を

提
供

し
、

経
済

学
お

よ
び

経
営

学
に

つ
い

て
系

統
的

な
履

修
を

促
す

。

履
修
資
格
・
条
件

【
履

修
対

象
】

1�．
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

・
エ

キ
ス

パ
ー

ト
養

成
学

部
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
「

経
済

学
・

経
営

学
」

を
修

了
し

た
学

生
で

、
平

成
31

年
4
月

に
、

言
語

文
化

研
究

科
の

博
士

前
期

課
程

に
入

学
す

る
者

。
2�．

上
記

1
以

外
の

者
で

、
平

成
31

年
4
月

（
又

は
、

10
月

入
学

の
者

は
平

成
30

年
10

月
）

に
、

言
語

文
化

研
究

科
の

博
士

前
期

課
程

に
入

学
す

る
（

し
た

）
者

で
特

に
希

望
す

る
も

の
。

【
定

員
】

若
干

名
【

選
考

】
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

・
エ

キ
ス

パ
ー

ト
養

成
学

部
プ

ロ
グ

ラ
ム

修
了

生
以

外
は

選
考

の
上

、
履

修
生

を
決

定
す

る
。

前
提
知
識
の
目
安

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
構

成
す

る
各

科
目

の
履

修
に

あ
た

っ
て

は
、

学
部

レ
ベ

ル
で

の
経

済
学

・
経

営
学

の
知

識
お

よ
び

理
解

を
有

す
る

こ
と

を
前

提
と

す
る

。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
等

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
ht

tp
://

w
w
w
.m

le
.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp
/

TE
L：

07
2-

73
0-

50
62

Em
ai
l：

m
ul
til
in
gu

al
@
la
ng

.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp

プ
ロ
グ
ラ
ム
独
自
の

説
明
会
に
つ
い
て

説
明

会
は

行
わ

な
い

。

特
記
事
項

特
に

な
し

。

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

（
4学
期
制
）

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
必
選
択

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
作

成
の

案
内

冊
子

、
お

よ
び

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
の

構
成

科
目

表
を

参
照

ht
tp

://
w
w
w
.m

le
.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp
/p

ro
gr

am
/p

ro
gr

am
.h
tm

l

構
成
科
目
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名

言
語

文
化

学
（

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
）

提
案（
幹
事
）部
局

言
語

文
化

研
究

科
（

言
語

社
会

専
攻

）

連
携
部
局

な
し

履
修
対
象
者

下
記

の
履

修
資

格
・

条
件

を
満

た
す

修
士

も
し

く
は

博
士

前
期

課
程

修
了
要
件

14
単

位
以

上
7
単

位
以

上
は

、
研

究
科

・
専

攻
の

修
了

要
件

で
は

な
い

単
位

、
あ

る
い

は
修

了
要

件
単

位
と

な
る

科
目

で
修

了
の

た
め

に
利

用
す

る
単

位
数

以
上

の
余

分
に

追
加

さ
れ

た
単

位
で

あ
る

こ
と

。

趣
旨
・
概
要

「
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

・
エ

キ
ス

パ
ー

ト
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
は

、
多

言
語

に
精

通
し

、
現

代
世

界
の

喫
緊

の
課

題
に

取
り

組
む

専
門

的
な

知
識

を
備

え
、
グ

ロ
ー

バ
ル

に
活

躍
で

き
る

人
材

を
養

成
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
部

局
横

断
型

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

あ
る

。
そ

の
な

か
で

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

大
学

院
生

向
け

に
実

施
す

る
も

の
で

あ
り

、
学

生
は

プ
ロ

グ
ラ

ム
登

録
に

際
し

あ
ら

か
じ

め
専

攻
語

を
一

つ
選

択
し

、
そ

の
専

攻
語

お
よ

び
専

攻
語

圏
の

文
化

学
に

関
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
構

成
す

る
専

門
教

育
科

目
を

履
修

す
る

。
こ

れ
に

よ
り

、
読

み
、

書
き

、
聞

き
、

話
す

国
際

的
な

場
面

で
通

用
す

る
総

合
的

な
高

い
言

語
運

用
能

力
を

涵
養

す
る

と
と

も
に

、
当

該
言

語
文

化
圏

の
言

語
、

政
治

、
経

済
、

社
会

、
歴

史
、

思
想

に
通

暁
し

た
人

材
を

育
成

す
る

こ
と

を
目

指
す

。

到
達
目
標

（
修
了
時
に
身
に
付
く
能
力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
修

を
通

じ
て

、
以

下
の

能
力

を
備

え
た

方
に

修
了

認
定

証
を

授
与

す
る

。
①

�専
攻

語
の

四
技

能
（

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

、
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
、

リ
ス

ニ
ン

グ
、

ス
ピ

ー
キ

ン
グ

）
に

関
し

て
、

国
際

的
な

場
面

で
通

用
す

る
高

い
運

用
能

力
を

有
す

る
。

②
�専

攻
語

圏
の

言
語

、
政

治
、

経
済

、
社

会
、

歴
史

、
思

想
を

深
く

理
解

す
る

と
と

も
に

、
専

攻
語

で
関

連
テ

ー
マ

に
つ

い
て

高
度

な
レ

ベ
ル

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

や
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成

上
記

の
到

達
目

標
（

修
了

時
に

身
に

つ
け

る
べ

き
能

力
）

を
達

成
す

る
た

め
に

、
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
言

語
文

化
研

究
科

（
言

語
社

会
専

攻
）

が
開

講
す

る
以

下
の

5
つ

の
科

目
群

を
配

置
し

、
各

専
攻

語
学

お
よ

び
専

攻
語

圏
の

文
化

学
に

つ
い

て
系

統
的

な
履

修
を

促
す

。
・

専
攻

科
目

（
広

域
言

語
論

・
地

域
言

語
論

）
・

地
域

言
語

社
会

特
論

科
目

・
複

合
領

域
特

論
科

目
・

専
攻

言
語

科
目

・
関

連
研

究
言

語
科

目

履
修
資
格
・
条
件

【
履

修
対

象
】

1． ●
�マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

・
エ

キ
ス

パ
ー

ト
養

成
学

部
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
「

人
文

学
（

グ
ロ

ー
バ

ル
・

ア
ジ

ア
・

ス
タ

デ
ィ

ー
ズ

）」
も

し
く

は
「

人
文

学
（

グ
ロ

ー
バ

ル
・

ユ
ー

ロ
・

ス
タ

デ
ィ

ー
ズ

）」
を

修
了

し
た

学
生

で
、

平
成

31
年

4
月

に
、

文
学

研
究

科
の

修
士

も
し

く
は

博
士

前
期

課
程

に
入

学
す

る
者

。
●

�マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

「
人

間
科

学
（

共
生

の
生

態
）」

を
修

了
し

た
学

生
で

、
平

成
31

年
4
月

に
、

人
間

科
学

研
究

科
の

博
士

前
期

課
程

に
入

学
す

る
者

。
●

�マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
の
「

法
学

・
政

治
学

」
を

修
了

し
た

学
生

で
、

平
成

31
年

4
月

に
、

法
学

研
究

科
も

し
く

は
国

際
公

共
政

策
研

究
科

の
博

士
前

期
課

程
に

入
学

す
る

者
。

●
�マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

・
エ

キ
ス

パ
ー

ト
養

成
学

部
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
「

経
済

学
・

経
営

学
」
を

修
了

し
た

学
生

で
、

平
成

31
年

4
月

に
、

経
済

学
研

究
科

も
し

く
は

国
際

公
共

政
策

研
究

科
の

博
士

前
期

課
程

に
入

学
す

る
者

。
2． 上

記
1
以

外
の

者
で

、
平

成
31

年
4
月

に
、

文
学

研
究

科
、

人
間

科
学

研
究

科
、

法
学

研
究

科
、

経
済

学
研

究
科

お
よ

び
国

際
公

共
政

策
研

究
科

の
修

士
も

し
く

は
博

士
前

期
課

程
に

入
学

す
る

者
で

特
に

希
望

す
る

も
の

。
【

定
員

】
若

干
名

【
選

考
】

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
修

了
生

以
外

は
、

あ
ら

か
じ

め
申

請
す

る
専

攻
言

語
に

つ
い

て
、

大
学

院
で

研
究

す
る

に
ふ

さ
わ

し
い

レ
ベ

ル
が

あ
る

こ
と

を
証

明
す

る
書

類
を

提
出

し
、

選
考

の
上

、
履

修
生

を
決

定
す

る
。（

専
攻

す
る

言
語

以
外

の
運

用
能

力
に

つ
い

て
の

証
明

書
は

不
可

。）

前
提
知
識
の
目
安

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
構

成
す

る
専

攻
言

語
科

目
の

履
修

に
あ

た
っ

て
は

、
当

該
専

攻
言

語
の

学
部

レ
ベ

ル
で

の
運

用
能

力
並

び
に

、
大

学
院

で
研

究
す

る
に

ふ
さ

わ
し

い
運

用
能

力
を

有
す

る
こ

と
を

前
提

と
す

る
。

例
え

ば
「

英
語

特
別

演
習

A・
B」

お
よ

び
「

英
語

特
別

演
習

C・
D
」

に
つ

い
て

は
、

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

学
部

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

「
英

語
・

英
米

文
化

学
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
修

了
の

た
め

に
必

要
と

さ
れ

る
外

部
検

定
試

験
の

基
準

ス
コ

ア
程

度
の

英
語

運
用

能
力

が
履

修
の

際
に

求
め

ら
れ

る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
等

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
ht

tp
://

w
w
w
.m

le
.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp
/

TE
L：

07
2-

73
0-

50
62

Em
ai
l：

m
ul
til
in
gu

al
@
la
ng

.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp

プ
ロ
グ
ラ
ム
独
自
の

説
明
会
に
つ
い
て

説
明

会
は

行
わ

な
い

。

特
記
事
項

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
構

成
科

目
の

う
ち

専
攻

言
語

科
目

に
つ

い
て

は
、

優
先

的
に

履
修

す
る

こ
と

を
推

奨
す

る
。

な
お

、
上

記
「

履
修

資
格

・
条

件
」

の
2.

に
該

当
す

る
者

に
つ

い
て

は
、

履
修

を
希

望
す

る
専

攻
言

語
科

目
に

関
す

る
運

用
能

力
が

大
学

院
で

研
究

す
る

に
ふ

さ
わ

し
い

一
定

の
水

準
に

達
し

て
い

る
こ

と
を

証
明

す
る

書
類
（

各
種

検
定

試
験

の
ス

コ
ア

の
写

し
等

）
を

所
定

の
期

限
ま

で
に

提
出

す
る

こ
と

。
な

お
、

日
本

語
専

攻
は

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
は

含
ま

れ
て

い
な

い
。

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

（
4学
期
制
）

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
必
選
択

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
作

成
の

案
内

冊
子

、
お

よ
び

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
の

構
成

科
目

表
を

参
照

ht
tp

://
w
w
w
.m

le
.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp
/p

ro
gr

am
/p

ro
gr

am
.h
tm

l

構
成
科
目
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名

国
際

公
共

政
策

学
（

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
）

提
案（
幹
事
）部
局

国
際

公
共

政
策

研
究

科

連
携
部
局

な
し

履
修
対
象
者

下
記

履
修

資
格

・
条

件
の

要
件

を
満

た
す

修
士

も
し

く
は

博
士

前
期

課
程

の
学

生

修
了
要
件

14
単

位
以

上
7
単

位
以

上
は

、
研

究
科

・
専

攻
の

修
了

要
件

で
は

な
い

単
位

、
あ

る
い

は
修

了
要

件
単

位
と

な
る

科
目

で
修

了
の

た
め

に
利

用
す

る
単

位
数

以
上

の
余

分
に

追
加

さ
れ

た
単

位
で

あ
る

こ
と

。

趣
旨
・
概
要

「
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

は
、

多
言

語
に

精
通

し
、

現
代

世
界

の
喫

緊
の

課
題

に
取

り
組

む
専

門
的

な
知

識
を

備
え

、
グ

ロ
ー

バ
ル

に
活

躍
で

き
る

人
材

を
養

成
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
部

局
横

断
型

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

あ
る

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、そ
の

う
ち

の
大

学
院

生
向

け
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
実

施
す

る
も

の
で

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
登

録
し

た
学

生
に

対
し

て
、

平
和

や
安

全
保

障
、

環
境

問
題

、
経

済
発

展
・

開
発

、
人

権
の

保
障

な
ど

の
公

共
政

策
課

題
に

つ
い

て
、
自

分
の

意
見

を
広

く
世

界
に

発
信

し
た

り
、

解
決

に
向

け
て

指
導

力
を

発
揮

を
し

た
り

で
き

る
よ

う
な

人
材

の
育

成
を

目
指

す
。

到
達
目
標

（
修
了
時
に
身
に
付
く
能
力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
修

を
通

じ
て

、
以

下
の

能
力

を
備

え
た

方
に

修
了

認
定

証
を

授
与

す
る

。
①

国
際

公
共

政
策

学
（

法
学

、
政

治
学

、
経

済
学

）
に

つ
い

て
十

分
な

研
究

能
力

を
備

え
て

い
る

。
②

高
度

の
専

門
性

が
求

め
ら

れ
る

職
業

を
担

う
た

め
の

能
力

を
十

分
に

有
す

る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成

上
記

の
到

達
目

標
（

修
了

時
に

身
に

つ
け

る
べ

き
能

力
）
を

達
成

す
る

た
め

に
、

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
国

際
公

共
政

策
研

究
科

が
開

講
す

る
科

目
の

中
か

ら
、
国

際
法

、
国

際
関

係
論

、
経

済
学

な
ど

の
基

礎
を

し
っ

か
り

と
固

め
ら

れ
る

科
目

群
を

提
供

す
る

。

履
修
資
格
・
条
件

【
履

修
対

象
】

1�．
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

・
エ

キ
ス

パ
ー

ト
養

成
学

部
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
「

法
学

・
政

治
学

」
も

し
く

は
「

経
済

学
・

経
営

学
」

を
修

了
し

た
学

生
で

、
平

成
31

年
4
月

に
、

言
語

文
化

研
究

科
の

博
士

前
期

課
程

に
入

学
す

る
者

。
2�．

上
記

1
以

外
の

者
で

、
平

成
31

年
4
月

（
又

は
、

10
月

入
学

の
者

は
平

成
30

年
10

月
）

に
、

言
語

文
化

研
究

科
の

博
士

前
期

課
程

に
入

学
す

る
（

し
た

）
者

で
特

に
希

望
す

る
も

の
。

【
定

員
】

若
干

名
【

選
考

】
マ

ル
チ

リ
ン

ガ
ル

・
エ

キ
ス

パ
ー

ト
養

成
学

部
プ

ロ
グ

ラ
ム

修
了

生
以

外
は

選
考

の
上

、
履

修
生

を
決

定
す

る
。

前
提
知
識
の
目
安

特
に

な
し

。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
等

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
ht

tp
://

w
w
w
.m

le
.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp
/

TE
L：

07
2-

73
0-

50
62

Em
ai
l：

m
ul
til
in
gu

al
@
la
ng

.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp

プ
ロ
グ
ラ
ム
独
自
の

説
明
会
に
つ
い
て

説
明

会
は

行
わ

な
い

。

特
記
事
項

特
に

な
し

。

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

（
4学
期
制
）

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
必
選
択

マ
ル

チ
リ

ン
ガ

ル
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
作

成
の

案
内

冊
子

、
お

よ
び

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
の

構
成

科
目

表
を

参
照

ht
tp

://
w
w
w
.m

le
.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp
/p

ro
gr

am
/p

ro
gr

am
.h
tm

l

構
成
科
目
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平成 31 年度
各プログラム個別紹介
（高度副プログラム）

※�この冊子に掲載されているプログラムは、平成31年度に募集を行っているプログラムの情報を掲載しています。
　翌年度以降に新たにプログラムの申請を行う場合は、当該年度発行の冊子をご覧ください。





平成31年度　高度副プログラム及び説明会予定一覧

プログラム名称
プログラム

実施部局
履修

対象者

説明会情報

説明
ページ

合同ガイダンス 左記以外の
開催予定
（詳細は

個別ページ
参照）

4 ／ 9
吹田

4 ／ 12
豊中

1
グローバル・ジャパン・
スタディーズ

文学研究科 M・D ○ ○ 43

2
グローバル化とコンフリクト
――人間科学的アプローチ

人間科学研究科 M ○ ○ 44

3
大学マネジメント力養成・
向上プログラム

人間科学研究科 M・D ○ ○ 45

4 基礎理学計測学 理学研究科 M・D ○ ○ 46

5
健康医療問題解決能力の
涵養

医学系研究科
（医科学専攻）

M・D 47

6
スポーツ医科学研究プログ
ラム

医学系研究科
（医科学専攻）

M・D ○ ○ 48

7
健康・医療イノベーション
プログラム

医学系研究科
（医科学専攻）

M・D ○
ポスター

のみ
49

8
医学倫理・研究ガバナンス
プログラム

医学系研究科
（医科学専攻）

M・D ○ ○ 50

9
高度がん医療人材育成プロ
グラム

医学系研究科
（保健学専攻）

M・D ○
ポスター

のみ
51

10
看護教育・管理人材育成プ
ログラム

医学系研究科
（保健学専攻）

M・D
ポスター

のみ
ポスター

のみ
52

11 麻酔管理教育プログラム
医学系研究科

（保健学専攻）
M・D 53

12 まちづくりデザイン学 工学研究科 M ○ ○ 54

13
安全なデータ利活用のため
のセキュリティ人材育成プ
ログラム

工学研究科 M・D ○
ポスター

のみ
55

14
科学技術をイノベーション
につなぐために

工学研究科 M・D ○ ○ 56

15
環境イノベーションデザイ
ン学

工学研究科 M・D ○
ポスター

のみ
57

16
量子エンジニアリングデザ
イン研究特別プログラム

工学研究科 M・D
ポスター

のみ
ポスター

のみ
58

17 高度溶接技術者プログラム 工学研究科 M・D ○
ポスター

のみ
59

18 DSデータ科学 基礎工学研究科 M・D ○ ○ 4月12日 60

40



プログラム名称
プログラム

実施部局
履修

対象者

説明会情報

説明
ページ

合同ガイダンス 左記以外の
開催予定
（詳細は

個別ページ
参照）

4 ／ 9
吹田

4 ／ 12
豊中

19
デジタルヒューマニティー
ズ：分析方法論と実践

言語文化研究科 M・D
ポスター

のみ
ポスター

のみ
61

20 文化と植民地主義 言語文化研究科 M・D 4月4日 62

21
グローバルリーダーシップ・
プログラム

国際公共政策研究科 M
ポスター

のみ
ポスター

のみ
63

22
ヒューマンウェアイノベー
ション副プログラム

情報科学研究科 M・D ○ ○ 64

23
感染症学免疫学融合プログ
ラム

微生物病研究所 D
ポスター

のみ
ポスター

のみ
4月9日 65

24
蛋白質解析先端研究プログ
ラム

蛋白質研究所 D ○
ポスター

のみ
66

25
インターカルチュラル・コ
ミュニケーションの理論と
実践

国際教育交流
センター

M・D ○
ポスター

のみ
67

26
予測社会医学プロフェッ
ショナル育成

国際医工情報
センター

M・D ○ ○ 68

27 メディカルデバイスデザイン
国際医工情報
センター

M・D ○ ○ 69

28
バイオメディカルインフォ
マティクス

国際医工情報
センター

M・D ○ ○ 70

29 バイオマテリアル学
国際医工情報
センター

M・D ○ ○ 71

30 データ科学
数理・データ科学
教育研究センター

M・D ○ ○ 4月12日 72

31 数理モデル
数理・データ科学
教育研究センター

M・D ○ ○ 4月12日 73

32

ナノサイエンス・ナノテク
ノロジー高度学際教育研究
訓練プログラム（博士前期
課程高度学際教育）

ナノサイエンス
デザイン教育研究
センター

M ○ ○
4月10日、

11日
74

33

ナノサイエンス・ナノテク
ノロジー高度学際教育研究
訓練プログラム（博士後期課
程教育研究訓練プログラム）

ナノサイエンス
デザイン教育研究
センター

D ○ ○
ナノプログ
ラムHP参照

75

34

ナノサイエンス・ナノテク
ノロジー高度学際教育研究
訓練プログラム（後期課程社
会人ナノ理工学特別コース）

ナノサイエンス
デザイン教育研究
センター

D 76

41



プログラム名称
プログラム
実施部局

履修
対象者

説明会情報

説明
ページ

合同ガイダンス 左記以外の
開催予定
（詳細は
個別ページ
参照）

4／9
吹田

4／12
豊中

35

ナノサイエンス・ナノテク
ノロジー高度学際教育研究
訓練プログラム（博士後期
課程社会人特別選抜）

ナノサイエンス
デザイン教育研究
センター

D ○ ○ 4月5日 77

36
知的財産法を修得した人材
育成

知的基盤総合
センター

M・D ○ ○ 4月1日 78

37
超域イノベーション高度副
プログラム

国際共創大学院学位
プログラム推進機構

M・D ○ ○ 79

38 放射線科学 放射線科学基盤機構 M・D
ポスター

のみ
ポスター

のみ
80

39
未来の大学教員養成プログ
ラム

全学教育推進機構 M・D ○ ○ 81

40
公共圏における科学技術
政策

COデザインセンター M・D ○ ○ 4月10日 82

41 ソーシャルデザイン COデザインセンター
B5、6・
M・D

○ ○ 4月10日 83

42 社会の臨床 COデザインセンター
B5、6・
M・D

○ ○ 4月10日 84

※履修対象者
　Ｂ５、６……6年制課程の学部（医学部・歯学部・薬学部）の5、6年次
　Ｍ…………博士前期課程・修士課程・生命機能研究科の博士課程1、2年次・法科大学院の課程
　Ｄ…………博士後期課程・博士課程・生命機能研究科の博士課程3年次以上

42



プ
ロ

グ
ラ

ム
名

グ
ロ

ー
バ

ル
・

ジ
ャ

パ
ン

・
ス

タ
デ

ィ
ー

ズ

提
案

（
幹

事
）

部
局

文
学

研
究

科

連
携

部
局

言
語

文
化

研
究

科
、

国
際

公
共

政
策

研
究

科

履
修

対
象

者
修

士
・

博
士

修
了

要
件

10
単

位
以

上

下
記

①
の

う
ち

1
科

目
2
単

位
を

選
択

必
修

と
し

ま
す

。
下

記
②

の
う

ち
1
科

目
2
単

位
を

選
択

必
修

と
し

ま
す

。
下

記
③

の
5
つ

の
分

野
の

3
つ

か
ら

1
科

目
2
単

位
ず

つ
履

修
す

る
も

の
と

し
ま

す
。

以
上

の
条

件
を

満
た

し
て

10
単

位
以

上
修

得
し

て
い

る
こ

と
を

修
了

要
件

と
し

ま
す

。

趣
旨

・
概

要

研
究

／
教

育
の

グ
ロ

ー
バ

ル
化

に
と

も
な

っ
て

、
日

本
に

は
海

外
か

ら
ま

す
ま

す
強

い
関

心
が

寄
せ

ら
れ

て
い

ま
す

。
そ

の
よ

う
な

関
心

に
有

効
に

応
え

る
た

め
に

は
、学

問
分

野
ご

と
に

深
め

ら
れ

て
き

た
日

本
研

究
の

成
果

を
総

合
し

、
全

体
像

を
把

握
し

や
す

い
か

た
ち

で
提

示
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、
日

本
研

究
の

成
果

を
英

語
で

発
信

す
る

能
力

を
高

め
る

こ
と

も
不

可
欠

で
す

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、そ
の

よ
う

な
グ

ロ
ー

バ
ル

化
時

代
の

要
請

に
応

え
る

新
た

な
日

本
研

究
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
設

置
さ

れ
ま

し
た

。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
習

を
通

し
て

、
以

下
の

能
力

を
備

え
た

方
に

修
了

認
定

証
を

授
与

し
ま

す
。

（
1）

複
数

の
分

野
の

日
本

研
究

の
最

新
の

成
果

を
理

解
し

て
い

る
。

（
2）

海
外

の
日

本
研

究
の

最
新

の
動

向
を

踏
ま

え
て

議
論

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

3）
日

本
研

究
の

成
果

を
英

語
で

発
信

す
る

た
め

の
基

礎
的

な
ス

キ
ル

を
身

に
つ

け
て

い
る

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成

上
記

（
1）

～
（

3）
の

到
達

目
標

を
達

成
す

る
た

め
、

3
つ

の
科

目
群

（
下

記
①

～
③

）
を

設
け

、
さ

ら
に

そ
の

う
ち

の
1
つ

は
5
つ

に
下

位
区

分
し

て
、

系
統

的
か

つ
効

果
的

な
学

修
を

促
し

ま
す

。
（

1）
�下

記
③

の
う

ち
、

異
な

る
分

野
（

1
～

5）
の

授
業

を
3
科

目
6
単

位
履

修
す

る
も

の
と

し
て

、
日

本
に

つ
い

て
の

多
面

的
・

総
合

的
理

解
を

促
し

ま
す

。
（

2）
�下

記
②

の
授

業
を

選
択

必
修

と
し

、
海

外
の

日
本

研
究

の
動

向
を

踏
ま

え
て

議
論

す
る

能
力

を
高

め
ま

す
。

（
3）

�下
記

①
の

授
業

を
選

択
必

修
と

し
、

日
本

研
究

の
成

果
を

英
語

で
発

信
す

る
た

め
の

基
礎

的
な

ス
キ

ル
を

身
に

つ
け

ま
す

。

履
修

資
格

・
条

件
グ

ロ
ー

バ
ル

な
観

点
か

ら
日

本
を

研
究

し
、

そ
の

成
果

を
積

極
的

に
発

信
し

た
い

と
い

う
意

欲
を

持
つ

学
生

を
歓

迎
し

ま
す

。

前
提

知
識

の
目

安
日

本
研

究
の

い
ず

れ
か

の
分

野
で

学
部

レ
ベ

ル
の

知
識

を
身

に
つ

け
て

い
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

問
い

合
わ

せ
等

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
ht

tp
://

w
w
w
.le

t.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp
/ja

/a
ca

de
m

ic
s/
fu

ku
pu

ro
_G

JS
文

学
研

究
科

教
務

係
：

bu
ns

ou
ha

ku
-k
yo

um
u@

offi
ce

.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp

プ
ロ

グ
ラ

ム
担

当
教

員
／

宇
野

田
尚

哉
：

un
od

a@
le
t.o

sa
ka

-u
.a
c.
jp

プ
ロ

グ
ラ

ム
独

自
の

説
明

会
に

つ
い

て

特
記

事
項

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

2
年

間
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
ま

す
。

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
単

位
数

開
講

学
期

（
4学

期
制

）
開

講
部

局
（

課
程

）
備

考
必

修
選

必
選

択

20
47

50
Ac

ad
em

ic
�S
ki
lls

�fo
r�H

um
an

iti
es

�1
2

春
～

夏
学

期
文

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

①
英

語
の

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
ス

キ
ル

を
学

ぶ
科

目

20
47

67
Ac

ad
em

ic
�S
ki
lls

�fo
r�H

um
an

iti
es

�1
2

秋
～

冬
学

期
文

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

①
英

語
の

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
ス

キ
ル

を
学

ぶ
科

目

20
47

68
Ac

ad
em

ic
�S
ki
lls

�fo
r�H

um
an

iti
es

�2
2

春
～

夏
学

期
文

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

①
英

語
の

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
ス

キ
ル

を
学

ぶ
科

目

20
47

51
Ac

ad
em

ic
�S
ki
lls

�fo
r�H

um
an

iti
es

�2
2

秋
～

冬
学

期
文

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

①
英

語
の

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
ス

キ
ル

を
学

ぶ
科

目

20
47

52
Iss

ue
s �i

n�
Co

nt
em

po
ra
ry
�Ja

pa
ne

se
�

S t
ud

ie
s� 1

2
春

～
夏

学
期

文
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
②

英
語

に
よ

る
講

義

20
47

69
Iss

ue
s�i

n�
Co

nt
em

po
ra
ry
�Ja

pa
ne

se
�

St
ud

ie
s�1

2
秋

～
冬

学
期

文
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
②

英
語

に
よ

る
講

義

20
47

70
Iss

ue
s�i

n�
Co

nt
em

po
ra
ry
�Ja

pa
ne

se
�

St
ud

ie
s�2

2
春

～
夏

学
期

文
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
②

英
語

に
よ

る
講

義

20
47

53
Is s

ue
s�i

n�
Co

nt
em

po
ra
ry
�Ja

pa
ne

se
�

St
ud

ie
s�2

2
秋

～
冬

学
期

文
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
②

英
語

に
よ

る
講

義

20
47

54
世

界
の

な
か

の
日

本
史
Ⅰ

2
春

～
夏

学
期

文
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
③

ー
1
歴

史

20
47

55
世

界
の

な
か

の
日

本
史
Ⅱ

2
秋

～
冬

学
期

文
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
③

ー
1
歴

史

20
47

56
世

界
文

学
の

な
か

の
日

本
文

学
Ⅰ

2
春

～
夏

学
期

文
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
③

ー
2
文

学

20
47

57
世

界
文

学
の

な
か

の
日

本
文

学
Ⅱ

2
秋

～
冬

学
期

文
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
③

ー
2
文

学

30
60

00
日

本
語

学
研

究
総

論
2

春
～

夏
学

期
言

語
文

化
研

究
科（

博
士

前
期

）
③

ー
3
言

語

30
61

00
日

本
語

教
育

学
研

究
総

論
2

春
～

夏
学

期
言

語
文

化
研

究
科（

博
士

前
期

）
③

ー
3
言

語

20
47

58
日

本
語

の
歴

史
2

秋
～

冬
学

期
文

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

③
ー

3
言

語

20
47

59
現

代
日

本
語

の
諸

相
2

春
～

夏
学

期
文

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

③
ー

3
言

語

20
47

66
現

代
日

本
語

の
諸

相
2

春
～

夏
学

期
文

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

③
ー

3
言

語

20
47

60
世

界
の

な
か

の
日

本
美

術
2

秋
～

冬
学

期
文

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

③
ー

4
芸

術

20
47

61
世

界
の

な
か

の
日

本
演

劇
2

秋
～

冬
学

期
文

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

③
ー

4
芸

術

20
47

62
現

代
日

本
の

ポ
ピ

ュ
ラ

ー
音

楽
2

秋
～

冬
学

期
文

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

③
ー

4
芸

術

30
62

00
日

本
文

化
学

研
究

総
論

2
秋

～
冬

学
期

言
語

文
化

研
究

科（
博

士
前

期
）

③
ー

5
文

化
･社

会

20
47

63
日

本
の

民
俗

と
宗

教
2

夏
学

期（
集

中
）

文
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
③

ー
5
文

化
･社

会

20
47

64
日

本
の

社
会

と
思

想
2

春
～

夏
学

期
文

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

③
ー

5
文

化
･社

会

20
47

65
異

文
化

交
流

の
な

か
の

日
本

2
春

～
夏

学
期

文
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
③

ー
5
文

化
･社

会

31
14

84
特

殊
講

義（
日

本
と

ア
ジ

ア
の

国
際

政
治

）
2

春
～

夏
学

期
国

際
公

共
政

策
研

究
科（

博
士

前
期

）
③

ｰ5
文

化
･社

会

構
成

科
目

43



プ
ロ

グ
ラ

ム
名

グ
ロ

ー
バ

ル
化

と
コ

ン
フ

リ
ク

ト
―

―
人

間
科

学
的

ア
プ

ロ
ー

チ

提
案

（
幹

事
）

部
局

人
間

科
学

研
究

科

連
携

部
局

文
学

研
究

科
、

国
際

公
共

政
策

研
究

科
、

グ
ロ

ー
バ

ル
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

・
セ

ン
タ

ー
、

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー

履
修

対
象

者
修

士

修
了

要
件

8
単

位
以

上
（

必
修

科
目

4
単

位
を

含
む

）

趣
旨

・
概

要

グ
ロ

ー
バ

ル
化

す
る

現
代

世
界

で
は

、
さ

ま
ざ

ま
な

コ
ン

フ
リ

ク
ト
（

紛
争

、
摩

擦
、

葛
藤

）
が

生
じ

て
い

る
。

こ
れ

は
、
先

進
国

と
発

展
途

上
国

、
洋

の
東

西
南

北
を

問
わ

な
い

、
ま

さ
に

グ
ロ

ー
バ

ル
な

現
象

で
あ

り
、

日
本

に
暮

ら
す

私
た

ち
に

と
っ

て
も

現
実

的
な

問
題

で
あ

る
。

私
た

ち
は

、
グ

ロ
ー

バ
ル

化
と

コ
ン

フ
リ

ク
ト

の
因

果
関

係
を

探
求

す
る

と
と

も
に

、
個

別
の

コ
ン

フ
リ

ク
ト

が
生

じ
る

ナ
シ

ョ
ナ

ル
お

よ
び

ロ
ー

カ
ル

な
文

脈
を

見
極

め
る

必
要

が
あ

る
。
言

い
換

え
れ

ば
、本

課
題

を
解

明
す

る
に

は
、普

遍
と

特
殊

、
全

体
と

個
別

の
あ

い
だ

を
縦

横
に

往
復

し
つ

つ
、考

察
を

深
め

て
い

か
ね

ば
な

ら
な

い
。

そ
れ

に
よ

っ
て

コ
ン

フ
リ

ク
ト

を
解

決
あ

る
い

は
軽

減
す

る
た

め
の

道
筋

も
見

え
て

く
る

は
ず

で
あ

る
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

人
類

学
を

中
心

と
し

つ
つ

関
連

す
る

諸
学

問
分

野
の

科
目

の
履

修
を

通
じ

て
、

グ
ロ

ー
バ

ル
化

と
コ

ン
フ

リ
ク

ト
と

い
う

課
題

を
総

合
的

か
つ

専
門

的
に

理
解

し
対

処
す

る
能

力
を

養
う

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
る

。
な

お
、

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

21
世

紀
CO

Eプ
ロ

グ
ラ

ム「
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
イ

ス
の

人
文

学
」お

よ
び

グ
ロ

ー
バ

ル
CO

E
プ

ロ
グ

ラ
ム

「
コ

ン
フ

リ
ク

ト
の

人
文

学
国

際
研

究
教

育
拠

点
」

の
成

果
を

大
学

院
博

士
前

期
課

程
の

教
育

に
還

元
し

、
継

承
発

展
さ

せ
る

た
め

に
構

想
さ

れ
た

も
の

で
あ

る
。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

日
本

で
学

ぶ
学

生
が

、
グ

ロ
ー

バ
ル

化
す

る
現

代
世

界
で

生
じ

て
い

る
多

種
多

様
な

コ
ン

フ
リ

ク
ト

の
多

様
性

と
個

別
性

を
認

識
す

る
こ

と
が

第
一

の
目

標
で

あ
る

。
そ

の
う

え
で

、多
様

性
と

個
別

性
を

超
え

た
普

遍
的

な
特

性
に

つ
い

て
考

察
す

る
能

力
を

養
う

こ
と

が
第

二
の

目
標

で
あ

る
。

最
終

的
目

標
は

、コ
ン

フ
リ

ク
ト

の
軽

減
や

解
決

に
向

け
た

実
践

を
思

考
す

る
態

度
と

能
力

を
獲

得
す

る
こ

と
で

あ
る

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成

人
間

科
学

研
究

科
で

開
講

さ
れ

る
「

コ
ン

フ
リ

ク
ト

の
人

文
学

特
講
Ⅰ

、
Ⅱ

」
の

2
科

目
を

必
修

科
目

と
し

、
選

択
科

目
は

広
く

人
間

科
学

研
究

科
、

文
学

研
究

科
、

国
際

公
共

政
策

研
究

科
、

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー
、
及

び
国

際
教

育
交

流
セ

ン
タ

ー
か

ら
提

供
を

受
け

、
グ

ロ
ー

バ
ル

化
と

コ
ン

フ
リ

ク
ト

の
さ

ま
ざ

ま
な

側
面

と
そ

の
課

題
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

構
成

に
な

っ
て

い
る

。

履
修

資
格

・
条

件
と

く
に

資
格

や
条

件
は

あ
り

ま
せ

ん
。

理
系

・
文

系
を

問
わ

ず
、全

学
か

ら
の

参
加

を
歓

迎
し

ま
す

。
と

く
に

、
グ

ロ
ー

バ
ル

化
、

ナ
シ

ョ
ナ

リ
ズ

ム
、

民
族

紛
争

、
開

発
・

人
道

援
助

、
貧

困
、

移
民

・
難

民
、

文
化

摩
擦

な
ど

の
課

題
に

関
心

の
あ

る
学

生
向

き
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

す
。

前
提

知
識

の
目

安
特

に
な

し

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

問
い

合
わ

せ
等

人
間

科
学

研
究

科
人

類
学

研
究

室
（

内
線

80
85

）

プ
ロ

グ
ラ

ム
独

自
の

説
明

会
に

つ
い

て

特
記

事
項

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
単

位
数

開
講

学
期

（
4学

期
制

）
開

講
部

局
（

課
程

）
備

考
必

修
選

必
選

択

21
16

31
コ

ン
フ

リ
ク

ト
の

人
文

学
特

講
Ⅰ

2
春

・
夏

学
期

人
間

科
学

研
究

科
（

院
前

期
）

21
16

32
コ

ン
フ

リ
ク

ト
の

人
文

学
特

講
Ⅱ

2
秋

・
冬

学
期

人
間

科
学

研
究

科
（

院
前

期
）

21
18

15
コ

ン
フ

リ
ク

ト
と

共
生

特
講
Ⅰ

2
春

・
夏

学
期

人
間

科
学

研
究

科
（

院
前

期
）

21
18

16
コ

ン
フ

リ
ク

ト
と

共
生

特
講
Ⅱ

2
不

開
講

人
間

科
学

研
究

科
（

院
前

期
）

21
15

46
フ

ィ
ー

ル
ド

調
査

法
特

講
2

春
・

夏
学

期
人

間
科

学
研

究
科

（
院

前
期

）

21
12

00
ジ

ェ
ン

ダ
ー

論
特

講
2

秋
・

冬
学

期
人

間
科

学
研

究
科

（
院

前
期

）

21
12

23
比

較
思

想
史

特
講

2
不

開
講

人
間

科
学

研
究

科
（

院
前

期
）

21
12

22
比

較
文

明
学

特
講

2
不

開
講

人
間

科
学

研
究

科
（

院
前

期
）

21
17

94
国

際
協

力
学

特
講
Ⅰ

2
不

開
講

人
間

科
学

研
究

科
（

院
前

期
）

21
17

95
国

際
協

力
学

特
講
Ⅱ

2
集

中
（

夏
）

人
間

科
学

研
究

科
（

院
前

期
）

21
17

67
共

生
教

育
論

特
講
Ⅱ

2
秋

・
冬

学
期

人
間

科
学

研
究

科
（

院
前

期
）

20
37

14
対

照
言

語
学

講
義

2
春

・
夏

学
期

文
学

研
究

科
（

修
士

）

31
11

64
特

殊
講

義
（

紛
争

研
究

概
論

）
2

春
・

夏
学

期
国

際
公

共
政

策
研

究
科

（
院

前
期

）

31
12

59
特

殊
講

義
（

ア
フ

リ
カ

の
政

治
と

紛
争

）
2

春
・

夏
学

期
国

際
公

共
政

策
研

究
科

（
院

前
期

）
英

語
で

の
講

義

21
17

53
共

生
社

会
論

特
講
Ⅰ

2
春

・
夏

学
期

人
間

科
学

研
究

科
（

院
前

期
）

21
17

48
共

生
の

人
間

学
特

講
Ⅱ

2
秋

・
冬

学
期

人
間

科
学

研
究

科
（

院
前

期
）

21
18

02
多

文
化

共
生

学
特

講
Ⅱ

2
秋

・
冬

学
期

人
間

科
学

研
究

科
（

院
前

期
）

72
02

01
グ

ロ
ー

バ
ル

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
�

理
論

と
実

践
2

春
・

夏
学

期
グ

ロ
ー

バ
ル

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
・

セ
ン

タ
ー

（
院

前
期

）

3B
14

01
訪

問
術

A（
質

的
研

究
の

デ
ザ

イ
ン

A
）

2
春

学
期

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー
（

院
前

期
）

3B
14

06
訪

問
術

B（
異

能
の

人
を

発
掘

す
る

）
2

春
学

期
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー
（

院
前

期
）

3B
12

27
リ

テ
ラ

シ
ー

G
（

世
界

の
先

住
民

に
つ

い
て

知
る

）
2

夏
学

期
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー
（

院
前

期
）

3B
11

10
対

話
術

F（
暴

力
に

つ
い

て
考

え
る

）
2

夏
学

期
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー
（

院
前

期
）

3B
15

21
協

働
術

A
（

メ
デ

ィ
ア

・
ソ

ー
シ

ャ
ル

デ
ザ

イ
ン

）
2

秋
学

期
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー
（

院
前

期
）

構
成

科
目

44



プ
ロ

グ
ラ

ム
名

大
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

力
養

成
・

向
上

プ
ロ

グ
ラ

ム

提
案

（
幹

事
）

部
局

人
間

科
学

研
究

科

連
携

部
局

経
営

企
画

オ
フ

ィ
ス

履
修

対
象

者
修

士
・

博
士

修
了

要
件

8
単

位
以

上
必

修
科

目
4
単

位
を

含
む

8
単

位
以

上
を

修
得

す
る

こ
と

趣
旨

・
概

要

こ
れ

か
ら

の
大

学
は

知
的

基
盤

社
会

を
先

導
す

る
重

要
な

役
割

を
担

う
こ

と
が

期
待

さ
れ

て
い

ま
す

。
そ

の
た

め
に

は
教

員
の

み
な

ら
ず

、
経

営
を

担
う

職
員

も
能

力
を

発
揮

す
る

こ
と

が
必

要
と

さ
れ

て
い

ま
す

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
こ

れ
か

ら
の

大
学

や
教

育
組

織
の

経
営

に
携

わ
る

者
を

養
成

す
る

こ
と

、
ま

た
大

学
職

員
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

能
力

を
向

上
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
設

置
し

ま
し

た
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
科

目
は

人
間

科
学

専
攻

の
授

業
科

目
に

は
な

か
っ

た
新

た
な

科
目

群
で

あ
り

、
人

間
科

学
研

究
科

大
学

院
生

に
お

い
て

も
自

身
の

専
門

分
野

を
超

え
た

幅
広

い
素

養
を

体
系

的
に

見
つ

け
る

こ
と

が
で

き
、

身
に

つ
け

た
知

識
と

能
力

は
大

学
を

は
じ

め
と

す
る

教
育

機
関

、
国

や
自

治
体

に
お

け
る

教
育

行
政

に
お

い
て

も
汎

用
的

に
活

用
可

能
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
習

を
通

し
て

、
大

学
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
従

事
す

る
上

で
必

要
と

さ
れ

る
以

下
の

能
力

を
備

え
た

方
に

修
了

認
定

証
を

授
与

し
ま

す
。

①
�大

学
と

は
何

か
と

い
う

根
本

的
な

問
い

に
対

し
て

、
歴

史
、
哲

学
、
制

度
等

の
面

で
理

解
し

て
い

る
こ

と
。

②
大

学
に

つ
い

て
、

行
政

・
政

策
の

面
と

、
社

会
の

捉
え

方
（

評
価

）
の

面
か

ら
理

解
し

て
い

る
こ

と
。

③
�大

学
の

組
織

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
基

礎
を

、マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
理

論
と

業
務

分
掌

か
ら

理
解

し
て

い
る

こ
と

。
④

�大
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
必

要
と

さ
れ

る
各

種
技

術
や

能
力

を
理

解
し

、そ
れ

を
実

際
に

活
用

で
き

る
こ

と
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成

上
記

の
到

達
目

標
を

達
成

す
る

た
め

、
計

4
つ

の
科

目
を

配
置

し
、

系
統

的
履

修
を

促
し

ま
す

。
①

�高
等

教
育

論
Ⅰ

で
大

学
の

基
礎

を
学

び
、今

後
の

大
学

の
在

り
方

を
検

討
し

ま
す

。
②

高
等

教
育

論
Ⅱ

で
高

等
教

育
政

策
を

中
心

に
学

び
、

今
後

の
大

学
と

社
会

等
と

の
関

係
や

将
来

の
政

策
に

つ
い

て
検

討
し

ま
す

。
③

�大
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

論
Ⅰ

で
大

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

人
事

、
労

務
、
財

務
及

び
各

種
分

掌
の

基
礎

を
学

び
ま

す
。

④
大

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
論
Ⅱ

な
ら

び
に

そ
の

ほ
か

の
授

業
科

目
に

よ
っ

て
、大

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

必
要

と
さ

れ
る

知
識

や
技

術
を

広
く

学
び

ま
す

。

履
修

資
格

・
条

件
大

学
の

職
員

に
な

る
こ

と
を

希
望

・
想

定
し

て
い

る
学

生
、

大
学

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

興
味

を
有

す
る

学
生

、
そ

し
て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

型
の

学
修

を
取

り
入

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
積

極
的

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

参
加

す
る

意
思

を
有

す
る

学
生

の
履

修
を

期
待

し
ま

す
。

前
提

知
識

の
目

安
前

提
知

識
は

不
要

で
す

。
文

系
理

系
を

問
わ

ず
、
様

々
な

分
野

の
学

生
の

受
講

を
期

待
し

ま
す

が
、
必

要
に

応
じ

て
、

当
該

箇
所

の
基

礎
的

内
容

を
学

習
す

る
こ

と
に

労
を

い
と

わ
な

い
こ

と
を

要
件

と
し

ま
す

。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

問
い

合
わ

せ
等

問
い

合
わ

せ
先

：
（

担
当

教
員

）
川

端
　

亮
　

教
授

（
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

　
ka

w
ab

at
a@

hu
s.o

sa
ka

-u
.a
c.
jp

）

プ
ロ

グ
ラ

ム
独

自
の

説
明

会
に

つ
い

て
高

等
教

育
論

特
講
Ⅰ

お
よ

び
大

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
論

特
講
Ⅰ

の
初

回
授

業
に

お
い

て
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

概
要

に
つ

い
て

も
説

明
し

ま
す

。

特
記

事
項

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
大

阪
大

学
の

職
員

に
も

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

能
力

向
上

の
た

め
の

講
義

と
し

て
受

講
し

て
も

ら
う

こ
と

と
な

っ
て

い
ま

す
。

今
後

、
受

講
生

の
意

見
や

大
学

の
ニ

ー
ズ

に
鑑

み
、

発
展

的
に

改
善

を
し

て
い

く
予

定
と

し
て

い
ま

す
。

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
単

位
数

開
講

学
期

（
4学

期
制

）
開

講
部

局
（

課
程

）
備

考
必

修
選

必
選

択

21
18

77
高

等
教

育
論

特
講
Ⅰ

2
春

～
夏

学
期

人
間

科
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
①

21
18

78
高

等
教

育
論

特
講
Ⅱ

2
秋

～
冬

学
期

人
間

科
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
②

21
18

79
大

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
論

特
講
Ⅰ

2
春

～
夏

学
期

人
間

科
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
③

21
18

80
大

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
論

特
講
Ⅱ

2
秋

・
冬

学
期

人
間

科
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
④

01
01

57
経

験
社

会
学

2
秋

～
冬

学
期

人
間

科
学

部
④

21
12

52
教

育
工

学
特

講
Ⅰ

2
春

～
夏

学
期

人
間

科
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
④

構
成

科
目

45



プ
ロ

グ
ラ

ム
名

基
礎

理
学

計
測

学

提
案

（
幹

事
）

部
局

理
学

研
究

科

連
携

部
局

核
物

理
研

究
セ

ン
タ

ー
、

工
学

研
究

科
、

生
命

機
能

研
究

科

履
修

対
象

者
修

士
・

博
士

修
了

要
件

8
単

位
以

上
実

習
形

式
の

講
義

（
先

端
的

研
究

法
、

先
端

機
器

制
御

学
、

分
光

計
測

学
）

の
中

か
ら

4
単

位
以

上
必

ず
取

得
す

る
こ

と
。

趣
旨

・
概

要

様
々

な
計

測
機

器
や

分
析

機
器

は
、

物
理

、
化

学
、

生
物

科
学

、
ラ

イ
フ

サ
イ

エ
ン

ス
、

環
境

科
学

な
ど

幅
広

い
分

野
の

研
究

に
お

い
て

、
必

要
不

可
欠

な
も

の
と

し
て

用
い

ら
れ

て
い

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
近

年
、

装
置

が
ブ

ラ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
化

し
、
そ

の
原

理
を

よ
く

理
解

せ
ず

に
機

器
を

利
用

し
、
得

ら
れ

た
結

果
に

つ
い

て
の

考
察

や
評

価
を

十
分

に
行

え
な

い
ケ

ー
ス

が
増

え
て

き
て

い
る

。
ま

た
、他

の
誰

も
見

た
こ

と
が

な
い

よ
う

な
モ

ノ
を

見
よ

う
と

す
る

時
に

は
既

存
の

計
測

機
器

で
は

不
可

能
な

場
合

が
ほ

と
ん

ど
で

、
新

た
に

機
器

を
開

発
す

る
こ

と
が

必
要

と
な

る
場

合
も

あ
る

。
こ

の
よ

う
な

場
合

に
も

、測
定

原
理

な
ど

を
し

っ
か

り
と

理
解

し
て

い
る

こ
と

が
必

須
で

あ
る

。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、「
質

量
分

析
」、
「

N
M

R」
、「

X
線

結
晶

解
析

」、
「

放
射

線
計

測
」、
「

機
器

制
御

」、
「

分
光

計
測

」
な

ど
の

分
析

・
計

測
法

に
関

し
て

、
以

下
の

能
力

を
備

え
た

方
に

修
了

認
定

証
を

授
与

し
ま

す
。

①
分

析
・

計
測

機
器

の
基

本
原

理
を

系
統

的
に

講
義

形
式

で
学

び
、

そ
の

内
容

を
理

解
し

て
い

る
。

②
実

習
に

よ
り

、
分

析
・

計
測

技
術

を
体

得
し

て
い

る
。

③
最

先
端

分
析

・
計

測
技

術
に

よ
る

研
究

に
つ

い
て

、
理

解
し

て
い

る
。

④
こ

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
学

ん
だ

分
析

・
計

測
技

術
を

、
実

際
の

研
究

に
役

立
て

ら
れ

る
。

※
構

成
科

目
の

備
考

欄
①

～
④

と
対

応
し

て
い

ま
す

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成
上

記
の

教
育

目
標
（

修
了

時
に

身
に

つ
け

る
べ

き
能

力
）
を

達
成

す
る

た
め

に
、

講
義

と
実

習
を

組
み

合
わ

せ
た

科
目

配
置

を
行

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

、最
先

端
の

研
究

や
応

用
的

な
研

究
に

つ
い

て
の

科
目

も
配

置
し

て
い

ま
す

。

履
修

資
格

・
条

件

こ
れ

ま
で

分
析

・
計

測
機

器
の

原
理

を
考

え
ず

ブ
ラ

ッ
ク

ボ
ッ

ク
ス

に
し

て
き

て
た

学
生

さ
ん

は
、

受
講

す
る

こ
と

を
お

勧
め

し
ま

す
。

実
験

施
設

な
ど

の
運

転
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
に

よ
り

受
け

入
れ

人
数

に
制

限
が

あ
り

ま
す

。
学

内
の

施
設

の
予

定
が

合
わ

な
い

場
合

は
学

外
の

施
設

を
使

用
す

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

。

前
提

知
識

の
目

安
物

理
・

化
学

・
生

物
に

関
す

る
一

般
教

養
レ

ベ
ル

の
知

識
を

有
す

る
こ

と
。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

問
い

合
わ

せ
等

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
ht

tp
://

w
w
w
.p
rc
.sc

i.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp
/f
uk

up
ro

g/
問

い
合

わ
せ

先
：

理
学

研
究

科
附

属
基

礎
理

学
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
研

究
セ

ン
タ

ー
教

授
　

豊
田

岐
聡

　
to

yo
da

m
@
ph

ys
.sc

i.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp

プ
ロ

グ
ラ

ム
独

自
の

説
明

会
に

つ
い

て

特
記

事
項

実
習

を
伴

う
た

め
、

学
生

教
育

研
究

災
害

傷
害

保
険

に
必

ず
加

入
し

て
お

く
こ

と
。

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
単

位
数

開
講

学
期

（
4学

期
制

）
開

講
部

局
（

課
程

）
備

考
必

修
選

必
選

択

24
12

01
先

端
的

研
究

法
：

質
量

分
析

2
集

中
理

：
院

前
期

①
②

④

24
12

02
先

端
的

研
究

法
：

X
線

結
晶

解
析

2
集

中
理

：
院

前
期

①
②

④

24
12

03
先

端
的

研
究

法
：

N
M

R
2

集
中

理
：

院
前

期
①

②
④

24
14

20
先

端
機

器
制

御
学

2
集

中
理

：
院

前
期

①
②

④

24
14

21
分

光
計

測
学

2
集

中
理

：
院

前
期

①
②

④

24
17

63
先

端
的

研
究

法
：

低
温

電
子

顕
微

鏡
2

集
中

理
：

院
前

期
①

②
④

24
01

73
放

射
光

物
理

学
2

不
開

講
理

：
院

前
期

①
③

④

24
01

76
加

速
器

科
学

2
不

開
講

理
：

院
前

期
①

③
④

24
07

51
加

速
器

物
理

学
2

春
～

夏
学

期
理

：
院

前
期

①
③

④

24
07

52
放

射
線

計
測

学
2

春
～

夏
学

期
理

：
院

前
期

①
③

④

24
11

62
無

機
分

光
化

学
概

論
2

春
～

夏
学

期
理

：
院

前
期

①
③

④

24
11

64
核

化
学

1（
Ⅰ

）
1

春
学

期
理

：
院

前
期

①
③

④

24
11

67
核

磁
気

共
鳴

分
光

学
（
Ⅰ

）
1

夏
学

期
理

：
院

前
期

①
③

④

24
11

85
生

体
分

子
化

学
（
Ⅰ

）
1

秋
学

期
理

：
院

前
期

①
③

④

24
11

86
有

機
分

光
化

学
（
Ⅰ

）
1

冬
学

期
理

：
院

前
期

①
③

④

24
13

47
孤

立
系

イ
オ

ン
物

理
学

2
不

開
講

理
：

院
前

期
①

③
④

未
定

放
射

線
計

測
基

礎
1

1
秋

学
期

放
射

線
科

学
基

盤
機

構
①

②

未
定

放
射

線
計

測
基

礎
2

1
秋

学
期

放
射

線
科

学
基

盤
機

構
①

②

未
定

放
射

線
取

扱
基

礎
1

春
～

夏
学

期
放

射
線

科
学

基
盤

機
構

①

24
14

53
シ

ン
ク

ロ
ト

ロ
ン

分
光

学
2

春
～

夏
学

期
理

：
院

前
期

①
③

④

28
06

97
時

空
間

フ
ォ

ト
ニ

ク
ス

2
春

～
夏

学
期

工
：

院
前

期
①

③
④

28
10

27
レ

ー
ザ

ー
分

光
学

2
不

開
講

工
：

院
前

期
①

③
④

28
11

94
物

性
分

析
工

学
2

秋
～

冬
学

期
工

：
院

前
期

①
③

④

32
00

01
基

礎
物

理
学
Ⅰ

2
春

学
期

生
命

：
院

博
士

①
③

④

32
00

11
基

礎
物

理
学

実
習

1
春

学
期

生
命

：
院

博
士

①
②

④
受

け
入

れ
人

数
制

限
あ

り

構
成

科
目

46



プ
ロ

グ
ラ

ム
名

健
康

医
療

問
題

解
決

能
力

の
涵

養

提
案

（
幹

事
）

部
局

医
学

系
研

究
科

（
医

科
学

専
攻

）

連
携

部
局

履
修

対
象

者
修

士
・

博
士

修
了

要
件

8
単

位
以

上

趣
旨

・
概

要

わ
が

国
で

は
少

子
超

高
齢

社
会

を
迎

え
、
健

康
や

医
療

問
題

が
複

雑
化

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
保

健
医

療
に

関
わ

る
人

材
に

と
っ

て
医

科
学

の
専

門
知

識
、
技

能
の

習
得

の
み

な
ら

ず
、
人

間
社

会
の

枠
組

み
を

律
す

る
人

文
社

会
科

学
系

の
知

識
・

技
能

の
涵

養
が

重
要

で
す

。
す

な
わ

ち
、複

雑
化

し
た

健
康

医
療

の
諸

問
題

に
対

処
し

解
決

す
る

能
力

が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

そ
こ

で
、
本

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
文

理
融

合
教

育
の

一
環

と
し

て
、
狭

義
の

医
学

・
医

科
学

領
域

の
み

で
は

な
く

、
人

文
社

会
科

学
領

域
の

基
礎

的
知

識
を

有
し

、
倫

理
性

、
社

会
性

、
専

門
性

、
応

用
力

、
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
兼

ね
備

え
、

均
衡

の
と

れ
た

研
究

者
並

び
に

専
門

職
業

人
の

教
育

育
成

を
行

う
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

ま
す

。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

（
学

習
目

標
）

1．
幅

広
い

医
学

、
健

康
医

療
問

題
の

解
決

に
向

け
て

の
公

衆
衛

生
学

的
な

基
礎

知
識

を
有

す
る

。
2．

物
事

を
多

角
的

、
か

つ
、

幅
広

い
視

野
で

み
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

3．
身

に
つ

け
た

知
識

を
基

に
自

由
に

発
想

し
、

表
現

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
4�．

公
衆

衛
生

学
の

知
識

を
自

然
科

学
や

社
会

科
学

の
方

法
論

に
よ

り
、

健
康

医
療

問
題

解
決

の
た

め
に

活
用

で
き

る
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成

社
会

医
学

分
野

の
講

義
と

し
て

、
以

下
の

科
目

を
選

択
科

目
と

し
て

開
講

し
ま

す
。

�1
）

行
動

医
学

・
健

康
科

学
（

2
単

位
）�

�2
）

国
際

健
康

政
策

学
（

2
単

位
）

�3
）

疫
学

総
論

（
2
単

位
）�

�4
）

疫
学

各
論

（
2
単

位
）

�5
）

医
療

・
法

・
裁

判
Ⅰ

（
2
単

位
）�

�6
）

医
療

・
法

・
裁

判
Ⅱ

（
2
単

位
）

�7
）

医
療

経
済

・
経

営
入

門
（

1
単

位
）�

�8
）

経
済

学
・

経
営

学
の

基
礎

理
論

（
1
単

位
）

�9
）

国
際

感
染

症
学

　（
2
単

位
）�

10
）

環
境

健
康

リ
ス

ク
論

（
2
単

位
）

11
）

ラ
イ

フ
サ

イ
エ

ン
ス

の
倫

理
と

公
共

政
策

学
（

2
単

位
）　

12
）

医
学

統
計

学
総

論
（

2
単

位
）

13
）

医
学

統
計

学
各

論
（

2
単

位
）�

14
）

ク
リ

ニ
カ

ル
ト

ラ
イ

ア
ル

総
論

（
2
単

位
）

15
）

死
因

究
明

学
（

2
単

位
）�

16
）

ス
ポ

ー
ツ

健
康

医
科

学
（

2
単

位
）

17
）

グ
ロ

ー
バ

ル
ヘ

ル
ス

学
総

論
（

2
単

位
）�

18
）

疫
学

フ
ィ

ー
ル

ド
実

習
（

2
単

位
）

19
）

環
境

健
康

フ
ィ

ー
ル

ド
実

習
（

2
単

位
）�

20
）

医
療

経
済

産
業

政
策

学
総

論
（

2
単

位
）

21
）

医
療

経
済

産
業

政
策

学
各

論
（

2
単

位
）�

22
）

応
用

臨
床

疫
学

（
2
単

位
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
修

了
要

件
は

、
上

記
の

講
義

科
目

か
ら

8
単

位
以

上
を

修
得

す
る

こ
と

と
し

ま
す

。

履
修

資
格

・
条

件
修

士
課

程
・

博
士

課
程

在
籍

者

前
提

知
識

の
目

安
無

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

問
い

合
わ

せ
等

ht
tp

://
w
w
w
.p
bh

el
.m

ed
.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp

大
阪

大
学

大
学

院
医

学
系

研
究

科
公

衆
衛

生
学

教
室

Te
l：

06
-6

87
9-

39
12

　
Fa

x：
06

-6
87

9-
39

19

プ
ロ

グ
ラ

ム
独

自
の

説
明

会
に

つ
い

て

特
記

事
項

講
義

の
場

所
・

日
程

等
は

、
KO

AN
あ

る
い

は
プ

ロ
グ

ラ
ム

H
P
上

で
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
単

位
数

開
講

学
期

（
4学

期
制

）
開

講
部

局
（

課
程

）
備

考
必

修
選

必
選

択

25
05

06
疫

学
総

論
2

春
～

夏
学

期
医

学
系

研
究

科
（

修
士

）

25
05

07
疫

学
各

論
2

夏
学

期
医

学
系

研
究

科
（

修
士

）

25
05

19
疫

学
調

査
フ

ィ
ー

ル
ド

実
習

2
春

～
冬

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

25
05

20
ラ

イ
フ

サ
イ

エ
ン

ス
の

倫
理

と
公

共
政

策
学

2
夏

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

25
05

21
環

境
健

康
フ

ィ
ー

ル
ド

実
習

1
春

～
冬

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

25
05

25
ス

ポ
ー

ツ
健

康
医

科
学

2
夏

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

25
05

72
医

学
統

計
学

総
論

2
春

～
夏

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

25
05

73
医

学
統

計
各

論
2

秋
～

冬
学

期
医

学
系

研
究

科
（

修
士

）

25
05

48
ク

リ
ニ

カ
ル

ト
ラ

イ
ア

ル
総

論
2

秋
～

冬
学

期
医

学
系

研
究

科
（

修
士

）

25
15

01
経

済
学

・
経

営
学

の
基

礎
理

論
1

夏
学

期
医

学
系

研
究

科
（

修
士

）

25
15

02
医

療
経

済
・

経
営

入
門

1
秋

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

25
15

05
環

境
健

康
リ

ス
ク

論
2

春
～

冬
学

期
医

学
系

研
究

科
（

修
士

）

25
15

13
国

際
感

染
症

学
2

夏
学

期
医

学
系

研
究

科
（

修
士

）

25
15

15
国

際
健

康
政

策
学

2
夏

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

25
15

16
医

療
・

法
・

裁
判
Ⅰ

2
春

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

25
15

17
医

療
・

法
・

裁
判
Ⅱ

2
秋

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

25
15

18
行

動
医

学
・

健
康

科
学

2
春

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

25
15

22
死

因
究

明
学

2
春

～
夏

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

25
15

50
グ

ロ
ー

バ
ル

ヘ
ル

ス
学

総
論

2
秋

～
冬

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

25
15

92
医

療
経

済
産

業
政

策
学

総
論

2
夏

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

25
15

93
医

療
経

済
産

業
政

策
学

各
論

2
冬

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

25
15

94
応

用
臨

床
疫

学
2

春
～

冬
学

期
医

学
系

研
究

科
（

修
士

）

構
成

科
目
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プ
ロ

グ
ラ

ム
名

ス
ポ

ー
ツ

医
科

学
研

究
プ

ロ
グ

ラ
ム

提
案

（
幹

事
）

部
局

医
学

系
研

究
科

（
医

科
学

専
攻

）

連
携

部
局

医
学

系
研

究
科

保
健

学
専

攻

履
修

対
象

者
修

士
・

博
士

修
了

要
件

8
単

位
以

上
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
科

目
よ

り
必

修
科

目
2
単

位
を

含
む

8
単

位
以

上
を

修
得

す
る

こ
と

と
し

ま
す

。

趣
旨

・
概

要

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

“ス
ポ

ー
ツ

”“
健

康
増

進
”に

関
わ

る
医

学
・

科
学

的
研

究
手

法
を

学
び

、
ス

ポ
ー

ツ
界

の
リ

ー
ダ

ー
、

ス
ポ

ー
ツ

研
究

指
導

者
を

育
成

す
る

目
的

で
設

置
さ

れ
ま

し
た

。
大

阪
大

学
の

教
育

力
、

実
践

力
を

最
大

限
に

発
揮

し
、

将
来

の
ス

ポ
ー

ツ
機

関
（

JS
C、

JO
C、

JIS
S
な

ど
）

や
文

科
省

、
ス

ポ
ー

ツ
庁

な
ど

ス
ポ

ー
ツ

行
政

に
て

日
本

の
ス

ポ
ー

ツ
界

を
牽

引
し

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

を
計

る
の

み
な

ら
ず

、
国

際
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
委

員
会

（
IO

C
）、

国
際

サ
ッ

カ
ー

連
盟

（
FI
FA

）、
FM

AR
C、

国
際

テ
ニ

ス
連

盟
（

IT
F）

な
ど

国
際

ス
ポ

ー
ツ

機
関

で
グ

ロ
ー

バ
ル

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

を
さ

ら
に

引
き

上
げ

て
、

世
界

の
ス

ポ
ー

ツ
界

に
て

、
指

導
、

研
究

、
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

を
行

え
る

マ
ル

チ
プ

ル
人

材
を

育
成

し
、

ス
ポ

ー
ツ

研
究

で
の

グ
ロ

ー
バ

ル
イ

ノ
ベ

ー
タ

ー
を

養
成

す
る

。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

本
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
よ

る
大

学
院

修
了

者
が

医
学

的
知

識
と

工
学

、
情

報
科

学
の

技
術

を
習

得
す

る
だ

け
で

な
く

、
多

く
の

ス
ポ

ー
ツ

研
究

人
材

と
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

も
ち

、
オ

ー
ル

ジ
ャ

パ
ン

体
制

で
ス

ポ
ー

ツ
研

究
の

中
核

と
な

っ
て

活
躍

し
な

が
ら

キ
ャ

リ
ア

ー
を

積
み

、
日

本
、
世

界
の

ス
ポ

ー
ツ

界
の

指
導

的
立

場
と

な
る

人
材

を
生

む
こ

と
で

あ
る

。
特

に
、ス

ポ
ー

ツ
選

手
育

成
と

強
化

に
つ

い
て

秀
で

た
知

識
と

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
能

力
を

も
ち

、
さ

ら
に

、
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

に
つ

い
て

は
、

障
害

者
と

し
て

の
生

理
学

、
ス

ポ
ー

ツ
医

学
の

医
学

的
知

識
と

人
的

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
も

ち
、

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
種

目
の

強
化

、
育

成
、

発
展

に
、

今
ま

で
に

な
い

バ
ッ

ク
グ

ラ
ウ

ン
ド

を
も

つ
人

材
が

養
成

さ
れ

る
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成
2
つ

の
必

修
講

義
に

よ
り

、
ス

ポ
ー

ツ
医

科
学

研
究

の
基

礎
と

実
践

力
を

身
に

付
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

さ
ら

に
、
各

自
の

専
門

分
野

や
興

味
に

応
じ

て
、
よ

り
幅

広
い

知
識

を
得

る
こ

と
で

、
多

様
な

課
題

に
対

応
で

き
る

人
材

を
養

成
す

る
。

履
修

資
格

・
条

件

学
士

（
体

育
、

工
学

（
バ

イ
オ

メ
カ

、
バ

イ
オ

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

、
ロ

ボ
テ

ィ
ッ

ク
ス

、
セ

ン
シ

ン
グ

、
機

械
工

学
、

シ
ス

テ
ム

、
情

報
）、

理
学

（
バ

イ
オ

、
数

理
））

、
理

学
療

法
士

、
ト

レ
ー

ナ
ー

、
コ

ー
チ

ン
グ

、
保

健
学

、
統

計
学

な
ど

い
ず

れ
か

の
バ

ッ
ク

グ
ラ

ウ
ン

ド
を

も
ち

、
医

療
、

ス
ポ

ー
ツ

関
係

に
研

究
の

意
欲

を
持

つ
学

生
。

前
提

知
識

の
目

安
ス

ポ
ー

ツ
、

運
動

、
体

育
、

保
健

、
医

療
、

工
学

、
情

報
学

な
ど

の
複

数
、

ま
た

は
、

い
ず

れ
か

の
知

識
を

持
っ

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

問
い

合
わ

せ
等

問
い

合
わ

せ
先

：
（

担
当

教
員

）
中

田
　

研
（

医
学

系
研

究
科

ス
ポ

ー
ツ

医
学

�sp
or

ts
se

c@
hs

s.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp

）

プ
ロ

グ
ラ

ム
独

自
の

説
明

会
に

つ
い

て

特
記

事
項

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
単

位
数

開
講

学
期

（
4学

期
制

）
開

講
部

局
（

課
程

）
備

考
必

修
選

必
選

択

25
05

25
ス

ポ
ー

ツ
健

康
医

科
学

2
夏

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

25
05

06
疫

学
総

論
2

春
～

夏
学

期
医

学
系

研
究

科
（

修
士

）

25
05

55
ス

ポ
ー

ツ
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

科
学

1
夏

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

25
05

56
ス

ポ
ー

ツ
運

動
器

医
科

学
1

夏
学

期
医

学
系

研
究

科
（

修
士

）

25
05

57
ス

ポ
ー

ツ
臨

床
医

科
学

1
秋

～
冬

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

25
05

63
医

療
情

報
学

2
春

～
夏

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

25
51

77
看

護
工

学
Ⅰ

2
春

～
夏

学
期

医
学

系
研

究
科

（
保

・
前

期
）

25
05

58
ス

ポ
ー

ツ
脳

発
達

科
学

1
夏

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

25
05

59
身

体
運

動
学
Ⅰ

2
春

～
夏

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

25
05

60
身

体
運

動
学
Ⅱ

1
夏

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

25
05

61
知

覚
・

認
知

情
報

処
理

科
学

1
春

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

構
成

科
目

48



プ
ロ

グ
ラ

ム
名

健
康

・
医

療
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

プ
ロ

グ
ラ

ム

提
案

（
幹

事
）

部
局

医
学

系
研

究
科

（
医

科
学

専
攻

）

連
携

部
局

人
間

科
学

研
究

科
、

医
学

系
研

究
科

（
保

健
学

専
攻

）、
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

履
修

対
象

者
修

士
・

博
士

修
了

要
件

8
単

位
以

上
必

修
科

目
4
単

位
を

含
む

8
単

位
以

上
を

習
得

す
る

こ
と

趣
旨

・
概

要

1）
健

康
を

維
持

す
る

こ
と

の
重

要
さ

、
2）

日
本

の
保

健
・

医
療

の
優

れ
て

い
る

点
と

さ
ら

に
新

た
に

改
善

し
て

い
く

べ
き

課
題

点
、

3）
海

外
の

保
健

・
医

療
事

情
、

4）
日

本
で

の
医

療
を

支
え

、
新

た
に

推
進

し
て

い
く

に
は

医
療

専
門

職
（

医
師

、
看

護
師

等
）
の

み
な

ら
ず

、
広

い
人

材
が

必
要

で
あ

る
こ

と
、

以
上

の
概

念
を

習
得

し
、

さ
ら

に
医

療
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

に
従

事
し

て
実

践
・

教
育

・
研

究
に

携
わ

る
社

会
人

を
、
養

成
す

べ
き

人
材

像
と

す
る

。
将

来
像

と
し

て
、
未

来
医

療
の

開
発

現
場

に
入

り
、
日

本
の

新
規

医
薬

品
・

医
療

機
器

や
医

療
シ

ス
テ

ム
の

海
外

展
開

に
よ

り
国

益
・

国
富

と
な

り
う

る
職

種
（

大
学

に
お

け
る

ト
ラ

ン
ス

レ
ー

シ
ョ

ナ
ル

リ
サ

ー
チ

エ
キ

ス
パ

ー
ト

や
国

際
医

療
エ

キ
ス

パ
ー

ト
、

製
薬

・
医

療
機

器
開

発
メ

ー
カ

ー
、

国
内

外
の

保
健

・
医

療
行

政
）

を
目

指
し

て
い

る
。

こ
の

よ
う

な
人

材
育

成
の

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

従
来

の
大

学
院

教
育

に
は

な
く

、
新

規
で

あ
る

。
ま

た
、
日

本
医

療
の

現
場

か
ら

の
今

後
求

め
ら

れ
る

ニ
ー

ズ
を

先
取

り
し

た
、

日
本

の
国

富
・

国
益

に
沿

っ
た

独
創

的
な

教
育

で
あ

る
。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

国
際

社
会

で
の

日
本

医
療

の
位

置
づ

け
を

理
解

し
、

更
な

る
発

展
を

自
ら

行
え

る
イ

ノ
ベ

ー
タ

ー
と

な
る

。
教

育
内

容
と

し
て

健
康

・
国

際
医

療
・

未
来

医
療

に
つ

い
て

、
ま

た
国

内
外

の
保

健
・

医
療

情
勢

や
シ

ス
テ

ム
、

医
療

関
連

分
野

な
ど

を
通

し
て

、「
国

際
・

未
来

医
療

エ
キ

ス
パ

ー
ト

」
の

人
材

育
成

を
行

う
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成
上

記
の

到
達

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

、
健

康
・

医
療

特
論

、
ス

ポ
ー

ツ
健

康
医

科
学

を
必

修
と

し
、
ヘ

ル
ス

リ
テ

ラ
シ

ー
を

高
め

る
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
を

行
い

ま
す

。
さ

ら
に

、
医

療
、

健
康

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

分
野

か
ら

の
講

義
を

選
択

し
、

よ
り

深
い

知
識

の
習

得
を

目
指

し
ま

す
。

履
修

資
格

・
条

件
な

し
。

文
系

、
理

系
を

問
わ

ず
、

全
学

か
ら

の
積

極
的

な
参

加
を

期
待

し
ま

す
。

前
提

知
識

の
目

安
前

提
知

識
は

一
切

不
要

で
す

。
様

々
な

研
究

科
の

学
生

や
教

員
と

と
も

に
、
世

界
の

医
療

、
未

来
の

医
療

に
つ

い
て

真
摯

に
考

え
よ

う
と

す
る

学
生

を
歓

迎
し

ま
す

。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

問
い

合
わ

せ
等

問
い

合
わ

せ
先

：
（

担
当

教
員

）
中

田
　

研
（

国
際

未
来

医
療

学
講

座
　

06
-6

21
0-

83
02

、
se

c@
cg

h.
m

ed
.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp

）

プ
ロ

グ
ラ

ム
独

自
の

説
明

会
に

つ
い

て

特
記

事
項

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
単

位
数

開
講

学
期

（
4学

期
制

）
開

講
部

局
（

課
程

）
備

考
必

修
選

必
選

択

25
05

26
健

康
・

医
療

特
論

2
冬

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

集
中

25
05

25
ス

ポ
ー

ツ
健

康
医

科
学

2
夏

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

集
中

21
18

87
医

療
社

会
学

特
講

2
秋

～
冬

学
期

人
間

科
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）

25
02

62
再

生
医

学
-近

未
来

の
医

療
に

む
け

て
-

2
春

～
夏

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

25
51

83
医

療
政

策
と

ヘ
ル

ス
ケ

ア
サ

ー
ビ

ス
2

春
～

夏
学

期
医

学
系

研
究

科
（

保
・

博
士

前
期

）

3B
12

08
リ

テ
ラ

シ
ー

A
（

SD
G
s：

多
文

化
サ

ポ
ー

ト
概

論
Ⅰ

）
2

春
～

夏
学

期
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

3B
12

09
リ

テ
ラ

シ
ー

B
（

SD
G
s：

多
文

化
サ

ポ
ー

ト
概

論
Ⅱ

）
2

秋
～

冬
学

期
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

3B
15

14
医

療
協

働
術

（
サ

イ
コ

オ
ン

コ
ロ

ジ
ー

と
健

康
心

理
学

）
2

春
～

夏
学

期
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

集
中

25
15

15
国

際
健

康
政

策
学

2
夏

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

集
中

25
15

16
医

療
・

法
・

裁
判
Ⅰ

2
春

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

集
中

25
15

17
医

療
・

法
・

裁
判
Ⅱ

2
秋

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

集
中

25
15

02
医

療
経

済
・

経
営

入
門

1
秋

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

集
中

25
05

20
ラ

イ
フ

サ
イ

エ
ン

ス
の

倫
理

と
公

共
政

策
学

2
春

～
夏

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

集
中

25
05

51
医

療
倫

理
概

論
1

夏
学

期
医

学
系

研
究

科
（

修
士

）
集

中

25
05

52
医

学
研

究
倫

理
・

ガ
バ

ナ
ン

ス
特

論
A

1
夏

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

集
中

25
05

54
医

療
政

策
学

・
医

学
政

策
学

1
冬

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

集
中

構
成

科
目

49



プ
ロ
グ
ラ
ム
名

医
学

倫
理

・
研

究
ガ

バ
ナ

ン
ス

プ
ロ

グ
ラ

ム

提
案
（
幹
事
）
部
局

医
学

系
研

究
科

（
医

科
学

専
攻

）

連
携
部
局

履
修
対
象
者

修
士

・
博

士

修
了
要
件

8
単

位
以

上

趣
旨
・
概
要

ヒ
ト

ゲ
ノ

ム
解

析
や

iP
S細

胞
を

用
い

た
最

先
端

の
医

学
・

医
療

は
急

速
に

発
展

し
て

き
て

お
り

、
社

会
と

調
和

の
取

れ
た

形
で

進
展

す
る

た
め

に
は

、
医

学
倫

理
や

研
究

ガ
バ

ナ
ン

ス
に

対
す

る
取

り
組

み
が

重
要

に
な

り
ま

す
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、
そ

う
し

た
社

会
的

・
学

術
的

ニ
ー

ズ
を

背
景

に
、
研

究
や

医
療

の
現

場
で

働
く

専
門

家
が

、
医

学
倫

理
と

研
究

ガ
バ

ナ
ン

ス
の

専
門

的
・

実
践

的
知

識
を

身
に

着
け

る
た

め
に

設
置

さ
れ

ま
し

た
。

さ
ら

に
、
医

学
倫

理
・

研
究

ガ
バ

ナ
ン

ス
を

主
た

る
専

門
と

し
て

、
将

来
、
大

学
院

で
学

ぼ
う

と
考

え
て

い
る

人
々

が
、
基

礎
知

識
を

取
得

し
、
自

ら
課

題
に

取
り

組
む

力
を

身
に

着
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

デ
ザ

イ
ン

さ
れ

て
い

ま
す

。

到
達
目
標

（
修
了
時
に
身
に
付
く
能
力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
習

を
通

し
て

、
以

下
の

能
力

を
備

え
た

方
に

修
了

認
定

証
を

授
与

し
ま

す
。

①
�医

学
・

医
療

の
倫

理
的

・
法

的
・

社
会

的
課

題
や

政
策

・
ガ

バ
ナ

ン
ス

の
仕

組
み

に
つ

い
て

、
自

分
の

言
葉

で
他

者
に

説
明

で
き

る
。

②
�医

学
・

医
療

の
進

展
に

伴
う

倫
理

的
・

法
的

・
社

会
的

側
面

に
つ

い
て

、
俯

瞰
的

に
議

論
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

③
�医

学
倫

理
・

研
究

ガ
バ

ナ
ン

ス
に

つ
い

て
の

様
々

な
考

え
方

・
見

方
を

踏
ま

え
た

上
で

、
自

ら
の

思
索

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
る

。
④

�（
医

学
系

研
究

者
・

医
療

者
と

し
て

）自
ら

の
研

究
・

医
療

活
動

に
お

い
て

、
自

立
し

た
専

門
家

と
し

て
倫

理
的

・
法

的
・

社
会

的
課

題
に

取
り

組
み

な
が

ら
研

究
や

医
療

を
行

い
、
他

の
専

門
家

や
関

係
者

、
患

者
・

市
民

と
連

携
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

⑤
�（

医
学

倫
理

・
研

究
ガ

バ
ナ

ン
ス

の
専

門
家

と
し

て
）医

学
系

研
究

者
・

医
療

者
が

実
践

す
る

研
究

や
医

療
に

つ
い

て
、

倫
理

的
・

法
的

・
社

会
的

側
面

の
支

援
や

指
導

が
で

き
る

。
⑥

�（
医

学
倫

理
・

研
究

ガ
バ

ナ
ン

ス
の

専
門

家
と

し
て

）医
学

・
医

療
に

関
す

る
倫

理
的

対
応

と
し

て
法

規
制

や
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
、
研

究
現

場
の

ポ
リ

シ
ー

や
改

善
策

を
提

案
す

る
と

と
も

に
、
他

の
専

門
家

や
関

係
者

、
患

者
・

市
民

を
連

携
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成

上
記

の
教

育
目

標
（

修
了

時
に

身
に

つ
け

る
べ

き
能

力
）
を

達
成

す
る

た
め

に
、

ラ
イ

フ
サ

イ
エ

ン
ス

の
倫

理
と

公
共

政
策

学
科

目
や

医
療

倫
理

概
論

科
目

で
は

、
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

と
い

う
教

育
方

法
を

取
り

入
れ

て
い

ま
す

。

履
修
資
格
・
条
件

修
士

課
程

・
博

士
課

程
在

籍
者

。
医

療
従

事
者

、
医

学
研

究
者

、
製

薬
企

業
で

働
く

方
な

ど
の

受
講

も
想

定
し

て
い

ま
す

。
法

学
や

社
会

学
、

心
理

学
出

身
の

方
も

歓
迎

し
ま

す
。

前
提
知
識
の
目
安

前
提

知
識

は
特

に
必

要
あ

り
ま

せ
ん

。
文

系
・

理
系

は
問

い
ま

せ
ん

。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
等

医
の

倫
理

と
公

共
政

策
学

教
室

te
l：

06
-6

87
9-

36
88

M
ai
l：

in
fo

@
et

h.
m

ed
.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp

ht
tp

://
w
w
w
.m

ed
.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp
/p

ub
/e

th
/h

tm
l

プ
ロ
グ
ラ
ム
独
自
の

説
明
会
に
つ
い
て

特
記
事
項

講
義

の
場

所
・

日
時

等
は

、
KO

AN
あ

る
い

は
プ

ロ
グ

ラ
ム

H
P
上

で
確

認
し

て
下

さ
い

。

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

（
4学
期
制
）

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
必
選
択

25
05

20
ラ

イ
フ

サ
イ

エ
ン

ス
の

倫
理

と
公

共
政

策
学

2
春

・
夏

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

①
②

③

25
05

51
医

療
倫

理
概

論
1

春
・

夏
学

期
医

学
系

研
究

科
（

修
士

）
①

②
③

25
05

52
医

学
研

究
倫

理
・

ガ
バ

ナ
ン

ス
特

論
A

1
春

・
夏

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

④
⑤

25
05

53
医

学
研

究
倫

理
・

ガ
バ

ナ
ン

ス
特

論
B

1
春

・
夏

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

③
④

⑥

25
05

54
医

療
政

策
学

・
医

学
政

策
学

1
秋

・
冬

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

④
⑤

⑥

25
05

46
医

学
統

計
学

総
論

3
春

・
夏

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

④

25
05

06
疫

学
総

論
2

春
・

夏
学

期
医

学
系

研
究

科
（

修
士

）
④

25
05

07
疫

学
各

論
2

春
・

夏
学

期
医

学
系

研
究

科
（

修
士

）
④

25
15

16
医

療
・

法
・

裁
判
Ⅰ

2
春

・
夏

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

④
⑤

25
15

17
医

療
・

法
・

裁
判
Ⅱ

2
秋

・
冬

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

④
⑤

25
15

15
国

際
健

康
政

策
学

2
春

・
夏

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

④
⑥

25
15

10
医

療
安

全
・

ク
オ

リ
テ

ィ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
学

総
論

2
春

・
夏

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

④
⑤

構
成
科
目

50



プ
ロ

グ
ラ

ム
名

高
度

が
ん

医
療

人
材

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム

提
案

（
幹

事
）

部
局

医
学

系
研

究
科

（
保

健
学

専
攻

）

連
携

部
局

薬
学

研
究

科
、

核
物

理
研

究
セ

ン
タ

ー
、

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー

履
修

対
象

者
修

士
・

博
士

修
了

要
件

8
単

位
以

上

趣
旨

・
概

要

【
プ

ロ
グ

ラ
ム

概
要

】
　

が
ん

医
療

に
は

基
礎

科
学

に
基

づ
く

研
究

か
ら

、
医

療
現

場
に

お
け

る
実

践
、

ま
た

、
が

ん
患

者
、

家
族

を
取

り
巻

く
社

会
的

、
経

済
的

な
状

況
も

加
味

し
た

対
応

ま
で

様
々

な
側

面
が

あ
り

、
幅

広
い

教
育

が
必

要
で

あ
る

。
　

が
ん

医
療

の
臨

床
・

研
究

を
担

う
種

々
の

専
門

職
・

研
究

者
等

の
人

材
育

成
を

行
う

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
が

ん
医

療
に

直
接

、
関

わ
る

医
療

職
者
（

が
ん

医
療

専
門

医
、

が
ん

医
療

専
門

医
療

ス
タ

ッ
フ

）
の

み
な

ら
ず

、
が

ん
予

防
・

疫
学

、
医

工
連

携
が

ん
研

究
、
産

学
連

携
が

ん
研

究
な

ど
が

ん
の

研
究

や
予

防
に

関
わ

る
大

学
院

生
も

対
象

と
す

る
。

今
年

度
か

ら
は

、
ゲ

ノ
ム

医
療

、
小

児
AY

A
世

代
が

ん
を

は
じ

め
と

す
る

希
少

が
ん

、
が

ん
の

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
毎

の
サ

ポ
ー

ト
の

関
係

分
野

を
加

味
す

る
。

さ
ら

に
、
が

ん
医

療
の

専
門

職
は

目
指

し
て

は
い

な
い

が
、

心
理

学
、

栄
養

学
、

倫
理

学
、

経
済

学
等

、
が

ん
医

療
に

関
連

す
る

領
域

を
学

ぶ
学

生
、

ま
た

が
ん

に
興

味
を

も
つ

学
生

の
受

講
を

歓
迎

す
る

。
　

本
副

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

す
べ

て
を

学
ん

で
も

ら
う

こ
と

は
難

し
い

が
、

現
状

の
問

題
点

を
把

握
し

て
各

自
が

興
味

あ
る

点
を

勉
強

し
て

も
ら

い
た

い
。

【
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

特
色

】
　

医
学

部
附

属
病

院
オ

ン
コ

ロ
ジ

ー
セ

ン
タ

ー
主

催
で

専
門

医
師

、
医

療
ス

タ
ッ

フ
に

よ
る

症
例

検
討

を
行

い
最

適
の

診
療

方
針

を
議

論
す

る
場

と
し

て
キ

ャ
ン

サ
ー

ボ
ー

ド
や

研
究

会
、

セ
ミ

ナ
ー

な
ど

も
実

施
し

て
お

り
演

習
科

目
の

一
部

と
し

て
取

り
扱

う
。

　
構

成
科

目
に

は
専

門
性

の
高

い
講

義
も

含
ま

れ
て

い
る

の
で

、
事

前
に

担
当

教
員

に
相

談
の

上
、
受

講
さ

れ
た

い
。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

が
ん

医
療

に
関

す
る

社
会

的
、

経
済

的
情

勢
を

含
む

、
様

々
な

側
面

の
基

本
的

な
知

識
を

修
得

し
て

い
る

。
今

後
の

情
勢

の
変

化
に

伴
う

が
ん

医
療

の
将

来
を

考
え

る
思

考
力

を
持

ち
、

論
ず

る
こ

と
が

で
き

る
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成
が

ん
の

疫
学

、
基

礎
腫

瘍
学

分
野

、
臨

床
腫

瘍
学

総
論

、
が

ん
看

護
学

、
放

射
線

腫
瘍

・
治

療
学

、
病

理
診

断
学

、
が

ん
薬

理
学

、
緩

和
医

療
学

の
分

野
か

ら
構

成
さ

れ
て

い
る

。

履
修

資
格

・
条

件

①
～

③
の

条
件

等
有

①
演

習
科

目
に

つ
い

て
受

講
人

数
の

制
限

有
（

詳
細

は
シ

ラ
バ

ス
・

担
当

教
員

に
確

認
要

）
②

開
講

場
所

が
学

外
で

行
わ

れ
る

場
合

が
あ

る
（

詳
細

は
担

当
教

員
に

確
認

要
）

③
受

講
者

数
に

よ
り

開
講

時
期

を
変

更
す

る
場

合
が

あ
る

（
詳

細
は

担
当

教
員

に
確

認
要

）

前
提

知
識

の
目

安
特

に
な

し
。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

問
い

合
わ

せ
等

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

は
以

下
の

通
り

で
す

。
ht

tp
://

os
ak

a-
ga

np
ro

.jp
/

問
合

せ
先

：
医

学
系

研
究

科
保

健
学

専
攻

教
務

係
（

06
-6

87
9-

25
12

）
　

　
　

　
　

ま
た

は
実

施
責

任
者

（
小

泉
雅

彦
、

06
-6

87
9-

25
70

）

プ
ロ

グ
ラ

ム
独

自
の

説
明

会
に

つ
い

て

特
記

事
項

特
に

な
し

。

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
単

位
数

開
講

学
期

（
4学

期
制

）
開

講
部

局
（

課
程

）
備

考
必

修
選

必
選

択

25
51

26
が

ん
登

録
と

が
ん

予
防

2
春

～
夏

学
期

医
学

系
研

究
科

（
保

・
博

士
前

期
）

25
51

33
が

ん
の

病
態

生
理

学
2

春
～

夏
学

期
医

学
系

研
究

科
（

保
・

博
士

前
期

）

25
51

34
が

ん
の

病
態

生
理

学
各

論
2

秋
～

冬
学

期
医

学
系

研
究

科
（

保
・

博
士

前
期

）

25
51

61
臨

床
腫

瘍
学

総
論
Ⅰ

1
春

～
夏

学
期

医
学

系
研

究
科

（
保

・
博

士
前

期
）

25
51

62
臨

床
腫

瘍
学

総
論
Ⅱ

1
秋

～
冬

学
期

医
学

系
研

究
科

（
保

・
博

士
前

期
）

25
51

36
緩

和
医

療
学

概
論

2
不

開
講

医
学

系
研

究
科

（
保

・
博

士
前

期
）

3B
25

05
医

療
協

働
術

B
（

サ
イ

コ
オ

ン
コ

ロ
ジ

ー
と

健
康

心
理

学
）

2
集

中
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

25
51

99
が

ん
看

護
方

法
論
Ⅰ

2
春

～
夏

学
期

医
学

系
研

究
科

（
保

・
博

士
前

期
）

25
52

02
が

ん
看

護
方

法
論
Ⅳ

2
春

～
夏

学
期

医
学

系
研

究
科

（
保

・
博

士
前

期
）

25
52

50
治

療
物

理
学

2
春

～
夏

学
期

医
学

系
研

究
科

（
保

・
博

士
前

期
）

25
51

50
高

精
度

放
射

線
治

療
2

春
～

夏
学

期
医

学
系

研
究

科
（

保
・

博
士

前
期

）

25
51

52
粒

子
線

治
療

2
秋

～
冬

学
期

医
学

系
研

究
科

（
保

・
博

士
前

期
）

25
51

53
高

精
度

外
部

放
射

線
治

療
実

習
4

年
度

跨
が

り
医

学
系

研
究

科
（

保
・

博
士

前
期

）

25
51

54
小

線
源

・
粒

子
線

治
療

実
習

4
年

度
跨

が
り

医
学

系
研

究
科

（
保

・
博

士
前

期
）

25
51

47
放

射
線

基
礎

物
理

学
2

春
～

夏
学

期
医

学
系

研
究

科
（

保
・

博
士

前
期

）

25
51

67
放

射
線

基
礎

物
理

学
実

習
2

秋
～

冬
学

期
医

学
系

研
究

科
（

保
・

博
士

前
期

）

25
51

35
臨

床
が

ん
薬

理
学

2
秋

～
冬

学
期

医
学

系
研

究
科

（
保

・
博

士
前

期
）

27
11

61
ゲ

ノ
ム

医
薬

品
学

特
論

1
秋

～
冬

学
期

薬
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）

27
11

62
ゲ

ノ
ム

医
療

体
内

動
態

解
析

学
特

論
1

秋
～

冬
学

期
薬

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

27
11

63
ゲ

ノ
ム

医
療

評
価

統
計

学
特

論
1

秋
～

冬
学

期
薬

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

27
11

64
先

進
緩

和
医

療
薬

物
学

特
論

1
秋

～
冬

学
期

薬
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）

27
11

65
先

進
が

ん
薬

物
療

法
副

作
用

学
特

論
1

春
～

夏
学

期
薬

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

構
成

科
目

51



プ
ロ

グ
ラ

ム
名

看
護

教
育

・
管

理
人

材
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

提
案

（
幹

事
）

部
局

医
学

系
研

究
科

（
保

健
学

専
攻

）

連
携

部
局

医
学

系
研

究
科

（
医

科
学

専
攻

）

履
修

対
象

者
修

士
・

博
士

修
了

要
件

10
単

位
以

上
選

択
必

修
科

目
2
単

位
を

含
む

10
単

位
以

上
を

修
得

す
る

こ
と

趣
旨

・
概

要

ラ
イ

フ
・

ス
パ

ン
の

延
長

、
医

療
の

高
度

化
、
生

活
環

境
や

価
値

観
の

変
化

を
受

け
て

、
健

康
課

題
が

多
様

化
・

複
雑

化
す

る
時

代
を

迎
え

、
多

方
面

か
ら

人
々

の
健

康
と

幸
せ

を
支

え
る

働
き

か
け

が
で

き
る

資
質

の
高

い
人

材
の

育
成

が
急

務
と

な
っ

て
い

る
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、
看

護
教

育
の

現
状

を
踏

ま
え

て
看

護
の

質
向

上
に

つ
い

て
考

え
、
人

々
の

生
き

る
力

を
引

き
出

し
高

め
る

看
護

学
と

そ
の

新
た

な
実

践
に

つ
い

て
考

え
る

機
会

を
提

供
す

る
も

の
で

あ
る

。
受

講
生

は
保

健
医

療
福

祉
の

現
状

を
知

り
、
高

齢
化

・
高

度
化

す
る

日
本

の
医

療
を

、
質

を
担

保
し

つ
つ

持
続

・
発

展
さ

せ
る

方
策

に
つ

い
て

考
え

る
こ

と
が

出
来

る
よ

う
に

な
る

。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

①
�医

療
政

策
、
ヘ

ル
ス

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

、
質

の
評

価
に

つ
い

て
の

基
本

的
知

識
を

学
び

、
看

護
教

育
・

看
護

管
理

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

。
②

�各
人

の
立

場
で

資
質

の
高

い
看

護
実

践
に

つ
い

て
提

言
し

、
幅

広
く

看
護

教
育

・
看

護
管

理
に

貢
献

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
③

看
護

教
育

・
看

護
管

理
の

実
際

を
知

り
、

自
己

の
能

力
向

上
の

視
点

を
得

る
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成
医

療
政

策
、
看

護
教

育
・

看
護

管
理

に
関

連
す

る
知

識
を

得
て

理
解

を
深

め
る

と
同

時
に

、
演

習
や

実
習

を
通

し
て

、
臨

床
や

教
育

の
実

際
を

知
り

な
が

ら
、

自
分

自
身

の
学

び
を

深
め

ら
れ

る
こ

と
が

で
き

る
。

履
修

資
格

・
条

件
①

各
科

目
に

単
位

認
定

試
験

を
設

け
て

い
る

（
詳

細
は

シ
ラ

バ
ス

・
担

当
教

員
に

確
認

要
）

②
実

習
科

目
に

受
講

要
件

・
人

数
制

限
を

設
け

て
い

る
（

詳
細

は
シ

ラ
バ

ス
・

担
当

教
員

に
確

認
要

）
③

受
講

者
数

に
よ

り
開

講
時

期
を

変
更

す
る

場
合

が
あ

る
（

詳
細

は
担

当
教

員
に

確
認

要
）

前
提

知
識

の
目

安
社

会
保

障
制

度
に

関
す

る
一

般
教

養
レ

ベ
ル

の
知

識
を

有
す

る
こ

と
が

好
ま

し
い

。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

問
い

合
わ

せ
等

問
合

せ
先

：
医

学
系

研
究

科
保

健
学

専
攻

教
務

係
TE

L：
06

-6
87

9-
25
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プ
ロ

グ
ラ

ム
独

自
の

説
明

会
に

つ
い

て

特
記

事
項

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
申

請
か

ら
2
年

以
内

に
10

単
位

以
上

を
修

得
す

る
よ

う
計

画
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

看
護

師
免

許
を

有
す

る
人

は
、受

講
要

件
に

応
じ

た
臨

地
実

習
科

目
を

積
極

的
に

履
修

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
単

位
数

開
講

学
期

（
4学

期
制

）
開

講
部

局
（

課
程

）
備

考
必

修
選

必
選

択

25
51

83
医

療
政

策
と

ヘ
ル

ス
ケ

ア
サ

ー
ビ

ス
2

春
～

夏
学

期
医

学
系

研
究

科
（

保
・

博
士

前
期

）
①

②

25
51

37
看

護
理

論
2

秋
～

冬
学

期
医

学
系

研
究

科
（

保
・

博
士

前
期

）
①

②

25
51

40
看

護
教

育
論

2
春

～
夏

学
期

医
学

系
研

究
科

（
保

・
博

士
前

期
）

①
②

25
52

49
高

度
専

門
看

護
職

教
育

と
ヘ

ル
ス

ケ
ア

サ
ー

ビ
ス

2
秋

～
冬

学
期

医
学

系
研

究
科

（
保

・
博

士
前

期
）

①
②

25
51

92
看

護
基

礎
教

育
展

開
論

2
春

～
夏

学
期

医
学

系
研

究
科

（
保

・
博

士
前

期
）

①
②

25
51

41
看

護
管

理
・

政
策

論
2

春
～

夏
学

期
医

学
系

研
究

科
（

保
・

博
士

前
期

）
①

②

25
51

25
看

護
管

理
科

学
特

論
2

春
～

夏
学

期
医

学
系

研
究

科
（

保
・

博
士

前
期

）
①

②

25
51

84
看

護
基

礎
教

育
展

開
演

習
2

秋
～

冬
学

期
医

学
系

研
究

科
（

保
・

博
士

前
期

）
③

25
51

85
臨

地
実

習
教

育
展

開
演

習
2

秋
～

冬
学

期
医

学
系

研
究

科
（

保
・

博
士

前
期

）
③

25
51

86
看

護
教

育
・

管
理

基
礎

実
習

2
集

中
（

秋
～

冬
学

期
）

医
学

系
研

究
科

（
保

・
博

士
前

期
）

③

25
51

87
看

護
実

践
能

力
開

発
実

習
2

集
中

（
秋

～
冬

学
期

）
医

学
系

研
究

科
（

保
・

博
士

前
期

）
③

25
51

88
看

護
現

任
教

育
実

践
実

習
2

集
中

（
秋

～
冬

学
期

）
医

学
系

研
究

科
（

保
・

博
士

前
期

）
③

25
51

89
看

護
管

理
実

践
実

習
2

集
中

（
秋

～
冬

学
期

）
医

学
系

研
究

科
（

保
・

博
士

前
期

）
③

25
15

02
医

療
経

済
・

経
営

入
門

2
秋

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

①
②

構
成

科
目

52



プ
ロ

グ
ラ

ム
名

麻
酔

管
理

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム

提
案

（
幹

事
）

部
局

医
学

系
研

究
科

（
保

健
学

専
攻

）

連
携

部
局

医
学

系
研

究
科

（
医

科
学

専
攻

）、
人

間
科

学
研

究
科

履
修

対
象

者
修

士
・

博
士

修
了

要
件

8
単

位
以

上
必

修
科

目
2単

位
、選

択
必

修
科

目
2単

位
を

含
む

8単
位

以
上

を
修

得
す

る
こ

と

趣
旨

・
概

要

わ
が

国
で

は
、
外

科
手

術
の

高
度

化
・

多
様

化
が

進
む

中
、
手

術
麻

酔
の

需
要

が
増

大
し

、
麻

酔
科

医
不

足
が

深
刻

化
し

て
お

り
、麻

酔
科

医
だ

け
で

手
術

麻
酔

を
管

理
す

る
こ

と
が

困
難

に
な

る
と

予
想

さ
れ

る
。

そ
こ

で
、
麻

酔
科

医
と

協
力

し
て

麻
酔

管
理

を
担

う
医

療
者

を
育

成
し

て
、
手

術
麻

酔
の

管
理

を
チ

ー
ム

で
行

う
こ

と
で

、
手

術
麻

酔
の

需
要

に
対

応
で

き
質

を
保

証
で

き
る

と
の

期
待

が
高

ま
っ

て
い

る
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、
こ

の
よ

う
な

医
療

の
現

状
を

踏
ま

え
て

麻
酔

管
理

を
科

学
し

、
手

術
麻

酔
管

理
に

お
け

る
チ

ー
ム

医
療

の
実

現
に

つ
な

が
る

、
麻

酔
管

理
科

学
の

教
育

体
系

に
つ

い
て

考
え

、
学

習
の

機
会

を
提

供
す

る
も

の
で

あ
る

。
受

講
生

は
麻

酔
管

理
を

め
ぐ

る
現

状
を

知
り

、
高

齢
化

・
高

度
化

す
る

日
本

の
医

療
を

、
安

全
性

、
効

率
性

、
質

向
上

の
観

点
か

ら
捉

え
る

こ
と

が
出

来
る

よ
う

に
な

る
。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

①
�麻

酔
学

お
よ

び
麻

酔
管

理
・

周
術

期
管

理
に

必
要

と
な

る
薬

理
学

・
生

理
学

の
知

識
を

得
、

説
明

で
き

る
。

②
�麻

酔
科

医
と

の
協

働
に

よ
る

麻
酔

管
理

・
周

術
期

管
理

に
必

要
と

な
る

知
識

を
得

、
説

明
で

き
る

。
③

�日
本

麻
酔

科
学

会
が

認
定

す
る

「
周

術
期

管
理

チ
ー

ム
認

定
」

に
つ

な
が

る
知

識
が

得
ら

れ
る

。
④

�日
本

麻
酔

科
学

会
で

の
研

究
発

表
に

チ
ャ

レ
ン

ジ
で

き
、
日

本
麻

酔
科

学
会

B
会

員
の

資
格

取
得

に
繋

げ
ら

れ
る

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成
麻

酔
管

理
に

必
要

と
な

る
知

識
・

技
術

を
「

周
術

期
管

理
チ

ー
ム

認
定

」
に

つ
な

が
る

知
識

と
し

て
提

供
す

る
こ

と
で

、
手

術
麻

酔
管

理
を

チ
ー

ム
で

行
う

こ
と

の
効

果
に

つ
い

て
広

く
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
な

っ
て

い
る

。

履
修

資
格

・
条

件

※
医

学
系

の
学

生
、

も
し

く
は

医
療

系
の

資
格

を
持

つ
学

生
の

み
を

対
象

と
す

る
。

　
麻

酔
管

理
に

関
心

が
あ

り
、

積
極

的
に

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

参
加

す
る

意
思

の
あ

る
者

。
①

各
科

目
に

単
位

認
定

試
験

を
設

け
て

い
る

（
詳

細
は

シ
ラ

バ
ス

・
担

当
教

員
に

確
認

要
）

②
実

習
科

目
に

受
講

要
件

・
人

数
制

限
を

設
け

て
い

る
（

詳
細

は
シ

ラ
バ

ス
・

担
当

教
員

に
確

認
要

）
③

受
講

者
数

に
よ

り
開

講
時

期
を

変
更

す
る

場
合

が
あ

る
（

詳
細

は
担

当
教

員
に

確
認

要
）

前
提

知
識

の
目

安
実

習
科

目
の

履
修

を
希

望
す

る
場

合
は

、
医

療
系

の
国

家
資

格
を

有
す

る
こ

と
。

医
療

系
の

専
門

領
域

に
お

け
る

基
本

的
な

生
理

学
・

病
態

学
の

知
識

を
有

す
る

こ
と

。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

問
い

合
わ

せ
等

問
合

せ
先

：
医

学
系

研
究

科
保

健
学

専
攻

教
務

係
TE

L：
06

-6
87

9-
25
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ai
l：

i-h
ok
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プ
ロ

グ
ラ

ム
独

自
の

説
明

会
に

つ
い

て

特
記

事
項

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

医
学

系
研

究
科

麻
酔

集
中

治
療

教
室

の
協

力
を

得
て

実
施

す
る

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

申
請

か
ら

2
年

以
内

に
8
単

位
以

上
を

修
得

す
る

よ
う

計
画

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
単

位
数

開
講

学
期

（
4学

期
制

）
開

講
部

局
（

課
程

）
備

考
必

修
選

必
選

択

25
56

27
麻

酔
学

総
論

2
春

～
夏

学
期

医
学

系
研

究
科
（

保
・

博
士

前
期

）
①

②

25
56

28
周

麻
酔

薬
理

学
2

春
～

夏
学

期
医

学
系

研
究

科
（

保
・

博
士

前
期

）
①

②

25
56

29
周

麻
酔

生
理

学
2

春
～

夏
学

期
医

学
系

研
究

科
（

保
・

博
士

前
期

）
①

②

25
56

30
麻

酔
器

と
麻

酔
管

理
2

春
～

夏
学

期
医

学
系

研
究

科
（

保
・

博
士

前
期

）
②

③

25
56

31
周

術
期

管
理

学
2

春
～

夏
学

期
医

学
系

研
究

科
（

保
・

博
士

前
期

）
②

③

25
56

32
麻

酔
学

各
論

2
秋

～
冬

学
期

医
学

系
研

究
科
（

保
・

博
士

前
期

）
②

③

25
56

33
麻

酔
管

理
実

践
2

秋
～

冬
学

期
医

学
系

研
究

科
（

保
・

博
士

前
期

）
③

④

25
56

34
周

術
期

管
理

実
践

2
秋

～
冬

学
期

医
学

系
研

究
科
（

保
・

博
士

前
期

）
③

④

25
56

35
外

科
手

術
と

実
践

2
秋

～
冬

学
期

医
学

系
研

究
科
（

保
・

博
士

前
期

）
②

③

25
02

91
医

療
機

器
開

発
の

た
め

の
臨

床
医

学
2

春
学

期
医

学
系

研
究

科
（

修
士

）
②

25
05

46
医

学
統

計
学

総
論

2
春

～
夏

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

④

25
05

47
医

学
統

計
学

各
論

2
秋

～
冬

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

④

25
05

48
ク

リ
ニ

カ
ル

ト
ラ

イ
ア

ル
総

論
2

秋
学

期
医

学
系

研
究

科
（

修
士

）
④

25
15

02
医

療
経

済
・

経
営

入
門

2
秋

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

②

21
18

57
保

健
医

療
分

野
に

関
す

る
理

論
と

支
援

の
展

開
�

2
春

学
期

人
間

科
学

研
究

科
（

修
士

）
④

構
成

科
目

53



プ
ロ

グ
ラ

ム
名

ま
ち

づ
く

り
デ

ザ
イ

ン
学

提
案

（
幹

事
）

部
局

工
学

研
究

科

連
携

部
局

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー

履
修

対
象

者
修

士

修
了

要
件

8
単

位
以

上
所

属
コ

ー
ス

（
コ

ー
ス

が
無

い
場

合
は

所
属

専
攻

）
以

外
の

科
目

で
4
単

位
以

上
。

趣
旨

・
概

要

【
プ

ロ
グ

ラ
ム

概
要

】
本

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

お
い

て
は

、
ま

ち
づ

く
り

に
お

い
て

必
要

と
さ

れ
る

、「
か

た
ち

」「
し

く
み

」「
こ

こ
ろ

」の
形

成
の

あ
り

方
に

関
す

る
デ

ザ
イ

ン
力

を
、

生
活

の
質

の
向

上
、

産
業

の
活

性
化

、
社

会
サ

ー
ビ

ス
の

効
果

的
な

提
供

な
ど

の
視

点
を

組
み

込
み

、
養

う
こ

と
を

目
指

し
ま

す
。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

【
教

育
目

標
】

①
現

実
の

ま
ち

が
抱

え
て

い
る

問
題

発
見

と
課

題
抽

出
能

力
の

養
成

②
ま

ち
づ

く
り

デ
ザ

イ
ン

を
構

成
す

る
各

分
野

に
お

け
る

基
礎

的
知

識
の

習
得

③
課

題
解

決
の

た
め

の
各

分
野

に
お

け
る

実
践

技
術

の
習

得
④

各
分

野
に

お
け

る
個

別
デ

ザ
イ

ン
能

力
の

養
成

⑤
具

体
の

地
域

に
お

け
る

総
合

的
デ

ザ
イ

ン
能

力
の

養
成

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成

ま
ち

づ
く

り
に

お
い

て
必

要
と

さ
れ

る
、「

か
た

ち
」「

し
く

み
」「

こ
こ

ろ
」

の
形

成
の

あ
り

方
に

関
す

る
デ

ザ
イ

ン
力

を
、
生

活
の

質
の

向
上

、
産

業
の

活
性

化
、
社

会
サ

ー
ビ

ス
の

効
果

的
な

提
供

な
ど

の
視

点
を

組
み

込
み

、
養

う
こ

と
を

目
指

し
ま

す
。

そ
の

た
め

、
主

に
居

住
ま

ち
づ

く
り

、
交

通
ま

ち
づ

く
り

、
環

境
ま

ち
づ

く
り

系
の

諸
科

目
を

基
礎

と
し

て
学

び
、
具

体
の

地
域

・
ま

ち
づ

く
り

デ
ザ

イ
ン

に
お

い
て

、
こ

れ
ら

の
要

素
を

総
合

化
す

る
と

い
う

授
業

体
系

を
備

え
て

い
ま

す
。

履
修

資
格

・
条

件
特

に
な

し

前
提

知
識

の
目

安
特

に
な

し

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

問
い

合
わ

せ
等

工
学

研
究

科
環

境
・

エ
ネ

ル
ギ

ー
工

学
専

攻
　

助
教

　
松

本
邦

彦
（

ま
つ

も
と

�く
に

ひ
こ

）
m

at
su

m
ot

o@
se

e.
en

g.
os

ak
a-
u.
ac

.jp
〒

56
5-

08
71

　
大

阪
府

吹
田

市
山

田
丘

2-
1

TE
L：

06
-6

87
9-

76
59

　
FA

X：
06

-6
87

9-
76

59

プ
ロ

グ
ラ

ム
独

自
の

説
明

会
に

つ
い

て

特
記

事
項

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
単

位
数

開
講

学
期

（
4学

期
制

）
開

講
部

局
（

課
程

）
備

考
必

修
選

必
選

択

28
00

96
環

境
行

動
論

2
春

～
夏

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）

28
01

90
交

通
シ

ス
テ

ム
分

析
論

2
秋

～
冬

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）

28
06

58
都

市
・

地
域

再
生

論
2

春
～

夏
学

期
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

28
08

45
共

生
都

市
環

境
論

2
春

～
夏

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）

28
08

46
共

生
環

境
デ

ザ
イ

ン
論

2
秋

～
冬

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）

28
09

07
交

通
・

地
域

計
画

論
2

春
～

夏
学

期
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

28
09

68
地

域
施

設
整

備
論

2
春

～
夏

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）

28
11

10
社

会
空

間
デ

ザ
イ

ン
論

2
秋

～
冬

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）

28
11

80
建

築
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
論

2
春

～
夏

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）

28
13

73
都

市
と

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
コ

ン
テ

ク
ス

ト
論

　
読

解
・

デ
ザ

イ
ン

・
ま

ち
づ

く
り

1
夏

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）

28
13

74
都

市
と

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
コ

ン
テ

ク
ス

ト
論

　
空

間
・

場
所

・
生

命
1

秋
学

期
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

3B
11

04
対

話
術

D
（

対
話

型
ま

ち
づ

く
り

術
）

2
秋

～
冬

学
期

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー
（

院
）

20
19

年
度

不
開

講

構
成

科
目

54



プ
ロ

グ
ラ

ム
名

安
全

な
デ

ー
タ

利
活

用
の

た
め

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
人

材
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

提
案

（
幹

事
）

部
局

工
学

研
究

科

連
携

部
局

情
報

科
学

研
究

科

履
修

対
象

者
修

士
、

博
士

修
了

要
件

8
単

位
以

上

趣
旨

・
概

要

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

は
デ

ー
タ

の
安

心
・

安
全

を
確

保
す

る
技

術
で

あ
り

、
デ

ー
タ

の
利

用
に

は
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

活
用

が
必

須
で

あ
る

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
、セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
リ

テ
ラ

シ
ー

な
ど

の
基

本
的

な
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
活

用
の

た
め

の
知

識
と

技
術

の
習

得
に

加
え

て
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

の
基

盤
理

論
に

裏
付

け
さ

れ
た

強
い

実
践

力
を

持
つ

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

技
術

者
の

育
成

を
目

指
し

ま
す

。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
習

を
通

し
て

、
以

下
の

能
力

を
備

え
た

方
に

修
了

認
定

証
を

授
与

し
ま

す
。

⓪
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
関

連
の

知
識

・
技

術
に

つ
い

て
理

解
し

て
い

る
。

①
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
基

盤
技

術
の

原
理

に
つ

い
て

理
解

し
て

い
る

。
②

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

リ
テ

ラ
シ

ー
に

つ
い

て
自

分
の

意
見

を
持

ち
、

論
じ

る
こ

と
が

で
き

る
。

③
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
基

盤
技

術
を

応
用

で
き

る
。

④
セ

キ
ュ

ア
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

構
築

し
運

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

※
構

成
科

目
の

備
考

欄
⓪

～
④

と
対

応
し

て
い

ま
す

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成

到
達

目
標

⓪
の

達
成

に
必

要
な

統
計

的
手

法
を

習
得

す
る

た
め

に
「

情
報

統
計

解
析

学
」

を
開

講
し

ま
す

。
到

達
目

標
⓪

の
達

成
に

必
要

な
マ

ル
チ

メ
デ

ィ
ア

コ
ン

テ
ン

ツ
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

上
で

の
流

通
に

お
け

る
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
を

習
得

す
る

た
め

に
「

メ
デ

ィ
ア

・
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
」

を
開

講
し

ま
す

。
到

達
目

標
⓪

の
達

成
に

必
要

な
、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

か
か

る
コ

ス
ト

に
つ

い
て

、
経

済
学

か
ら

見
た

側
面

を
理

解
す

る
た

め
に

「
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
経

済
学

」
を

開
講

し
ま

す
。

到
達

目
標

⓪
の

達
成

に
必

要
な

、
シ

ス
テ

ム
の

安
定

性
や

離
散

事
象

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

理
解

す
る

た
め

に
「

ダ
イ

ナ
ミ

カ
ル

シ
ス

テ
ム

論
」

を
開

講
し

ま
す

。
到

達
目

標
⓪

の
達

成
に

必
要

な
、

電
力

シ
ス

テ
ム

の
安

定
度

や
電

力
シ

ス
テ

ム
を

取
り

巻
く

諸
問

題
に

つ
い

て
理

解
す

る
た

め
に

「
電

力
シ

ス
テ

ム
工

学
」

を
開

講
し

ま
す

。
到

達
目

標
①

の
達

成
に

必
要

な
数

学
と

計
算

の
理

論
を

習
得

す
る

た
め

に
「

離
散

数
学

と
計

算
の

理
論

」
を

開
講

し
ま

す
。

到
達

目
標

①
の

達
成

に
必

要
な

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

と
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
の

知
識

を
習

得
す

る
た

め
に

「
実

践
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
と

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

」
を

開
講

し
ま

す
。

到
達

目
標

②
の

達
成

の
た

め
に

「
最

新
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
特

論
Ⅰ

、
Ⅱ

」
を

開
講

し
ま

す
。

到
達

目
標

③
の

達
成

に
必

要
な

実
践

力
や

応
用

力
を

身
に

付
け

る
た

め
に

、「
実

践
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
と

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

」「
離

散
数

学
と

計
算

の
理

論
」「

高
度

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

PB
LⅠ

～
Ⅲ

」
を

開
講

し
ま

す
。

到
達

目
標

④
の

達
成

の
た

め
に

「
高

度
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
PB

L
Ⅰ

～
Ⅲ

」「
高

度
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
PB

LⅠ
～
Ⅲ

」
を

開
講

し
、

実
際

に
セ

キ
ュ

ア
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

構
築

を
体

験
し

ま
す

。

履
修

資
格

・
条

件

前
提

知
識

の
目

安
大

学
教

養
レ

ベ
ル

の
数

学
や

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

・
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

に
関

す
る

基
礎

知
識

を
有

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

問
い

合
わ

せ
等

問
い

合
わ

せ
先

：
m

yj
-p

ro
.se

cc
ap

.st
aff

@
cr
yp

to
-c
yb

er
se

c.
co

m
m

.e
ng

.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp

プ
ロ

グ
ラ

ム
独

自
の

説
明

会
に

つ
い

て

特
記

事
項

離
散

数
学

と
計

算
の

理
論

／
メ

デ
ィ

ア
・

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

／
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
経

済
学

／
情

報
統

計
解

析
学

／
ダ

イ
ナ

ミ
カ

ル
シ

ス
テ

ム
論

／
電

力
シ

ス
テ

ム
工

学
か

ら
2
単

位
を

取
得

す
る

こ
と

。
ま

た
、「

高
度

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

PB
L �
Ⅰ

、
Ⅱ

」
を

履
修

す
る

場
合

は
、「

離
散

数
学

と
計

算
の

理
論

」
ま

た
は

「
実

践
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
と

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

」
を

履
修

す
る

こ
と

。

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
単

位
数

開
講

学
期

（
4学

期
制

）
開

講
部

局
（

課
程

）
備

考
必

修
選

必
選

択

28
13

84
最

新
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
特

論
Ⅰ

1
集

中
（

春
～

夏
学

期
）

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

課
程

）
②

、
一

部
e-

le
ar
ni
ng

に
よ

る
受

講
あ

り

28
13

85
最

新
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
特

論
Ⅱ

1
集

中
（

秋
～

冬
学

期
）

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

課
程

）
②

、
一

部
e-

le
ar
ni
ng

に
よ

る
受

講
あ

り

28
13

54
実

践
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
と

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

2
秋

～
冬

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

課
程

）
①

③

28
13

49
離

散
数

学
と

計
算

の
理

論
2

春
～

夏
学

期
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
課

程
）

①
③

28
13

51
高

度
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
PB

L �
Ⅰ

1
集

中
（

春
～

夏
学

期
）

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

課
程

）
③

④
、

英
語

／
日

本
語

に
よ

る
開

講
・

集
中

28
13

52
高

度
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
PB

L�
Ⅱ

1
集

中
（

秋
～

冬
学

期
）

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

課
程

）
③

④
、

集
中

28
13

53
高

度
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
PB

L�
Ⅲ

1
集

中
（

秋
～

冬
学

期
）

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

課
程

）
③

④
、

集
中

28
13

81
高

度
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
PB

L�
Ⅰ

1
集

中
（

春
～

夏
学

期
）

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

課
程

）
③

④
、

集
中

28
13

82
高

度
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
PB

L�
Ⅱ

1
集

中
（

秋
～

冬
学

期
）

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

課
程

）
③

④
、

集
中

28
13

83
高

度
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
PB

L�
Ⅲ

1
集

中
（

秋
～

冬
学

期
）

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

課
程

）
③

④
、

集
中

33
12

08
情

報
統

計
解

析
学

2
秋

～
冬

学
期

情
報

科
学

研
究

科
（

博
士

前
期

課
程

）
⓪

28
08

38
メ

デ
ィ

ア
・

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

2
秋

～
冬

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

課
程

）
⓪

33
15

11
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
経

済
学

2
集

中
（

春
～

夏
学

期
）

情
報

科
学

研
究

科
（

博
士

前
期

課
程

）
⓪

28
08

14
ダ

イ
ナ

ミ
カ

ル
シ

ス
テ

ム
論

2
春

～
夏

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

課
程

）
⓪

28
06

81
電

力
シ

ス
テ

ム
工

学
2

秋
～

冬
学

期
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
課

程
）

⓪

構
成

科
目

55



プ
ロ

グ
ラ

ム
名

科
学

技
術

を
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

な
ぐ

た
め

に

提
案

（
幹

事
）

部
局

工
学

研
究

科

連
携

部
局

経
済

学
研

究
科

、
共

創
機

構
産

学
共

創
本

部
、

基
礎

工
学

研
究

科

履
修

対
象

者
修

士
・

博
士

修
了

要
件

8
単

位
以

上
選

択
科

目
か

ら
8
単

位
以

上
を

修
得

す
る

こ
と

。

趣
旨

・
概

要

こ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

理
工

学
系

の
院

生
を

主
な

対
象

と
し

て
い

ま
す

が
、

技
術

の
社

会
実

装
に

興
味

が
あ

る
経

営
系

の
院

生
も

対
象

で
す

。
そ

の
よ

う
な

方
々

の
多

く
は

研
究

機
関

や
企

業
で

の
研

究
開

発
だ

け
で

な
く

、科
学

技
術

要
素

を
含

ん
だ

ビ
ジ

ネ
ス

の
企

画
立

案
や

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

を
将

来
の

仕
事

と
し

ま
す

。
そ

の
よ

う
な

仕
事

に
対

応
で

き
る

知
識

と
能

力
を

身
に

付
け

た
人

材
育

成
を

目
的

と
し

て
こ

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
設

置
し

ま
し

た
。

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

修
了

を
目

指
さ

な
く

と
も

、興
味

が
あ

る
科

目
だ

け
の

履
修

も
期

待
し

て
い

ま
す

。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

①
�理

工
系

院
生

の
近

未
来

の
仕

事
の

場
と

な
る

社
会

状
況

や
産

業
界

の
動

向
を

知
り

、
そ

れ
を

背
景

と
し

て
求

め
ら

れ
て

い
る

仕
事

や
能

力
。

②
�先

端
的

な
科

学
技

術
研

究
が

学
術

論
文

作
成

の
た

め
だ

け
の

も
の

で
は

な
く

、
世

の
中

の
課

題
を

解
決

し
、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
に

繋
が

る
と

い
う

意
義

と
、

そ
れ

を
裏

付
け

る
事

例
。

③
�イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

に
は

、
研

究
や

技
術

に
社

会
的

意
義

や
価

値
を

持
た

せ
る

こ
と

が
必

要
で

、
差

別
化

の
た

め
に

は
知

的
財

産
化

や
標

準
化

に
大

き
な

意
義

が
あ

る
と

い
う

知
識

と
、

そ
れ

の
事

例
。

④
�新

た
な

知
識

や
技

術
を

実
社

会
の

課
題

解
決

に
繋

い
で

価
値

を
持

っ
た

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
に

至
ら

せ
る

に
は

、
広

い
範

囲
か

ら
既

存
の

技
術

や
ビ

ジ
ネ

ス
を

集
め

て
（

オ
ー

プ
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
）
融

合
す

る
こ

と
が

必
要

だ
と

い
う

知
識

と
事

例
と

体
験

。
⑤

�研
究

開
発

の
企

画
や

進
め

方
や

新
技

術
の

扱
い

方
は

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

の
た

め
に

ど
う

あ
る

べ
き

か
と

い
う

知
識

、
ど

の
よ

う
な

事
例

が
あ

っ
た

か
、

そ
の

成
功

や
失

敗
の

要
因

の
分

析
能

力
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

含
ま

れ
る

の
は

、
座

学
形

式
の

講
義

科
目

、
自

ら
の

研
究

テ
ー

マ
（

自
ら

の
も

の
を

含
め

）
の

事
業

化
プ

ラ
ン

を
立

案
し

て
ゆ

く
プ

ロ
セ

ス
を

入
門

的
に

体
験

す
る

演
習

科
目

、
予

め
用

意
さ

れ
た

実
ケ

ー
ス

を
題

材
に

し
て

自
ら

考
え

発
言

・
討

議
す

る
ケ

ー
ス

授
業

で
す

。
個

々
の

ケ
ー

ス
の

理
解

に
必

要
な

、
経

済
戦

略
や

経
営

管
理

の
基

礎
的

な
知

識
と

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
を

教
え

る
座

学
授

業
も

含
ま

せ
る

こ
と

で
、

理
工

系
の

院
生

に
は

欠
け

て
い

る
基

礎
知

識
を

補
い

な
が

ら
、

ケ
ー

ス
を

紹
介

し
て

興
味

を
保

ち
な

が
ら

思
考

を
誘

導
し

ま
す

。
問

題
解

決
の

た
め

に
広

く
学

外
・

社
外

に
技

術
を

求
め

取
り

入
れ

る
オ

ー
プ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

に
関

し
て

は
、

技
術

シ
ー

ズ
で

ビ
ジ

ネ
ス

に
至

っ
た

ケ
ー

ス
だ

け
に

限
ら

ず
、

異
分

野
ベ

ン
チ

ャ
ー

と
大

企
業

と
の

融
合

に
よ

る
経

営
革

新
に

至
っ

た
よ

う
な

ケ
ー

ス
な

ど
も

取
り

上
げ

ま
す

。
ま

た
、
こ

れ
ら

の
指

導
に

は
阪

大
の

分
厚

い
産

学
連

携
体

制
を

背
景

に
し

て
、
民

間
企

業
な

ど
学

外
か

ら
の

連
携

教
員

が
数

多
く

参
画

し
ま

す
。

履
修

資
格

・
条

件
科

学
技

術
を

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
に

繋
ぎ

社
会

に
役

立
て

る
意

欲
を

持
ち

、
そ

の
要

諦
を

知
り

た
い

と
思

う
こ

と
。

前
提

知
識

の
目

安
理

工
学

も
し

く
は

経
営

学
の

学
部

レ
ベ

ル
の

知
識

を
持

つ
こ

と
。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

問
い

合
わ

せ
等

ht
tp

://
w
w
w
.c
oi
re

.e
ng

.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp
/s
ec

tio
n/

se
ct
io
n0

2.
ht

m
l

問
い

合
わ

せ
先

：
山

本
孝

夫
教

授
（

工
学

研
究

科
ビ

ジ
ネ

ス
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
専

攻
）

ta
ka

o@
m

it.
en

g.
os

ak
a-
u.
ac

.jp
、

06
-6

87
9-

78
88

プ
ロ

グ
ラ

ム
独

自
の

説
明

会
に

つ
い

て

特
記

事
項

特
に

あ
り

ま
せ

ん
。

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
単

位
数

開
講

学
期

（
4学

期
制

）
開

講
部

局
（

課
程

）
備

考
必

修
選

必
選

択

08
40

30
総

合
科

目
Ⅲ

2
春

～
夏

学
期

工
学

部
①

28
06

41
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
デ

ザ
イ

ン
論

2
秋

～
冬

学
期

工
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程
②

④

28
06

42
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
デ

ザ
イ

ン
演

習
1

秋
～

冬
学

期
工

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

②
④

28
06

45
知

的
財

産
権

2
春

～
夏

学
期

工
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程
③

28
06

46
知

的
財

産
権

演
習

1
春

～
夏

学
期

工
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程
③

28
06

47
技

術
融

合
論

2
春

～
夏

学
期

工
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程
④

28
06

49
知

価
社

会
論

2
秋

～
冬

学
期

工
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程
①

28
10

10
サ

ス
テ

イ
ナ

ビ
リ

テ
ィ

評
価

・
技

術
論

2
春

～
夏

学
期

工
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程
①

28
11

58
国

際
ビ

ジ
ネ

ス
と

標
準

化
2

集
中

（
春

～
夏

学
期

）
工

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

③
　

集
中

28
12

04
技

術
経

営
概

論
2

集
中

（
春

～
夏

学
期

）
工

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

④
⑤

　
集

中

23
20

14
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
2

春
～

夏
学

期
経

済
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程
⑤

28
12

53
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

実
践

2
秋

～
冬

学
期

工
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程
②

28
13

26
オ

ー
プ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

と
経

営
革

新
2

秋
～

冬
学

期
工

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

④
⑤

28
13

57
ビ

ジ
ネ

ス
デ

ザ
イ

ン
実

践
2

集
中

（
春

～
冬

学
期

）
工

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

①
⑤

　
集

中

29
07

74
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

実
践

2
秋

～
冬

学
期

基
礎

工
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程
②

23
21

89
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

実
践

2
秋

～
冬

学
期

経
済

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

②

構
成

科
目

56



プ
ロ

グ
ラ

ム
名

環
境

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン
学

提
案

（
幹

事
）

部
局

工
学

研
究

科

連
携

部
局

人
間

科
学

、
法

学
、

言
語

文
化

、
基

礎
工

学
、

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー
、

国
際

公
共

政
策

履
修

対
象

者
修

士
・

博
士

修
了

要
件

8
単

位
以

上
選

択
必

修
科

目
4
単

位
以

上
を

含
む

8
単

位
以

上

趣
旨

・
概

要

気
候

変
動

や
資

源
エ

ネ
ル

ギ
ー

問
題

、
政

府
の

債
務

超
過

や
イ

ン
フ

ラ
の

維
持

管
理

な
ど

、
社

会
の

存
続

を
脅

か
す

中
長

期
的

な
課

題
が

顕
在

化
す

る
中

、
こ

れ
ら

の
課

題
に

対
処

し
持

続
可

能
な

社
会

を
構

築
す

る
た

め
に

は
、
将

来
に

つ
な

が
る

持
続

可
能

な
未

来
社

会
の

デ
ザ

イ
ン

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

ま
た

、
そ

の
よ

う
な

社
会

を
実

現
す

る
た

め
の

様
々

な
仕

組
み

や
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
創

出
も

重
要

で
す

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
サ

ス
テ

イ
ナ

ビ
リ

テ
ィ

や
環

境
問

題
に

関
連

す
る

様
々

な
学

問
領

域
の

俯
瞰

的
・

構
造

的
理

解
に

加
え

、
未

来
社

会
を

デ
ザ

イ
ン
（

フ
ュ

ー
チ

ャ
ー

・
デ

ザ
イ

ン
）
し

、
そ

の
よ

う
な

社
会

を
導

く
た

め
に

い
ろ

い
ろ

な
分

野
の

研
究

成
果

や
技

術
シ

ー
ズ

を
結

び
付

け
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
誘

導
す

る
た

め
の

学
問

的
ア

プ
ロ

ー
チ

（
環

境
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

）
に

つ
い

て
学

び
ま

す
。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
習

を
通

し
て

、
以

下
の

能
力

を
備

え
た

方
に

修
了

認
定

証
を

授
与

し
ま

す
。

①
�環

境
や

サ
ス

テ
イ

ナ
ビ

リ
テ

ィ
問

題
の

俯
瞰

知
識

を
身

に
付

け
構

造
的

な
理

解
が

で
き

る
。

②
�未

来
社

会
の

デ
ザ

イ
ン
（

フ
ュ

ー
チ

ャ
ー

・
デ

ザ
イ

ン
）
に

関
す

る
考

え
方

を
意

に
付

け
、

要
素

技
術

や
科

学
的

学
術

的
知

見
を

援
用

し
な

が
ら

現
場

に
あ

る
問

題
や

課
題

を
設

定
す

る
能

力
を

身
に

付
け

る
。

③
�フ

ュ
ー

チ
ャ

ー
・

デ
ザ

イ
ン

を
基

に
、

問
題

や
課

題
解

決
に

向
け

た
道

筋
を

探
索

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
④

�環
境

や
サ

ス
テ

イ
ナ

ビ
リ

テ
ィ

に
か

か
わ

る
専

門
知

識
を

身
に

付
け

る
。

※
構

成
科

目
の

備
考

欄
①

～
④

と
対

応
し

て
い

ま
す

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成

上
記

の
教

育
目

標
（

修
了

時
に

身
に

つ
け

る
べ

き
能

力
）

を
達

成
す

る
た

め
に

、
選

択
必

修
科

目
で

は
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

や
Pr

ob
le
m

�B
as

ed
�L
ea

rn
in
g、

フ
ィ

ー
ル

ド
ス

タ
デ

ィ
と

い
う

教
育

方
法

を
取

り
入

れ
て

い
ま

す
。

選
択

科
目

群
で

は
そ

れ
ぞ

れ
の

研
究

分
野

に
お

け
る

環
境

や
サ

ス
テ

イ
ナ

ビ
リ

テ
ィ

の
知

見
や

ア
プ

ロ
ー

チ
を

身
に

付
け

ま
す

。

履
修

資
格

・
条

件
特

に
あ

り
ま

せ
ん

。

前
提

知
識

の
目

安
特

に
あ

り
ま

せ
ん

。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

問
い

合
わ

せ
等

担
当

：
松

林
志

保
〒

56
5-

08
71

　
大

阪
府

吹
田

市
山

田
丘

2-
1　

U
1E

棟
10

10
Te

l：
06

-6
10

5-
59

96
E-

m
ai
l：

co
ire

-o
ffi

ce
@
co

ire
.e
ng

.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp

U
RL

：
ht

tp
://

w
w
w
.c
oi
re

.e
ng

.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp
/s
ec

tio
n/

se
ct
io
n0

2.
ht

m
l

プ
ロ

グ
ラ

ム
独

自
の

説
明

会
に

つ
い

て

特
記

事
項

持
続

可
能

な
未

来
に

向
け

た
フ

ュ
ー

チ
ャ

ー
・

デ
ザ

イ
ン

に
関

心
の

あ
る

人
、

環
境

・
サ

ス
テ

イ
ナ

ビ
リ

テ
ィ

に
関

心
が

あ
る

人
、
自

分
の

専
門

を
生

か
し

て
社

会
を

変
え

た
い

と
思

う
人

、
学

内
外

を
含

め
い

ろ
い

ろ
な

人
と

交
流

の
機

会
を

持
ち

た
い

人
、

工
学

な
ど

の
分

野
を

問
わ

ず
全

学
か

ら
の

学
生

を
歓

迎
し

ま
す

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

通
じ

て
皆

さ
ん

の
そ

れ
ぞ

れ
の

研
究

が
持

続
可

能
な

社
会

構
築

と
ど

の
よ

う
に

結
び

つ
く

の
か

、
ぜ

ひ
探

求
し

て
く

だ
さ

い
。

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
単

位
数

開
講

学
期

（
4学

期
制

）
開

講
部

局
（

課
程

）
備

考
必

修
選

必
選

択

28
10

10
サ

ス
テ

イ
ナ

ビ
リ

テ
ィ

評
価

・
技

術
論

2
春

～
夏

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
①

②

28
11

88
G
lo
ba

l�T
hr

ea
ts
�a
nd

�S
us

ta
in
ab

ili
ty

2
秋

～
冬

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

（
大

学
院

）
①

②
英

語
科

目

28
11

89
Fr
on

tie
rs
�o
f�S

us
ta
in
ab

ili
ty
�S
ci
en

ce
2

集
中

（
春

～
夏

学
期

）
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー
（

大
学

院
）

①
③

英
語

科
目

　
集

中

28
13

55
環

境
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

実
践

2
秋

～
冬

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
②

③

3B
15

12
協

働
術

G
（

デ
ザ

イ
ン

ラ
ボ

）
2

春
～

夏
学

期
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー（

博
士

前
期

）
②

③

3B
12

01
科

学
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

入
門

A
1

春
学

期
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー（

博
士

前
期

）
②

③
　

豊
中

開
講

3B
12

02
科

学
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

入
門

B
1

夏
学

期
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー（

博
士

前
期

）
②

③
　

豊
中

開
講

3B
12

03
科

学
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

入
門

A
1

秋
学

期
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー（

博
士

前
期

）
②

③
　

吹
田

開
講

20
19

年
度

不
開

講

3B
12

04
科

学
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

入
門

B
1

冬
学

期
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー（

博
士

前
期

）
②

③
　

吹
田

開
講

31
07

78
特

殊
講

義
（

開
発

と
環

境
）

2
秋

～
冬

学
期

国
際

公
共

政
策

研
究

科
（

博
士

前
期

）
④

　
20

19
年

度
不

開
講

21
17

33
環

境
行

動
学

特
講
Ⅰ

2
春

～
夏

学
期

人
間

科
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
④

22
04

09
法

政
策

学
2

春
～

夏
学

期
法

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

④

29
07

80
科

学
技

術
論

A1
1

春
学

期
基

礎
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

④

29
07

81
科

学
技

術
論

A2
1

夏
学

期
基

礎
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

④

30
51

83
ア

ジ
ア

言
語

社
会

動
態

論
Ⅱ

A
2

春
～

夏
学

期
言

語
文

化
研

究
科

（
博

士
前

期
）

④

30
51

84
ア

ジ
ア

言
語

社
会

動
態

論
Ⅱ

B
2

秋
～

冬
学

期
言

語
文

化
研

究
科

（
博

士
前

期
）

④

28
10

42
生

物
資

源
工

学
特

論
2

秋
～

冬
学

期
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

④

28
08

49
需

要
端

エ
ネ

ル
ギ

ー
シ

ス
テ

ム
工

学
2

春
～

夏
学

期
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

④

28
08

45
共

生
都

市
環

境
論

2
春

～
夏

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
④

28
07

71
機

能
材

料
化

学
2

秋
～

冬
学

期
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

④

28
07

77
環

境
材

料
工

学
2

春
～

夏
学

期
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

④

28
04

53
燃

焼
工

学
2

春
～

夏
学

期
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

④

28
09

99
環

境
化

学
2

秋
～

冬
学

期
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

④
　

20
19

年
度

不
開

講

28
09

20
環

境
・

エ
ネ

ル
ギ

ー
化

学
特

別
講

義
Ⅰ

2
春

～
夏

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
④

　
集

中

28
09

21
環

境
・

エ
ネ

ル
ギ

ー
化

学
特

別
講

義
Ⅱ

2
秋

～
冬

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
④

　
集

中
　

20
19

年
度

不
開

講

28
11

38
エ

ネ
ル

ギ
ー

シ
ス

テ
ム

･要
素

論
2

春
～

夏
学

期
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

④

28
00

25
パ

ワ
ー

エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

理
論

2
春

～
夏

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
④

28
06

81
電

力
シ

ス
テ

ム
工

学
2

秋
～

冬
学

期
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

④

28
12

60
サ

ス
テ

ナ
ブ

ル
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ン
論

2
春

～
夏

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
④

28
08

44
産

業
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
論

2
春

～
夏

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
④

28
06

58
都

市
・

地
域

再
生

論
2

春
～

夏
学

期
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

④

28
13

73
都

市
と

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
コ

ン
テ

ク
ス

ト
論

　
読

解
・

デ
ザ

イ
ン

・
ま

ち
づ

く
り

1
夏

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
④

28
13

74
都

市
と

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
コ

ン
テ

ク
ス

ト
論

　
空

間
・

場
所

・
生

命
1

秋
学

期
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

④

構
成

科
目

57



プ
ロ

グ
ラ

ム
名

量
子

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

デ
ザ

イ
ン

研
究

特
別

プ
ロ

グ
ラ

ム

提
案

（
幹

事
）

部
局

工
学

研
究

科

連
携

部
局

理
学

研
究

科
、

基
礎

工
学

研
究

科
、

産
業

科
学

研
究

所
、

超
高

圧
電

子
顕

微
鏡

セ
ン

タ
ー

、
ア

ト
ミ

ッ
ク

デ
ザ

イ
ン

研
究

セ
ン

タ
ー

履
修

対
象

者
修

士
・

博
士

修
了

要
件

8
単

位
以

上

趣
旨

・
概

要

量
子

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

デ
ザ

イ
ン

研
究

特
別

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

Q
ED

C
）

在
籍

の
留

学
生

を
対

象
と

し
た

国
際

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

、高
度

副
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
開

講
し

て
い

ま
す

。
英

語
で

の
講

義
や

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
を

通
じ

、
教

員
、

留
学

生
、

日
本

人
学

生
が

交
流

す
る

こ
と

に
よ

り
、

グ
ロ

ー
バ

ル
化

の
進

む
研

究
機

関
や

企
業

で
活

躍
で

き
る

国
際

的
な

視
野

を
持

っ
た

研
究

者
の

育
成

を
目

指
し

ま
す

。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

量
子

力
学

に
基

づ
く

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

手
法

の
修

得

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成
留

学
生

向
け

英
語

プ
ロ

グ
ラ

ム
「

量
子

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

デ
ザ

イ
ン

研
究

特
別

プ
ロ

グ
ラ

ム
」
科

目
よ

り
自

由
選

択

履
修

資
格

・
条

件
博

士
前

期
・

後
期

課
程

在
籍

者

前
提

知
識

の
目

安
初

等
量

子
力

学
の

知
識

の
あ

る
方

が
望

ま
し

い

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

問
い

合
わ

せ
等

量
子

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

研
究

特
別

プ
ロ

グ
ラ

ム
事

務
局

：
工

学
研

究
科

精
密

科
学

・
応

用
物

理
学

専
攻

Te
l：

06
-6

87
9-

72
90

e-
m

ai
l：

qe
dc

-s
ta
ff@

dy
n.
ap

.e
ng

.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp

プ
ロ

グ
ラ

ム
独

自
の

説
明

会
に

つ
い

て

特
記

事
項

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
単

位
数

開
講

学
期

（
4学

期
制

）
開

講
部

局
（

課
程

）
備

考
必

修
選

必
選

択

24
17

46
化

学
反

応
論

（
Ⅰ

）
1

夏
学

期
理

学
研

究
科

（
前

期
）

28
01

18
極

限
精

密
加

工
学

特
論

2
春

～
夏

学
期

工
学

研
究

科
（

前
期

）

28
04

61
半

導
体

物
性

論
2

春
～

夏
学

期
工

学
研

究
科

（
前

期
）

28
04

76
表

面
・

界
面

物
性

2
秋

～
冬

学
期

工
学

研
究

科
（

前
期

）

28
04

78
表

面
原

子
制

御
特

論
2

秋
～

冬
学

期
工

学
研

究
科

（
前

期
）

28
04

88
物

性
物

理
2

春
～

夏
学

期
工

学
研

究
科

（
前

期
）

28
04

98
分

子
電

子
工

学
2

春
～

夏
学

期
工

学
研

究
科

（
前

期
）

28
12

70
電

子
線

ナ
ノ

計
測

学
2

秋
～

冬
学

期
工

学
研

究
科

（
前

期
）

28
07

69
量

子
材

料
物

性
論

2
春

～
夏

学
期

工
学

研
究

科
（

前
期

）

28
07

97
ナ

ノ
プ

ラ
ズ

マ
工

学
2

春
学

期
工

学
研

究
科

（
前

期
）

28
09

39
解

析
力

学
2

秋
～

冬
学

期
工

学
研

究
科

（
前

期
）

28
12

17
計

算
機

ナ
ノ

マ
テ

リ
ア

ル
デ

ザ
イ

ン
チ

ュ
ー

ト
リ

ア
ル
Ⅰ

1
集

中
（

秋
～

冬
学

期
）

工
学

研
究

科
（

前
期

）

28
12

18
計

算
機

ナ
ノ

マ
テ

リ
ア

ル
デ

ザ
イ

ン
チ

ュ
ー

ト
リ

ア
ル
Ⅱ

1
集

中
（

春
～

夏
学

期
）

工
学

研
究

科
（

前
期

）

28
11

64
量

子
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
特

論
2

春
～

夏
学

期
工

学
研

究
科

（
前

期
）

28
11

98
核

融
合

物
理

学
2

春
～

夏
学

期
工

学
研

究
科

（
前

期
）

29
04

33
理

論
物

質
科

学
2

春
～

夏
学

期
基

礎
工

学
研

究
科

（
前

期
）

29
J6

23
固

体
力

学
特

論
2

春
～

夏
学

期
基

礎
工

学
研

究
科

（
前

期
）

29
E6

24
計

算
力

学
特

論
2

秋
～

冬
学

期
基

礎
工

学
研

究
科

（
前

期
）

28
07

60
光

マ
イ

ク
ロ

機
械

計
測

学
2

春
～

夏
学

期
工

学
研

究
科

（
前

期
）

28
10

44
原

子
炉

の
制

御
2

秋
～

冬
学

期
工

学
研

究
科

（
前

期
）

28
08

58
原

子
炉

物
理

学
2

春
～

夏
学

期
工

学
研

究
科

（
前

期
）

28
12

51
量

子
計

測
学

2
秋

～
冬

学
期

工
学

研
究

科
（

前
期

）

24
01

90
固

体
電

子
論
Ⅰ

2
春

～
夏

学
期

理
学

研
究

科
（

前
期

）

28
13

45
超

音
波

工
学

2
春

～
夏

学
期

工
学

研
究

科
（

前
期

）

28
14

10
デ

ー
タ

マ
イ

ニ
ン

グ
の

基
礎

と
実

践
2

集
中

（
夏

学
期

）
工

学
研

究
科

（
前

期
）

28
60

50
計

算
物

理
特

論
2

秋
～

冬
学

期
工

学
研

究
科

（
後

期
）

28
60

60
原

子
制

御
プ

ロ
セ

ス
特

論
2

秋
～

冬
学

期
工

学
研

究
科

（
後

期
）

28
60

81
材

料
物

性
学

特
論

2
春

～
夏

学
期

工
学

研
究

科
（

後
期

）

28
61

28
超

精
密

加
工

学
特

論
2

春
～

夏
学

期
工

学
研

究
科

（
後

期
）

28
61

41
表

面
物

性
特

論
2

春
～

夏
学

期
工

学
研

究
科

（
後

期
）

28
61

46
物

性
物

理
特

論
2

秋
～

冬
学

期
工

学
研

究
科

（
後

期
）

28
62

09
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
デ

ザ
イ

ン
特

論
2

秋
～

冬
学

期
工

学
研

究
科

（
後

期
）

28
62

62
先

端
集

積
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
工

学
特

論
2

春
～

夏
学

期
工

学
研

究
科

（
後

期
）

28
63

50
計

算
機

ナ
ノ

マ
テ

リ
ア

ル
デ

ザ
イ

ン
チ

ュ
ー

ト
リ

ア
ル
Ⅲ

1
集

中
（

秋
～

冬
学

期
）

工
学

研
究

科
（

後
期

）

28
63

51
計

算
機

ナ
ノ

マ
テ

リ
ア

ル
デ

ザ
イ

ン
チ

ュ
ー

ト
リ

ア
ル
Ⅳ

1
集

中
（

春
～

夏
学

期
）

工
学

研
究

科
（

後
期

）

構
成

科
目

58



プ
ロ

グ
ラ

ム
名

高
度

溶
接

技
術

者
プ

ロ
グ

ラ
ム

提
案

（
幹

事
）

部
局

工
学

研
究

科

連
携

部
局

接
合

科
学

研
究

所

履
修

対
象

者
修

士
・

博
士

修
了

要
件

10
単

位
以

上
必

修
科

目
8
単

位
を

含
む

10
単

位
以

上
を

修
得

す
る

こ
と

趣
旨

・
概

要

溶
接

技
術

は
、
素

材
か

ら
製

品
の

組
み

立
て

に
至

る
も

の
づ

く
り

基
盤

技
術

の
中

核
と

し
て

、
あ

ら
ゆ

る
製

造
分

野
で

活
用

さ
れ

て
い

ま
す

。
溶

接
の

原
理

は
、
ア

ー
ク

や
レ

ー
ザ

な
ど

の
熱

源
に

よ
っ

て
、
材

料
局

部
を

溶
か

し
て

つ
な

ぐ
こ

と
で

す
が

、
急

速
な

加
熱

・
冷

却
は

溶
接

部
分

の
強

度
や

耐
食

性
な

ど
を

劣
化

さ
せ

、
同

時
に

変
形

や
残

留
応

力
発

生
の

原
因

に
も

な
り

ま
す

。
し

た
が

っ
て

、
製

品
品

質
や

安
全

性
を

確
保

す
る

た
め

に
は

、溶
接

の
前

後
工

程
の

適
切

な
処

理
や

品
質

検
査

を
実

施
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
溶

接
技

術
は

未
だ

完
成

さ
れ

た
技

術
で

は
な

く
、
製

品
に

応
じ

た
適

正
な

溶
接

継
手

を
つ

く
る

た
め

に
は

、
溶

接
施

工
に

関
わ

る
技

術
者

の
知

識
･経

験
が

不
可

欠
で

あ
る

こ
と

が
、
国

際
標

準
IS
O
14

73
1「

溶
接

技
術

者
の

任
務

と
責

務
」に

も
明

記
さ

れ
て

い
ま

す
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
こ

の
よ

う
な

背
景

を
元

に
、

も
の

づ
く

り
分

野
で

必
要

と
さ

れ
て

い
る

高
度

溶
接

技
術

者
を

育
成

す
る

目
的

で
設

置
さ

れ
ま

し
た

。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
習

を
通

し
て

、
以

下
の

能
力

を
備

え
た

方
に

修
了

認
定

証
を

授
与

し
ま

す
。

①
溶

接
法

・
機

器
に

関
す

る
知

識
を

修
得

し
て

い
る

。
②

材
料

・
溶

接
性

に
関

す
る

知
識

を
修

得
し

て
い

る
。

③
設

計
・

力
学

に
関

す
る

知
識

を
修

得
し

て
い

る
。

④
施

工
・

管
理

に
関

す
る

知
識

を
修

得
し

て
い

る
。

※
構

成
科

目
の

備
考

欄
①

～
④

と
対

応
し

て
い

ま
す

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成

上
記

の
教

育
目

標
（

修
了

時
に

身
に

つ
け

る
べ

き
能

力
）
を

達
成

す
る

た
め

に
、

4
個

の
必

修
科

目
と

15
個

の
選

択
科

目
を

配
置

し
て

い
ま

す
。

4
個

の
必

修
科

目
は

、
上

記
①

～
④

の
能

力
を

系
統

的
に

獲
得

で
き

る
よ

う
設

置
さ

れ
て

い
ま

す
。

15
個

の
選

択
科

目
は

、
上

記
①

～
④

の
さ

ら
な

る
能

力
の

獲
得

の
た

め
に

設
置

さ
れ

て
い

ま
す

が
、

特
に
「

溶
接

施
工

管
理

論
Ⅱ

」、
「

溶
接

施
工

管
理

論
Ⅲ

」
で

は
、

よ
り

実
践

的
な

能
力

を
獲

得
す

る
た

め
に

、
学

外
実

習
を

取
り

入
れ

て
い

ま
す

。

履
修

資
格

・
条

件
IW

Eデ
ィ

プ
ロ

マ
資

格
（

終
身

資
格

）
の

取
得

を
目

指
す

方
は

、
工

科
系

4
年

制
大

学
卒

以
上

の
学

歴
が

必
要

で
す

。

前
提

知
識

の
目

安
IW

Eデ
ィ

プ
ロ

マ
資

格
（

終
身

資
格

）
の

取
得

を
目

指
す

方
は

、
電

気
・

材
料

・
力

学
に

関
す

る
学

部
レ

ベ
ル

の
知

識
を

持
っ

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

問
い

合
わ

せ
等

ht
tp

://
w
w
w
.m

ap
se

.e
ng

.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp
/m

m
siw

e/
in
de

x.
ht

m
l

工
学

研
究

科
マ

テ
リ

ア
ル

生
産

科
学

専
攻

　
　

教
授

　
浅

井
　

知
as

ai
@
m

ap
se

.e
ng

.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp
　

TE
L：

06
-6

87
9-

75
47

同
専

攻
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

助
教

　
高

原
　

渉
ta
ka

ha
ra
@
m

ap
se

.e
ng

.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp
　

TE
L：

06
-6

87
9-

47
37

プ
ロ

グ
ラ

ム
独

自
の

説
明

会
に

つ
い

て

特
記

事
項

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
修

了
し

た
の

ち
、

製
造

業
に

就
職

し
、

溶
接

・
生

産
関

連
技

術
者

と
し

て
の

経
験

を
4
年

以
上

積
む

と
と

も
に

、
よ

り
実

際
的

な
知

識
の

修
得

に
努

め
る

と
、

国
際

溶
接

学
会

（
IIW

）
か

ら
発

行
さ

れ
、

世
界

に
通

用
す

る
国

際
溶

接
技

術
者

（
In
te

rn
at
io
na

l �W
el
di
ng

�E
ng

in
ee

r）
IW

Eデ
ィ

プ
ロ

マ
資

格
（

終
身

資
格

）
の

取
得

に
つ

な
が

り
ま

す
。

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
単

位
数

開
講

学
期

（
4学

期
制

）
開

講
部

局
（

課
程

）
備

考
必

修
選

必
選

択

28
07

91
構

造
化

設
計

学
2

秋
～

冬
学

期
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

③

28
09

50
ジ

ョ
イ

ニ
ン

グ
プ

ロ
セ

ス
特

論
Ⅱ

2
秋

～
冬

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
②

28
11

34
溶

接
プ

ロ
セ

ス
学

特
論

2
秋

～
冬

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
①

28
11

35
溶

接
施

工
管

理
論
Ⅰ

2
秋

～
冬

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
①

④

28
11

36
溶

接
施

工
管

理
論
Ⅱ

2
秋

～
冬

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
①

④
、

学
外

実
習

あ
り

28
11

37
溶

接
施

工
管

理
論
Ⅲ

2
秋

～
冬

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
④

、
学

外
実

習
あ

り

28
09

49
ジ

ョ
イ

ニ
ン

グ
プ

ロ
セ

ス
特

論
Ⅰ

2
夏

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
②

28
07

89
加

工
物

理
学
Ⅰ

2
秋

～
冬

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
①

28
03

29
先

端
構

造
評

価
論

2
秋

～
冬

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
③

28
07

92
構

造
化

評
価

学
2

春
学

期
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

③

28
01

15
機

能
材

料
学

2
夏

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
②

28
02

45
材

料
機

能
化

設
計

学
2

秋
～

冬
学

期
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

①
②

28
09

51
接

合
プ

ロ
セ

ス
メ

タ
ラ

ジ
ー

論
2

秋
～

冬
学

期
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

②

28
07

80
材

料
加

工
学

2
春

～
夏

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
②

③

28
07

61
機

械
材

料
学

2
秋

～
冬

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
②

③

28
03

48
弾

塑
性

学
2

秋
～

冬
学

期
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

③

28
09

01
応

用
鋼

構
造

学
2

春
～

夏
学

期
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

③

28
02

28
鋼

構
造

設
計

工
学

2
秋

～
冬

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
③

28
06

52
材

料
創

成
論

2
秋

～
冬

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
②

構
成

科
目
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名

D
Sデ

ー
タ

科
学

提
案
（
幹
事
）
部
局

大
学

院
基

礎
工

学
研

究
科

連
携
部
局

経
済

学
研

究
科

、
人

間
科

学
研

究
科

、
医

学
系

研
究

科
、

工
学

研
究

科
、

理
学

研
究

科
、

情
報

科
学

研
究

科

履
修
対
象
者

修
士

・
博

士

修
了
要
件

12
単

位
以

上
（

＊
1）

＊
1「

D
Sイ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
」

を
修

得
し

た
履

修
生

は
11

単
位

以
上

で
修

了
選

択
必

修
科

目
A

群
か

ら
6

単
位

（
*2

）、
コ

ー
ス

ご
と

に
指

定
さ

れ
た

選
択

必
修

科
目

B
群

か
ら

4
単

位
を

修
得

し
、さ

ら
に

選
択

科
目

を
加

え
た

コ
ー

ス
全

構
成

科
目

か
ら

2
単

位
以

上
を

修
得

す
る

。
＊

2「
D

Sイ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

」
を

修
得

し
た

履
修

生
は

5
単

位

趣
旨
・
概
要

「
D

Sデ
ー

タ
科

学
」

は
、

即
戦

力
の

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
テ

ィ
ス

ト
を

養
成

す
る

こ
と

を
目

指
し

ま
す

。
デ

ー
タ

科
学

は
、

数
学

や
物

理
学

な
ど

の
ハ

ー
ド

サ
イ

エ
ン

ス
の

直
接

的
な

適
用

で
解

決
で

き
な

い
課

題
に

対
す

る
ア

プ
ロ

ー
チ

と
し

て
有

効
で

す
。

ハ
ー

ド
サ

イ
エ

ン
ス

を
無

視
す

る
わ

け
で

は
な

く
、

ハ
ー

ド
サ

イ
エ

ン
ス

に
よ

る
知

識
知

恵
を

最
大

限
活

か
す

こ
と

で
統

計
モ

デ
ル

を
構

築
し

、
そ

れ
を

デ
ー

タ
か

ら
検

証
す

る
と

い
う

の
が

一
つ

の
典

型
的

な
パ

タ
ー

ン
で

す
。

独
り

立
ち

レ
ベ

ル
の

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
テ

ィ
ス

ト
を

輩
出

す
る

た
め

、
構

成
科

目
に

は
、

理
論

を
扱

う
講

義
科

目
に

加
え

て
、

実
際

的
な

演
習

や
実

習
を

組
み

入
れ

て
い

ま
す

。
デ

ー
タ

分
析

に
は

徒
弟

制
度

的
な

要
素

が
あ

り
、

そ
れ

を
少

人
数

の
演

習
・

実
習

・
PB

Lで
実

現
し

ま
す

。
デ

ー
タ

を
分

析
す

る
技

術
も

大
事

で
す

が
、

デ
ー

タ
分

析
に

よ
る

結
論

の
誤

謬
を

最
小

化
し

説
得

性
を

も
た

せ
る

、
つ

ま
り

、
デ

ー
タ

分
析

が
実

際
に

役
に

立
つ

た
め

に
は

、
エ

ビ
デ

ン
ス

に
基

づ
く

科
学

的
方

法
（

e.
g.

, 
ev

id
en

ce
d-

ba
se

d 
m

ed
ic

in
e,

 e
vi

de
nc

ed
-b

as
ed

 p
ol

ic
y）

を
目

指
す

必
要

が
あ

り
ま

す
。

た
と

え
ば

PP
D

AC
（

Pr
ob

le
m

-
Pl

an
-D

at
a-

An
al

ys
is-

Co
nc

lu
sio

n）
と

呼
ば

れ
る

デ
ー

タ
科

学
の

定
石

を
マ

ス
タ

ー
す

る
こ

と
が

そ
の

第
一

歩
に

な
り

ま
す

。
「

D
Sデ

ー
タ

科
学

」
に

は
、

既
存

の
大

学
院

等
高

度
副

プ
ロ

グ
ラ

ム
「

デ
ー

タ
科

学
」

に
対

応
す

る
6

つ
の

コ
ー

ス
を

用
意

し
、

受
講

生
の

専
門

分
野

に
広

く
対

応
す

る
も

の
と

な
っ

て
い

ま
す

。
つ

ま
り

、「
D

S
デ

ー
タ

科
学

」
は

従
来

の
「

デ
ー

タ
科

学
」

と
対

に
な

り
、

座
学

中
心

の
「

デ
ー

タ
科

学
」

は
主

に
広

い
視

野
を

持
つ

た
め

の
も

の
、「

D
Sデ

ー
タ

科
学

」
は

実
践

的
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

い
う

違
い

が
あ

り
ま

す
。

両
方

に
登

録
し

修
了

す
る

こ
と

も
可

能
で

す
。

選
択

必
修

科
目

A
群

は
コ

ー
ス

共
通

の
コ

ア
科

目
で

演
習

、
実

習
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

な
ど

が
用

意
さ

れ
て

お
り

「
D

S
デ

ー
タ

科
学

」
固

有
の

構
成

科
目

、
選

択
必

修
科

目
B

群
と

選
択

科
目

は
コ

ー
ス

の
特

徴
を

表
す

科
目

群
か

ら
な

っ
て

お
り

従
来

の
「

デ
ー

タ
科

学
」

と
共

通
で

す
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

文
部

科
学

省
の

未
来

価
値

創
造

人
材

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
「

超
ス

マ
ー

ト
社

会
の

実
現

に
向

け
た

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
テ

ィ
ス

ト
育

成
事

業
」

の
取

組
「

独
り

立
ち

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
テ

ィ
ス

ト
人

材
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
D

S4 ）」
と

し
て

実
施

さ
れ

ま
す

。

到
達
目
標

（
修
了
時
に
身
に
付
く
能
力
）

①
PP

D
AC

に
沿

っ
て

デ
ー

タ
科

学
を

実
践

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
②

デ
ー

タ
科

学
に

よ
る

意
思

決
定

や
価

値
創

造
が

可
能

と
な

る
。

③
デ

ー
タ

を
観

る
こ

と
の

意
味

や
分

析
の

ベ
ー

ス
と

な
る

統
計

理
論

が
理

解
で

き
る

。
そ

の
結

果
、

即
戦

力
の

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
テ

ィ
ス

ト
に

な
る

こ
と

が
で

き
る

。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
は

6つ
の

コ
ー

ス
（

D
S統

計
数

理
、

D
S機

械
学

習
、

D
S医

学
統

計
学

、
D

S保
健

医
療

統
計

学
、

D
S経

済
経

営
統

計
学

、
D

S人
文

社
会

統
計

学
）が

用
意

さ
れ

て
お

り
、

受
講

生
の

専
門

や
目

的
に

合
わ

せ
て

コ
ー

ス
を

選
択

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
ま

た
、

複
数

の
コ

ー
ス

を
登

録
し

修
了

す
る

こ
と

も
可

能
で

あ
り

、
異

な
っ

た
分

野
に

お
け

る
固

有
の

技
術

や
概

念
を

学
び

、
デ

ー
タ

科
学

の
観

点
か

ら
そ

れ
ら

を
見

つ
め

直
す

こ
と

に
よ

り
、

学
際

的
・

俯
瞰

的
な

視
野

を
獲

得
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

各
コ

ー
ス

の
構

成
科

目
は

、
選

択
必

修
科

目
A

群
と

B
群

、
そ

し
て

選
択

科
目

か
ら

成
る

。
選

択
必

修
科

目
A

群
は

6
つ

あ
る

コ
ー

ス
に

共
通

の
コ

ア
科

目
で

あ
る

。
D

S
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
は

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
テ

ィ
ス

ト
を

雇
用

し
て

い
る

企
業

に
2

週
間

派
遣

さ
れ

、
デ

ー
タ

科
学

の
実

際
を

現
場

で
体

験
す

る
。

実
証

型
研

究
法

は
、

各
受

講
生

が
も

つ
実

証
的

課
題

（
修

士
論

文
の

テ
ー

マ
も

O
K）

を
も

ち
よ

り
、

デ
ー

タ
科

学
的

観
点

か
ら

レ
ビ

ュ
ー

を
受

け
、

一
段

上
の

論
文

完
成

を
目

指
す

。
デ

ー
タ

科
学

PB
Lは

合
宿

形
式

で
行

う
予

定
で

、
受

講
生

を
グ

ル
ー

プ
分

け
し

、
与

え
ら

れ
た

各
種

の
デ

ー
タ

を
グ

ル
ー

プ
で

分
析

し
報

告
す

る
と

い
う

形
式

の
実

習
で

あ
る

。
最

後
に

、
教

員
が

用
意

し
た

基
準

解
答

的
な

分
析

が
示

さ
れ

る
。

デ
ー

タ
科

学
各

論
は

オ
ム

ニ
バ

ス
形

式
で

、
日

本
で

活
躍

す
る

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
テ

ィ
ス

ト
や

現
場

の
実

務
家

教
員

に
よ

る
デ

ー
タ

科
学

の
講

義
で

あ
る

（
H

32
年

度
よ

り
開

講
）。

選
択

必
修

科
目

B
群

と
選

択
科

目
は

コ
ー

ス
の

特
徴

を
表

す
科

目
群

か
ら

な
っ

て
お

り
（

従
来

の
）

副
プ

ロ
グ

ラ
ム

「
デ

ー
タ

科
学

」
と

共
通

で
あ

る
。

以
下

に
各

コ
ー

ス
の

特
徴

で
あ

る
選

必
修

科
目

B
群

の
代

表
的

科
目

を
記

す
。

〈
D

S統
計

数
理

コ
ー

ス
〉

多
変

量
解

析
、

統
計

的
推

測
、

時
系

列
解

析
〈

D
S機

械
学

習
コ

ー
ス

〉
デ

ー
タ

マ
イ

ニ
ン

グ
工

学
、

統
計

解
析
Ⅰ

、
Ⅱ

、
統

計
モ

デ
リ

ン
グ

〈
D

S医
学

統
計

学
コ

ー
ス

〉
医

学
統

計
学

総
論

、
医

学
統

計
学

各
論

、
ク

リ
ニ

カ
ル

ト
ラ

イ
ア

ル
総

論
〈

D
S保

健
医

療
統

計
学

コ
ー

ス
〉

保
健

情
報

論
、

看
護

工
学
Ⅰ

、
医

学
統

計
学

総
論

〈
D

S経
済

経
営

統
計

学
コ

ー
ス

〉
エ

コ
ノ

メ
ト

リ
ッ

ク
ス
Ⅰ

、
行

動
統

計
科

学
特

講
Ⅰ

、
デ

ー
タ

解
析

〈
D

S人
文

社
会

統
計

学
コ

ー
ス

〉
行

動
統

計
科

学
特

講
Ⅰ

、
社

会
心

理
学

特
講
Ⅰ

、
標

本
調

査

履
修
資
格
・
条
件

統
計

関
連

科
目

を
受

講
し

て
い

る
こ

と
。

研
究

や
実

務
等

に
お

い
て

実
デ

ー
タ

解
析

を
行

っ
た

経
験

が
あ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

前
提
知
識
の
目
安

統
計

検
定

2
級

対
応

「
統

計
学

基
礎

」（
改

訂
版

）
東

京
図

書
の

レ
ベ

ル
を

基
準

と
し

ま
す

。
デ

ー
タ

解
析

環
境

R
の

利
用

経
験

が
あ

っ
た

ほ
う

が
よ

い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
等

ht
tp

://
w

w
w

.si
gm

at
h.

es
.o

sa
ka

-u
.a

c.
jp

/~
Es

ta
t/

su
bp

ro
gr

am
-D

S4
.h

tm
l

プ
ロ
グ
ラ
ム
独
自
の

説
明
会
に
つ
い
て

■
M
M
DS

ガ
イ

ダ
ン

ス
日

時
：

20
19

年
4

月
12

日
（

金
）

18
：

00
～

20
：

00
場

所
：

法
経

講
義

棟
1

階
　

1
番

講
義

室

特
記
事
項

統
計

検
定

（
日

本
統

計
学

会
公

式
認

定
）

の
受

験
を

推
奨

し
ま

す
。

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

（
4学
期
制
）

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
必
A
選
必
B
選
択

大
学

院
基

礎
工

学
研

究
科

作
成

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
、

お
よ

び
左

記
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（

科
目

対
応

時
間

割
表

、
シ

ラ
バ

ス
等

を
含

む
）

を
参

照
。

構
成
科
目

60



プ
ロ

グ
ラ

ム
名

デ
ジ

タ
ル

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
テ

ィ
ー

ズ
：

分
析

方
法

論
と

実
践

提
案

（
幹

事
）

部
局

言
語

文
化

研
究

科

連
携

部
局

デ
ー

タ
ビ

リ
テ

ィ
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
機

構

履
修

対
象

者
修

士
・

博
士

修
了

要
件

8
単

位
以

上

趣
旨

・
概

要

Pr
oj
ec

t�G
ut

en
be

rg
や

G
oo

gl
e�
Bo

ok
sに

代
表

さ
れ

る
大

規
模

な
テ

ク
ス

ト
ア

ー
カ

イ
ブ

の
出

現
、
W

eb
�

2.
0
の

登
場

を
契

機
に

指
数

関
数

的
に

増
加

す
る

W
eb

ペ
ー

ジ
、

各
種

電
子

コ
ー

パ
ス

の
整

備
・

普
及

、
さ

ら
に

ユ
ー

ザ
ー

フ
レ

ン
ド

リ
ー

な
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
イ

ス
を

備
え

た
高

機
能

コ
ン

コ
ー

ダ
ン

サ
ー

の
開

発
は

、
言

語
研

究
は

も
ち

ろ
ん

、人
文

学
研

究
一

般
に

も
新

た
な

次
元

を
も

た
ら

し
つ

つ
あ

る
。

デ
ジ

タ
ル

化
さ

れ
た

テ
ク

ス
ト

の
利

点
は

な
に

よ
り

も
ノ

ン
リ

ニ
ア

な
分

析
処

理
を

可
能

に
す

る
こ

と
で

あ
る

。
デ

ジ
タ

ル
テ

ク
ス

ト
は

単
な

る
文

字
列

、
単

語
の

集
合

体
で

は
な

く
、

時
に

は
ベ

ク
ト

ル
や

数
値

行
列

に
変

換
さ

れ
、

統
計

解
析

を
施

す
こ

と
に

よ
り

、
従

来
の

リ
ニ

ア
な

ア
プ

ロ
ー

チ
で

は
不

可
能

な
パ

タ
ー

ン
や

現
象

を
視

覚
化

す
る

こ
と

を
可

能
に

す
る

。
こ

う
し

た
デ

ジ
タ

ル
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

テ
ィ

ー
ズ

の
取

り
組

み
、方

法
論

と
実

践
を

通
し

て
人

文
学

デ
ー

タ
を

新
た

な
角

度
か

ら
読

み
な

お
す

の
が

当
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
目

指
す

と
こ

ろ
で

あ
る

。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

当
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

提
供

す
る

コ
ー

ス
ワ

ー
ク

を
通

し
て

、
デ

ジ
タ

ル
化

し
た

人
文

学
的

デ
ー

タ
を

的
確

に
処

理
し

、
ニ

ー
ズ

に
合

致
し

た
情

報
の

鉱
脈

を
掘

り
当

て
活

用
す

る
高

度
な

「
デ

ジ
タ

ル
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

テ
ィ

ー
ズ

・
リ

テ
ラ

シ
ー

」
を

修
得

す
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成

当
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

自
然

言
語

処
理

の
モ

ジ
ュ

ー
ル

と
コ

ー
パ

ス
マ

イ
ニ

ン
グ

、
統

計
数

理
解

析
に

関
す

る
モ

ジ
ュ

ー
ル

に
よ

っ
て

構
成

さ
れ

て
い

る
。

そ
れ

ぞ
れ

の
モ

ジ
ュ

ー
ル

で
基

礎
理

論
と

応
用

実
践

の
方

法
論

を
有

機
的

に
組

み
合

わ
せ

て
教

授
す

る
。

自
然

言
語

処
理

で
は

言
語

デ
ー

タ
を

取
り

扱
う

た
め

の
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

や
、

処
理

ツ
ー

ル
を

駆
使

す
る

技
法

を
習

得
す

る
。

コ
ー

パ
ス

マ
イ

ニ
ン

グ
に

関
し

て
は

、
コ

ー
パ

ス
デ

ザ
イ

ン
に

関
す

る
理

論
や

、
人

文
学

資
料

の
電

子
化

・
構

造
化

に
関

す
る

基
礎

論
か

ら
テ

ク
ス

ト
電

子
化

の
た

め
国

際
共

通
規

格
で

あ
る

TE
I（

Te
xt
�E
nc

od
in
g�

In
iti
at
iv
e:
）

な
ど

に
つ

い
て

学
ぶ

。
さ

ら
に

、
デ

ー
タ

解
析

の
た

め
の

統
計

数
理

モ
デ

ル
に

関
す

る
講

義
を

行
う

と
と

も
に

、
実

践
的

な
コ

ー
パ

ス
分

析
か

ら
解

析
結

果
の

視
覚

化
（

Vi
su

al
iz
at
io
n）

技
術

を
応

用
し

、
い

わ
ゆ

る
�'D

ist
an

t�
Re

ad
in
g'
�

（
Fr
an

co
�M

or
et

ti,
�2
01

3）
の

演
習

を
行

う
。

履
修

資
格

・
条

件
特

に
な

し

前
提

知
識

の
目

安
特

に
な

し

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

問
い

合
わ

せ
等

言
語

文
化

研
究

科
大

学
院

係
（

豊
中

キ
ャ

ン
パ

ス
）

TE
L：

06
（

68
50

）
58

56
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

：
ge

nb
un

-d
ai
ga

ku
in
@
offi

ce
.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp

プ
ロ

グ
ラ

ム
独

自
の

説
明

会
に

つ
い

て

特
記

事
項

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

該
当

す
る

授
業

の
内

容
は

、
KO

AN
の

シ
ラ

バ
ス

と
各

授
業

の
第

1
回

目
に

ガ
イ

ダ
ン

ス
が

あ
り

ま
す

の
で

、
そ

れ
を

参
考

に
し

て
く

だ
さ

い
。

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
単

位
数

開
講

学
期

（
4学

期
制

）
開

講
部

局
（

課
程

）
備

考
必

修
選

必
選

択

30
03

11
コ

ー
パ

ス
言

語
学

研
究

A
2

春
～

夏
学

期
言

語
文

化
研

究
科

（
博

士
前

期
）

30
03

12
コ

ー
パ

ス
言

語
学

研
究

B
2

秋
～

冬
学

期
言

語
文

化
研

究
科

（
博

士
前

期
）

30
03

15
コ

ー
パ

ス
言

語
学

研
究

A
2

春
～

夏
学

期
言

語
文

化
研

究
科

（
博

士
前

期
）

30
03

16
コ

ー
パ

ス
言

語
学

研
究

B
2

秋
～

冬
学

期
言

語
文

化
研

究
科

（
博

士
前

期
）

30
03

49
コ

ー
パ

ス
言

語
学

研
究

A
2

春
～

夏
学

期
言

語
文

化
研

究
科

（
博

士
前

期
）

30
03

50
コ

ー
パ

ス
言

語
学

研
究

B
2

秋
～

冬
学

期
言

語
文

化
研

究
科

（
博

士
前

期
）

30
03

98
自

然
言

語
処

理
A

2
春

～
夏

学
期

言
語

文
化

研
究

科
（

博
士

前
期

）

30
03

99
自

然
言

語
処

理
B

2
秋

～
冬

学
期

言
語

文
化

研
究

科
（

博
士

前
期

）

構
成

科
目
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プ
ロ

グ
ラ

ム
名

文
化

と
植

民
地

主
義

提
案

（
幹

事
）

部
局

言
語

文
化

研
究

科

連
携

部
局

文
学

研
究

科

履
修

対
象

者
修

士
・

博
士

修
了

要
件

8
単

位
以

上

趣
旨

・
概

要

近
代

植
民

地
主

義
の

歴
史

は
、

古
く

は
15

世
紀

末
の

大
航

海
の

時
代

ま
で

さ
か

の
ぼ

り
ま

す
が

、
と

く
に

18
世

紀
以

降
は

、
旧

大
英

帝
国

を
は

じ
め

と
す

る
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

諸
帝

国
に

よ
る

植
民

地
支

配
が

拡
大

し
、
世

界
各

地
の

言
語

文
化

に
大

き
な

影
響

を
与

え
て

き
ま

し
た

。
日

本
文

化
も

そ
の

例
外

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。
ま

た
、

20
世

紀
に

は
ア

メ
リ

カ
合

衆
国

が
世

界
の

主
導

権
を

握
り

、
近

年
で

は
グ

ロ
ー

バ
リ

ゼ
ー

シ
ョ

ン
の

問
題

が
大

き
く

浮
上

し
て

い
ま

す
が

、
こ

れ
ら

の
動

き
も

近
代

植
民

地
主

義
の

歴
史

と
無

関
係

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

一
方

、
旧

植
民

地
が

次
々

に
独

立
を

果
た

し
た

20
世

紀
後

半
か

ら
は

、
エ

ド
ワ

ー
ド

・
サ

イ
ー

ド
の

『
オ

リ
エ

ン
タ

リ
ズ

ム
』（

19
78

年
）
を

は
じ

め
、

旧
植

民
地

の
視

点
か

ら
植

民
地

主
義

の
歴

史
や

そ
の

言
語

文
化

的
な

影
響

を
批

判
的

に
検

討
す

る
と

と
も

に
、

旧
植

民
地

に
お

け
る

活
発

な
文

化
活

動
に

着
目

す
る

研
究

、
す

な
わ

ち
ポ

ス
ト

コ
ロ

ニ
ア

ル
研

究
が

力
強

く
進

め
ら

れ
て

き
ま

し
た

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
言

語
文

化
と

植
民

地
主

義
と

の
関

係
を

多
角

的
に

考
察

す
る

力
を

育
成

す
る

目
的

で
設

置
し

ま
し

た
。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
学

習
を

通
し

て
、

以
下

の
能

力
を

備
え

た
方

に
修

了
認

定
書

を
授

与
し

ま
す

。
①

�ポ
ス

ト
コ

ロ
ニ

ア
ル

理
論

や
そ

の
関

連
理

論
を

理
解

し
て

い
る

。
②

�旧
植

民
地

や
そ

の
先

住
民

の
言

語
文

化
、
植

民
地

主
義

に
か

か
わ

る
旧

宗
主

国
の

文
化

、
日

本
文

化
、
ま

た
、

こ
れ

ら
の

前
提

と
な

る
「

文
化

」
概

念
を

理
解

し
て

い
る

。
③

�上
記

の
理

論
や

概
念

を
応

用
し

、
様

々
な

言
語

文
化

を
分

析
し

、
論

じ
る

こ
と

が
で

き
る

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
い

ず
れ

の
科

目
も

、
上

記
の

到
達

目
標

に
掲

げ
た

文
化

理
論

と
文

化
概

念
の

理
解

や
、
文

化
事

象
を

分
析

し
論

じ
る

能
力

を
高

め
る

授
業

を
行

っ
て

い
ま

す
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
構

成
は

段
階

的
な

科
目

配
置

で
は

な
く

、
植

民
地

宗
主

国
、

日
本

、
旧

植
民

地
や

そ
の

先
住

民
の

言
語

文
化

を
横

断
的

に
カ

バ
ー

で
き

る
科

目
配

置
に

な
っ

て
い

ま
す

の
で

、
科

目
を

多
く

履
修

す
れ

ば
そ

れ
だ

け
広

範
囲

な
知

見
を

獲
得

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

履
修

資
格

・
条

件
言

語
文

化
と

社
会

と
の

関
係

に
つ

い
て

関
心

が
あ

り
、

そ
の

関
心

を
深

め
る

意
欲

を
持

っ
て

い
る

こ
と

。

前
提

知
識

の
目

安
大

学
生

レ
ベ

ル
の

英
文

の
読

解
力

が
必

要

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

問
い

合
わ

せ
等

言
語

文
化

研
究

科
大

学
院

係
（

豊
中

キ
ャ

ン
バ

ス
）

TE
L：

06
（

68
50

）
58

56
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

：
ge

nb
un

-d
ai
ga

ku
in
@
offi

ce
.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp

プ
ロ

グ
ラ

ム
独

自
の

説
明

会
に

つ
い

て

■
個

別
ガ

イ
ダ

ン
ス

4
月

4
日

（
木

）
12

：
10

～
13

：
00

豊
中

キ
ャ

ン
パ

ス
　

言
語

文
化

研
究

科
A
棟

（
教

室
は

当
日

掲
示

な
ど

に
よ

り
お

知
ら

せ
し

ま
す

。）

特
記

事
項

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

該
当

す
る

授
業

の
内

容
は

、
KO

AN
の

シ
ラ

バ
ス

と
各

授
業

の
第

1
回

目
に

ガ
イ

ダ
ン

ス
が

あ
り

ま
す

の
で

、
そ

れ
を

参
考

に
し

て
く

だ
さ

い
。

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
単

位
数

開
講

学
期

（
4学

期
制

）
開

講
部

局
（

課
程

）
備

考
必

修
選

必
選

択

30
02

37
現

代
超

域
文

化
論

A
2

春
～

夏
学

期
言

語
文

化
研

究
科

（
博

士
前

期
）

①
③

30
02

38
現

代
超

域
文

化
論

B
2

秋
～

冬
学

期
言

語
文

化
研

究
科

（
博

士
前

期
）

①
③

30
02

35
現

代
超

域
文

化
論

A
2

春
～

夏
学

期
言

語
文

化
研

究
科

（
博

士
前

期
）

②
③

30
02

36
現

代
超

域
文

化
論

B
2

秋
～

冬
学

期
言

語
文

化
研

究
科

（
博

士
前

期
）

②
③

30
02

13
言

語
文

化
変

容
論

A
2

春
～

夏
学

期
言

語
文

化
研

究
科

（
博

士
前

期
）

①
②

③

30
02

14
言

語
文

化
変

容
論

B
2

秋
～

冬
学

期
言

語
文

化
研

究
科

（
博

士
前

期
）

①
②

③

30
03

86
言

語
文

化
理

論
研

究
A

2
春

～
夏

学
期

言
語

文
化

研
究

科
（

博
士

前
期

）
①

③

30
03

87
言

語
文

化
理

論
研

究
B

2
秋

～
冬

学
期

言
語

文
化

研
究

科
（

博
士

前
期

）
①

③

20
29

24
英

文
学

作
品

研
究

演
習

2
春

～
夏

学
期

文
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
①

②

20
29

20
英

文
学

作
品

研
究

演
習

2
秋

～
冬

学
期

文
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
①

②

構
成

科
目
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プ
ロ

グ
ラ

ム
名

グ
ロ

ー
バ

ル
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

提
案

（
幹

事
）

部
局

国
際

公
共

政
策

研
究

科

連
携

部
局

履
修

対
象

者
修

士

修
了

要
件

8
単

位
以

上

趣
旨

・
概

要

地
域

医
療

や
政

治
か

ら
環

境
、

開
発

、
人

権
や

国
際

紛
争

ま
で

、
公

共
に

関
わ

る
困

難
な

問
題

は
、

原
因

と
影

響
が

グ
ロ

ー
バ

ル
に

広
が

っ
て

い
ま

す
。

こ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、連
携

分
野

を
通

じ
た

社
学

連
携

を
最

大
限

に
活

用
し

つ
つ

、
国

際
機

関
、

行
政

機
関

、
外

交
、

政
治

、
企

業
、

N
G
O

で
実

際
に

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
活

躍
し

て
き

た
人

材
を

講
師

に
迎

え
、

グ
ロ

ー
バ

ル
な

課
題

に
取

り
組

む
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

に
必

要
と

さ
れ

る
考

え
方

と
方

法
お

よ
び

ス
キ

ル
を

身
に

つ
け

る
こ

と
を

目
的

と
し

ま
す

。
こ

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
教

育
理

念
は

、「
学

び
合

う
。

社
会

と
学

ぶ
」で

す
。

参
加

者
に

は
上

記
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
「

場
」

と
「

機
会

」
が

与
え

ら
れ

ま
す

。
対

話
的

授
業

（
ソ

ク
ラ

テ
ィ

ッ
ク

メ
ソ

ッ
ド

）、
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

、
連

携
企

業
・

他
大

学
と

の
合

同
演

習
、
合

宿
な

ど
、
参

加
者

の
主

体
性

を
引

き
出

す
教

育
方

法
も

魅
力

で
す

。
よ

き
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

の
た

め
に

は
継

続
的

練
習

（
習

慣
づ

け
）

が
重

要
で

す
。

そ
こ

で
、

企
業

や
�N

PO
と

の
連

携
に

よ
り

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
修

了
生

、
卒

業
生

に
対

し
て

、
気

づ
き

と
学

習
の

連
鎖

を
う

な
が

す
よ

う
な

課
外

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
も

提
供

し
て

い
き

ま
す

。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）
（

1）
グ

ロ
ー

バ
ル

な
課

題
へ

の
理

解
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
2）

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
に

必
要

と
さ

れ
る

考
え

方
と

方
法

お
よ

び
ス

キ
ル

を
身

に
つ

け
る

こ
と

が
で

き
る

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成

「
実

践
グ

ロ
ー

バ
ル

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
」

で
は

グ
ロ

ー
バ

ル
な

公
共

的
問

題
、「

経
営

者
と

語
る

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
」で

は
企

業
活

動
に

か
か

わ
る

公
共

的
問

題
へ

の
理

解
を

深
め

つ
つ

、
ゲ

ス
ト

と
の

対
話

を
通

じ
て

こ
れ

ら
の

課
題

解
決

に
必

要
な

考
え

方
と

方
法

を
身

に
つ

け
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
工

夫
さ

れ
て

い
る

。
同

時
に
「

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
デ

ザ
イ

ン
」
で

は
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
通

じ
て

ア
イ

デ
ィ

ア
の

出
し

方
か

ら
ま

と
め

方
ま

で
を

学
び

、「
ネ

ゴ
シ

エ
ー

シ
ョ

ン
」
で

は
合

意
形

成
の

実
践

的
練

習
を

行
う

。「
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
考

え
る

」で
は

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

目
的

・
考

え
方

や
理

論
に

つ
い

て
深

く
学

び
、

課
外

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

を
含

む
さ

ら
な

る
応

用
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

。

履
修

資
格

・
条

件
科

目
に

よ
っ

て
は

、
事

前
課

題
の

提
出

、
受

講
者

人
数

の
上

限
が

定
め

ら
れ

る
場

合
が

あ
り

、
正

当
な

理
由

な
く

遅
刻

欠
席

を
し

な
い

こ
と

が
単

位
取

得
要

件
と

さ
れ

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。

前
提

知
識

の
目

安
受

講
者

そ
れ

ぞ
れ

の
専

門
分

野
、

関
心

分
野

に
真

摯
に

取
り

組
む

姿
勢

と
公

共
的

課
題

に
関

す
る

問
題

意
識

を
持

っ
て

い
る

こ
と

。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

問
い

合
わ

せ
等

国
際

公
共

政
策

研
究

科
（

O
SI
PP

）
G
LP

事
務

局
H
P：

ht
tp

://
w
w
w
.o
sip

p.
os

ak
a-
u.
ac

.jp
/le

ad
er

/
E-

m
ai
l：

gl
p@

os
ip
p.
os

ak
a-
u.
ac

.jp
（

G
LP

事
務

局
）

TE
L：

06
-6

85
0-

56
29

（
直

通
）　

FA
X：

06
-6

85
0-

56
29

（
直

通
）

プ
ロ

グ
ラ

ム
独

自
の

説
明

会
に

つ
い

て

特
記

事
項

秋
～

冬
学

期
開

講
の
「

経
営

者
と

語
る

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
」、
「

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

考
え

る
」
の

履
修

の
た

め
に

は
、

春
～

夏
学

期
開

講
の

「
実

践
グ

ロ
ー

バ
ル

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
」

や
「

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
デ

ザ
イ

ン
」

の
受

講
を

す
す

め
ま

す
。

そ
の

他
に

つ
い

て
は

各
講

義
の

シ
ラ

バ
ス

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
単

位
数

開
講

学
期

（
4学

期
制

）
開

講
部

局
（

課
程

）
備

考
必

修
選

必
選

択

31
01

19
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
（

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

考
え

る
）

2
秋

～
冬

学
期

国
際

公
共

政
策

研
究

科
（

博
士

前
期

）

31
11

27
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
（

実
践

グ
ロ

ー
バ

ル
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

）
2

春
～

夏
学

期
国

際
公

共
政

策
研

究
科

（
博

士
前

期
）

31
10

75
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
（

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
デ

ザ
イ

ン
）

2
春

～
夏

学
期

国
際

公
共

政
策

研
究

科
（

博
士

前
期

）

31
09

83
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
（

ネ
ゴ

シ
エ

ー
シ

ョ
ン
Ⅰ

）
2

春
～

夏
学

期
国

際
公

共
政

策
研

究
科

（
博

士
前

期
）

31
09

84
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
（

ネ
ゴ

シ
エ

ー
シ

ョ
ン
Ⅱ

）
2

秋
～

冬
学

期
国

際
公

共
政

策
研

究
科

（
博

士
前

期
）

31
14

44
特

殊
講

義
（

経
営

者
と

語
る

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
）

2
秋

～
冬

学
期

国
際

公
共

政
策

研
究

科
（

博
士

前
期

）

31
14

98
特

殊
講

義
（

国
際

問
題
Ⅰ

）
2

春
～

夏
学

期
国

際
公

共
政

策
研

究
科

（
博

士
前

期
）

31
14

99
特

殊
講

義
（

国
際

問
題
Ⅱ

）
2

秋
～

冬
学

期
国

際
公

共
政

策
研

究
科

（
博

士
前

期
）

構
成

科
目
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プ
ロ

グ
ラ

ム
名

ヒ
ュ

ー
マ

ン
ウ

ェ
ア

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
副

プ
ロ

グ
ラ

ム

提
案

（
幹

事
）

部
局

情
報

科
学

研
究

科

連
携

部
局

生
命

機
能

研
究

科
、

基
礎

工
学

研
究

科

履
修

対
象

者
修

士
・

博
士

修
了

要
件

8
単

位
以

上

趣
旨

・
概

要

情
報

技
術

の
類

ま
れ

な
発

展
に

よ
り

人
間

や
機

械
が

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
介

し
て

密
接

に
つ

な
が

り
合

う
こ

と
で

、
人

間
と

人
間

、
人

間
と

環
境

・
機

械
と

の
間

で
予

測
困

難
な

課
題

が
生

じ
て

お
り

、
ま

た
情

報
シ

ス
テ

ム
が

人
間

や
環

境
に

か
け

る
負

担
も

急
速

に
増

大
し

て
い

ま
す

。
こ

の
よ

う
に

激
変

す
る

情
報

社
会

で
は「

生
命

シ
ス

テ
ム

な
ど

が
持

つ
仕

組
み

を
有

し
、

人
間

・
環

境
に

調
和

し
た

情
報

社
会

を
構

築
す

る
新

し
い

技
術

：
ヒ

ュ
ー

マ
ン

ウ
ェ

ア
」

の
確

立
が

急
務

で
す

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
、

こ
の

ヒ
ュ

ー
マ

ン
ウ

ェ
ア

と
い

う
視

点
か

ら
、「

情
報

科
学

、
生

命
科

学
、

認
知

・
脳

科
学

」
の

包
括

的
な

理
解

の
下

で
、

こ
れ

ら
の

融
合

か
ら

自
ら

課
題

を
設

定
し

、
グ

ル
ー

プ
を

組
織

・
牽

引
し

て
そ

れ
を

解
決

す
る

こ
と

に
よ

り
、

新
し

い
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

へ
と

導
く

人
材

を
育

成
し

ま
す

。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
習

を
通

し
て

、
以

下
の

能
力

を
備

え
た

方
に

修
了

認
定

証
を

授
与

し
ま

す
。

①
ヒ

ュ
ー

マ
ン

ウ
ェ

ア
と

い
う

視
点

を
も

っ
て

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

方
向

性
の

転
換

を
考

え
ら

れ
る

能
力

。
②

情
報

科
学

、
生

命
科

学
、

認
知

・
脳

科
学

の
分

野
を

横
断

的
に

考
え

、
議

論
で

き
る

能
力

。
③

�課
題

設
定

と
グ

ル
ー

プ
に

よ
る

解
決

に
挑

戦
で

き
る

デ
ザ

イ
ン

力
､
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
､
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

力
。

④
専

門
分

野
や

立
場

、
国

や
文

化
な

ど
が

異
な

る
多

様
な

人
と

協
働

で
き

る
能

力
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成

上
記

の
教

育
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
、

学
生

が
そ

れ
ぞ

れ
の

目
的

に
応

じ
て

自
主

的
に

成
長

す
る

た
め

の
科

目
を

提
供

し
て

い
ま

す
。

例
え

ば
、
異

分
野

の
学

生
が

集
ま

り
、
時

に
は

教
員

も
取

り
込

み
、
チ

ー
ム

に
て

課
題

を
設

定
し

て
挑

む
中

で
、
上

記
能

力
を

獲
得

し
ま

す
。

講
義

か
ら

学
ぶ

こ
と

よ
り

も
、
人

と
の

つ
な

が
り

と
自

身
の

行
動

や
思

考
に

よ
る

成
長

を
想

定
し

て
い

ま
す

。
ま

た
全

て
の

学
生

に
画

一
的

な
教

育
を

提
供

す
る

の
で

は
な

く
、
ヒ

ュ
ー

マ
ン

ウ
ェ

ア
と

い
う

概
念

に
焦

点
を

当
て

な
が

ら
、
で

き
る

限
り

個
々

の
学

生
の

目
的

や
個

性
に

合
わ

せ
た

教
育

の
場

を
提

供
す

る
と

同
時

に
、

学
生

よ
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

改
善

と
発

展
も

歓
迎

し
ま

す
。

履
修

資
格

・
条

件

受
講

希
望

者
の

人
数

や
そ

の
他

の
状

況
に

よ
り

、
選

考
す

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。
情

報
科

学
、
生

命
科

学
、
認

知
・

脳
科

学
お

よ
び

そ
の

複
合

領
域

に
つ

い
て

の
関

心
が

あ
り

、
異

分
野

の
論

点
を

理
解

す
る

た
め

の
強

い
好

奇
心

、
対

象
を

多
面

的
に

捉
え

る
た

め
の

柔
軟

性
と

無
邪

気
さ

、
異

分
野

交
流

に
必

要
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

意
欲

を
持

つ
学

生
を

歓
迎

し
ま

す
。

前
提

知
識

の
目

安
文

系
理

系
を

問
わ

ず
様

々
な

分
野

の
学

生
の

受
講

を
期

待
し

ま
す

。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

問
い

合
わ

せ
等

プ
ロ

グ
ラ

ム
独

自
の

説
明

会
に

つ
い

て

特
記

事
項

受
講

を
希

望
す

る
場

合
は

、
情

報
科

学
研

究
科

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

か
ら

、「
教

育
活

動
→

高
度

教
育

活
動

→
ヒ

ュ
ー

マ
ン

ウ
ェ

ア
副

プ
ロ

グ
ラ

ム
」を

ご
覧

に
な

り
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
詳

細
や

申
請

方
法

な
ど

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
4
月

19
日

（
金

）
ま

で
に

別
紙

エ
ン

ト
リ

ー
シ

ー
ト

を
提

出
く

だ
さ

い
。

4
月

19
日

（
金

）
以

降
4
月

26
日

（
金

）
ま

で
に

エ
ン

ト
リ

ー
シ

ー
ト

の
提

出
が

あ
っ

た
も

の
に

つ
い

て
も

考
慮

し
ま

す
。

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
単

位
数

開
講

学
期

（
4学

期
制

）
開

講
部

局
（

課
程

）
備

考
必

修
選

必
選

択

33
10

33
ヒ

ュ
ー

マ
ン

ウ
ェ

ア
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

論
M

2
秋

～
冬

学
期

情
報

科
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
①

33
30

16
ヒ

ュ
ー

マ
ン

ウ
ェ

ア
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

論
D

2
秋

～
冬

学
期

情
報

科
学

研
究

科
（

博
士

後
期

）
①

33
10

34
ヒ

ュ
ー

マ
ン

ウ
ェ

ア
熟

議
セ

ミ
ナ

ー
M

2
春

～
冬

学
期

情
報

科
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
①

②
③

④
　

集
中

33
30

17
ヒ

ュ
ー

マ
ン

ウ
ェ

ア
熟

議
セ

ミ
ナ

ー
D

2
春

～
冬

学
期

情
報

科
学

研
究

科
（

博
士

後
期

）
①

②
③

④
　

集
中

33
10

35
ヒ

ュ
ー

マ
ン

ウ
ェ

ア
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

入
門

M
2

春
～

冬
学

期
情

報
科

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

①
③

④
　

集
中

33
30

18
ヒ

ュ
ー

マ
ン

ウ
ェ

ア
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

入
門

D
2

春
～

冬
学

期
情

報
科

学
研

究
科

（
博

士
後

期
）

①
③

④
　

集
中

33
10

36
ヒ

ュ
ー

マ
ン

ウ
ェ

ア
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

M
2

春
～

冬
学

期
情

報
科

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

③
④

集
中

33
30

19
ヒ

ュ
ー

マ
ン

ウ
ェ

ア
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

D
2

春
～

冬
学

期
情

報
科

学
研

究
科

（
博

士
後

期
）

③
④

集
中

33
10

31
ヒ

ュ
ー

マ
ン

ウ
ェ

ア
基

礎
論
Ⅰ

M
2

春
～

夏
学

期
情

報
科

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

①
②

33
30

14
ヒ

ュ
ー

マ
ン

ウ
ェ

ア
基

礎
論
Ⅰ

D
2

春
～

夏
学

期
情

報
科

学
研

究
科

（
博

士
後

期
）

①
②

33
10

32
ヒ

ュ
ー

マ
ン

ウ
ェ

ア
基

礎
論
Ⅱ

M
2

秋
～

冬
学

期
情

報
科

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

①
②

③
④

33
30

15
ヒ

ュ
ー

マ
ン

ウ
ェ

ア
基

礎
論
Ⅱ

D
2

秋
～

冬
学

期
情

報
科

学
研

究
科

（
博

士
後

期
）

①
②

③
④

33
30

22
ヒ

ュ
ー

マ
ン

ウ
ェ

ア
価

値
創

造
実

践
D

2
春

～
冬

学
期

情
報

科
学

研
究

科
（

博
士

後
期

）
①

③
④

　
集

中

33
30

21
ヒ

ュ
ー

マ
ン

ウ
ェ

ア
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

実
践

演
習

D
4

春
～

冬
学

期
情

報
科

学
研

究
科

（
博

士
後

期
）

①
③

④
　

集
中

33
30

20
ヒ

ュ
ー

マ
ン

ウ
ェ

ア
融

合
領

域
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
研

究
D

4
春

～
冬

学
期

情
報

科
学

研
究

科
（

博
士

後
期

）
①

②
③

④
　

研
究

構
成

科
目
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プ
ロ

グ
ラ

ム
名

感
染

症
学

免
疫

学
融

合
プ

ロ
グ

ラ
ム

提
案

（
幹

事
）

部
局

微
生

物
病

研
究

所

連
携

部
局

医
学

系
研

究
科

、
免

疫
学

フ
ロ

ン
テ

ィ
ア

研
究

セ
ン

タ
ー

履
修

対
象

者
博

士

修
了

要
件

10
単

位
2
年

間
の

課
程

で
あ

り
、

感
染

症
学

免
疫

学
融

合
プ

ロ
グ

ラ
ム

1、
2
及

び
ア

ド
バ

ン
ス

ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

1、
2
は

全
て

必
修

。

趣
旨

・
概

要

病
原

体
vs

免
疫

系
：

長
き

攻
防

の
歴

史
を

紐
解

く
病

原
体

は
ま

る
で

我
々

の
体

の
シ

ス
テ

ム
を

熟
知

し
て

い
る

か
の

よ
う

に
、

生
体

内
に

、
細

胞
内

に
感

染
し

、
病

態
を

発
症

し
ま

す
。

一
方

で
我

々
は

病
原

体
の

感
染

に
対

抗
す

べ
く

、
免

疫
系

を
発

達
さ

せ
防

御
し

て
き

ま
し

た
。

病
原

体
と

免
疫

系
の

相
関

は
、長

き
に

わ
た

る
攻

防
の

歴
史

と
い

っ
て

も
過

言
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
感

染
症

の
克

服
の

た
め

に
は

、
病

原
体

の
感

染
メ

カ
ニ

ズ
ム

と
、
我

々
の

免
疫

応
答

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

両
方

に
対

す
る

理
解

が
不

可
欠

で
す

。
特

に
、

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
な

ど
の

新
興

感
染

症
や

、
全

世
界

に
脅

威
を

与
え

て
い

る
AI

D
S
や

エ
ボ

ラ
熱

な
ど

、
グ

ロ
ー

バ
ル

化
が

進
む

近
年

の
世

界
情

勢
に

お
い

て
、
感

染
症

対
策

は
国

境
を

超
え

た
世

界
的

問
題

と
な

っ
て

い
ま

す
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
こ

れ
ら

の
状

況
に

対
応

し
得

る
研

究
者

の
育

成
を

目
的

と
し

て
い

ま
す

。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

［
感

染
症

学
・

免
疫

学
双

方
に

精
通

す
る

研
究

者
の

育
成

］
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
、
微

生
物

病
研

究
所

、
免

疫
学

フ
ロ

ン
テ

ィ
ア

研
究

セ
ン

タ
ー

、
医

学
系

研
究

科
と

い
う

ト
ッ

プ
レ

ベ
ル

の
研

究
者

が
多

数
集

積
す

る
環

境
を

最
大

限
に

活
か

し
、

病
原

体
の

感
染

メ
カ

ニ
ズ

ム
と

、
感

染
を

防
御

す
る

我
々

の
生

体
シ

ス
テ

ム
の

両
方

に
精

通
す

る
研

究
者

の
育

成
を

目
指

し
ま

す
。

［
感

染
症

学
・

免
疫

学
を

通
じ

て
普

遍
的

な
生

命
現

象
の

理
解

へ
］

多
様

な
病

原
体

と
、
そ

れ
に

対
す

る
我

々
の

応
答

系
へ

の
理

解
は

、
細

胞
お

よ
び

生
体

の
シ

ス
テ

ム
全

体
の

理
解

へ
と

つ
な

が
り

ま
す

。
感

染
症

学
・

免
疫

学
を

通
じ

て
、広

く
生

命
現

象
へ

の
理

解
に

つ
な

が
る

授
業

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

展
開

し
ま

す
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成

・
感

染
症

学
免

疫
学

融
合

プ
ロ

グ
ラ

ム
1、

2
（

1）
基

本
概

念
の

レ
ク

チ
ャ

ー
と

（
2）

関
連

す
る

領
域

の
重

要
な

文
献

に
関

す
る

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

と
い

う
2
つ

を
1
ユ

ニ
ッ

ト
と

し
て

、
感

染
症

学
・

免
疫

学
の

基
礎

概
念

か
ら

病
原

体
と

宿
主

の
免

疫
系

と
の

相
互

作
用

ま
で

を
包

括
的

に
理

解
す

る
。

・
ア

ド
バ

ン
ス

ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

1、
2

学
外

か
ら

招
へ

い
し

た
講

師
陣

に
よ

る
専

門
的

な
レ

ク
チ

ャ
ー

に
よ

り
、

感
染

症
学

・
免

疫
学

に
関

す
る

最
新

の
知

識
を

得
る

こ
と

を
目

的
す

る
。

履
修

資
格

・
条

件
広

く
生

物
学

・
医

学
の

研
究

に
携

わ
っ

て
い

る
大

学
院

博
士

（
後

期
）

課
程

学
生

。
2
年

間
の

課
程

で
あ

り
、

感
染

症
学

免
疫

学
融

合
プ

ロ
グ

ラ
ム

1、
2
及

び
ア

ド
バ

ン
ス

ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

1、
2
は

全
て

必
修

。

前
提

知
識

の
目

安
大

学
教

養
課

程
程

度
の

生
物

学
の

知
識

が
あ

る
方

が
望

ま
し

い
。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

問
い

合
わ

せ
等

大
阪

大
学

微
生

物
病

研
究

所
　

企
画

広
報

推
進

室
ht

tp
://

w
w
w
.b
ik
en

.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp
/e

du
ca

tio
n/

su
bp

ro
/

E-
m

ai
l：

su
ish

in
@
bi
ke

n.
os

ak
a-
u.
ac

.jp
Te

l：
06

-6
87

9-
83

20

プ
ロ

グ
ラ

ム
独

自
の

説
明

会
に

つ
い

て

■
個

別
ガ

イ
ダ

ン
ス

日
時

：
平

成
31

年
4
月

9
日

（
火

）
10

時
30

分
～

11
時

実
施

予
定

　
　

　
微

生
物

病
研

究
所

　
本

館
1
階

　
微

研
ホ

ー
ル

特
記

事
項

受
講

開
始

は
、

偶
数

年
度

・
奇

数
年

度
（

西
暦

）
の

ど
ち

ら
か

ら
で

も
可

能
。

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

受
講

申
請

は
KO

AN
（

受
講

ガ
イ

ダ
ン

ス
）

に
て

4
月

の
み

受
付

け
ま

す
。

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
単

位
数

開
講

学
期

（
4学

期
制

）
開

講
部

局
（

課
程

）
備

考
必

修
選

必
選

択

25
D
P
01

感
染

症
学

免
疫

学
融

合
プ

ロ
グ

ラ
ム

1
4

春
～

冬
学

期
医

学
系

研
究

科
偶

数
年

度
（

西
暦

）
の

み
開

講

25
D
P
02

感
染

症
学

免
疫

学
融

合
プ

ロ
グ

ラ
ム

2
4

春
～

冬
学

期
医

学
系

研
究

科
奇

数
年

度
（

西
暦

）
の

み
開

講

25
D
P
03

ア
ド

バ
ン

ス
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
1

1
春

～
冬

学
期

医
学

系
研

究
科

偶
数

年
度
（

西
暦

）
の

み
開

講

25
D
P
04

ア
ド

バ
ン

ス
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
2

1
春

～
冬

学
期

医
学

系
研

究
科

奇
数

年
度
（

西
暦

）
の

み
開

講

構
成

科
目

65



プ
ロ

グ
ラ

ム
名

蛋
白

質
解

析
先

端
研

究
プ

ロ
グ

ラ
ム

提
案

（
幹

事
）

部
局

蛋
白

質
研

究
所

連
携

部
局

理
学

研
究

科
、【

学
外

連
携

機
関

】
理

化
学

研
究

所
・

放
射

光
科

学
総

合
研

究
セ

ン
タ

ー
、

株
式

会
社

リ
ガ

ク

履
修

対
象

者
博

士

修
了

要
件

10
単

位
以

上
受

講
開

始
年

は
任

意
だ

が
、

最
短

2
年

間
で

修
了

す
る

課
程

で
あ

る
。

趣
旨

・
概

要

【
設

立
趣

旨
】

大
型

特
殊

装
置

や
国

際
的

な
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

利
用

し
た

先
端

的
研

究
を

通
じ

、
高

度
な

専
門

性
と

幅
広

い
見

識
を

も
ち

、
問

題
解

決
力

、
論

理
的

思
考

力
を

も
っ

た
人

材
を

育
成

す
る

。
研

究
科

・
大

学
・

一
般

企
業

の
枠

を
超

え
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

展
開

し
て

、
広

く
社

会
に

受
け

入
れ

ら
れ

る
国

際
的

に
認

め
ら

れ
る

若
手

人
材

を
養

成
す

る
。

【
プ

ロ
グ

ラ
ム

概
要

】
構

造
生

物
学

は
、

装
置

利
用

の
点

で
は

物
理

化
学

を
ベ

ー
ス

と
し

た
計

測
科

学
で

あ
り

、
対

象
試

料
の

生
物

機
能

を
明

ら
か

に
す

る
と

い
う

点
で

は
分

子
レ

ベ
ル

の
生

物
学

で
あ

る
と

言
え

る
。

最
先

端
の

構
造

生
物

学
研

究
を

行
う

に
は

、
計

測
科

学
と

分
子

生
物

学
の

双
方

の
理

解
が

不
可

欠
で

あ
る

。
さ

ら
に

、
複

数
の

研
究

手
法

を
相

補
的

に
用

い
る
「

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

型
構

造
研

究
」
の

必
要

性
が

高
ま

っ
て

お
り

、そ
れ

が
可

能
な

研
究

者
の

育
成

が
急

務
と

な
っ

て
い

る
。

本
学

は
構

造
生

物
学

の
諸

分
野

に
ト

ッ
プ

レ
ベ

ル
の

研
究

者
が

集
結

し
て

お
り

、
そ

の
有

利
な

環
境

を
生

か
し

た
教

育
を

行
う

。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
習

を
通

し
て

、
以

下
の

能
力

を
備

え
た

方
に

修
了

認
定

証
を

授
与

し
ま

す
。

①
解

析
法

の
基

礎
に

つ
い

て
理

解
し

て
い

る
。

②
生

命
機

能
を

分
子

レ
ベ

ル
で

理
解

す
る

こ
と

の
重

要
性

が
理

解
で

き
る

。
③

専
門

と
す

る
解

析
法

に
つ

い
て

先
端

的
な

装
置

利
用

が
で

き
る

。
④

複
合

的
な

構
造

生
物

学
研

究
を

実
践

で
き

る
。

※
構

成
科

目
の

備
考

欄
①

～
④

と
対

応
し

て
い

ま
す

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成

【
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

特
色

】
上

記
の

教
育

目
標

（
修

了
時

に
身

に
つ

け
る

べ
き

能
力

）
を

達
成

す
る

た
め

に
、

講
義

形
式

の
「

特
論

A
」

と
実

習
や

英
語

に
よ

る
講

義
を

含
む

「
特

論
B」

に
分

け
た

科
目

配
置

を
行

っ
て

い
る

。「
特

論
A
」

科
目

に
お

い
て

基
本

的
な

内
容

を
学

び
、「

特
論

B」
科

目
に

お
い

て
は

修
得

し
た

能
力

を
実

践
す

る
た

め
、

一
部

実
習

を
と

り
い

れ
て

い
ま

す
。

履
修

資
格

・
条

件
構

造
生

物
学

に
興

味
を

持
つ

意
欲

的
で

複
合

的
な

手
法

で
構

造
生

物
学

に
挑

戦
し

た
い

博
士

後
期

課
程

の
学

生

前
提

知
識

の
目

安
大

学
教

養
課

程
程

度
の

物
理

化
学

・
生

物
科

学
に

関
す

る
知

識
を

持
っ

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

問
い

合
わ

せ
等

蛋
白

質
研

究
所

蛋
白

質
先

端
研

究
プ

ロ
グ

ラ
ム

H
P

ht
tp

://
w
w
w
.p
ro

te
in
.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp
/

プ
ロ

グ
ラ

ム
独

自
の

説
明

会
に

つ
い

て

特
記

事
項

集
中

講
義

の
開

講
時

期
な

ど
詳

細
は

、
大

阪
大

学
蛋

白
質

研
究

所
蛋

白
質

先
端

研
究

プ
ロ

グ
ラ

ム
H
P
を

参
照

の
こ

と
ht

tp
://

w
w
w
.p
ro

te
in
.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp
/

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
単

位
数

開
講

学
期

（
4学

期
制

）
開

講
部

局
（

課
程

）
備

考
必

修
選

必
選

択

24
12

02
先

端
的

研
究

法
：

X
線

結
晶

解
析

2
春

～
冬

学
期

理
学

研
究

科
／

蛋
白

質
研

究
所

（
博

士
前

期
）

①

未
定

放
射

光
構

造
生

物
学

特
論

A
2

春
～

冬
学

期
全

学
教

育
推

進
機

構
（

蛋
白

質
研

究
所

・
院

）
①

隔
年

開
講

（
偶

数
年

度
開

講
）

C
50

80
2

蛋
白

質
溶

液
構

造
解

析
特

論
A

2
春

～
夏

学
期

全
学

教
育

推
進

機
構

（
蛋

白
質

研
究

所
・

院
）

①
隔

年
開

講
（

奇
数

年
度

開
講

）

C
50

80
3

蛋
白

質
高

次
機

能
特

論
A

2
春

～
夏

学
期

全
学

教
育

推
進

機
構

（
蛋

白
質

研
究

所
・

院
）

②
隔

年
開

講
（

偶
数

年
度

開
講

）

C
50

80
4

蛋
白

質
単

粒
子

計
測

特
論

B
2

春
～

冬
学

期
全

学
教

育
推

進
機

構
（

蛋
白

質
研

究
所

・
博

士
後

期
）

③
④

英
語

に
よ

る
講

義
を

含
む

隔
年

開
講

（
奇

数
年

度
開

講
）

C
50

80
5

放
射

光
構

造
生

物
学

特
論

B
2

春
～

冬
学

期
全

学
教

育
推

進
機

構
（

蛋
白

質
研

究
所

・
博

士
後

期
）

③
④

英
語

に
よ

る
講

義
を

含
む

隔
年

開
講

（
奇

数
年

度
開

講
）

C
50

80
6

高
磁

場
N
M

R
構

造
解

析
特

論
B

2
春

～
冬

学
期

全
学

教
育

推
進

機
構

（
蛋

白
質

研
究

所
・

博
士

後
期

）

③
④

英
語

に
よ

る
講

義
を

含
む

隔
年

開
講

（
偶

数
年

度
開

講
）

C
50

80
7

蛋
白

質
計

算
科

学
特

論
B

2
春

～
冬

学
期

全
学

教
育

推
進

機
構

（
蛋

白
質

研
究

所
・

博
士

後
期

）

③
④

英
語

に
よ

る
講

義
を

含
む

隔
年

開
講

（
偶

数
年

度
開

講
）

C
50

80
8

蛋
白

質
解

析
先

端
研

究
特

論
A

2
春

～
冬

学
期

全
学

教
育

推
進

機
構

（
蛋

白
質

研
究

所
・

院
）

①
②

英
語

に
よ

る
講

義

構
成

科
目
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プ
ロ

グ
ラ

ム
名

イ
ン

タ
ー

カ
ル

チ
ュ

ラ
ル

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
理

論
と

実
践

提
案

（
幹

事
）

部
局

国
際

教
育

交
流

セ
ン

タ
ー

連
携

部
局

言
語

文
化

研
究

科

履
修

対
象

者
修

士
・

博
士

修
了

要
件

8
単

位
以

上
対

象
科

目
を

履
修

し
て

8
単

位
以

上
取

得
す

る
こ

と
（

原
則

と
し

て
1
年

で
）。

8�
cr
ed

its
�o
r�m

or
e�
ar
e�
re

qu
ire

d�
to

�c
om

pl
et

e�
th

e�
pr

og
ra
m（

w
ith

in
�o
ne

�
ye

ar
,�i
n�
pr

in
ci
pl
e）

.

趣
旨

・
概

要

グ
ロ

ー
バ

ル
化

、
ボ

ー
ダ

レ
ス

化
の

進
展

に
伴

い
、
言

語
や

文
化

を
必

ず
し

も
共

有
し

な
い

人
々

の
間

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

必
要

性
が

大
い

に
高

ま
っ

て
い

ま
す

。
こ

う
し

た
「

イ
ン

タ
ー

カ
ル

チ
ュ

ラ
ル

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

」
は

、
多

様
な

価
値

観
や

思
考

様
式

へ
の

気
づ

き
を

促
す

契
機

と
な

る
一

方
で

、
様

々
な

誤
解

や
対

立
を

引
き

起
こ

す
場

合
も

あ
り

ま
す

。
こ

の
よ

う
な

問
題

は
、自

文
化

で
当

然
と

さ
れ

る
言

語
行

動
様

式
等

が
共

有
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
が

原
因

で
あ

る
こ

と
が

多
い

も
の

で
す

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
、

現
代

社
会

の
多

言
語

・
多

文
化

化
の

現
状

や
イ

ン
タ

ー
カ

ル
チ

ュ
ラ

ル
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
基

礎
理

論
を

学
ぶ

と
同

時
に

、
実

際
の

イ
ン

タ
ー

カ
ル

チ
ュ

ラ
ル

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

場
面

で
生

じ
る

問
題

へ
の

対
処

方
法

に
つ

い
て

、
実

践
的

な
課

題
を

通
じ

て
考

え
ま

す
。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
目

標
は

、
上

記
の

過
程

を
通

じ
て

多
様

性
へ

の
自

覚
を

促
し

、
地

球
市

民
と

し
て

の
知

恵
と

態
度

を
涵

養
す

る
こ

と
で

す
。

ま
た

、
各

授
業

で
の

協
働

的
な

学
習

活
動

を
通

じ
て

、
背

景
の

異
な

る
他

者
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
際

に
、
他

者
の

話
を

傾
聴

し
、
か

つ
、
他

者
へ

の
配

慮
あ

る
発

信
方

法
を

獲
得

す
る

こ
と

も
目

指
し

ま
す

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成

専
門

分
野

に
か

か
わ

ら
ず

、
各

人
の

興
味

関
心

に
応

じ
て

以
下

の
科

目
を

自
由

に
組

み
合

わ
せ

て
受

講
し

て
く

だ
さ

い
。

（
1）

�「
言

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

論
」：

言
語

の
学

習
・

教
育

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
関

心
が

あ
る

人
向

け
（

2）
「

言
語

技
術

研
究

」：
書

記
言

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
関

心
が

あ
る

人
向

け
（

3）
「

言
語

文
化

教
育

論
」、

「
言

語
文

化
政

策
論

」：
言

語
政

策
、

政
治

・
社

会
に

関
心

を
持

つ
人

向
け

履
修

資
格

・
条

件

特
に

資
格

等
は

あ
り

ま
せ

ん
が

、
異

文
化

へ
の

関
心

が
高

い
人

も
あ

ま
り

関
心

を
持

た
な

い
人

も
歓

迎
し

ま
す

。
ま

た
、
現

在
、
異

文
化

の
人

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

問
題

を
感

じ
て

い
る

人
や

、
将

来
多

文
化

的
な

環
境

の
中

で
生

活
す

る
可

能
性

や
必

要
性

を
感

じ
る

人
も

、
受

講
し

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
な

お
、
ど

の
授

業
に

お
い

て
も

、
受

講
者

同
士

の
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

歓
迎

し
ま

す
。

ま
た

、
受

講
者

は
自

身
の

専
門

分
野

に
つ

い
て

、
他

の
受

講
者

に
対

し
、
可

能
な

限
り

明
確

に
、
か

つ
平

易
に

説
明

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

前
提

知
識

の
目

安
特

に
な

し
。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

問
い

合
わ

せ
等

ht
tp

://
w
w
w
.c
ie
e.
os

ak
a-
u.
ac

.jp
国

際
教

育
共

通
事

務
室

国
際

教
育

交
流

セ
ン

タ
ー

係
（

ci
ee

@
offi

ce
.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp

）
内

線
71

18
ま

た
は

06
-6

87
9-

71
18

）

プ
ロ

グ
ラ

ム
独

自
の

説
明

会
に

つ
い

て

特
記

事
項

特
に

な
し

。

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
単

位
数

開
講

学
期

開
講

部
局

（
課

程
）

備
考

必
修

選
必

選
択

30
02

17
言

語
文

化
政

策
論

A
2

春
～

夏
学

期
言

語
文

化
研

究
科

博
士

前
期

課
程

30
02

18
言

語
文

化
政

策
論

B
2

秋
～

冬
学

期
言

語
文

化
研

究
科

博
士

前
期

課
程

30
02

55
言

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

論
�A

2
春

～
夏

学
期

言
語

文
化

研
究

科
博

士
前

期
課

程

30
02

56
言

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

論
�B

2
秋

～
冬

学
期

言
語

文
化

研
究

科
博

士
前

期
課

程

30
02

67
言

語
技

術
研

究
A

2
春

～
夏

学
期

言
語

文
化

研
究

科
博

士
前

期
課

程

30
02

68
言

語
技

術
研

究
B

2
秋

～
冬

学
期

言
語

文
化

研
究

科
博

士
前

期
課

程

30
02

81
言

語
文

化
教

育
論

�A
2

春
～

夏
学

期
言

語
文

化
研

究
科

博
士

前
期

課
程

30
02

82
言

語
文

化
教

育
論

�B
2

秋
～

冬
学

期
言

語
文

化
研

究
科

博
士

前
期

課
程

構
成

科
目
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プ
ロ

グ
ラ

ム
名

予
測

社
会

医
学

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
育

成

提
案

（
幹

事
）

部
局

国
際

医
工

情
報

セ
ン

タ
ー

連
携

部
局

経
済

学
研

究
科

、
医

学
系

研
究

科

履
修

対
象

者
修

士
・

博
士

修
了

要
件

8
単

位
以

上
必

修
科

目
3
単

位
、

選
択

科
目

か
ら

5
単

位
以

上
を

修
得

す
る

こ
と

。

趣
旨

・
概

要

悪
化

す
る

医
療

環
境

を
改

善
す

る
た

め
、
新

し
い

シ
ス

テ
ム

を
適

用
し

よ
う

と
す

る
と

き
、
シ

ス
テ

ム
導

入
に

よ
る

影
響

を
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
し

、
そ

の
結

果
を

ふ
ま

え
て

シ
ス

テ
ム

を
修

正
し

、
現

場
に

応
用

す
る

。
さ

ら
に

は
シ

ス
テ

ム
運

用
の

結
果

と
し

て
生

じ
た

影
響

を
検

証
し

問
題

点
を

克
服

す
る

た
め

の
シ

ス
テ

ム
修

正
を

行
い

ま
す

。
こ

の
よ

う
な

プ
ロ

セ
ス

が
、

よ
り

良
い

医
療

シ
ス

テ
ム

の
構

築
に

は
必

須
で

す
。

た
だ

単
に

欧
米

の
医

療
シ

ス
テ

ム
を

、
現

場
を

無
視

し
て

安
易

に
取

り
入

れ
る

だ
け

で
は

か
え

っ
て

混
乱

を
招

く
だ

け
で

何
の

解
決

に
も

な
り

ま
せ

ん
。

こ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
、公

衆
衛

生
学

・
実

験
経

済
学

・
基

礎
統

計
学

を
基

本
的

に
理

解
し

、
そ

れ
ら

を
融

合
し

た
医

療
経

済
学

を
、
実

践
的

研
究

を
通

じ
て

学
ぶ

場
を

提
供

し
ま

す
。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

こ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

中
心

科
目

で
あ

る
予

測
社

会
医

学
特

論
で

は
実

際
の

病
院

の
集

約
化

を
行

う
こ

と
の

妥
当

性
に

つ
い

て
検

討
し

、
そ

の
効

果
に

つ
い

て
シ

ュ
ミ

レ
ー

シ
ョ

ン
し

、
そ

の
影

響
を

実
地

調
査

し
て

、
そ

の
結

果
を

集
約

後
の

シ
ス

テ
ム

構
築

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

な
ど

の
活

動
を

医
学

系
・

経
済

学
系

の
参

加
メ

ン
バ

ー
が

、
合

同
で

行
っ

て
い

ま
す

。
予

測
社

会
医

学
特

論
を

コ
ー

ス
の

中
心

と
し

て
、
そ

の
活

動
に

参
加

し
て

い
た

だ
き

、
デ

イ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
に

加
わ

っ
て

い
た

だ
く

こ
と

で
、
現

実
の

医
療

シ
ス

テ
ム

構
築

の
解

決
能

力
を

身
に

着
け

る
こ

と
が

目
標

で
す

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成

予
測

社
会

医
学

特
論

・
公

衆
衛

生
学

・
統

計
学

を
必

須
と

し
て

、
医

療
経

済
・

経
営

、
健

康
政

策
、
数

理
保

健
学

な
ど

の
科

目
を

選
択

履
修

と
し

て
構

成
さ

れ
て

い
ま

す
。

経
済

学
、統

計
学

の
基

礎
を

身
に

付
け

た
う

え
で

予
測

社
会

医
学

特
論

を
履

修
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
上

記
目

標
を

達
成

で
き

る
よ

う
に

構
成

さ
れ

て
い

ま
す

。

履
修

資
格

・
条

件
特

に
な

し
。

前
提

知
識

の
目

安
特

に
な

し
。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

問
い

合
わ

せ
等

詳
細

は
M

EI
セ

ン
タ

ー
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
ht

tp
://

w
w
w
.m

ei
.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp
/z
en

ki
ris

yu
uh

ou
/

プ
ロ

グ
ラ

ム
独

自
の

説
明

会
に

つ
い

て

特
記

事
項

議
論

し
現

場
に

足
を

運
ぶ

こ
と

が
、

最
重

要
で

す
。

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
単

位
数

開
講

学
期

（
4学

期
制

）
開

講
部

局
（

課
程

）
備

考
必

修
選

必
選

択

25
02

75
予

測
社

会
医

学
特

論
1

春
～

冬
学

期
医

学
系

研
究

科
（

修
士

）

23
09

37
統

計
基

礎
2

春
～

夏
学

期
経

済
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）

25
15

02
医

療
経

済
・

経
営

入
門

1
秋

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

25
15

15
国

際
健

康
政

策
学

2
夏

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

25
15

13
国

際
感

染
症

学
2

夏
学

期
医

学
系

研
究

科
（

修
士

）

25
51

01
数

理
保

健
学

特
論

2
春

～
夏

学
期

医
学

系
研

究
科

（
博

士
前

期
）

25
51

29
医

療
経

営
学

総
論

2
秋

～
冬

学
期

医
学

系
研

究
科

（
博

士
前

期
）

構
成

科
目
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名

メ
デ

ィ
カ

ル
デ

バ
イ

ス
デ

ザ
イ

ン

提
案
（
幹
事
）
部
局

国
際

医
工

情
報

セ
ン

タ
ー

連
携
部
局

医
学

系
研

究
科

、
基

礎
工

学
研

究
科

履
修
対
象
者

修
士

・
博

士

修
了
要
件

8
単

位
以

上

趣
旨
・
概
要

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
医

療
機

器
開

発
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

を
養

成
す

る
専

門
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
す

。
医

療
機

器
開

発
は

医
療

機
関

に
従

事
し

た
経

験
を

有
す

る
者

の
み

な
ら

ず
、

エ
ン

ジ
ニ

ア
な

ど
さ

ま
ざ

ま
な

専
門

家
か

ら
な

る
チ

ー
ム

で
行

わ
れ

る
も

の
で

す
。

ま
た

、医
療

機
器

開
発

の
目

的
は

医
療

現
場

に
お

け
る

ニ
ー

ズ
を

的
確

に
捉

え
、
そ

れ
を

解
決

す
る

機
器

を
開

発
す

る
こ

と
で

す
。

そ
の

た
め

、
ま

ず
医

療
機

器
開

発
に

携
わ

る
メ

ン
バ

ー
と

な
る

た
め

に
必

要
な

医
学

知
識

を
習

得
し

、
臨

床
で

の
使

用
に

際
し

遵
守

す
べ

き
倫

理
規

定
や

法
規

制
に

つ
い

て
も

学
習

し
ま

す
。

さ
ら

に
、医

療
機

器
開

発
は

最
終

的
に

ビ
ジ

ネ
ス

と
し

て
の

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

を
目

指
す

も
の

で
あ

る
た

め
、

組
織

作
り

か
ら

運
営

、
資

金
集

め
、

販
売

計
画

の
策

定
、

知
財

関
連

の
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

に
つ

い
て

も
学

習
し

、
実

際
に

最
新

の
医

療
機

器
に

触
れ

な
が

ら
、

機
器

の
構

造
、

特
徴

を
理

解
し

、
そ

の
機

器
が

ど
の

様
に

使
用

さ
れ

る
か

、
ま

た
、

臨
床

現
場

の
ど

う
い

っ
た

ニ
ー

ズ
を

解
決

す
る

た
め

に
開

発
さ

れ
た

の
か

に
つ

い
て

、メ
ー

カ
ー

出
身

の
講

師
か

ら
学

び
ま

す
。

最
後

に
、

現
場

で
は

教
科

書
や

講
義

か
ら

得
た

知
識

だ
け

で
は

予
測

で
き

な
い

課
題

に
多

々
直

面
す

る
た

め
、

実
践

で
生

じ
る

さ
ま

ざ
ま

な
実

体
験

、
課

題
、
そ

れ
を

い
か

に
克

服
す

る
か

に
つ

い
て

、
現

実
に

医
療

機
器

開
発

を
マ

ネ
ー

ジ
ン

グ
し

て
き

た
講

師
か

ら
学

び
ま

す
。

到
達
目
標

（
修
了
時
に
身
に
付
く
能
力
）

企
業

や
研

究
機

関
で

医
療

機
器

開
発

を
め

ざ
す

場
合

は
も

ち
ろ

ん
、

官
公

庁
な

ど
に

お
い

て
医

療
機

器
の

評
価

・
審

査
な

ど
に

携
わ

る
際

に
も

即
戦

力
と

な
る

知
識

を
身

に
着

け
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

そ
れ

ぞ
れ

の
組

織
に

お
い

て
一

線
で

活
躍

す
る

社
会

人
受

講
生

と
と

も
に

学
び

交
流

を
深

め
る

こ
と

で
、

学
生

同
士

で
は

得
ら

れ
な

い
一

歩
先

を
目

指
し

て
欲

し
い

と
思

い
ま

す
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成

4
つ

の
モ

ジ
ュ

ー
ル

か
ら

構
成

さ
れ

ま
す

。
モ

ジ
ュ

ー
ル

1：
医

療
機

器
開

発
の

た
め

の
臨

床
医

学
モ

ジ
ュ

ー
ル

2：
医

療
機

器
開

発
の

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
モ

ジ
ュ

ー
ル

3：
医

療
機

器
開

発
の

た
め

の
機

器
学

習
（

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
）

モ
ジ

ュ
ー

ル
4：

医
療

機
器

開
発

の
実

践
全

て
の

モ
ジ

ュ
ー

ル
を

学
ぶ

こ
と

で
、

機
器

開
発

に
お

い
て

要
求

さ
れ

る
必

須
知

識
を

網
羅

す
る

も
の

で
す

。

履
修
資
格
・
条
件

医
療

機
器

開
発

に
興

味
が

あ
る

こ
と

社
会

人
受

講
生

と
同

じ
ル

ー
ル

で
受

講
で

き
る

こ
と

前
提
知
識
の
目
安

な
し

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
等

詳
細

は
M

EI
セ

ン
タ

ー
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
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プ
ロ
グ
ラ
ム
独
自
の

説
明
会
に
つ
い
て

特
記
事
項

な
し

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

（
4学
期
制
）

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
必
選
択

25
02

91
医

療
機

器
開

発
の

た
め

の
臨

床
医

学
2

春
～

夏
学

期
医

学
系

研
究

科
（

修
士

）

25
02

93
医

療
機

器
開

発
の

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
2

春
～

夏
学

期
医

学
系

研
究

科
（

修
士

）

29
07

67
25

05
70

医
療

機
器

開
発

の
た

め
の

機
器

学
習

2
夏

学
期

基
礎

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
医

学
系

研
究

科
（

修
士

）

25
05

71
医

療
機

器
開

発
の

実
践

2
春

～
冬

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

構
成
科
目

69



プ
ロ

グ
ラ

ム
名

バ
イ

オ
メ

デ
ィ

カ
ル

イ
ン

フ
ォ

マ
テ

ィ
ク

ス

提
案

（
幹

事
）

部
局

国
際

医
工

情
報

セ
ン

タ
ー

連
携

部
局

経
済

学
研

究
科

、
医

学
系

研
究

科
、

薬
学

研
究

科
、

工
学

研
究

科
、

基
礎

工
学

研
究

科
、

情
報

科
学

研
究

科
、

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー

履
修

対
象

者
修

士
・

博
士

修
了

要
件

9
単

位
以

上

選
択

（
講

義
）

科
目

8
単

位
以

上
、

お
よ

び
選

択
必

須
（

演
習

）
科

目
か

ら
1
単

位
以

上
を

修
得

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
講

義
科

目
8
単

位
の

う
ち

4
単

位
以

上
は

所
属

研
究

科
外

の
講

義
科

目
と

し
ま

す
。

※
�医

学
系

研
究

科
に

お
い

て
は

医
科

学
専

攻
と

保
健

学
専

攻
は

別
研

究
科

と
み

な
し

ま
す

。
※

�医
学

系
研

究
科

医
学

専
攻

の
学

生
が

「
医

工
情

報
学

入
門

」
を

履
修

し
た

場
合

は
、

所
属

研
究

科
外

と
み

な
し

ま
す

。
※

�基
礎

工
学

研
究

科
の

学
生

が
「

生
体

医
工

学
特

論
」「

バ
イ

オ
イ

ン
フ

ォ
マ

テ
ィ

ク
ス

」
を

履
修

し
た

場
合

は
、

所
属

研
究

科
外

と
み

な
し

ま
す

。

趣
旨

・
概

要

高
度

先
進

医
療

福
祉

社
会

を
築

く
こ

と
は

、
我

が
国

の
緊

急
課

題
で

す
。

そ
の

た
め

に
は

、
新

規
融

合
科

学
で

あ
る
「

医
工

情
報

学
」
領

域
の

発
展

と
来

る
べ

き
社

会
へ

の
適

合
が

必
須

で
あ

り
、

決
定

的
に

不
足

し
て

い
る

こ
の

領
域

の
人

材
育

成
が

急
務

で
す

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
大

学
院

修
士

・
博

士
課

程
学

生
を

対
象

に
、

特
に

生
体

機
能

発
現

メ
カ

ニ
ズ

ム
に

関
す

る
最

先
端

の
医

工
学

・
健

康
情

報
学

と
医

学
・

医
療

の
双

方
に

精
通

し
、
社

会
ニ

ー
ズ

・
医

療
ニ

ー
ズ

・
患

者
ニ

ー
ズ

を
理

解
し

た
エ

ン
ジ

ニ
ア

、
医

療
技

術
者

を
は

じ
め

と
す

る
多

様
な

人
材

を
育

成
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

ま
す

。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

こ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

目
標

は
、
人

の
健

康
へ

の
貢

献
を

目
的

と
し

て
行

わ
れ

る
科

学
的

研
究

の
計

画
、
デ

ー
タ

の
収

集
、

モ
デ

ル
化

、
解

析
、

診
断

・
評

価
・

解
釈

に
お

い
て

、
必

要
と

な
る

基
礎

的
な

知
識

を
学

び
、

情
報

学
・

数
理

科
学

な
ど

学
問

を
ベ

ー
ス

に
、

理
論

や
実

験
に

代
わ

る
新

た
な

ア
プ

ロ
ー

チ
と

し
て

の
イ

ン
シ

リ
コ

技
術

、
あ

る
い

は
デ

ー
タ

駆
動

型
の

解
析

技
術

を
、
実

際
の

医
学

・
医

療
分

野
の

課
題

に
適

用
で

き
る

能
力

を
持

っ
た

人
材

、
す

な
わ

ち
、
高

度
医

療
情

報
処

理
技

術
者

を
育

成
す

る
こ

と
で

す
。

具
体

的
に

は
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
利

活
用

、
数

理
モ

デ
ル

、
信

号
処

理
、

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

な
ど

多
岐

に
わ

た
る

情
報

工
学

技
術

の
臨

床
医

学
へ

の
応

用
を

行
え

る
よ

う
に

な
る

た
め

の
講

義
を

行
い

ま
す

。
最

終
的

に
は

、新
規

医
療

機
器

開
発

、
新

薬
効

果
の

客
観

的
な

評
価

な
ど

を
通

じ
て

、
科

学
的

根
拠

に
基

づ
く

医
療

の
推

進
に

お
い

て
中

心
的

な
役

割
を

果
た

す
人

材
を

養
成

す
る

こ
と

を
目

指
し

ま
す

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成
上

記
の

到
達

目
標
（

修
了

時
に

身
に

つ
け

る
べ

き
能

力
）
を

達
成

す
る

た
め

に
、

医
学

・
生

命
科

学
系

分
野

の
専

攻
者

に
は

工
学

・
情

報
学

の
基

礎
知

識
や

考
え

方
を

学
び

、
工

学
・

情
報

科
学

系
分

野
の

専
攻

者
に

は
、

医
学

分
野

の
基

礎
知

識
や

考
え

方
を

学
べ

る
科

目
構

成
な

っ
て

い
ま

す
。

履
修

資
格

・
条

件
な

し

前
提

知
識

の
目

安
な

し

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

問
い

合
わ

せ
等

詳
細

は
M

EI
セ

ン
タ

ー
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
ht

tp
://

w
w
w
.m

ei
.o
sa
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jp
/z
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yu
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プ
ロ

グ
ラ

ム
独

自
の

説
明

会
に

つ
い

て

特
記

事
項

な
し

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
単

位
数

開
講

学
期

（
4学

期
制

）
開

講
部

局
（

課
程

）
備

考
必

修
選

必
選

択

25
P
00

1
医

科
学

概
論
Ⅰ

2
春

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

25
P
00

2
医

科
学

概
論
Ⅱ

2
春

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

25
05

67
医

工
情

報
学

入
門
Ⅰ

2
春

～
冬

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

20
19

年
度

不
開

講

25
05

68
医

工
情

報
学

入
門
Ⅱ

2
春

～
冬

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

20
19

年
度

不
開

講

25
50

05
保

健
情

報
論

2
春

～
夏

学
期

医
学

系
研

究
科

（
博

士
前

期
）

25
51

01
数

理
保

健
学

特
論

2
春

～
夏

学
期

医
学

系
研

究
科

（
博

士
前

期
）

25
51

81
中

医
看

護
学

1
秋

学
期

医
学

系
研

究
科

（
博

士
前

期
）

疾
患

生
体

応
答

学
【

特
別

講
義

】
1

夏
学

期
薬

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

27
11

88
先

端
生

命
科

学
特

別
講

義
1

夏
学

期
薬

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

27
11

82
衛

生
薬

学
特

別
講

義
1

集
中

薬
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）

28
03

07
生

体
シ

ス
テ

ム
工

学
2

秋
～

冬
学

期
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

28
09

31
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
創

成
学

2
秋

～
冬

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）

28
09

34
人

間
指

向
シ

ス
テ

ム
論

2
秋

～
冬

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）

29
07

85
コ

ン
ピ

ュ
テ

ー
シ

ョ
ナ

ル
バ

イ
オ

メ
カ

ニ
ク

ス
1

秋
学

期
基

礎
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

29
05

59
物

性
／

反
応

量
子

化
学

2
春

～
夏

学
期

基
礎

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）

29
05

68
分

子
流

体
工

学
特

論
2

春
～

夏
学

期
基

礎
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

29
J7

75
医

療
生

体
デ

ー
タ

科
学

2
春

～
夏

学
期

基
礎

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）

29
07

77
生

体
医

工
学

特
論

2
秋

～
冬

学
期

基
礎

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）

29
07

76
Bi
os

ys
te

m
�E
ng

in
ee

rin
g

2
春

～
夏

学
期

基
礎

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）

29
J7

65
バ

イ
オ

メ
カ

ニ
ズ

ム
2

春
～

夏
学

期
基

礎
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

33
13

25
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

基
礎

論
2

春
～

夏
学

期
情

報
科

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

33
17

24
バ

イ
オ

情
報

工
学

入
門

2
春

～
夏

学
期

情
報

科
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）

23
20

09
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
・

ア
カ

ウ
ン

テ
ィ

ン
グ

2
春

～
夏

学
期

経
済

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

25
51

29
医

療
経

営
学

総
論

2
秋

～
冬

学
期

医
学

系
研

究
科

（
博

士
前

期
）

28
06

52
材

料
創

成
論

2
秋

～
冬

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）

28
06

53
リ

ス
ク

評
価

論
2

春
～

夏
学

期
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

28
06

45
知

的
財

産
権

2
春

～
夏

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）

27
11

92
ヘ

ル
ス

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
2

春
～

夏
学

期
薬

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

3B
15

21
協

働
術

A（
メ

デ
ィ

ア
・

ソ
ー

シ
ャ

ル
デ

ザ
イ

ン
）

2
秋

学
期

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー（
学

部
・

院
）

28
06

46
知

的
財

産
権

演
習

1
春

～
夏

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）

29
05

73
生

体
工

学
演

習
1

春
～

夏
学

期
基

礎
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

33
17

31
バ

イ
オ

メ
デ

ィ
カ

ル
イ

ン
フ

ォ
マ

テ
ィ

ク
ス

演
習

1
春

～
夏

学
期

情
報

科
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）

構
成

科
目

70



プ
ロ

グ
ラ

ム
名

バ
イ

オ
マ

テ
リ

ア
ル

学

提
案

（
幹

事
）

部
局

国
際

医
工

情
報

セ
ン

タ
ー

連
携

部
局

経
済

学
研

究
科

、
医

学
系

研
究

科
、

薬
学

研
究

科
、

工
学

研
究

科
、

基
礎

工
学

研
究

科
、

情
報

科
学

研
究

科
、

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー

履
修

対
象

者
修

士
・

博
士

修
了

要
件

9
単

位
以

上

選
択

（
講

義
）

科
目

8
単

位
以

上
、

お
よ

び
選

択
必

須
（

演
習

）
科

目
か

ら
1
単

位
以

上
を

修
得

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
講

義
科

目
8
単

位
の

う
ち

4
単

位
以

上
は

所
属

研
究

科
外

の
講

義
科

目
と

し
ま

す
。

※
�医

学
系

研
究

科
に

お
い

て
は

医
科

学
専

攻
と

保
健

学
専

攻
は

別
研

究
科

と
み

な
し

ま
す

。
※

�医
学

系
研

究
科

医
学

専
攻

の
学

生
が

「
医

工
情

報
学

入
門

」
を

履
修

し
た

場
合

は
、

所
属

研
究

科
外

と
み

な
し

ま
す

。

趣
旨

・
概

要

高
度

先
進

医
療

福
祉

社
会

を
築

く
こ

と
は

、
我

が
国

の
緊

急
課

題
で

す
。

そ
の

た
め

に
は

、
新

規
融

合
科

学
で

あ
る
「

医
工

情
報

学
」
領

域
の

発
展

と
来

る
べ

き
社

会
へ

の
適

合
が

必
須

で
あ

り
、

決
定

的
に

不
足

し
て

い
る

こ
の

領
域

の
人

材
育

成
が

急
務

で
す

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
大

学
院

修
士

・
博

士
課

程
学

生
を

対
象

に
、
特

に
マ

テ
リ

ア
ル

に
関

す
る

最
先

端
の

工
学

・
情

報
科

学
と

医
学

・
医

療
の

双
方

に
精

通
し

、
社

会
ニ

ー
ズ

・
医

療
ニ

ー
ズ

・
患

者
ニ

ー
ズ

を
理

解
し

た
エ

ン
ジ

ニ
ア

、
医

療
技

術
者

を
は

じ
め

と
す

る
多

様
な

人
材

を
育

成
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

ま
す

。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

次
世

代
型

薬
物

、
人

工
臓

器
等

を
設

計
す

る
に

あ
た

っ
て

求
め

ら
れ

る
イ

ン
テ

リ
ジ

ェ
ン

ト
マ

テ
リ

ア
ル

の
開

発
と

D
D
S（

D
ru

g�
D
el
iv
er

y�
Sy

st
em

）
を

含
め

そ
の

医
療

応
用

に
つ

い
て

概
説

し
、

治
療

戦
略

を
構

築
で

き
る

人
材

育
成

を
目

指
し

ま
す

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成
上

記
の

到
達

目
標
（

修
了

時
に

身
に

つ
け

る
べ

き
能

力
）
を

達
成

す
る

た
め

に
、

医
学

・
生

命
科

学
系

分
野

の
専

攻
者

に
は

工
学

・
情

報
学

の
基

礎
知

識
や

考
え

方
を

学
び

、
工

学
・

情
報

科
学

系
分

野
の

専
攻

者
に

は
、

医
学

分
野

の
基

礎
知

識
や

考
え

方
を

学
べ

る
科

目
構

成
な

っ
て

い
ま

す
。

履
修

資
格

・
条

件
な

し

前
提

知
識

の
目

安
な

し

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

問
い

合
わ

せ
等

詳
細

は
M

EI
セ

ン
タ

ー
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
ht

tp
://

w
w
w
.m

ei
.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp
/z
en

ki
ris

yu
uh

ou
/

プ
ロ

グ
ラ

ム
独

自
の

説
明

会
に

つ
い

て

特
記

事
項

な
し

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
単

位
数

開
講

学
期

（
4学

期
制

）
開

講
部

局
（

課
程

）
備

考
必

修
選

必
選

択

25
P
00

1
医

科
学

概
論
Ⅰ

2
春

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

25
P
00

2
医

科
学

概
論
Ⅱ

2
春

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

25
05

67
医

工
情

報
学

入
門
Ⅰ

2
春

～
冬

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

20
19

年
度

不
開

講

25
05

68
医

工
情

報
学

入
門
Ⅱ

2
春

～
冬

学
期

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

20
19

年
度

不
開

講

25
02

62
再

生
医

学
－

近
未

来
の

医
療

に
向

け
て

－
2

春
～

夏
学

期
医

学
系

研
究

科
（

修
士

）
20

19
年

度
不

開
講

27
11

87
未

来
医

療
学

特
別

講
義

1
夏

学
期

薬
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）

27
10

07
生

物
有

機
化

学
特

別
講

義
1

夏
学

期
薬

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

27
11

88
先

端
生

命
科

学
特

別
講

義
1

夏
学

期
薬

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

27
10

21
医

薬
基

盤
科

学
特

別
講

義
1

春
学

期
薬

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

28
03

07
生

体
シ

ス
テ

ム
工

学
2

秋
～

冬
学

期
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

28
07

06
組

織
生

産
プ

ロ
セ

ス
工

学
2

春
～

夏
学

期
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

28
07

15
バ

イ
オ

マ
テ

リ
ア

ル
化

学
2

春
～

夏
学

期
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

28
07

28
構

造
生

物
学

2
春

～
夏

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
偶

数
年

開
講

20
19

年
度

不
開

講

28
09

17
光

化
学

と
ケ

ミ
カ

ル
バ

イ
オ

ロ
ジ

ー
2

秋
～

冬
学

期
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

20
19

年
度

不
開

講

28
10

38
生

体
材

料
学

2
秋

～
冬

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）

29
07

26
生

物
発

想
化

学
工

学
2

秋
～

冬
学

期
基

礎
工

学
研

究
科
（

博
士

前
期

）

23
20

09
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
・

ア
カ

ウ
ン

テ
ィ

ン
グ

2
春

～
夏

学
期

経
済

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

25
51

29
医

療
経

営
学

総
論

2
秋

～
冬

学
期

医
学

系
研

究
科

（
博

士
前

期
）

28
06

52
材

料
創

成
論

2
秋

～
冬

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）

28
06

53
リ

ス
ク

評
価

論
2

春
～

夏
学

期
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

28
06

45
知

的
財

産
権

2
春

～
夏

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）

27
11

92
ヘ

ル
ス

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
2

春
～

夏
学

期
薬

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

3B
15

21
協

働
術

A
（

メ
デ

ィ
ア

・
ソ

ー
シ

ャ
ル

デ
ザ

イ
ン

）
2

秋
学

期
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

（
学

部
・

院
）

28
06

46
知

的
財

産
権

演
習

1
春

～
夏

学
期

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）

29
05

73
生

体
工

学
演

習
1

春
～

夏
学

期
基

礎
工

学
研

究
科
（

博
士

前
期

）

33
17

31
バ

イ
オ

メ
デ

ィ
カ

ル
イ

ン
フ

ォ
マ

テ
ィ

ク
ス

演
習

1
春

～
夏

学
期

情
報

科
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）

構
成

科
目

71



プ
ロ

グ
ラ

ム
名

デ
ー

タ
科

学

提
案

（
幹

事
）

部
局

数
理

・
デ

ー
タ

科
学

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

連
携

部
局

基
礎

工
学

研
究

科
、

経
済

学
研

究
科

、
人

間
科

学
研

究
科

、
医

学
系

研
究

科
、

工
学

研
究

科
、

理
学

研
究

科
、

情
報

科
学

研
究

科

履
修

対
象

者
修

士
・

博
士

修
了

要
件

10
単

位
以

上
コ

ー
ス

を
修

了
す

る
た

め
に

は
、

コ
ー

ス
ご

と
に

指
定

さ
れ

た
選

択
必

修
科

目
と

選
択

科
目

か
ら

、
そ

れ
ぞ

れ
、

6
単

位
な

ら
び

に
2
単

位
以

上
、

合
計

10
単

位
以

上
を

修
得

す
る

必
要

が
あ

る
。

趣
旨

・
概

要

デ
ー

タ
科

学
に

は
定

ま
っ

た
定

義
は

あ
り

ま
せ

ん
が

、
デ

ー
タ

科
学

を
デ

ー
タ

が
関

わ
る

研
究

を
行

う
学

問
と

考
え

る
な

ら
ば

、
そ

の
守

備
範

囲
は

広
大

で
す

。
大

学
は

学
問

の
府

で
す

か
ら

、
デ

ー
タ

が
重

要
な

役
割

を
果

た
す

実
証

研
究

に
直

結
す

る
研

究
の

デ
ザ

イ
ン

や
デ

ー
タ

の
ハ

ン
ド

リ
ン

グ
の

方
法

（
統

計
手

法
）

の
習

得
が

、
デ

ー
タ

科
学

の
中

で
も

、
肝

要
と

な
り

ま
す

。
本

副
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、
こ

う
い

っ
た

意
味

で
の

デ
ー

タ
科

学
の

実
践

的
か

つ
包

括
的

な
教

育
コ

ー
ス

を
提

供
し

ま
す

。
実

証
研

究
の

デ
ー

タ
科

学
を

身
に

付
け

た
修

了
生

は
、
実

社
会

で
も

デ
ー

タ
に

関
わ

る
実

務
に

お
い

て
そ

の
ス

キ
ル

を
十

分
に

活
か

す
こ

と
が

で
き

ま
す

。
各

専
攻

に
お

い
て

基
本

的
な

デ
ー

タ
処

理
の

教
育

は
な

さ
れ

て
い

ま
す

。
し

か
し

、そ
れ

ら
は

十
分

と
は

言
え

ま
せ

ん
。
実

際
、

実
証

研
究

を
中

心
に

行
う

専
攻

で
は

、
自

身
の

研
究

テ
ー

マ
に

直
結

す
る

デ
ー

タ
分

析
の

手
続

き
は

よ
く

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

さ
れ

て
い

ま
す

が
、

デ
ー

タ
分

析
の

基
礎

的
な

事
柄

の
理

解
は

危
う

く
、

状
況

が
変

化
す

る
と

適
切

に
分

析
で

き
な

く
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
一

方
、

数
理

統
計

学
や

デ
ー

タ
科

学
の

基
礎

を
学

ぶ
専

攻
で

は
、

実
際

の
デ

ー
タ

分
析

を
体

験
し

た
り

批
判

を
受

け
る

こ
と

は
少

な
く

、
統

計
手

法
の

応
用

上
の

意
味

や
分

析
の

困
難

さ
を

学
べ

ま
せ

ん
。

本
副

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

こ
の

よ
う

な
問

題
意

識
に

鑑
み

、
デ

ー
タ

科
学

の
教

育
に

お
け

る
課

題
を

発
見

し
教

育
方

法
の

改
善

に
資

す
る

こ
と

を
目

的
に

開
設

し
ま

す
。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

の
利

活
用

や
不

確
実

性
へ

の
対

処
、お

よ
び

エ
ビ

デ
ン

ス
に

基
づ

く
科

学
的

方
法

論
を

習
得

す
る

。
具

体
的

に
は

①
デ

ー
タ

科
学

の
基

本
的

な
考

え
方

と
統

計
手

法
の

数
理

的
基

礎
を

理
解

し
て

い
る

。
②

主
専

攻
の

研
究

分
野

に
直

結
す

る
統

計
手

法
を

体
系

的
に

理
解

し
て

い
る

。
③

主
専

攻
で

な
い

分
野

に
お

け
る

デ
ー

タ
科

学
を

知
り

学
際

的
な

視
点

を
持

っ
て

い
る

。
④

最
新

の
統

計
手

法
に

関
す

る
情

報
を

得
て

い
る

。
な

お
、

主
専

攻
と

は
受

講
生

自
身

が
所

属
す

る
専

攻
で

す
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

8
つ

の
コ

ー
ス（

統
計

数
理

、
機

械
学

習
、

人
文

社
会

統
計

学
、

保
健

医
療

統
計

学
、

経
済

経
営

統
計

学
、

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

＆
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

テ
ィ

ス
ト

、
St

at
ist

ic
s-
in
-E

ng
lis

h�
co

ur
se

、
医

学
統

計
学

）
を

継
続

し
ま

す
。

多
く

の
異

な
っ

た
分

野
に

お
け

る
固

有
の

技
術

や
概

念
を

学
習

し
、

デ
ー

タ
科

学
の

観
点

か
ら

そ
れ

ら
を

見
つ

め
直

す
こ

と
は

、
学

際
的

・
俯

瞰
的

な
視

野
の

醸
成

に
資

す
る

で
し

ょ
う

。

〈
統

計
数

理
コ

ー
ス

〉　
デ

ー
タ

科
学

に
お

け
る

数
理

的
基

礎
、
統

計
理

論
を

習
得

す
る

と
と

も
に

実
証

科
学

に
お

い
て

応
用

さ
れ

る
分

析
手

法
を

学
ぶ

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

提
供

し
ま

す
。

〈
機

械
学

習
コ

ー
ス

〉　
デ

ー
タ

か
ら

知
識

・
情

報
を

抽
出

す
る

た
め

に
必

要
な

数
理

的
基

礎
、
統

計
理

論
を

学
習

す
る

と
と

も
に

、
デ

ー
タ

解
析

の
ス

キ
ル

を
獲

得
す

る
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
し

ま
す

。
〈

人
文

社
会

統
計

学
コ

ー
ス

〉　
心

理
学

、
社

会
学

、
教

育
学

な
ど

人
文

社
会

科
学

分
野

に
お

い
て

用
い

ら
れ

る
統

計
手

法
、

研
究

方
法

論
の

習
得

と
と

も
に

、
そ

れ
ら

の
数

理
的

基
礎

を
学

ぶ
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
し

ま
す

。
〈

保
健

医
療

統
計

学
コ

ー
ス

〉　
保

健
医

療
分

野
で

得
ら

れ
た

デ
ー

タ
を

解
析

す
る

た
め

に
必

要
な

統
計

手
法

と
研

究
方

法
論

を
習

得
す

る
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
し

ま
す

。
〈

経
済

経
営

統
計

学
コ

ー
ス

〉　
経

済
学

、
経

営
学

分
野

で
用

い
ら

れ
る

統
計

手
法

を
習

得
す

る
と

と
も

に
、

そ
れ

ら
の

数
理

的
基

礎
を

学
ぶ

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

提
供

し
ま

す
。

〈
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
＆

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
テ

ィ
ス

ト
コ

ー
ス

〉　
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
の

利
活

用
に

必
要

な
数

理
的

基
礎

、
統

計
理

論
を

学
習

す
る

と
と

も
に

、
解

析
手

法
を

獲
得

す
る

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

提
供

し
ま

す
。

〈
St

at
ist

ic
s-
in
-E

ng
lis

h�
co

ur
se

〉　
英

語
で

実
施

さ
れ

る
講

義
に

よ
っ

て
デ

ー
タ

科
学

に
お

け
る

数
理

的
基

礎
、
統

計
理

論
を

習
得

す
る

と
と

も
に

、
国

際
競

争
力

を
獲

得
す

る
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
し

ま
す

。
〈

医
学

統
計

学
コ

ー
ス

〉　
臨

床
試

験
、
観

察
研

究
な

ど
の

医
学

研
究

の
デ

ザ
イ

ン
と

統
計

解
析

に
必

要
と

な
る

統
計

学
的

知
識

お
よ

び
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

技
術

を
学

ぶ
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
し

ま
す

。

履
修

資
格

・
条

件
統

計
関

連
科

目
を

受
講

し
て

い
る

こ
と

。
研

究
や

実
務

等
に

お
い

て
実

デ
ー

タ
解

析
を

行
っ

た
経

験
が

あ
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

前
提

知
識

の
目

安
統

計
検

定
2
級

対
応

「
統

計
学

基
礎

」（
改

訂
版

）
東

京
図

書
の

レ
ベ

ル
を

基
準

と
し

ま
す

。
デ

ー
タ

解
析

環
境

R
の

経
験

が
あ

っ
た

ほ
う

が
よ

い
。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

問
い

合
わ

せ
等

ht
tp

://
w
w
w
.si
gm

at
h.
es

.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp
/~

Es
ta
t/
su

bp
ro

gr
am

.h
tm

l
内

田
雅

之
：

uc
hi
da

@
sig

m
at
h.
es

.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp

プ
ロ

グ
ラ

ム
独

自
の

説
明

会
に

つ
い

て

■
M
M
DS

ガ
イ

ダ
ン

ス
（

金
融

・
保

険
、

数
理

モ
デ

ル
、

デ
ー

タ
科

学
の

説
明

会
）

日
時

：
4
月

12
日

（
金

）
18

：
00

～
20

：
00

会
場

：
法

経
講

義
棟

1
階

1
番

講
義

室

特
記

事
項

統
計

検
定

（
日

本
統

計
学

会
公

式
認

定
）

の
受

験
を

推
奨

し
ま

す
。

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
単

位
数

開
講

学
期

（
4学

期
制

）
開

講
部

局
（

課
程

）
備

考
必

修
選

必
選

択

統
計

数
理

コ
ー

ス
、

主
要

担
当

部
局

：
基

礎
工

学
研

究
科

数
理

・
デ

ー
タ

科
学

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

作
成

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
、

お
よ

び
左

記
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
内

の
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

便
覧

（
科

目
対

応
時

間
割

表
、

シ
ラ

バ
ス

等
を

含
む

）
を

参
照

。

構
成

科
目

72



プ
ロ
グ
ラ
ム
名

数
理

モ
デ

ル

提
案
（
幹
事
）
部
局

数
理

・
デ

ー
タ

科
学

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

連
携
部
局

基
礎

工
学

研
究

科
、

経
済

学
研

究
科

、
理

学
研

究
科

、
工

学
研

究
科

、
情

報
科

学
研

究
科

履
修
対
象
者

修
士

・
博

士

修
了
要
件

6
科

目
12

単
位

以
上

（
コ

ー
ス

に
よ

り
、

選
択

必
修

あ
り

）
（

研
究

科
修

了
要

件
単

位
か

ら
流

用
可

能
）

下
記

の
3つ

の
コ

ー
ス

ご
と

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
修

了
要

件
は

下
記

の
通

り
で

す
。

・
応

用
数

学
コ

ー
ス

　
　

：
�選

必
4
単

位
以

上
、

選
択

お
よ

び
選

必
合

わ
せ

て
12

単
位

以
上

・
シ

ス
テ

ム
数

理
コ

ー
ス

：
�選

必
4
単

位
以

上
、

選
択

お
よ

び
選

必
合

わ
せ

て
12

単
位

以
上

・
数

理
工

学
コ

ー
ス

　
　

：
�12

単
位

以
上

各
コ

ー
ス

の
科

目
に

つ
い

て
は

、
セ

ン
タ

ー
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の「
D
M

M
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
」

の
科

目
表

お
よ

び
シ

ラ
バ

ス
も

御
覧

く
だ

さ
い

。

趣
旨
・
概
要

数
理

モ
デ

ル
を

用
い

て
具

体
的

実
体

を
記

述
し

、
数

学
を

用
い

て
現

象
を

予
測

す
る

能
力

は
、
理

論
科

学
や

応
用

科
学

に
と

ど
ま

ら
ず

、
社

会
的

な
要

請
も

高
い

。
技

術
革

新
と

社
会

構
造

の
変

化
に

対
処

し
、
新

規
性

の
あ

る
研

究
を

牽
引

す
る

人
材

を
育

成
す

る
た

め
に

は
、
個

別
の

部
局

や
研

究
室

を
こ

え
、
産

業
界

と
の

協
働

も
視

野
に

入
れ

た
大

学
院

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

必
要

で
あ

る
。

本
副

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、修
了

生
が

数
理

モ
デ

ル
を

自
在

に
操

る
ス

キ
ル

を
習

得
し

、
社

会
や

学
術

研
究

に
還

元
す

る
こ

と
を

目
指

す
。

到
達
目
標

（
修
了
時
に
身
に
付
く
能
力
）

本
副

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

モ
デ

リ
ン

グ
、
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
、
数

学
解

析
に

関
す

る
包

括
的

な
教

育
コ

ー
ス

で
あ

り
、

下
記

の
目

的
を

も
っ

て
開

設
す

る
。

な
お

、
主

専
攻

と
は

受
講

生
自

身
が

所
属

す
る

専
攻

で
あ

る
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
習

を
通

し
て

、
以

下
の

能
力

を
備

え
た

方
に

修
了

認
定

証
を

授
与

す
る

。
①

数
理

モ
デ

リ
ン

グ
の

基
本

的
な

考
え

方
と

数
理

的
基

礎
を

理
解

す
る

②
主

専
攻

の
研

究
分

野
に

直
結

す
る

数
理

モ
デ

ル
を

体
系

的
に

習
得

す
る

③
主

専
攻

で
な

い
分

野
に

お
け

る
数

理
モ

デ
リ

ン
グ

に
よ

っ
て

学
際

的
な

視
点

を
養

う
④

数
理

モ
デ

リ
ン

グ
に

関
す

る
最

新
の

動
向

の
知

見
を

得
て

い
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成

数
理

モ
デ

ル
の

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
学

内
の

設
立

母
体

で
あ

る
基

礎
工

学
、

経
済

学
、

理
学

、
工

学
、

情
報

科
学

研
究

科
の

5
研

究
科

と
、

学
外

か
ら

の
非

常
勤

教
員

を
含

め
た

連
携

協
力

の
も

と
に

提
供

さ
れ

、
応

用
数

学
、

シ
ス

テ
ム

数
理

、
数

理
工

学
の

3
コ

ー
ス

で
構

成
さ

れ
る

。
ま

た
最

先
端

の
学

術
的

発
展

を
も

踏
ま

え
た

教
育

に
加

え
、

学
際

融
合

教
育

に
も

力
を

入
れ

て
い

る
。

履
修
資
格
・
条
件

特
に

な
し

前
提
知
識
の
目
安

学
部

に
お

け
る

全
学

共
通

教
育

科
目

の
数

学
（

微
分

積
分

学
と

線
形

代
数

）
の

知
識

を
有

し
て

い
る

こ
と

を
前

提
と

す
る

。
そ

の
上

で
各

コ
ー

ス
（

応
用

数
学

、
シ

ス
テ

ム
数

理
、

数
理

工
学

）
の

構
成

科
目

に
対

応
す

る
学

部
の

専
門

科
目
（

実
解

析
学

、
微

分
方

程
式

、
流

体
力

学
、

シ
ス

テ
ム

論
等

）
の

い
く

つ
か

を
履

修
し

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
等

宛
先

：
大

阪
大

学
教

理
・

デ
ー

タ
科

学
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
所

在
地

：
〒

56
0-

85
31

　
大

阪
府

豊
中

市
待

兼
山

町
1-

3
Ph

on
e：

（
06

）
68

50
-6

09
1（

代
表

）　
（

06
）

68
50

-6
27

9（
教

務
関

係
）

FA
X：

（
06

）
68

50
-6

09
2

W
eb

sit
e：

w
w
w
-m

m
ds

.si
gm

at
h.
es

.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp

E-
m

ai
l：

m
m

ds
-q

ue
st
io
ns

@
sig

m
at
h.
es

.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp

プ
ロ
グ
ラ
ム
独
自
の

説
明
会
に
つ
い
て

■
M
M
DS

ガ
イ

ダ
ン

ス
（

金
融

・
保

険
、

数
理

モ
デ

ル
、

デ
ー

タ
科

学
の

説
明

会
）

日
時

：
4
月

12
日

（
金

）
18

：
00

～
20

：
00

会
場

：
法

経
講

義
棟

1
階

1
番

講
義

室

特
記
事
項

な
し

構
成
科
目 セ
ン
タ
ー

科
目
名

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

（
4学
期
制
）
開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

（
到
達
目
標
の
番
号
）

必
修
選
必
選
択

応
用
数
学
コ
ー
ス
（
コ
ー
ス
修
了
要
件
：
6
科
目
12
単
位
以
上
を
取
得
（
選
必
4
単
位
以
上
、
選
択
お
よ
び
選
必
合
わ
せ
て
12
単
位
以
上
））

数
理

モ
デ

ル
特

論
Ⅰ

（
基

礎
科

目
）

2
9
0
7
4
4

数
理

モ
デ

ル
特

論
Ⅰ

2
春

～
夏

学
期

基
礎

工
学

研
究

科
（

前
期

）
数

理
モ

デ
ル

特
論
Ⅱ

（
基

礎
科

目
）

2
9
0
7
4
5

数
理

モ
デ

ル
特

論
Ⅱ

2
秋

～
冬

学
期

基
礎

工
学

研
究

科
（

前
期

）
数

理
医

学
概

論
2
9
0
7
4
2

数
理

医
学

概
論

2
春

～
夏

学
期

（
集

中
）

基
礎

工
学

研
究

科
（

前
期

）
非

線
形

現
象

解
析

2
9
0
3
0
1

非
線

形
現

象
解

析
2

秋
～

冬
学

期
（

集
中

）
基

礎
工

学
研

究
科

（
前

期
）

現
代

解
析

学
Ⅰ

（
関

数
解

析
）（

基
礎

科
目

）
2
9
0
5
8
5

関
数

解
析
Ⅰ

2
春

～
夏

学
期

基
礎

工
学

研
究

科
（

前
期

）
2
4
0
7
8
1

関
数

解
析

学
概

論
理

学
研

究
科

（
前

期
）

0
4
0
4
0
6

解
析

学
3

理
学

部

現
代

解
析

学
Ⅱ

（
関

数
解

析
）

2
9
0
5
8
6

関
数

解
析
Ⅱ

2
秋

～
冬

学
期

基
礎

工
学

研
究

科
（

前
期

）
2
4
0
7
9
3

関
数

解
析

学
特

論
理

学
研

究
科

（
前

期
）

0
4
0
4
0
8

解
析

学
5

理
学

部
応

用
解

析
学
Ⅰ

（
基

礎
科

目
）

3
3
1
2
0
6

非
線

形
解

析
学

2
春

～
夏

学
期

情
報

科
学

研
究

科
（

前
期

）
応

用
解

析
学
Ⅱ

2
9
0
7
4
7

応
用

解
析

学
2

秋
～

冬
学

期
基

礎
工

学
研

究
科

（
前

期
）

非
線

形
数

理
モ

デ
ル
Ⅰ

2
8
1
3
2
9

数
理

解
析

学
1

春
学

期
工

学
研

究
科

（
前

期
）

非
線

形
数

理
モ

デ
ル
Ⅱ

2
8
0
8
2
9

フ
ォ

ト
ニ

ッ
ク

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

工
学

2
春

～
夏

学
期

工
学

研
究

科
（

前
期

）
非

線
形

数
理

モ
デ

ル
Ⅲ

2
9
0
7
4
6

微
分

方
程

式
特

論
2

春
～

夏
学

期
基

礎
工

学
研

究
科

（
前

期
）

非
線

形
数

理
モ

デ
ル
Ⅳ

2
9
0
1
2
0

数
理

モ
デ

ル
論

2
秋

～
冬

学
期

基
礎

工
学

研
究

科
（

前
期

）
流

体
数

理
Ⅰ

（
基

礎
科

目
）（

学
部

科
目

）
0
9
0
3
7
1

流
体

力
学

　（
学

部
3
、

4
年

）
2

秋
～

冬
学

期
基

礎
工

学
部

流
体

数
理
Ⅱ

2
9
J6

3
7

乱
流

力
学

特
論

2
春

～
夏

学
期

基
礎

工
学

研
究

科
（

前
期

）
流

体
数

理
Ⅲ

2
9
0
4
5
0

非
線

形
力

学
特

論
2

春
～

夏
学

期
基

礎
工

学
研

究
科

（
前

期
）

流
体

数
理
Ⅳ

2
9
J7

3
1

混
相

流
工

学
特

論
2

秋
～

冬
学

期
基

礎
工

学
研

究
科

（
前

期
）

確
率

モ
デ

リ
ン

グ
概

論
（

学
部

科
目

）
0
9
0
0
6
8

応
用

数
理

A
2

春
～

夏
学

期
基

礎
工

学
部

数
理

モ
デ

ル
概

論
（

基
礎

科
目

）
2
9
0
5
2
1

非
線

形
構

造
解

析
2

春
～

夏
学

期
基

礎
工

学
研

究
科

（
前

期
）

数
理

解
析

2
9
0
5
2
0

数
理

解
析

2
春

～
夏

学
期

基
礎

工
学

研
究

科
（

前
期

）
力

学
系

理
論

（
数

理
解

析
）

2
9
0
7
4
8

力
学

系
理

論
2

春
～

夏
学

期
基

礎
工

学
研

究
科

（
前

期
）

20
19

年
度

か
ら

再
開

講
ダ

イ
ナ

ミ
カ

ル
シ

ス
テ

ム
論

2
8
0
8
1
4

ダ
イ

ナ
ミ

カ
ル

シ
ス

テ
ム

論
2

春
～

夏
学

期
工

学
研

究
科

（
前

期
）

応
用

情
報

解
析

学
3
3
1
2
0
7

応
用

情
報

解
析

学
2

春
～

夏
学

期
情

報
科

学
研

究
科

（
前

期
）

情
報

計
算

工
学

3
3
1
2
0
3

情
報

計
算

工
学

2
秋

～
冬

学
期

情
報

科
学

研
究

科
（

前
期

）
非

線
形

現
象

論
3
3
1
2
2
5

非
線

形
現

象
論

2
秋

～
冬

学
期

情
報

科
学

研
究

科
（

前
期

）
応

用
数

理
演

習
2
9
0
7
4
3

応
用

現
象

数
理

特
論

2
秋

～
冬

学
期

基
礎

工
学

研
究

科
（

前
期

）
数

理
概

論
Ⅰ

2
9
0
6
4
7

数
理

概
論
Ⅰ
【

偶
数

年
度

の
み

開
講

】
2

秋
～

冬
学

期
基

礎
工

学
研

究
科

（
前

期
）

2
0
1
9
年

度
不

開
講

数
理

概
論
Ⅱ

2
9
0
6
5
1

数
理

概
論
Ⅱ
【

奇
数

年
度

の
み

開
講

】
2

秋
～

冬
学

期
基

礎
工

学
研

究
科

（
前

期
）

シ
ス
テ
ム
数
理
コ
ー
ス
（
コ
ー
ス
修
了
要
件
：
6
科
目
12
単
位
以
上
を
取
得
（
選
必
4
単
位
以
上
、
選
択
お
よ
び
選
必
合
わ
せ
て
12
単
位
以
上
））

シ
ス

テ
ム

数
理

特
別

講
義

　
Ⅰ

2
9
0
7
5
1

シ
ス

テ
ム

数
理

特
別

講
義
Ⅰ

2
偶

数
年

基
礎

工
学

研
究

科
（

前
期

）
2
0
1
9
年

度
不

開
講

シ
ス

テ
ム

数
理

特
別

講
義

　
Ⅱ

2
9
0
7
5
2

シ
ス

テ
ム

数
理

特
別

講
義
Ⅱ

2
偶

数
年

基
礎

工
学

研
究

科
（

前
期

）
2
0
1
9
年

度
不

開
講

シ
ス

テ
ム

数
理

特
別

講
義

　
Ⅲ

2
9
0
7
6
8

シ
ス

テ
ム

数
理

特
別

講
義
Ⅲ

2
奇

数
年

（
春

～
夏

学
期

）
基

礎
工

学
研

究
科

（
前

期
）

集
中

も
し

く
は

毎
週

シ
ス

テ
ム

数
理

特
別

講
義

　
Ⅳ

2
9
0
7
6
9

シ
ス

テ
ム

数
理

特
別

講
義
Ⅳ

2
奇

数
年

（
秋

～
冬

学
期

）
基

礎
工

学
研

究
科

（
前

期
）

集
中

も
し

く
は

毎
週

複
雑

シ
ス

テ
ム

論
2
9
0
7
7
9

複
雑

シ
ス

テ
ム

論
2

秋
～

冬
学

期
基

礎
工

学
研

究
科

（
前

期
）

非
線

形
シ

ス
テ

ム
論

2
9
0
6
4
9

非
線

形
シ

ス
テ

ム
論

2
春

～
夏

学
期

基
礎

工
学

研
究

科
（

前
期

）
シ

ス
テ

ム
計

画
論

2
9
J0

0
7

シ
ス

テ
ム

計
画

論
2

春
～

夏
学

期
基

礎
工

学
研

究
科

（
前

期
）

知
的

計
画

論
2
9
E
5
8
8

知
的

計
画

論
2

秋
～

冬
学

期
基

礎
工

学
研

究
科

（
前

期
）

非
線

形
数

理
モ

デ
ル

（
数

理
モ

デ
ル

論
）

2
9
0
1
2
0

数
理

モ
デ

ル
論

2
秋

～
冬

学
期

基
礎

工
学

研
究

科
（

前
期

）
力

学
系

理
論

（
数

理
解

析
）

2
9
0
7
4
8

力
学

系
理

論
2

春
～

夏
学

期
基

礎
工

学
研

究
科

（
前

期
）

2
0
1
9
年

度
か

ら
再

開
講

微
分

方
程

式
特

論
2
9
0
7
4
6

微
分

方
程

式
特

論
2

春
～

夏
学

期
基

礎
工

学
研

究
科

（
前

期
）

確
率

微
分

方
程

式

2
9
0
5
9
0

確
率

微
分

方
程

式

2
秋

～
冬

学
期

基
礎

工
学

研
究

科
（

前
期

）
2
4
0
7
9
5

確
率

論
特

論
理

学
研

究
科

（
前

期
）

2
3
2
2
4
0

経
営

学
特

論
�Ⅱ

（
フ

ァ
イ

ナ
ン

ス
の

た
め

の
確

率
解

析
2
）

経
済

学
研

究
科

（
前

期
）

2
3
7
8
5
7

経
営

学
特

研
�Ⅱ

（
フ

ァ
イ

ナ
ン

ス
の

た
め

の
確

率
解

析
2
）

経
済

学
研

究
科

（
後

期
）

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

設
計

論
3
3
1
3
0
7

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

設
計

論
2

偶
数

年
情

報
科

学
研

究
科

（
前

期
）

2
0
1
9
年

度
不

開
講

デ
ィ

ペ
ン

ダ
ブ

ル
シ

ス
テ

ム
3
3
1
4
2
0

デ
ィ

ペ
ン

ダ
ブ

ル
シ

ス
テ

ム
2

偶
数

年
情

報
科

学
研

究
科

（
前

期
）

2
0
1
9
年

度
不

開
講

ダ
イ

ナ
ミ

カ
ル

シ
ス

テ
ム

論
2
8
0
8
1
4

ダ
イ

ナ
ミ

カ
ル

シ
ス

テ
ム

論
2

春
～

夏
学

期
工

学
研

究
科

（
前

期
）

応
用

情
報

解
析

学
3
3
1
2
0
7

応
用

情
報

解
析

学
2

春
～

夏
学

期
情

報
科

学
研

究
科

（
前

期
）

応
用

シ
ス

テ
ム

数
理

2
8
1
2
6
6

応
用

シ
ス

テ
ム

数
理

2
秋

～
冬

学
期

工
学

研
究

科
（

前
期

）
数

理
シ

ス
テ

ム
計

画
論

2
8
0
2
9
8

数
理

シ
ス

テ
ム

計
画

論
2

春
～

夏
学

期
工

学
研

究
科

（
前

期
）

情
報

計
算

工
学

3
3
1
2
0
3

情
報

計
算

工
学

2
秋

～
冬

学
期

情
報

科
学

研
究

科
（

前
期

）

公
共

経
済
Ⅰ

2
3
0
1
0
8

公
共

経
済
Ⅰ

2
春

学
期

経
済

学
研

究
科

（
前

期
）

2
3
7
0
2
2

公
共

経
済

特
研
Ⅰ

経
済

学
研

究
科

（
後

期
）

公
共

経
済
Ⅱ

2
3
0
1
0
9

公
共

経
済
Ⅱ

2
夏

学
期

経
済

学
研

究
科

（
前

期
）

2
3
7
0
2
3

公
共

経
済

特
研
Ⅱ

経
済

学
研

究
科

（
後

期
）

数
理
工
学
コ
ー
ス
（
コ
ー
ス
修
了
要
件
：
6
科
目
12
単
位
以
上
を
取
得
）

シ
ス

テ
ム

数
理

特
別

講
義

　
Ⅰ

2
9
0
7
5
1

シ
ス

テ
ム

数
理

特
別

講
義
Ⅰ

2
偶

数
年

基
礎

工
学

研
究

科
（

前
期

）
2
0
1
9
年

度
不

開
講

シ
ス

テ
ム

数
理

特
別

講
義

　
Ⅱ

2
9
0
7
5
2

シ
ス

テ
ム

数
理

特
別

講
義
Ⅱ

2
偶

数
年

基
礎

工
学

研
究

科
（

前
期

）
2
0
1
9
年

度
不

開
講

シ
ス

テ
ム

数
理

特
別

講
義

　
Ⅲ

2
9
0
7
6
8

シ
ス

テ
ム

数
理

特
別

講
義
Ⅲ

2
奇

数
年

（
春

～
夏

学
期

）
基

礎
工

学
研

究
科

（
前

期
）

集
中

も
し

く
は

毎
週

シ
ス

テ
ム

数
理

特
別

講
義

　
Ⅳ

2
9
0
7
6
9

シ
ス

テ
ム

数
理

特
別

講
義
Ⅳ

2
奇

数
年

（
秋

～
冬

学
期

）
基

礎
工

学
研

究
科

（
前

期
）

集
中

も
し

く
は

毎
週

数
理

モ
デ

ル
特

論
Ⅰ

（
基

礎
科

目
）

2
9
0
7
4
4

数
理

モ
デ

ル
特

論
Ⅰ

2
春

～
夏

学
期

基
礎

工
学

研
究

科
（

前
期

）
数

理
モ

デ
ル

特
論
Ⅱ

（
基

礎
科

目
）

2
9
0
7
4
5

数
理

モ
デ

ル
特

論
Ⅱ

2
秋

～
冬

学
期

基
礎

工
学

研
究

科
（

前
期

）
情

報
統

計
解

析
学

3
3
1
2
0
8

情
報

統
計

解
析

学
2

秋
～

冬
学

期
情

報
科

学
研

究
科

（
前

期
）

非
線

形
解

析
学

3
3
1
2
0
6

非
線

形
解

析
学

2
春

～
夏

学
期

情
報

科
学

研
究

科
（

前
期

）
非

線
形

現
象

論
3
3
1
2
2
5

非
線

形
現

象
論

2
秋

～
冬

学
期

情
報

科
学

研
究

科
（

前
期

）
情

報
計

算
工

学
3
3
1
2
0
3

情
報

計
算

工
学

2
秋

～
冬

学
期

情
報

科
学

研
究

科
（

前
期

）
基

礎
数

学
Ⅱ

2
8
0
7
4
9

基
礎

数
学
Ⅱ

2
秋

～
冬

学
期

工
学

研
究

科
（

前
期

）
数

理
固

体
力

学
2
8
1
1
6
8

数
理

固
体

力
学

2
秋

～
冬

学
期

工
学

研
究

科
（

前
期

）
機

械
制

御
2
8
0
1
0
8

機
械

制
御

2
春

～
夏

学
期

工
学

研
究

科
（

前
期

）
基

礎
数

学
Ⅰ

2
8
0
7
4
8

基
礎

数
学
Ⅰ

2
春

～
夏

学
期

工
学

研
究

科
（

前
期

）
ナ

ノ
プ

ラ
ズ

マ
工

学
2
8
0
7
9
7

ナ
ノ

プ
ラ

ズ
マ

工
学

2
春

学
期

工
学

研
究

科
（

前
期

）
非

線
形

数
理

モ
デ

ル
Ⅱ

2
8
0
8
2
9

フ
ォ

ト
ニ

ッ
ク

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

工
学

2
春

～
夏

学
期

工
学

研
究

科
（

前
期

）
ダ

イ
ナ

ミ
カ

ル
シ

ス
テ

ム
論

2
8
0
8
1
4

ダ
イ

ナ
ミ

カ
ル

シ
ス

テ
ム

論
2

春
～

夏
学

期
工

学
研

究
科

（
前

期
）

応
用

シ
ス

テ
ム

数
理

2
8
1
2
6
6

応
用

シ
ス

テ
ム

数
理

2
秋

～
冬

学
期

工
学

研
究

科
（

前
期

）
非

線
形

数
理

モ
デ

ル
Ⅰ

2
8
1
3
2
9

数
理

解
析

学
1

春
学

期
工

学
研

究
科

（
前

期
）
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名

ナ
ノ

サ
イ

エ
ン

ス
・

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

高
度

学
際

教
育

研
究

訓
練

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

博
士

前
期

課
程

高
度

学
際

教
育

）
【

略
称

：
ナ

ノ
高

度
学

際
教

育
研

究
訓

練
（

前
期

課
程

）】

提
案
（
幹
事
）
部
局

ナ
ノ

サ
イ

エ
ン

ス
デ

ザ
イ

ン
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー

連
携
部
局

理
学

研
究

科
、

医
学

系
研

究
科

、
薬

学
研

究
科

、
工

学
研

究
科

、
基

礎
工

学
研

究
科

、
生

命
機

能
研

究
科

、
産

業
科

学
研

究
所

、
接

合
科

学
研

究
所

、
レ

ー
ザ

ー
科

学
研

究
所

、
超

高
圧

電
子

顕
微

鏡
セ

ン
タ

ー
、

太
陽

エ
ネ

ル
ギ

ー
化

学
研

究
セ

ン
タ

ー

履
修
対
象
者

修
士

修
了
要
件

9
単

位
以

上

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

修
了

認
定

に
は

、
1

つ
の

コ
ー

ス
の

中
か

ら
講

義
科

目
8

単
位

（
う

ち
所

属
の

専
攻

ま
た

は
領

域
の

授
業

科
目

に
な

い
講

義
科

目
†

4
単

位
以

上
を

含
む

）、
お

よ
び

集
中

実
習

科
目

1
単

位
を

修
得

す
る

こ
と

が
必

要
で

す
。

た
だ

し
、

修
得

し
た

単
位

の
う

ち
最

低
4

単
位

は
、

所
属

研
究

科
の

修
了

に
直

接
関

わ
ら

な
い

単
位

と
し

て
修

得
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
文

系
出

身
者

向
け

「
ナ

ノ
テ

ク
文

理
融

合
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
に

つ
い

て
は

、
ナ

ノ
テ

ク
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

特
論（

必
修

）、
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
社

会
受

容
特

論
A

／
B、

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

デ
ザ

イ
ン

特
論

A
／

B、
科

学
技

術
移

転
論

の
講

義
科

目
の

中
か

ら
8

単
位

と
、（

1）
～

（
5）

の
コ

ー
ス

の
中

か
ら

実
習

1
科

目
（

必
修

）
を

選
択

す
れ

ば
、

理
系

専
門

科
目

を
必

ず
し

も
履

修
し

な
く

て
も

プ
ロ

グ
ラ

ム
修

了
が

可
能

で
す

。

†
：「

ナ
ノ

テ
ク

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
特

論
」（

必
修

科
目

）、
「

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

社
会

受
容

特
論

A
／

B」
（

選
択

科
目

）、
「

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

デ
ザ

イ
ン

特
論

A
／

B」
（

選
択

科
目

）、
「

国
際

ナ
ノ

理
工

学
特

論
A

／
B

／
C

」（
選

択
科

目
）

を
含

み
ま

す
。

趣
旨
・
概
要

大
阪

大
学

大
学

院
の

各
部

局
で

従
来

個
別

に
実

施
し

て
き

た
学

際
性

の
極

め
て

強
い

ナ
ノ

サ
イ

エ
ン

ス
・

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

に
関

連
す

る
大

学
院

講
義

を
部

局
横

断
型

に
再

編
統

合
し

、
複

数
の

高
度

学
際

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

編
成

し
て

あ
り

ま
す

。
こ

れ
ら

の
高

度
学

際
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
履

修
に

よ
り

、
①

従
来

の
専

門
領

域
に

加
え

て
ナ

ノ
サ

イ
エ

ン
ス

・
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

体
系

化
さ

れ
た

幅
広

い
知

識
を

修
得

さ
せ

、
よ

っ
て

②
有

能
な

ナ
ノ

関
連

分
野

の
基

礎
研

究
開

発
能

力
と

社
会

で
の

活
用

能
力

を
持

つ
国

際
的

人
材

の
育

成
を

目
的

と
し

ま
す

。

到
達
目
標

（
修
了
時
に
身
に
付
く
能
力
）

ナ
ノ

サ
イ

エ
ン

ス
・

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
分

野
の

教
育

研
究

開
発

に
携

わ
る

場
合

に
不

可
欠

な
知

識
を

身
に

つ
け

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

構
成

は
、

ナ
ノ

サ
イ

エ
ン

ス
・

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

に
関

わ
る

学
生

が
広

く
聴

講
す

べ
き

講
義

群
を

、
基

盤
講

義
（

基
盤

講
義

群
）、

個
々

の
分

野
の

専
門

性
が

強
い

講
義

（
専

門
講

義
群

）、
及

び
、

研
究

者
と

し
て

巣
立

つ
た

め
の

講
義

群
（

ア
ド

バ
ン

ス
講

義
群

）
に

分
類

し
て

、
こ

れ
に

社
会

に
お

け
る

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
活

用
実

例
や

社
会

受
容

に
お

け
る

課
題

を
講

義
す

る
ナ

ノ
テ

ク
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

特
論（

必
修

、
吹

田
・

豊
中

遠
隔

中
継

）、
同

社
会

受
容

特
論

A
／

B、
お

よ
び

同
デ

ザ
イ

ン
特

論
A

／
B（

選
択

科
目

、
中

之
島

）
を

加
え

て
、

全
学

の
学

生
に

対
し

て
履

修
を

推
奨

し
ま

す
。

こ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
講

義
の

み
な

ら
ず

夏
期

集
中

で
部

局
横

断
的

な
演

習
、

実
験

を
含

め
た

高
度

実
習

訓
練

（
約

20
課

題
）

を
行

う
こ

と
を

特
徴

と
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

科
学

技
術

の
国

際
化

に
向

け
て

、
英

語
で

開
講

す
る

「
国

際
ナ

ノ
理

工
学

特
論

A
」（

秋
の

海
外

と
の

交
換

講
義

）
に

加
え

て
、「

国
際

ナ
ノ

理
工

学
特

論
B」

及
び

「
国

際
ナ

ノ
理

工
学

特
論

C
」（

外
国

人
教

員
に

よ
る

サ
マ

ー
ス

ク
ー

ル
）

を
実

施
し

ま
す

。
大

学
院

博
士

前
期

課
程

の
高

度
学

際
教

育
副

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

、
以

下
の

6
つ

の
コ

ー
ス

を
平

成
31

年
度

に
実

施
し

ま
す

。
（

1）
ナ

ノ
マ

テ
リ

ア
ル

・
ナ

ノ
デ

バ
イ

ス
デ

ザ
イ

ン
学

　（
2）

ナ
ノ

エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

･ナ
ノ

材
料

学
（

3）
超

分
子

ナ
ノ

バ
イ

オ
プ

ロ
セ

ス
学

　
　

　
　

　
　

　（
4）

ナ
ノ

構
造

・
機

能
計

測
解

析
学

（
5）

ナ
ノ

フ
ォ

ト
ニ

ク
ス

学
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　（

6）
ナ

ノ
テ

ク
文

理
融

合
コ

ー
ス

履
修
資
格
・
条
件

特
に

な
し

。
主

専
攻

の
活

動
に

支
障

の
な

い
よ

う
計

画
的

に
履

修
し

て
く

だ
さ

い
。

前
提
知
識
の
目
安

一
般

に
、

理
工

系
の

学
部

レ
ベ

ル
の

知
識

を
必

要
と

し
ま

す
が

、
理

工
系

に
強

い
関

心
を

持
つ

文
系

出
身

者
向

け
に

は
、

ナ
ノ

テ
ク

技
術

活
用

を
広

く
見

渡
せ

る
、（

6）
ナ

ノ
テ

ク
文

理
融

合
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
準

備
さ

れ
て

お
り

、
理

系
専

門
科

目
を

必
ず

し
も

履
修

し
て

い
な

く
て

も
プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

が
可

能
で

す
（「

修
了

条
件

」
参

照
）。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
等

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
全

般
に

つ
い

て
の

問
い

合
わ

せ
は

、
ナ

ノ
プ

ロ
グ

ラ
ム

事
務

局
へ

行
っ

て
下

さ
い

。
電

子
メ

ー
ル

の
際

に
は

、
必

ず
所

属
研

究
科

・
専

攻
・

研
究

室
名

、
履

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

名
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
ナ

ノ
プ

ロ
グ

ラ
ム

事
務

局
：

豊
中

地
区

文
理

融
合

型
研

究
棟

3
階

30
3

号
室

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
：

na
no

-p
ro

gr
am

@
in

sd
.o

sa
ka

-u
.a

c.
jp

　
 T

EL
：

06
-6

85
0-

63
98

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
ht

tp
://

w
w

w
.in

sd
.o

sa
ka

-u
.a

c.
jp

/n
an

o　
内

線
（

63
98

）

プ
ロ
グ
ラ
ム
独
自
の

説
明
会
に
つ
い
て

■
ナ

ノ
サ

イ
エ

ン
ス

デ
ザ

イ
ン

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

　
プ

ロ
グ

ラ
ム

説
明

会
【

豊
中

】
平

成
31

年
4

月
10

日
（

水
）

12
時

10
分

～
12

時
50

分
　

文
理

融
合

型
研

究
棟

30
5　

セ
ミ

ナ
ー

室
【

吹
田

】
平

成
31

年
4

月
11

日
（

木
）

12
時

10
分

～
12

時
50

分
　

工
学

研
究

科
U

2-
21

1（
U

棟
2

階
）

特
記
事
項

・
 複

数
年

度
に

ま
た

が
る

履
修

を
認

め
ま

す
。

但
し

、
2

年
目

以
降

履
修

の
場

合
に

は
、

ナ
ノ

プ
ロ

グ
ラ

ム
事

務
局

へ
の

直
接

申
請

が
必

要
と

な
り

ま
す

の
で

「
前

期
課

程
プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

申
請

書
」

を
事

務
局

へ
必

ず
提

出
し

て
下

さ
い

。

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講

学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
必
選
択

29
06

27
ナ

ノ
テ

ク
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

特
論

2
春

～
夏

学
期

基
礎

工
学

研
究

科
（

専
攻

・
領

域
外

科
目

）
②

吹
田

・
豊

中
TV

配
信

29
07

30
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
社

会
受

容
特

論
A

2
不

開
講

（
偶

数
年

開
講

）
基

礎
工

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

②
29

07
34

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

社
会

受
容

特
論

B
2

集
中

（
春

～
夏

）
（

奇
数

年
開

講
）

基
礎

工
学

研
究

科
（

専
攻

・
領

域
外

科
目

）

29
07

05
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
デ

ザ
イ

ン
特

論
A

2
不

開
講

（
偶

数
年

開
講

）
基

礎
工

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

②
29

07
06

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

デ
ザ

イ
ン

特
論

B
2

集
中

（
秋

～
冬

）
（

奇
数

年
開

講
）

基
礎

工
学

研
究

科
（

専
攻

・
領

域
外

科
目

）

29
07

35
国

際
ナ

ノ
理

工
学

特
論

A
1

集
中

（
秋

）
基

礎
工

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

②
29

07
40

国
際

ナ
ノ

理
工

学
特

論
B

1
集

中
（

夏
）

基
礎

工
学

研
究

科
（

専
攻

・
領

域
外

科
目

）

29
07

41
国

際
ナ

ノ
理

工
学

特
論

C
1

集
中

（
夏

）
基

礎
工

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

（
1）
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
・
ナ
ノ
デ
バ
イ
ス
デ
ザ
イ
ン
学

29
04

33
理

論
物

質
科

学
（

Th
eo

re
tic

al
 M

at
er

ia
ls 

Sc
ie

nc
e）

2
春

～
夏

学
期

基
礎

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
①

24
12

56
ナ

ノ
マ

テ
リ

ア
ル

・
ナ

ノ
デ

バ
イ

ス
デ

ザ
イ

ン
学

1
通

年
理

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

①
集

中
実

習

（
2）
ナ
ノ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
･ナ
ノ
材
料
学

28
07

76
結

晶
成

長
工

学
2

春
～

夏
学

期
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

①

24
09

28
ナ

ノ
プ

ロ
セ

ス
・

物
性

・
デ

バ
イ

ス
学

1
通

年
理

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

①
集

中
実

習

（
3）
超
分
子
ナ
ノ
バ
イ
オ
プ
ロ
セ
ス
学

29
04

37
ミ

ク
ロ

分
子

分
光

学
2

秋
～

冬
学

期
基

礎
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

①

24
09

29
超

分
子

ナ
ノ

バ
イ

オ
プ

ロ
セ

ス
学

1
通

年
理

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

①
集

中
実

習

（
4）
ナ
ノ
構
造
・
機
能
計
測
解
析
学

28
11

94
物

性
分

析
工

学
2

秋
～

冬
学

期
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

①

24
09

30
ナ

ノ
構

造
・

機
能

計
測

解
析

学
1

通
年

理
学

研
究

科
（

専
攻

・
領

域
外

科
目

）
①

集
中

実
習

（
5）
ナ
ノ
フ
ォ
ト
ニ
ク
ス
学

29
04

34
微

小
物

質
光

学
応

答
2

春
～

夏
学

期
基

礎
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

①

24
09

31
ナ

ノ
フ

ォ
ト

ニ
ク

ス
学

1
通

年
理

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

①
集

中
実

習

（
6）
ナ
ノ
テ
ク
文
理
融
合
プ
ロ
グ
ラ
ム

29
05

66
科

学
技

術
移

転
論

2
秋

～
冬

学
期

基
礎

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
①

（
1）

～
（

5）
プ

ロ
グ

ラ
ム

中
の

集
中

実
習

の
い

ず
れ

か
を

選
択

1
通

年
理

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

①
集

中
実

習

実
習

で
選

択
し

た
（

1）
～

（
5）

プ
ロ

グ
ラ

ム
中

で
リ

ス
ト

さ
れ

た
講

義
科

目

※
 上

記
科

目
は

、
各

コ
ー

ス
の

一
部

の
科

目
の

み
表

示
し

て
い

ま
す

の
で

、
そ

の
他

の
科

目
に

つ
い

て
は

、
ナ

ノ
サ

イ
エ

ン
ス

デ
ザ

イ
ン

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

の
発

行
す

る
案

内
冊

子
で

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。

構
成
科
目

74



プ
ロ

グ
ラ

ム
名

ナ
ノ

サ
イ

エ
ン

ス
・

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

高
度

学
際

教
育

研
究

訓
練

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

博
士

後
期

課
程

教
育

研
究

訓
練

プ
ロ

グ
ラ

ム
）【

略
称

：
ナ

ノ
高

度
学

際
教

育
研

究
訓

練
（

後
期

課
程

）】

提
案

（
幹

事
）

部
局

ナ
ノ

サ
イ

エ
ン

ス
デ

ザ
イ

ン
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー

連
携

部
局

理
学

研
究

科
、

医
学

系
研

究
科

、
薬

学
研

究
科

、
工

学
研

究
科

、
基

礎
工

学
研

究
科

、
生

命
機

能
研

究
科

、
産

業
科

学
研

究
所

、
接

合
科

学
研

究
所

、
レ

ー
ザ

ー
科

学
研

究
所

、
超

高
圧

電
子

顕
微

鏡
セ

ン
タ

ー
、

太
陽

エ
ネ

ル
ギ

ー
化

学
研

究
セ

ン
タ

ー

履
修

対
象

者
博

士

修
了

要
件

9
単

位
以

上

「
産

学
リ

エ
ゾ

ン
PA

L教
育

研
究

訓
練

」（
5
単

位
）

あ
る

い
は

「
高

度
学

際
萌

芽
研

究
訓

練
」（

5
単

位
）の

い
ず

れ
か

を
選

択
し

、
同

時
に「

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

社
会

受
容

特
論

A
／

B」
（

各
2
単

位
）

と
「

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

デ
ザ

イ
ン

特
論

A
／

B」
（

各
2
単

位
）

（
以

上
4
科

目
か

ら
1
科

目
は

選
択

必
修

）、
「

国
際

ナ
ノ

理
工

学
特

論
A
／

B
／

C
」（

各
1

単
位

、
少

な
く

と
も

1
科

目
は

選
択

必
修

）
を

組
み

合
わ

せ
て

、
9
単

位
以

上
を

修
得

す
る

こ
と

が
必

要
で

す
。

趣
旨

・
概

要
所

属
研

究
科

の
博

士
研

修
（

主
専

攻
）

と
は

別
に

副
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
付

加
的

に
受

講
す

る
教

育
研

究
訓

練
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
、

主
専

攻
の

研
究

以
外

に
複

眼
的

に
幅

広
く

企
業

の
研

究
開

発
手

法
を

経
験

し
た

り
、

異
分

野
の

研
究

を
経

験
す

る
こ

と
に

よ
り

、
博

士
人

材
と

し
て

必
要

な
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
を

図
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

こ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

学
び

終
え

た
際

に
は

、
①

従
来

の
専

門
領

域
に

加
え

て
ナ

ノ
サ

イ
エ

ン
ス

・
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

体
系

化
さ

れ
た

幅
広

い
知

識
と

、
②

そ
の

社
会

・
産

業
へ

の
展

開
方

法
を

修
得

し
た

有
能

な
ナ

ノ
関

連
分

野
の

研
究

企
画

・
実

施
な

ど
研

究
統

括
能

力
を

持
つ

人
材

、
将

来
の

研
究

リ
ー

ダ
ー

、
特

に
企

業
に

お
け

る
研

究
開

発
活

動
の

見
識

を
持

っ
た

有
能

な
博

士
人

材
に

な
っ

て
い

た
だ

く
こ

と
を

め
ざ

し
て

い
ま

す
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成

①
講

義
と

社
会

人
を

含
む

討
論

か
ら

な
る

土
曜

集
中

講
義
「

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

社
会

受
容

特
論

A
／

B」
、「

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

デ
ザ

イ
ン

特
論

A
／

B」
を

修
得

す
る

と
同

時
に

、
②

科
学

技
術

の
国

際
化

に
向

け
て

、
英

語
で

開
講

さ
れ

る
「

国
際

ナ
ノ

理
工

学
特

論
A
／

B
／

C
」

に
よ

り
、

海
外

と
の

交
換

講
義

、
外

国
人

教
員

に
よ

る
サ

マ
ー

ス
ク

ー
ル

を
体

験
し

ま
す

。
さ

ら
に

、
③

以
下

の
2
種

類
の

コ
ー

ス
（

1
年

間
に

わ
た

る
週

1
回

の
教

育
研

究
訓

練
）

の
い

ず
れ

か
を

選
択

し
て

履
修

し
ま

す
。

1．
「

産
学

リ
エ

ゾ
ン

PA
L教

育
研

究
訓

練
」

　
�産

学
リ

エ
ゾ

ン
PA

L教
育

研
究

訓
練

は
、

1
週

間
に

1
回

程
度
（

集
中

の
場

合
も

あ
り

）
の

割
で

企
業

併
任

特
任

教
授

と
学

内
教

員
の

共
同

指
導

の
下

に
、

企
画

討
論

、
研

究
実

施
、

中
間

報
告

、
企

業
で

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
、

企
業

の
若

手
研

究
者

と
の

交
流

等
を

経
て

、
最

終
報

告
書

作
成

に
至

る
1
年

間
の

長
期

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

す
。

次
段

階
の

研
究

訓
練

で
は

、
よ

り
企

業
と

の
共

同
研

究
的

色
彩

が
強

く
な

り
ま

す
。

2．
「

高
度

学
際

萌
芽

研
究

訓
練

」
　

�高
度

学
際

萌
芽

研
究

訓
練

は
、

1
週

間
に

1
回

程
度

（
集

中
実

施
の

場
合

も
あ

り
）

の
割

で
学

内
教

員
の

指
導

の
下

に
、

異
分

野
の

大
学

院
生

が
ナ

ノ
サ

イ
エ

ン
ス

ラ
ボ

ラ
ト

リ
ー

に
集

ま
っ

て
、

企
画

討
論

、
研

究
実

施
、

中
間

報
告

等
を

経
て

、
最

終
報

告
書

作
成

に
至

る
1
年

間
の

長
期

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

す
。

履
修

資
格

・
条

件
特

に
な

し
。

主
専

攻
の

活
動

に
支

障
の

な
い

よ
う

計
画

的
に

履
修

し
て

く
だ

さ
い

。

前
提

知
識

の
目

安
一

般
に

、
理

工
系

の
博

士
前

期
課

程
レ

ベ
ル

の
知

識
を

必
要

と
し

ま
す

。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

問
い

合
わ

せ
等

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
全

般
に

つ
い

て
の

問
い

合
わ

せ
は

、
ナ

ノ
プ

ロ
グ

ラ
ム

事
務

局
へ

行
っ

て
下

さ
い

。
電

子
メ

ー
ル

の
際

に
は

、
必

ず
所

属
研

究
科

・
専

攻
・

研
究

室
名

、
履

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

名
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
ナ

ノ
プ

ロ
グ

ラ
ム

事
務

局
：

豊
中

地
区

�文
理

融
合

型
研

究
棟

3
階

30
3
号

室
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

：
na

no
-p

ro
gr

am
@
in
sd

.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp
　

TE
L：

06
-6

85
0-

63
98

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
ht

tp
://

w
w
w
.in

sd
.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp
/n

an
o　

内
線

（
63

98
）

プ
ロ

グ
ラ

ム
独

自
の

説
明

会
に

つ
い

て
■

個
別

説
明

会
を

開
催

予
定

で
す

。
詳

し
く

は
上

記
ナ

ノ
プ

ロ
グ

ラ
ム

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
参

照
の

こ
と

特
記

事
項

・
�い

ず
れ

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

も
、

所
属

研
究

科
の

博
士

研
修

（
主

専
攻

）
と

は
別

に
副

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

付
加

的
に

受
講

す
る

も
の

で
す

の
で

、
十

分
な

意
欲

が
必

要
で

あ
り

、
現

在
博

士
後

期
課

程
1、

2
年

に
在

学
中

が
最

も
ふ

さ
わ

し
い

時
期

と
言

え
ま

す
。

希
望

者
は

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
趣

旨
と

テ
ー

マ
内

容
の

概
要

を
参

考
に

し
て

、
説

明
会

開
催

時
期

、
課

題
内

容
、

履
修

条
件

な
ど

の
詳

細
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

上
で

必
ず

確
認

の
上

、
説

明
会

で
の

指
示

に
従

っ
て

主
専

攻
の

指
導

教
員

の
許

可
を

得
て

、
添

付
の

履
修

申
請

書
（

後
期

課
程

用
）

を
ナ

ノ
プ

ロ
グ

ラ
ム

事
務

局
へ

直
接

提
出

し
て

下
さ

い
。

・
�複

数
年

度
に

ま
た

が
る

履
修

を
認

め
ま

す
。

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
単

位
数

開
講

学
期

（
4学

期
制

）
開

講
部

局
（

課
程

）
備

考
必

修
選

必
選

択

29
07

30
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
社

会
受

容
特

論
A

2
不

開
講

（
偶

数
年

開
講

）
基

礎
工

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

②
1
科

目
は

選
択

必
修

他
は

選
択

29
07

34
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
社

会
受

容
特

論
B

2
集

中
（

春
～

夏
）

（
奇

数
年

開
講

）
基

礎
工

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

29
07

05
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
デ

ザ
イ

ン
特

論
A

2
不

開
講

（
偶

数
年

開
講

）
基

礎
工

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

29
07

06
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
デ

ザ
イ

ン
特

論
B

2
集

中
（

秋
～

冬
）

（
奇

数
年

開
講

）
基

礎
工

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

29
07

35
国

際
ナ

ノ
理

工
学

特
論

A
1

集
中

（
秋

）
基

礎
工

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

②
1
科

目
は

選
択

必
修

他
は

選
択

29
07

40
国

際
ナ

ノ
理

工
学

特
論

B
1

集
中

（
夏

）
基

礎
工

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

29
07

41
国

際
ナ

ノ
理

工
学

特
論

C
1

集
中

（
夏

）
基

礎
工

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

24
13

25
産

学
リ

エ
ゾ

ン
PA

L教
育

研
究

訓
練

5
春

～
冬

学
期

理
学

研
究

科
（

専
攻

・
領

域
外

科
目

）
①

い
ず

れ
か

1
科

目
を

選
択

24
13

26
高

度
学

際
萌

芽
研

究
訓

練
5

春
～

冬
学

期
理

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

構
成

科
目

75



プ
ロ

グ
ラ

ム
名

ナ
ノ

サ
イ

エ
ン

ス
・

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

高
度

学
際

教
育

研
究

訓
練

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

後
期

課
程

社
会

人
ナ

ノ
理

工
学

特
別

コ
ー

ス
）【

略
称

：
ナ

ノ
高

度
学

際
教

育
研

究
訓

練
（

後
期

課
程

社
会

人
ナ

ノ
理

工
学

特
別

コ
ー

ス
）】

提
案

（
幹

事
）

部
局

ナ
ノ

サ
イ

エ
ン

ス
デ

ザ
イ

ン
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー

連
携

部
局

理
学

研
究

科
、

工
学

研
究

科
、

基
礎

工
学

研
究

科

履
修

対
象

者
博

士
（

社
会

人
ナ

ノ
理

工
学

特
別

コ
ー

ス
）

修
了

要
件

8
単

位
以

上

趣
旨

・
概

要

修
士

の
学

位
を

も
つ
（

ま
た

は
修

士
の

学
位

を
有

す
る

も
の

と
同

等
以

上
の

学
力

を
持

つ
）
優

秀
な

社
会

人
に

対
し

て
博

士
後

期
課

程
へ

の
門

戸
を

広
げ

、
①

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
な

が
る

科
学

技
術

の
社

会
性

・
国

際
性

の
理

解
と

実
践

の
強

化
を

図
り

、
併

せ
て

博
士

号
取

得
者

を
重

要
視

す
る

企
業

等
と

の
連

携
を

深
め

る
た

め
に

ナ
ノ

サ
イ

エ
ン

ス
デ

ザ
イ

ン
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
が

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
し

て
設

け
ら

れ
た

も
の

で
②

科
目

等
履

修
生

高
度

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

専
門

分
野

学
び

直
し

の
プ

レ
教

育
と

す
る

博
士

後
期

課
程

社
会

人
ナ

ノ
理

工
学

特
別

コ
ー

ス
に

在
籍

す
る

社
会

人
学

生
に

対
す

る
必

修
の

高
度

副
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
す

。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

各
専

門
分

野
に

お
け

る
学

位
取

得
と

社
会

性
･国

際
性

の
実

践
能

力
の

獲
得

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成

専
門

分
野

と
し

て
ナ

ノ
テ

ク
社

会
人

教
育

の
夜

間
講

義
と

し
て

開
講

さ
れ

て
い

る
（

1）
ナ

ノ
マ

テ
リ

ア
ル

・
ナ

ノ
デ

バ
イ

ス
デ

ザ
イ

ン
学

（
2）

ナ
ノ

エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

・
ナ

ノ
材

料
学

（
3）

超
分

子
・

ナ
ノ

バ
イ

オ
学

（
4）

ナ
ノ

構
造

・
機

能
計

測
解

析
学

の
い

ず
れ

か
の

分
野

（
そ

れ
ら

の
横

断
コ

ー
ス

も
含

む
）

を
選

択
し

習
得

す
る

と
と

も
に

、
社

会
性

・
国

際
性

を
議

論
す

る
土

曜
講

座「
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
社

会
受

容
特

論
」、
「

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

デ
ザ

イ
ン

特
論

」
を

習
得

し
、

博
士

論
文

に
一

章
を

設
け

て
、

自
身

の
研

究
の

社
会

性
･国

際
性

を
議

論
す

る
。

履
修

資
格

・
条

件

・
�企

業
等
（

官
公

庁
、

民
間

会
社

な
ど

）
に

在
職

し
、

か
つ

、
過

去
に

大
阪

大
学

ナ
ノ

高
度

学
際

教
育

研
究

訓
練

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

社
会

人
教

育
、

科
目

等
履

修
生

高
度

プ
ロ

グ
ラ

ム
）

を
修

了
し

た
者

で
、

か
つ

所
属

機
関

か
ら

博
士

号
取

得
と

そ
の

後
国

際
的

に
活

躍
す

る
こ

と
を

強
く

期
待

さ
れ

て
い

る
職

務
に

あ
り

、
博

士
後

期
課

程
社

会
人

ナ
ノ

理
工

学
特

別
コ

ー
ス

に
在

籍
し

て
い

る
こ

と
。

・
�土

曜
集

中
講

座
（

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

社
会

受
容

特
論

A
／

B
の

い
ず

れ
か

、
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
デ

ザ
イ

ン
特

論
A
／

B
の

い
ず

れ
か

は
必

修
、

合
計

4
単

位
）

と
プ

レ
教

育
の

夜
間

講
義

A
の

い
ず

れ
か

4
単

位
と

を
合

わ
せ

て
8
単

位
を

修
得

す
る

事
が

必
要

で
す

。
な

お
、

修
得

し
た

単
位

の
う

ち
4
単

位
は

、
所

属
研

究
科

の
修

了
に

直
接

関
わ

ら
な

い
単

位
と

し
て

修
得

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

前
提

知
識

の
目

安
理

工
系

の
大

学
院

博
士

前
期

課
程

修
了

レ
ベ

ル
の

知
識

を
必

要
と

し
ま

す
。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

問
い

合
わ

せ
等

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
全

般
に

つ
い

て
の

問
い

合
わ

せ
は

、ナ
ノ

プ
ロ

グ
ラ

ム
事

務
局

へ
行

っ
て

下
さ

い
。

電
子

メ
ー

ル
の

際
に

は
、

必
ず

所
属

研
究

科
・

専
攻

・
研

究
室

名
、

履
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

を
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。

ナ
ノ

プ
ロ

グ
ラ

ム
事

務
局

：
豊

中
地

区
�文

理
融

合
型

研
究

棟
3
階

30
3
号

室
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

：
na

no
-p

ro
gr

am
@
in
sd

.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp
　

TE
L：

06
-6

85
0-

63
98

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
ht

tp
://

w
w
w
.in

sd
.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp
/n

an
o/

　
内

線
（

63
98

）

プ
ロ

グ
ラ

ム
独

自
の

説
明

会
に

つ
い

て
事

前
の

説
明

会
は

行
い

ま
せ

ん
。

随
時

ナ
ノ

プ
ロ

グ
ラ

ム
事

務
局

へ
問

い
合

わ
せ

て
く

だ
さ

い
。

特
記

事
項

本
高

度
副

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
理

学
･
工

学
･
基

礎
工

学
の

3
研

究
科

の
博

士
後

期
課

程
社

会
人

ナ
ノ

理
工

学
特

別
コ

ー
ス

に
在

学
中

の
社

会
人

学
生

に
対

し
て

必
修

の
高

度
副

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

付
加

さ
れ

る
も

の
で

す
。

科
目

等
履

修
生

高
度

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

既
に

取
得

し
た

単
位

は
本

高
度

副
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
単

位
と

し
て

認
定

さ
れ

ま
す

。
・

複
数

年
度

に
ま

た
が

る
履

修
を

認
め

ま
す

。

質
問

等
は

下
記

ま
で

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

　
ナ

ノ
サ

イ
エ

ン
ス

デ
ザ

イ
ン

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー「

ナ
ノ

高
度

学
際

教
育

研
究

訓
練

プ
ロ

グ
ラ

ム
事

務
局

」
　

℡
：

06
-6

85
0-

63
98

（
直

通
）

／
E-

M
ai
l：

na
no

-p
ro

gr
am

@
in
sd

.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
単

位
数

開
講

学
期

（
4学

期
制

）
開

講
部

局
（

課
程

）
備

考
必

修
選

必
選

択

29
07

30
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
社

会
受

容
特

論
A

2
不

開
講

（
偶

数
年

開
講

）
基

礎
工

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

①
1
科

目
選

択
必

修
29

07
34

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

社
会

受
容

特
論

B
2

集
中

（
春

～
夏

）
（

奇
数

年
開

講
）

基
礎

工
学

研
究

科
（

専
攻

・
領

域
外

科
目

）

29
07

05
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
デ

ザ
イ

ン
特

論
A

2
不

開
講

（
偶

数
年

開
講

）
基

礎
工

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

①
1
科

目
選

択
必

修
29

07
06

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

デ
ザ

イ
ン

特
論

B
2

集
中

（
秋

～
冬

）
（

奇
数

年
開

講
）

基
礎

工
学

研
究

科
（

専
攻

・
領

域
外

科
目

）

29
05

93
ナ

ノ
マ

テ
リ

ア
ル

・
ナ

ノ
デ

バ
イ

ス
デ

ザ
イ

ン
A

4
春

～
夏

学
期

基
礎

工
学

研
究

科
（

専
攻

・
領

域
外

科
目

）

②
1
科

目
選

択
必

修

29
05

94
ナ

ノ
マ

テ
リ

ア
ル

・
ナ

ノ
デ

バ
イ

ス
デ

ザ
イ

ン
B

4
秋

～
冬

学
期

基
礎

工
学

研
究

科
（

専
攻

・
領

域
外

科
目

）

29
07

00
ナ

ノ
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
･ナ

ノ
材

料
A

4
春

～
夏

学
期

基
礎

工
学

研
究

科
（

専
攻

・
領

域
外

科
目

）

29
07

01
ナ

ノ
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
･ナ

ノ
材

料
B

4
秋

～
冬

学
期

基
礎

工
学

研
究

科
（

専
攻

・
領

域
外

科
目

）

29
07

02
超

分
子

ナ
ノ

バ
イ

オ
・

フ
ォ

ト
ニ

ク
ス

A
4

春
～

夏
学

期
基

礎
工

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

29
07

03
超

分
子

ナ
ノ

バ
イ

オ
・

フ
ォ

ト
ニ

ク
ス

B
4

秋
～

冬
学

期
基

礎
工

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

29
05

99
ナ

ノ
構

造
・

機
能

計
測

解
析

学
A

4
春

～
夏

学
期

基
礎

工
学

研
究

科
（

専
攻

・
領

域
外

科
目

）

29
06

00
ナ

ノ
構

造
・

機
能

計
測

解
析

学
B

4
秋

～
冬

学
期

基
礎

工
学

研
究

科
（

専
攻

・
領

域
外

科
目

）

構
成

科
目

76



プ
ロ

グ
ラ

ム
名

ナ
ノ

サ
イ

エ
ン

ス
・

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

高
度

学
際

教
育

研
究

訓
練

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

博
士

後
期

課
程

社
会

人
特

別
選

抜
）【

略
称

：
ナ

ノ
高

度
学

際
教

育
研

究
訓

練
（

後
期

課
程

社
会

人
）】

提
案

（
幹

事
）

部
局

ナ
ノ

サ
イ

エ
ン

ス
デ

ザ
イ

ン
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー

連
携

部
局

理
学

研
究

科
、

医
学

系
研

究
科

、
薬

学
研

究
科

、
工

学
研

究
科

、
基

礎
工

学
研

究
科

、
生

命
機

能
研

究
科

、
産

業
科

学
研

究
所

、
接

合
科

学
研

究
所

、
レ

ー
ザ

ー
科

学
研

究
所

、
超

高
圧

電
子

顕
微

鏡
セ

ン
タ

ー
、

太
陽

エ
ネ

ル
ギ

ー
化

学
研

究
セ

ン
タ

ー

履
修

対
象

者
博

士
（

社
会

人
）

修
了

要
件

10
単

位
以

上

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
修

了
認

定
に

は
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
概

要
の

（
1）

～
（

4）
の

コ
ー

ス
か

ら
1
つ

を
選

び
、

土
曜

集
中

講
座

、
ス

ク
ー

リ
ン

グ
集

中
実

習
を

含
め

て
10

単
位

以
上

を
修

得
す

る
こ

と
が

必
要

で
す

。
な

お
、

修
得

し
た

単
位

の
う

ち
最

低
4
単

位
は

、
所

属
研

究
科

の
修

了
に

直
接

関
わ

ら
な

い
単

位
と

し
て

修
得

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

趣
旨

・
概

要

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
将

来
の

研
究

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
、
①

ナ
ノ

関
連

の
複

数
分

野
の

最
新

科
学

技
術

を
選

択
的

に
導

入
し

統
合

す
る

能
力

と
見

識
の

涵
養

、
②

技
術

の
社

会
受

容
の

重
要

性
を

十
分

に
認

識
し

た
研

究
の

立
案

や
推

進
な

ど
の

研
究

統
括

能
力

の
育

成
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

そ
こ

で
、
ナ

ノ
サ

イ
エ

ン
ス

・
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
関

係
に

現
在

従
事

し
て

い
る

か
、
将

来
従

事
し

た
い

と
考

え
て

い
る

社
会

人
特

別
選

抜
学

生
が

、
主

専
攻

以
外

に
付

加
価

値
と

し
て

ナ
ノ

テ
ク

の
深

化
や

多
様

化
に

つ
い

て
副

専
攻

的
に

受
講

す
る

こ
と

は
、
上

記
の

視
点

で
大

い
に

役
立

つ
も

の
と

考
え

ら
れ

ま
す

。
ま

た
、

社
会

人
D
C
の

場
合

、
遠

隔
地

勤
務

で
は

ス
ク

ー
リ

ン
グ

に
よ

る
講

義
受

講
・

討
論

等
は

難
し

く
、
遠

隔
講

義
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

サ
テ

ラ
イ

ト
教

室
で

の
受

講
は

本
人

の
負

担
を

軽
減

す
る

こ
と

に
も

繋
が

り
ま

す
。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

ナ
ノ

サ
イ

エ
ン

ス
・

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
現

状
を

理
解

し
、
次

世
代

産
業

に
役

立
つ

学
際

的
知

識
と

幅
広

い
実

践
能

力
　

及
び

　
ナ

ノ
テ

ク
の

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
の

見
識

・
能

力
を

身
に

つ
け

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
現

在
社

会
人

教
育

向
け

に
開

講
さ

れ
て

い
る

講
義

群
を

社
会

人
特

別
選

抜
学

生
に

も
開

放
し

、
1
つ

の
コ

ー
ス

を
選

ん
で

遠
隔

受
講

を
許

可
し

、
土

曜
集

中
講

座
（

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

社
会

受
容

特
論

A
／

B、
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
デ

ザ
イ

ン
特

論
A
／

B、
以

上
、

1
科

目
選

択
必

修
）、

ス
ク

ー
リ

ン
グ

実
習
（

以
上

、
選

択
科

目
）

も
合

わ
せ

て
聴

講
可

と
す

る
副

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

開
講

し
ま

す
。

以
下

の
コ

ー
ス

を
開

設
し

て
い

ま
す

。
（

1）
ナ

ノ
マ

テ
リ

ア
ル

・
ナ

ノ
デ

バ
イ

ス
デ

ザ
イ

ン
学

　
　（

2）
ナ

ノ
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
･ナ

ノ
材

料
学

（
3）

超
分

子
・

ナ
ノ

バ
イ

オ
学

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　（
4）

ナ
ノ

構
造

・
機

能
計

測
解

析
学

な
お

、
コ

ー
ス

横
断

型
の

テ
ー

ラ
ー

メ
ー

ド
コ

ー
ス

「
A
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
環

境
ナ

ノ
理

工
学

」、
「

B
ナ

ノ
機

能
化

学
」、

「
C
ス

ピ
ン

ト
ロ

ニ
ク

ス
・

デ
ザ

イ
ン

学
」

も
あ

り
ま

す
。

詳
し

い
内

容
は

下
記

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

ht
tp

://
w
w
w
.in

sd
.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp
/n

an
o/

03
_b

os
yu

/fi
le
/3

1s
ha

ka
iji
nS

yl
la
bu

s.p
df

（
1
つ

の
テ

ー
マ

に
基

づ
き

ス
1
～

4
の

基
本

コ
ー

ス
を

跨
い

で
講

義
の

構
成

を
再

編
し

て
い

る
た

め
、

構
成

科
目

表
に

は
記

載
し

て
い

ま
せ

ん
。）

履
修

資
格

・
条

件
博

士
後

期
課

程
に

在
学

す
る

社
会

人
特

別
選

抜
学

生
を

対
象

と
し

、
職

場
の

関
係

で
来

学
が

困
難

な
者

が
遠

隔
講

義
シ

ス
テ

ム
を

利
用

し
て

サ
テ

ラ
イ

ト
教

室
に

て
ラ

イ
ブ

受
講

す
る

こ
と

が
条

件
で

す
。

前
提

知
識

の
目

安
一

般
に

、
理

工
系

の
学

部
レ

ベ
ル

の
知

識
を

必
要

と
し

ま
す

。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

問
い

合
わ

せ
等

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
全

般
に

つ
い

て
の

問
い

合
わ

せ
は

、
ナ

ノ
プ

ロ
グ

ラ
ム

事
務

局
へ

行
っ

て
下

さ
い

。
電

子
メ

ー
ル

の
際

に
は

、
必

ず
所

属
研

究
科

・
専

攻
・

研
究

室
名

、
履

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

名
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
ナ

ノ
プ

ロ
グ

ラ
ム

事
務

局
：

豊
中

地
区

�文
理

融
合

型
研

究
棟

3
階

30
3
号

室
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

：
na

no
-p

ro
gr

am
@
in
sd

.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp
　

TE
L：

06
-6

85
0-

63
98

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
ht

tp
://

w
w
w
.in

sd
.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp
/n

an
o　

内
線

（
63

98
）

プ
ロ

グ
ラ

ム
独

自
の

説
明

会
に

つ
い

て

下
記

日
時

に
説

明
会

を
開

催
し

ま
す

が
、

4
月

5
日

の
履

修
指

導
に

引
き

続
く

特
別

講
義

か
ら

開
始

の
た

め
、

事
前

の
説

明
会

は
行

い
ま

せ
ん

。
随

時
ナ

ノ
プ

ロ
グ

ラ
ム

事
務

局
へ

問
い

合
わ

せ
て

く
だ

さ
い

。
講

義
内

容
等

は
、

ナ
ノ

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

上
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
社

会
人

教
育

の
項

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

■
社

会
人

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
H
31

年
度

開
講

式
（

履
修

指
導

）
及

び
特

別
講

義
平

成
31

年
4
月

5
日

（
金

）
18

：
00

～
21

：
00

　
大

阪
大

学
中

之
島

セ
ン

タ
ー

10
F　

メ
モ

リ
ア

ル
ホ

ー
ル

特
記

事
項

・
複

数
年

度
に

ま
た

が
る

履
修

を
認

め
ま

す
。

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
単

位
数

開
講

学
期

（
4学

期
制

）
開

講
部

局
（

課
程

）
備

考
必

修
選

必
選

択

29
07

30
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
社

会
受

容
特

論
A

2
不

開
講

（
偶

数
年

開
講

）
基

礎
工

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

②
1科

目
選

択
必

修

29
07

34
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
社

会
受

容
特

論
B

2
集

中
（

春
～

夏
）

（
奇

数
年

開
講

）
基

礎
工

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

29
07

05
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
デ

ザ
イ

ン
特

論
A

2
不

開
講

（
偶

数
年

開
講

）
基

礎
工

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

29
07

06
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
デ

ザ
イ

ン
特

論
B

2
集

中
（

秋
～

冬
）

（
奇

数
年

開
講

）
基

礎
工

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

（
1）

ナ
ノ

マ
テ

リ
ア

ル
・

ナ
ノ

デ
バ

イ
ス

デ
ザ

イ
ン

学
以

下
①

29
05

93
ナ

ノ
マ

テ
リ

ア
ル

・
ナ

ノ
デ

バ
イ

ス
デ

ザ
イ

ン
A

4
春

～
夏

学
期

基
礎

工
学

研
究

科
（

専
攻

・
領

域
外

科
目

）
（

1）
～
（

4）
の

い
ず

れ
か

に
属

す
る

2
科

目
（

A、
B）

を
必

修
29

05
94

ナ
ノ

マ
テ

リ
ア

ル
・

ナ
ノ

デ
バ

イ
ス

デ
ザ

イ
ン

B
4

秋
～

冬
学

期
基

礎
工

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

24
12

56
ナ

ノ
マ

テ
リ

ア
ル

・
ナ

ノ
デ

バ
イ

ス
デ

ザ
イ

ン
学

1
理

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

集
中

実
習

（
2）

ナ
ノ

エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

･ナ
ノ

材
料

学

29
07

00
ナ

ノ
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
･ナ

ノ
材

料
A

4
春

～
夏

学
期

基
礎

工
学

研
究

科
（

専
攻

・
領

域
外

科
目

）
（

1）
～
（

4）
の

い
ず

れ
か

に
属

す
る

2
科

目
（

A、
B）

を
必

修
29

07
01

ナ
ノ

エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

･ナ
ノ

材
料

B
4

秋
～

冬
学

期
基

礎
工

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

24
09

28
ナ

ノ
プ

ロ
セ

ス
・

物
性

・
デ

バ
イ

ス
学

1
理

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

集
中

実
習

（
3）

超
分

子
・

ナ
ノ

バ
イ

オ
学

29
07

02
超

分
子

ナ
ノ

バ
イ

オ
・

フ
ォ

ト
ニ

ク
ス

A
4

春
～

夏
学

期
基

礎
工

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）
（

1）
～
（

4）
の

い
ず

れ
か

に
属

す
る

2
科

目
（

A、
B）

を
必

修
29

07
03

超
分

子
ナ

ノ
バ

イ
オ

・
フ

ォ
ト

ニ
ク

ス
B

4
秋

～
冬

学
期

基
礎

工
学

研
究

科
（

専
攻

・
領

域
外

科
目

）

24
09

29
超

分
子

ナ
ノ

バ
イ

オ
プ

ロ
セ

ス
学

1
理

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

集
中

実
習

（
4）

ナ
ノ

構
造

・
機

能
計

測
解

析
学

29
05

99
ナ

ノ
構

造
・

機
能

計
測

解
析

学
A

4
春

～
夏

学
期

基
礎

工
学

研
究

科
（

専
攻

・
領

域
外

科
目

）
（

1）
～
（

4）
の

い
ず

れ
か

に
属

す
る

2
科

目
（

A、
B）

を
必

修
29

06
00

ナ
ノ

構
造

・
機

能
計

測
解

析
学

B
4

秋
～

冬
学

期
基

礎
工

学
研

究
科

（
専

攻
・

領
域

外
科

目
）

24
09

30
ナ

ノ
構

造
・

機
能

計
測

解
析

学
1

理
学

研
究

科
（

専
攻

・
領

域
外

科
目

）
集

中
実

習

構
成

科
目

77



プ
ロ
グ
ラ
ム
名

知
的

財
産

法
を

修
得

し
た

人
材

育
成

提
案
（
幹
事
）
部
局

知
的

基
盤

総
合

セ
ン

タ
ー

連
携
部
局

法
学

研
究

科

履
修
対
象
者

修
士

・
博

士

修
了
要
件

8
単

位
以

上

趣
旨
・
概
要

「
知

的
財

産
立

国
」が

国
家

目
標

と
さ

れ
て

い
る

現
在

、
日

々
生

み
出

さ
れ

る
知

的
財

産
を

活
用

・
発

展
さ

せ
る

こ
と

の
で

き
る

人
材

が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

そ
こ

で
、

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

理
系

・
文

系
を

問
わ

ず
、

様
々

な
領

域
の

研
究

を
行

っ
て

い
る

大
学

院
生

に
対

し
て

知
的

財
産

法
の

高
度

な
教

育
を

提
供

す
る

こ
と

に
よ

り
、

知
的

財
産

法
に

関
す

る
知

識
・

理
解

を
社

会
の

発
展

に
役

立
つ

よ
う

に
駆

使
す

る
こ

と
の

で
き

る
各

分
野

に
お

け
る

専
門

家
を

育
成

す
る

こ
と

を
目

指
し

て
い

ま
す

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

科
目

は
、「

産
業

財
産

権
法

基
盤

」、
「

著
作

権
法

分
析

」
を

除
き

、
大

阪
大

学
中

之
島

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
平

日
夜

間
に

開
講

さ
れ

ま
す

。「
産

業
財

産
権

法
基

盤
」

は
、

夏
休

み
の

土
曜

日
に

、「
著

作
権

法
分

析
」

は
秋

冬
学

期
の

指
定

す
る

土
曜

日
1
〜

5
限

、
集

中
的

に
開

講
さ

れ
ま

す
。

到
達
目
標

（
修
了
時
に
身
に
付
く
能
力
）

知
的

財
産

法
を

活
用

さ
せ

る
う

え
で

、
必

須
の

知
識

を
身

に
つ

け
、

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
以

下
の

科
目

を
開

講
し

ま
す

。
・「

特
許

法
1」

（
4
単

位
）

・「
意

匠
法

1」
（

2
単

位
）

・「
商

標
法

1」
（

2
単

位
）

・「
不

正
競

争
防

止
法

」（
2
単

位
）

・「
著

作
権

法
概

論
」（

2
単

位
）

・「
著

作
権

法
分

析
」（

2
単

位
）

・「
産

業
財

産
権

法
特

論
」（

2
単

位
）

・「
産

業
財

産
権

法
基

盤
」（

2
単

位
）

・「
産

業
財

産
権

関
係

条
約

1」
（

2
単

位
）

・「
産

業
財

産
権

法
分

析
1」

（
2
単

位
）

・「
知

的
財

産
経

営
」（

2
単

位
）

　
修

了
要

件
単

位
数

は
8
単

位
以

上
で

す
。

履
修
資
格
・
条
件

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
科

目
は

、
基

本
的

に
双

方
向

的
な

授
業

方
法

で
行

わ
れ

ま
す

の
で

、
各

回
の

授
業

に
つ

い
て

、
受

講
生

は
予

習
・

復
習

を
各

2
時

間
程

度
行

う
こ

と
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
成

績
は

、
平

常
点

2
割

、
期

末
試

験
（

筆
記

試
験

）
8
割

で
評

価
し

ま
す

が
（

た
だ

し
、

演
習

科
目

で
あ

る
「

産
業

財
産

権
法

特
論

」「
著

作
権

法
分

析
」

及
び

「
産

業
財

産
権

法
分

析
1」

に
つ

い
て

は
、

平
常

点
4
割

、
期

末
試

験
6
割

で
評

価
し

ま
す

）、
欠

席
に

関
し

て
は

、
理

由
の

如
何

を
問

わ
ず

、
欠

席
回

数
が

4
回

（「
特

許
法

1」
に

つ
い

て
は

、
8
回

）
を

超
え

る
場

合
は

不
合

格
と

し
ま

す
。

ま
た

、
遅

刻
に

関
し

て
は

、
3
回

の
遅

刻
で

1
回

の
欠

席
と

し
て

扱
い

、
15

分
以

上
の

遅
刻

は
欠

席
と

し
て

取
り

扱
い

ま
す

。
た

だ
し

、「
知

的
財

産
経

営
」

に
つ

い
て

は
、

シ
ラ

バ
ス

に
記

載
さ

れ
た

方
法

に
て

成
績

評
価

を
行

い
ま

す
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
科

目
の

う
ち

、「
産

業
財

産
権

法
基

盤
」、

「
産

業
財

産
権

関
係

条
約

1」
及

び
「

産
業

財
産

権
法

分
析

1」
は

、「
特

許
法

1」
、「

意
匠

法
1」

及
び

「
商

標
法

1」
を

履
修

済
み

で
あ

る
こ

と
、「

著
作

権
法

分
析

」
は

「
著

作
権

法
概

論
」

を
履

修
済

み
で

あ
る

こ
と

を
履

修
資

格
と

し
て

い
ま

す
。

そ
の

他
の

履
修

資
格

等
に

つ
い

て
は

、
KO

AN
の

シ
ラ

バ
ス

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

＊
�本

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

全
て

の
科

目
に

つ
い

て
、

受
講

人
数

の
制

限
が

設
け

ら
れ

て
い

ま
す

。
詳

細
は

、
KO

AN
登

録
の

前
に

、
担

当
教

員
に

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
＊

�本
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
科

目
の

内
容

は
、

KO
AN

の
シ

ラ
バ

ス
と

各
科

目
の

第
1
回

目
の

授
業

時
に

ガ
イ

ダ
ン

ス
が

あ
り

ま
す

の
で

、
そ

れ
を

参
考

に
し

て
く

だ
さ

い
。

＊
�本

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

科
目

を
履

修
し

よ
う

と
す

る
と

き
は

、
や

む
を

得
な

い
事

情
が

あ
る

場
合

を
除

き
、

第
1
回

目
の

授
業

に
参

加
し

て
く

だ
さ

い
。

＊
�本

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

科
目

を
、

や
む

を
得

な
い

事
情

（
例

え
ば

、
同

じ
時

間
帯

に
他

の
科

目
を

履
修

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
）

に
よ

り
履

修
で

き
な

い
場

合
に

は
、

豊
中

キ
ャ

ン
パ

ス
で

の
受

講
を

認
め

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
（

た
だ

し
、

豊
中

キ
ャ

ン
パ

ス
で

「
特

許
法

1」
を

受
講

す
る

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

。）
。

そ
の

際
は

、
速

や
か

に
担

当
教

員
に

相
談

し
て

く
だ

さ
い

。
�

前
提
知
識
の
目
安

授
業

は
、

受
講

生
が

知
的

財
産

法
の

基
礎

的
な

知
識

を
有

し
て

い
る

こ
と

を
前

提
と

し
て

進
め

ら
れ

ま
す

の
で

、
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

受
講

し
よ

う
と

す
る

方
は

、
事

前
に

、
知

的
財

産
法

の
基

礎
的

な
知

識
を

取
得

し
て

お
く

よ
う

に
し

て
く

だ
さ

い
。

た
と

え
ば

、
知

的
財

産
法

の
教

科
書

を
少

な
く

と
も

1
冊

は
読

ん
で

お
い

て
く

だ
さ

い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
等

知
的

基
盤

総
合

セ
ン

タ
ー

（
秋

山
卓

也
）

E-
M

AI
L：

t-
ak

iy
am

a@
ip
ris

m
.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp

プ
ロ
グ
ラ
ム
独
自
の

説
明
会
に
つ
い
て

■
知

的
基

盤
総

合
セ

ン
タ

ー
の

単
独

説
明

会
平

成
31

年
4
月

1
日

（
月

）
20

時
30

分
〜

（
時

間
厳

守
）　

大
阪

大
学

中
之

島
セ

ン
タ

ー
20

1
講

義
室

特
記
事
項

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

（
4学
期
制
）

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
必
選
択

22
13

45
特

許
法

1
4

春
〜

夏
学

期
法

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

22
13

51
意

匠
法

1
2

春
〜

夏
学

期
法

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

22
13

53
商

標
法

1
2

春
〜

夏
学

期
法

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

22
13

58
不

正
競

争
防

止
法

2
春

〜
夏

学
期

法
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）

22
04

88
著

作
権

法
概

論
2

春
〜

夏
学

期
法

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

22
13

59
産

業
財

産
権

法
特

論
2

春
〜

夏
学

期
法

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

22
04

82
産

業
財

産
権

法
基

盤
2

春
〜

夏
学

期
法

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

夏
期

集
中

22
13

55
産

業
財

産
権

関
係

条
約

1
2

秋
〜

冬
学

期
法

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

22
13

60
産

業
財

産
権

法
分

析
1

2
秋

〜
冬

学
期

法
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）

22
05

09
知

的
財

産
経

営
2

秋
〜

冬
学

期
法

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

22
05

08
著

作
権

法
分

析
2

秋
〜

冬
学

期
法

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

秋
冬

学
期

集
中

構
成
科
目

78



プ
ロ

グ
ラ

ム
名

超
域

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
高

度
副

プ
ロ

グ
ラ

ム

提
案

（
幹

事
）

部
局

国
際

共
創

大
学

院
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

推
進

機
構

超
域

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
博

士
課

程
プ

ロ
グ

ラ
ム

部
門

連
携

部
局

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー

履
修

対
象

者
修

士
・

博
士

修
了

要
件

8
単

位
以

上
（

1）
必

修
科

目
①

の
1
単

位
を

修
得

す
る

こ
と

。
（

2）
選

択
必

修
科

目
①

か
ら

2
単

位
以

上
を

修
得

す
る

こ
と

。
（

3）
選

択
科

目
①

～
④

か
ら

5
単

位
以

上
修

得
す

る
こ

と
。（

2）
の

単
位

と
の

重
複

不
可

。

趣
旨

・
概

要

今
日

の
社

会
に

は
、

価
値

観
の

多
様

化
や

科
学

技
術

の
高

度
化

、
さ

ら
な

る
情

報
化

へ
の

期
待

や
不

安
、

高
齢

化
と

人
口

減
少

が
並

走
す

る
社

会
、

経
済

発
展

に
伴

う
格

差
や

貧
困

の
拡

大
、

グ
ロ

ー
バ

ル
化

の
も

と
で

の
国

際
的

な
秩

序
の

再
編

、
環

境
・

エ
ネ

ル
ギ

ー
や

食
糧

な
ど

に
関

わ
る

持
続

可
能

性
な

ど
、
様

々
な

課
題

が
山

積
し

て
い

ま
す

。
そ

れ
ら

の
未

知
で

複
雑

で
困

難
な

課
題

に
お

い
て

は
新

た
な

着
想

に
基

づ
く

包
括

的
な

取
り

組
み

が
求

め
ら

れ
、
多

様
な

知
の

協
奏

に
よ

り
既

存
の

領
域

を
超

え
て

新
た

な
知

を
共

創
し

、
そ

の
知

の
力

を
駆

使
し

て
様

々
な

関
係

者
が

協
働

し
て

い
く

こ
と

で
し

か
、

そ
の

解
決

は
で

き
ま

せ
ん

。
こ

こ
に

、
特

定
の

専
門

知
の

み
に

精
通

し
て

い
る

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
を

超
え

た
、「

知
」

の
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

と
し

て
の

新
た

な
高

度
人

材
、

知
を

創
造

す
る

こ
と

に
留

ま
ら

ず
、

知
の

力
を

持
っ

て
新

た
な

価
値

の
創

出
に

挑
ん

で
い

く
人

材
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
、

上
記

の
も

と
、

大
阪

大
学

の
教

育
目

標
を

受
け

て
、

所
属

研
究

科
で

の
専

門
教

育
に

加
え

て
独

自
の

コ
ー

ス
ワ

ー
ク

を
高

度
副

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

提
供

す
る

こ
と

に
よ

り
、
社

会
シ

ス
テ

ム
を

変
革

へ
と

導
く

取
り

組
み

に
知

的
体

力
と

勇
気

を
持

っ
て

参
画

し
、

社
会

で
の

実
践

を
経

て
、

や
が

て
は

自
ら

そ
れ

を
先

導
す

る
「

知
」

の
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

へ
と

成
長

し
て

い
く

た
め

の
基

盤
を

養
う

こ
と

を
目

指
し

て
い

ま
す

。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

履
修

を
通

じ
て

、
課

題
設

定
や

課
題

解
決

、
社

会
で

の
実

践
の

た
め

の
基

盤
と

な
る

汎
用

力
を

修
得

す
る

こ
と

を
到

達
目

標
と

し
ま

す
。

具
体

的
に

は
、

以
下

に
掲

げ
る

、
他

者
と

の
適

切
な

関
係

を
形

成
し

、
も

の
ご

と
を

俯
瞰

し
て

独
創

的
に

行
動

し
て

い
く

た
め

の
基

礎
的

能
力

を
修

得
す

る
こ

と
を

目
指

し
ま

す
。

〈
俯

瞰
力

や
独

創
力

の
た

め
の

基
礎

的
能

力
〉

1�．
自

ら
の

専
門

の
内

容
と

そ
の

社
会

的
・

公
共

的
意

義
を

他
の

専
門

と
の

関
係

の
も

と
で

明
快

に
説

明
で

き
る

基
盤

と
し

て
の

力
2�．

他
者

の
論

理
や

専
門

が
よ

っ
て

立
つ

背
景

や
文

脈
を

も
踏

ま
え

て
、

具
体

的
な

課
題

の
骨

格
や

要
点

を
相

対
的

か
つ

柔
軟

に
把

握
す

る
力

3�．
社

会
に

お
け

る
課

題
の

具
体

的
な

解
決

に
向

け
て

、
立

場
や

専
門

を
超

え
た

適
切

な
問

い
か

け
を

行
い

、
独

創
的

な
議

論
を

展
開

す
る

力
4�．

課
題

解
決

を
志

向
す

る
取

り
組

み
に

、
多

様
な

専
門

知
を

交
差

さ
せ

つ
つ

、
各

方
面

か
ら

の
関

係
者

と
協

動
し

な
が

ら
建

設
的

に
参

画
す

る
力

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
上

記
の

到
達

目
標

に
対

し
て

、
教

育
内

容
を

高
度

な
教

養
や

知
識

に
関

わ
る

Kn
ow

le
dg

e、
社

会
で

専
門

知
を

活
か

す
た

め
の

Sk
ill
s、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

実
現

に
関

わ
る

In
te

gr
at
io
n
に

大
別

す
る

こ
と

に
よ

り
、

上
記

の
趣

旨
・

概
要

に
し

た
が

っ
た

体
系

的
な

コ
ー

ス
ワ

ー
ク

を
整

備
し

て
い

ま
す

。
コ

ー
ス

ワ
ー

ク
は

Kn
ow

le
dg

e
に

関
わ

る
知

識
・

教
養

系
科

目
群

（
文

化
と

歴
史

／
社

会
の

し
く

み
、

科
学

と
技

術
、

社
会

の
今

と
こ

れ
か

ら
）、

Sk
ill
sに

関
わ

る
展

開
力

系
科

目
群（

ト
ラ

ン
ス

フ
ァ

ラ
ブ

ル
ス

キ
ル

系
、

研
究

リ
テ

ラ
シ

ー
系

）、
一

連
の

基
礎

の
上

に
In
te

gr
at
io
n
に

直
結

す
る

力
を

養
っ

て
い

く
コ

ア
科

目
群

か
ら

な
る

ラ
ー

ニ
ン

グ
科

目
群

か
ら

構
成

し
、

独
自

に
多

数
の

科
目

を
提

供
し

ま
す

。
各

科
目

で
は

、
学

生
が

主
体

的
に

学
び

に
参

画
す

る
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

手
法

を
取

り
入

れ
、

ま
た

、
知

識
・

教
養

系
科

目
群

で
は

、
特

徴
的

な
課

題
に

つ
い

て
の

学
習

を
通

じ
て

当
該

分
野

が
共

有
し

て
い

る
エ

ッ
セ

ン
ス

や
固

有
の

考
え

方
を

修
得

し
て

い
く

モ
ジ

ュ
ー

ル
方

式
に

よ
る

授
業

を
展

開
し

て
い

ま
す

。

履
修

資
格

・
条

件

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
下

記
の

資
質

を
も

つ
学

生
を

歓
迎

し
ま

す
。

○
�大

阪
大

学
の

い
ず

れ
か

の
研

究
科

で
の

専
門

教
育

を
通

じ
て

当
該

分
野

の
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

に
成

長
し

た
い

と
い

う
志

と
そ

れ
に

足
る

基
礎

的
な

学
力

を
有

し
て

い
る

○
社

会
に

お
け

る
課

題
に

具
体

的
な

関
心

を
持

ち
、

そ
の

解
決

に
関

わ
っ

て
い

き
た

い
と

い
う

意
志

を
持

っ
て

い
る

○
未

解
決

の
課

題
に

対
し

て
他

者
と

の
対

話
や

協
働

を
通

じ
て

包
括

的
に

取
り

組
も

う
と

す
る

態
度

を
有

し
て

い
る

な
お

、
履

修
対

象
等

の
詳

細
に

つ
い

て
は

下
記

の
と

お
り

で
す

。
【

履
修

対
象

】
平

成
31

年
10

月
よ

り
超

域
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

博
士

課
程

プ
ロ

グ
ラ

ム
Ba

sic
コ

ー
ス

を
準

履
修

生
と

し
て

履
修

す
る

学
生

【
定

員
】

超
域

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
博

士
課

程
プ

ロ
グ

ラ
ム

Ba
sic

コ
ー

ス
の

準
履

修
生

と
し

て
15

名
【

選
考

】
本

高
度

副
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
履

修
す

る
者

の
選

考
は

、
超

域
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

博
士

課
程

プ
ロ

グ
ラ

ム
Ba

sic
コ

ー
ス

の
準

履
修

生
選

考
と

し
て

実
施

し
ま

す
。

詳
細

に
つ

い
て

は
、

平
成

31
年

6
月

下
旬

に
KO

AN
等

に
よ

り
お

知
ら

せ
す

る
予

定
で

す
。

前
提

知
識

の
目

安
特

に
な

し

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

問
い

合
わ

せ
等

超
域

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
博

士
課

程
プ

ロ
グ

ラ
ム

事
務

室
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
：

ht
tp

://
w
w
w
.c
bi
.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp
/

E-
m

ai
l：

in
fo

@
cb

i.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp

プ
ロ

グ
ラ

ム
独

自
の

説
明

会
に

つ
い

て
特

記
事

項

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
単

位
数

開
講

学
期

（
4学

期
制

）
開

講
部

局
（

課
程

）
備

考
必

修
選

必
選

択

必
修

科
目

①
：

超
域

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
・

コ
ア

【
1単

位
修

得
】

9A
00

01
超

域
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

序
論

1
秋

学
期

国
際

共
創

大
学

院
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

推
進

機
構

夏
学

期
の

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
時

に
も

一
部

開
講

す
る

選
択

必
修

科
目

①
お

よ
び

選
択

科
目

①
：

超
域

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
・

コ
ア

【
2単

位
以

上
修

得
】

9A
00

02
課

題
解

決
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
入

門
1

1
不

開
講

国
際

共
創

大
学

院
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

推
進

機
構

20
20

年
度

開
講

予
定

9A
00

03
シ

ス
テ

ム
思

考
1

1
春

～
夏

学
期

国
際

共
創

大
学

院
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

推
進

機
構

9A
00

04
デ

ザ
イ

ン
思

考
1

1
秋

～
冬

学
期

国
際

共
創

大
学

院
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

推
進

機
構

3B
25

04
科

学
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

演
習

2
2

夏
学

期（
集

中
）

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー

9A
00

05
フ

ィ
ー

ル
ド

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
2

2
秋

～
冬

学
期

国
際

共
創

大
学

院
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

推
進

機
構

選
択

科
目

②
：

超
域

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
・

知
識

・
教

養
・

展
開

力

9A
00

06
超

域
人

文
学

1
夏

学
期

国
際

共
創

大
学

院
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

推
進

機
構

9A
00

07
超

域
社

会
科

学
1

秋
～

冬
学

期
国

際
共

創
大

学
院

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
推

進
機

構

9A
00

08
超

域
理

工
学

・
工

学
Ⅰ

1
不

開
講

国
際

共
創

大
学

院
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

推
進

機
構

20
20

年
度

開
講

予
定

9A
00

09
超

域
理

工
学

・
工

学
Ⅱ

1
秋

～
冬

学
期

国
際

共
創

大
学

院
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

推
進

機
構

9A
00

10
課

題
解

決
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ
Ⅰ

1
春

～
夏

学
期

国
際

共
創

大
学

院
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

推
進

機
構

9A
00

11
課

題
解

決
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ
Ⅱ

1
春

～
夏

学
期

国
際

共
創

大
学

院
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

推
進

機
構

9A
00

12
課

題
解

決
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ
Ⅲ

1
秋

～
冬

学
期

国
際

共
創

大
学

院
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

推
進

機
構

9A
00

16
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
1

春
学

期
国

際
共

創
大

学
院

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
推

進
機

構

9A
00

13
超

域
特

別
講

義
Ⅰ

1
春

学
期

国
際

共
創

大
学

院
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

推
進

機
構

9A
00

14
超

域
特

別
講

義
Ⅱ

1
秋

～
冬

学
期

国
際

共
創

大
学

院
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

推
進

機
構

9A
00

15
超

域
特

別
講

義
Ⅲ

2
秋

～
冬

学
期

国
際

共
創

大
学

院
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

推
進

機
構

選
択

科
目

③
：

超
域

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
・

オ
フ

キ
ャ

ン
パ

ス
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
（

※
超

域
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

本
履

修
生

の
み

履
修

可
）

9A
00

17
海

外
フ

ィ
ー

ル
ド

・
ス

タ
デ

ィ
Ⅰ

2
秋

～
冬

学
期

国
際

共
創

大
学

院
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

推
進

機
構

9A
00

18
海

外
フ

ィ
ー

ル
ド

・
ス

タ
デ

ィ
Ⅱ

1
春

～
夏

学
期

国
際

共
創

大
学

院
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

推
進

機
構

9A
00

19
グ

ロ
ー

バ
ル

エ
ク

ス
プ

ロ
ー

ラ
Ⅰ

1
秋

～
冬

学
期

国
際

共
創

大
学

院
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

推
進

機
構

9A
00

20
グ

ロ
ー

バ
ル

エ
ク

ス
プ

ロ
ー

ラ
Ⅱ

1
通

年
国

際
共

創
大

学
院

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
推

進
機

構

選
択

科
目

④
：

超
域

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
・

自
主

企
画

型
活

動

9A
00

21
超

域
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

・
演

習
Ⅰ

1
通

年
国

際
共

創
大

学
院

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
推

進
機

構

9A
00

22
超

域
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

・
演

習
Ⅱ

1
通

年
国

際
共

創
大

学
院

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
推

進
機

構

構
成

科
目

79



プ
ロ

グ
ラ

ム
名

放
射

線
科

学

提
案

（
幹

事
）

部
局

放
射

線
科

学
基

盤
機

構

連
携

部
局

理
学

研
究

科
・

核
物

理
研

究
セ

ン
タ

ー
・

医
学

部
医

学
科

�医
学

物
理

士
（

医
学

博
士

）
コ

ー
ス

・
RI

セ
ン

タ
ー

履
修

対
象

者
修

士
・

博
士

修
了

要
件

8
単

位
以

上

趣
旨

・
概

要

放
射

線
科

学
を

進
め

る
上

で
基

礎
と

な
る

放
射

線
計

測
に

つ
い

て
学

ぶ
。

放
射

線
計

測
は

素
粒

子
原

子
核

実
験

を
始

め
と

し
て

医
療

現
場

等
で

基
礎

的
な

技
術

で
あ

り
、

い
ま

も
な

お
先

進
的

な
研

究
開

発
が

行
わ

れ
て

い
る

。
し

か
し

、
そ

れ
に

と
ど

ま
ら

ず
、
様

々
な

分
野

に
応

用
さ

れ
、
研

究
・

実
用

に
お

い
て

不
可

欠
な

も
の

と
な

っ
て

い
る

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
、
基

礎
的

な
計

測
技

術
の

習
得

か
ら

、
加

速
器

を
用

い
た

最
先

端
の

放
射

線
科

学
を

、実
験

実
習

を
中

心
と

し
て

習
得

す
る

。
ま

た
最

先
端

の
医

療
現

場
で

の
放

射
線

計
測

に
つ

い
て

も
そ

の
基

礎
を

学
ぶ

。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

①
基

礎
的

な
放

射
線

計
測

技
術

②
加

速
器

を
用

い
た

最
先

端
の

放
射

線
科

学
に

関
す

る
知

識
③

最
先

端
の

医
療

現
場

で
の

放
射

線
計

測
に

関
す

る
知

識

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成

放
射

線
科

学
を

進
め

る
上

で
基

礎
と

な
る

放
射

線
計

測
に

つ
い

て
学

ぶ
。

放
射

線
計

測
は

素
粒

子
原

子
核

実
験

を
行

う
上

で
基

礎
的

な
技

術
で

あ
り

、
い

ま
も

な
お

先
進

的
な

研
究

開
発

が
行

わ
れ

て
い

る
。

し
か

し
、
そ

れ
に

と
ど

ま
ら

ず
、
様

々
な

分
野

に
応

用
さ

れ
、
研

究
・

実
用

に
お

い
て

不
可

欠
な

も
の

と
な

っ
て

い
る

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
、
基

礎
的

な
計

測
技

術
の

習
得

か
ら

、
加

速
器

を
用

い
た

最
先

端
の

放
射

線
科

学
を

、実
験

実
習

を
中

心
と

し
て

習
得

す
る

。
医

学
物

理
士

コ
ー

ス
の

た
め

に
核

物
理

研
究

セ
ン

タ
ー

と
理

学
研

究
科

物
理

学
専

攻
な

ら
び

に
附

属
基

礎
理

学
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
研

究
セ

ン
タ

ー
は

講
義

・
実

験
を

協
力

し
て

行
っ

て
い

る
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
こ

れ
を

さ
ら

に
進

め
る

と
と

も
に

、最
先

端
の

医
療

現
場

で
の

放
射

線
計

測
に

つ
い

て
も

そ
の

基
礎

を
学

ぶ
。

こ
の

よ
う

な
要

求
は

日
本

だ
け

で
な

く
大

き
な

加
速

器
施

設
を

持
た

な
い

AS
EA

N
諸

国
で

も
非

常
に

高
い

。
理

学
研

究
科

で
は

核
物

理
研

究
セ

ン
タ

ー
と

共
同

で
「

物
理

実
験

基
礎

コ
ー

ス
」

を
AS

EA
N
・

中
国

の
学

生
を

招
聘

し
て

、英
語

で
の

講
義

・
実

験
を

行
っ

て
き

た
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

そ
れ

ら
の

英
語

に
よ

る
講

義
・

実
験

を
用

い
る

事
に

よ
り

、
実

験
は

基
本

的
に

英
語

に
よ

り
行

い
、
英

語
の

み
で

も
修

了
可

能
と

す
る

。
こ

れ
に

よ
り

、
日

本
国

内
だ

け
で

な
く

世
界

に
開

か
れ

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
す

る
。

履
修

資
格

・
条

件
放

射
線

計
測

に
関

心
が

あ
り

、
実

習
を

お
こ

な
う

意
欲

を
持

つ
学

生
を

歓
迎

し
ま

す
。

前
提

知
識

の
目

安
物

理
に

関
す

る
学

部
初

歩
レ

ベ
ル

の
知

識
を

持
っ

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

問
い

合
わ

せ
等

プ
ロ

グ
ラ

ム
独

自
の

説
明

会
に

つ
い

て

特
記

事
項

実
験

科
目

は
、

実
験

施
設

な
ど

の
運

転
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
に

よ
り

、
受

け
入

れ
人

数
に

制
限

が
あ

る
。

学
内

（
理

学
研

究
科

物
理

学
専

攻
協

力
講

座
）

の
施

設
の

予
定

が
合

わ
な

い
場

合
は

時
期

を
変

更
、

ま
た

は
、

学
外

の
施

設
を

使
用

す
る

こ
と

も
あ

る
。

学
生

教
育

研
究

災
害

傷
害

保
険

に
加

入
し

て
お

く
こ

と
。

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
単

位
数

開
講

学
期

（
4学

期
制

）
開

講
部

局
（

課
程

）
備

考
必

修
選

必
選

択

C
51

10
1

放
射

線
計

測
基

礎
1

1
秋

学
期

全
学

教
育

推
進

機
構

（
放

射
線

科
学

基
盤

機
構

）

C
51

10
2

放
射

線
計

測
基

礎
2

1
秋

学
期

全
学

教
育

推
進

機
構

（
放

射
線

科
学

基
盤

機
構

）

24
17

64
放

射
線

計
測

応
用

1
1

集
中

理
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）

24
17

65
放

射
線

計
測

応
用

2
1

集
中

理
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）

24
07

52
放

射
線

計
測

学
2

春
～

夏
学

期
理

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

24
01

76
加

速
器

科
学

2
秋

～
冬

学
期

理
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）

25
51

48
放

射
線

診
断

物
理

学
2

春
～

夏
学

期
医

学
系

研
究

科
（

博
士

前
期

）

25
51

50
高

精
度

放
射

線
治

療
2

春
～

夏
学

期
医

学
系

研
究

科
（

博
士

前
期

）

25
51

52
粒

子
線

治
療

2
秋

～
冬

学
期

医
学

系
研

究
科
（

博
士

前
期

）

24
11

64
核

化
学

1（
Ⅰ

）
1

春
～

夏
学

期
理

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

C
51

10
3

放
射

線
取

扱
基

礎
1

春
～

夏
学

期
全

学
教

育
推

進
機

構
（

放
射

線
科

学
基

盤
機

構
）

24
P
03

1
（

IP
C
）

N
uc

le
ar
�P
hy

sic
s�i

n�
th

e�
U
ni
ve

rs
e

2
春

～
夏

学
期

理
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
英

語
に

よ
る

講
義

24
14

51
放

射
線

計
測

学
概

論
1

1
集

中
理

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

24
14

52
放

射
線

計
測

学
概

論
2

1
集

中
理

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

英
語

に
よ

る
講

義

24
17

66
粒

子
ビ

ー
ム

化
学

（
Ⅰ

）
1

春
学

期
理

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

構
成

科
目

80



プ
ロ

グ
ラ

ム
名

未
来

の
大

学
教

員
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

提
案

（
幹

事
）

部
局

全
学

教
育

推
進

機
構

連
携

部
局

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー

履
修

対
象

者
修

士
・

博
士

修
了

要
件

8
単

位
以

上
必

修
科

目
6
単

位
を

含
む

8
単

位
以

上
を

修
得

す
る

こ
と

趣
旨

・
概

要

今
、

大
学

教
員

に
は

、
研

究
力

は
も

ち
ろ

ん
、

教
育

力
も

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
採

用
に

あ
た

っ
て

は
、

シ
ラ

バ
ス

の
提

示
が

求
め

ら
れ

た
り

、
模

擬
授

業
を

課
さ

れ
た

り
す

る
こ

と
も

多
く

な
っ

て
き

ま
し

た
。「

未
来

の
大

学
教

員
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

」で
は

、
大

学
教

員
と

し
て

教
え

る
た

め
の

知
識

や
技

術
、

公
募

書
類

の
書

き
方

、
模

擬
授

業
の

方
法

、
応

用
的

な
教

育
技

法
を

理
論

に
基

づ
き

な
が

ら
、
実

践
的

に
学

び
ま

す
。

す
べ

て
の

大
学

院
生

が
履

修
で

き
ま

す
の

で
、

研
究

科
の

枠
を

超
え

て
様

々
な

方
と

交
流

し
て

く
だ

さ
い

。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

【
知

識
】

�大
学

生
を

教
え

る
上

で
必

要
な

教
育

・
学

習
理

論
な

ら
び

に
教

育
実

践
に

関
わ

る
基

本
的

な
知

識
を

習
得

し
て

い
る

。
【

技
能

】
�わ

か
り

や
す

く
、

記
憶

に
残

り
、

動
機

を
高

め
続

け
る

授
業

や
文

章
指

導
が

で
き

る
。

【
態

度
】

�学
生

の
深

く
て

積
極

的
な

学
び

に
強

く
関

心
を

持
ち

、
そ

れ
を

促
そ

う
と

す
る

強
い

意
欲

を
持

っ
て

い
る

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
上

記
の

到
達

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

、
段

階
的

な
科

目
配

置
を

行
っ

て
い

ま
す

。
ま

ず
「

大
学

授
業

開
発

論
Ⅰ

」
で

は
、

授
業

デ
ザ

イ
ン

と
基

本
的

な
教

育
技

法
に

関
わ

る
知

識
学

習
と

技
能

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
行

い
ま

す
。「

大
学

授
業

開
発

論
Ⅱ

」
で

は
、

応
用

的
な

教
育

技
法

を
身

に
つ

け
る

た
め

に
授

業
実

習
と

授
業

参
観

を
行

い
ま

す
。「

大
学

授
業

開
発

論
Ⅲ

」
で

は
、

教
育

・
研

究
・

社
会

貢
献

の
抱

負
お

よ
び

教
育

研
究

の
計

画
を

作
成

し
ま

す
。

そ
の

ほ
か

選
択

科
目

と
し

て
教

育
に

関
わ

る
科

目
を

準
備

し
て

い
ま

す
。

履
修

資
格

・
条

件

大
学

教
員

志
望

の
方

は
も

ち
ろ

ん
、
初

等
中

等
教

育
機

関
、
企

業
、
研

究
所

等
で

の
人

材
育

成
や

能
力

開
発

に
関

心
が

あ
る

方
を

歓
迎

し
ま

す
。

「
大

学
授

業
開

発
論
Ⅱ

」
お

よ
び

「
大

学
授

業
開

発
論
Ⅲ

」
は

「
大

学
授

業
開

発
論
Ⅰ

」
が

履
修

済
み

で
あ

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
人

数
が

定
員

を
超

え
た

場
合

、エ
ン

ト
リ

ー
内

容
を

も
と

に
選

抜
を

行
う

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。

前
提

知
識

の
目

安
前

提
知

識
は

不
要

で
す

。
様

々
な

分
野

の
学

生
の

受
講

を
期

待
し

ま
す

。
授

業
は

日
本

語
で

提
供

さ
れ

ま
す

の
で

、
授

業
レ

ベ
ル

の
日

本
語

を
理

解
で

き
る

能
力

が
必

要
で

す
。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

問
い

合
わ

せ
等

プ
ロ

グ
ラ

ム
詳

細
と

�W
eb

エ
ン

ト
リ

ー
は

こ
ち

ら
→

�h
tt
p:
//
w
w
w
.tl
sc

.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp
/ff

p
問

い
合

わ
せ

先
：

tls
c@

ce
la
s.o

sa
ka

-u
.a
c.
jp
（

阪
大

FF
P
担

当
）

プ
ロ

グ
ラ

ム
独

自
の

説
明

会
に

つ
い

て
な

し

特
記

事
項

事
前

に
必

ず
W

eb
サ

イ
ト
（

ht
tp

://
w
w
w
.tl
sc

.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp
/ff

p
）
で

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

詳
細

を
確

認
し

た
う

え
で

、
W

eb
エ

ン
ト

リ
ー

を
済

ま
せ

て
く

だ
さ

い
。

受
入

の
可

否
に

つ
い

て
は

メ
ー

ル
に

て
ご

連
絡

し
ま

す
。

副
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
登

録
は

受
入

が
決

定
し

た
段

階
で

こ
ち

ら
で

一
括

で
行

い
ま

す
の

で
、ご

自
身

で
し

て
い

た
だ

く
必

要
は

あ
り

ま
せ

ん
。

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
単

位
数

開
講

学
期

（
4学

期
制

）
開

講
部

局
（

課
程

）
備

考
必

修
選

必
選

択

必
修

科
目

：
6単

位

C
50

40
1

大
学

授
業

開
発

論
Ⅰ

2
夏

学
期

全
学

教
育

推
進

機
構

C
50

40
2

大
学

授
業

開
発

論
Ⅰ

秋
学

期
全

学
教

育
推

進
機

構

C
50

40
3

大
学

授
業

開
発

論
Ⅱ

2
春

～
夏

学
期

全
学

教
育

推
進

機
構

C
50

40
4

大
学

授
業

開
発

論
Ⅱ

秋
～

冬
学

期
全

学
教

育
推

進
機

構

C
50

40
5

大
学

授
業

開
発

論
Ⅲ

2
冬

学
期

全
学

教
育

推
進

機
構

選
択

科
目

：
2単

位

C
51

20
2

大
学

院
生

の
た

め
の

調
査

・
統

計
入

門
2

全
学

教
育

推
進

機
構

20
19

年
度

不
開

講

C
50

10
4

学
術

的
文

章
の

作
法

と
そ

の
指

導
2

秋
～

冬
学

期
全

学
教

育
推

進
機

構

C
51

20
1

現
代

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

特
論

2
春

～
夏

学
期

全
学

教
育

推
進

機
構

C
51

20
3

大
学

院
生

の
た

め
の

ト
ラ

ン
ス

フ
ァ

ラ
ブ

ル
・

ス
キ

ル
ズ

・
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
2

秋
～

冬
学

期
全

学
教

育
推

進
機

構

上
記

選
択

科
目

の
ほ

か
、C

O
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー
開

講
科

目
が

選
択

科
目

と
な

っ
て

い
ま

す
。

詳
し

く
は

未
来

の
大

学
教

員
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
（

構
成

科
目

一
覧

）
を

参
照

し
て

下
さ

い
。

構
成

科
目

81



プ
ロ

グ
ラ

ム
名

公
共

圏
に

お
け

る
科

学
技

術
政

策

提
案

（
幹

事
）

部
局

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー

連
携

部
局

人
間

科
学

研
究

科
、

法
学

研
究

科
、

医
学

系
研

究
科

、
工

学
研

究
科

、
基

礎
工

学
研

究
科

、
国

際
公

共
政

策
研

究
科

履
修

対
象

者
修

士
・

博
士

修
了

要
件

8
単

位
以

上
必

修
科

目
：

2
単

位

趣
旨

・
概

要

第
5
期

科
学

技
術

基
本

計
画

が
掲

げ
る

「
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

と
社

会
と

の
関

係
深

化
」

と
「

共
創

的
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
推

進
」

を
通

じ
て

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
政

策
を

形
成

し
て

い
く

た
め

に
は

、
科

学
技

術
や

公
共

政
策

に
対

す
る

社
会

の
期

待
・

懸
念

・
問

題
認

識
を

把
握

し
、

反
映

さ
せ

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
そ

の
た

め
に

は
、

定
量

的
な

エ
ビ

デ
ン

ス
に

加
え

、
社

会
の

多
様

な
主

体
に

よ
る

熟
議

（
対

話
と

熟
慮

）
を

含
む

「
科

学
技

術
へ

の
公

共
的

関
与

（
pu

bl
ic
�e
ng

ag
em

en
t）

」
や

「
科

学
技

術
の

倫
理

的
・

法
的

・
社

会
的

問
題

（
EL

SI
）」

研
究

が
生

み
出

す
エ

ビ
デ

ン
ス

が
不

可
欠

で
す

。

こ
の

認
識

の
も

と
、

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、「

科
学

技
術

の
倫

理
的

・
法

的
・

社
会

的
問

題
（

EL
SI
）

に
関

す
る

研
究

を
基

盤
と

し
て

公
共

的
関

与
の

活
動

と
分

析
を

行
い

、
学

問
諸

分
野

間
な

ら
び

に
学

問
と

政
策

・
社

会
の

間
を

「
つ

な
ぐ

」
こ

と
を

通
じ

て
政

策
形

成
に

寄
与

で
き

る
人

材
」

の
育

成
を

目
指

し
ま

す
。

な
お

、
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
文

部
科

学
省

「
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

政
策

に
お

け
る

『
政

策
の

た
め

の
科

学
』

推
進

事
業

」
の

基
盤

的
研

究
・

人
材

育
成

拠
点

を
担

う
も

の
と

し
て

実
施

さ
れ

ま
す

。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
習

に
よ

っ
て

、
学

問
諸

分
野

・
政

策
・

社
会

の
間

を
「

つ
な

ぐ
」

こ
と

を
通

じ
て

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
政

策
の

形
成

に
寄

与
す

る
た

め
に

、
以

下
の

能
力

を
備

え
た

方
に

修
了

認
定

証
を

授
与

し
ま

す
。

①
�自

ら
の

専
門

分
野

の
枠

組
み

を
超

え
て

、
広

く
俯

瞰
的

・
多

角
的

に
科

学
技

術
と

社
会

の
諸

問
題

・
課

題
を

洞
察

・
理

解
し

、
か

つ
公

共
的

関
与

の
活

動
と

分
析

を
行

え
る

よ
う

な
知

識
と

セ
ン

ス
、

実
践

的
な

能
力

を
身

に
付

け
る

。
②

�「
科

学
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

」、
「

科
学

史
・

科
学

哲
学

・
科

学
技

術
社

会
論

」、
「

科
学

技
術

と
公

共
政

策
」

と
い

う
三

つ
の

学
術

分
野

（
分

析
ア

プ
ロ

ー
チ

）
に

つ
い

て
理

解
し

、
自

分
の

意
見

を
持

ち
、

論
じ

る
こ

と
が

で
き

る
。

＊
構

成
科

目
の

備
考

欄
①

～
②

と
対

応
し

て
い

ま
す

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成

上
記

の
到

達
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
、

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

政
策

を
さ

ま
ざ

ま
な

ア
プ

ロ
ー

チ
か

ら
、

さ
ま

ざ
ま

な
イ

シ
ュ

ー
（

問
題

）
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
、

構
成

科
目

を
設

置
し

て
い

ま
す

。
学

術
分

野
（

分
析

ア
プ

ロ
ー

チ
）

と
し

て
は

、「
科

学
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

」、
「

科
学

史
・

科
学

哲
学

・
科

学
技

術
社

会
論

」、
「

科
学

技
術

と
公

共
政

策
」

と
い

う
三

つ
が

中
心

と
な

り
ま

す
が

、
他

の
学

術
分

野
（

分
析

ア
プ

ロ
ー

チ
）

に
つ

い
て

も
学

ぶ
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ま

た
、

講
義

中
心

の
科

目
で

専
門

的
知

識
を

獲
得

す
る

だ
け

で
な

く
、

学
生

同
士

や
教

員
、

ゲ
ス

ト
ス

ピ
ー

カ
ー
（

専
門

家
や

政
策

担
当

者
な

ど
）
と

の
議

論
や

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
が

中
心

と
な

る
科

目
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

調
査

や
イ

ベ
ン

ト
実

施
な

ど
を

行
う

科
目

も
あ

り
、

特
色

あ
る

科
目

や
活

動
を

通
し

て
、

能
動

的
な

学
習

を
サ

ポ
ー

ト
し

ま
す

。

構
成

科
目

と
し

て
は

、
必

修
科

目
と

選
択

科
目

を
設

置
し

て
い

ま
す

。
必

修
科

目
は

、
上

記
の

到
達

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

基
盤

と
な

る
も

の
で

、
選

択
科

目
で

は
、

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
政

策
を

分
析

す
る

た
め

の
概

念
・

理
論

・
方

法
等

や
、

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
政

策
の

個
々

の
さ

ま
ざ

ま
な

問
題

に
つ

い
て

学
び

ま
す

。

履
修

資
格

・
条

件
特

に
な

し
。

前
提

知
識

の
目

安
文

系
理

系
を

問
わ

ず
さ

ま
ざ

ま
な

分
野

の
学

生
の

受
講

を
期

待
し

ま
す

。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

問
い

合
わ

せ
等

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
ht

tp
://

w
w
w
.c
sc

d.
os

ak
a-
u.
ac

.jp
/p

ro
gr

am
/a

d-
st
ip
s.h

tm
l

E-
m

ai
l：

st
ip
s-
st
aff

@
cs

cd
.o
sa

ka
-u

.a
c.
jp

プ
ロ

グ
ラ

ム
独

自
の

説
明

会
に

つ
い

て

■
副

専
攻

／
高

度
副

プ
ロ

グ
ラ

ム
「

公
共

圏
に

お
け

る
科

学
技

術
政

策
」

説
明

会
（

豊
中

）
平

成
31

年
4
月

10
日

（
水

）
18

時
00

分
～

19
時

00
分

　
　

　
 全

学
教

育
推

進
機

構
ス

テ
ュ

ー
デ

ン
ト

コ
モ

ン
ズ

（
2
階

）
セ

ミ
ナ

ー
室

A

特
記

事
項

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
単

位
数

開
講

学
期

（
4学

期
制

）
開

講
部

局
（

課
程

）
備

考
必

修
選

必
選

択
3B

27
01

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
政

策
概

論
A

1
春

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー
（

院
）

①

3B
27

02
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

政
策

概
論

B
1

夏
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

（
院

）
①

3B
25

04
科

学
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

演
習

2
集

中
（

夏
）

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー
（

院
）

①

3B
12

01
科

学
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

入
門

A
1

春
（

豊
中

）
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

（
院

）
②

3B
12

02
科

学
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

入
門

B
1

夏
（

豊
中

）
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

（
院

）
②

3B
12

03
科

学
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

入
門

A
1

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー
（

院
）

②
平

成
31

年
度

不
開

講

3B
12

04
科

学
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

入
門

B
1

冬
（

吹
田

）
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

（
院

）
②

3B
17

03
科

学
史

・
科

学
哲

学
入

門
1

夏
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

（
院

）
②

3B
17

04
科

学
技

術
社

会
論

入
門

1
春

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー
（

院
）

②

3B
16

04
科

学
技

術
と

公
共

政
策

A
1

秋
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

（
院

）
②

3B
16

05
科

学
技

術
と

公
共

政
策

B
1

冬
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

（
院

）
②

3B
27

03
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

政
策

総
合

演
習

2
集

中
（

夏
）

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー
（

院
）

①

3B
17

05
科

学
技

術
と

社
会

特
論

A
1

秋
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

（
院

）
①

3B
17

06
科

学
技

術
と

社
会

特
論

B
1

冬
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

（
院

）
①

3B
15

17
特

別
講

義
A（

Sc
ien

ce
,�T

ec
hn

olo
gy

�an
d�
So

cie
ty

）
1

夏
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

（
院

）
②

3B
15

18
特

別
講

義
B（

Cr
os

sin
g�
B o

rd
er

s�i
n�
H
ig
he

r�
Ed

uc
at
io
n�
an

d�
Re

se
ar
ch

）
1

秋
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

（
院

）
②

3B
13

09
特

別
講

義
（

Eff
ec

tiv
el
y�
Co

m
m

un
ic
at
in
g�

Yo
ur

�S
ci
en

ce
�&

�R
es

ea
rc
h）

2
春

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー
（

院
）

3B
12

05
メ

デ
ィ

ア
リ

テ
ラ

シ
ー

2
集

中
（

冬
）

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー
（

院
）

3B
14

01
訪

問
術

A（
質

的
研

究
の

デ
ザ

イ
ン

A
）

2
春

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー
（

院
）

3B
14

06
訪

問
術

B（
異

能
の

人
を

発
掘

す
る

）
2

春
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

（
院

）

3B
22

05
CO

デ
ザ

イ
ン

講
義

（
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

技
術

と
法

規
制

）
2

秋
～

冬
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

（
院

）

3B
22

04
CO

デ
ザ

イ
ン

講
義

（
Fo

od
�S
ec

ur
ity

�a
nd

�S
us

ta
in
ab

ili
ty

）
2

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー
（

院
）

平
成

31
年

度
不

開
講

21
15

46
フ

ィ
ー

ル
ド

調
査

法
特

講
2

春
～

夏
人

間
科

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

21
16

86
社

会
に

お
け

る
科

学
技

術
特

定
演

習
2

秋
～

冬
人

間
科

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

22
05

15
総

合
演

習
（

生
命

倫
理

と
法

）
2

秋
～

冬
法

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

22
14

07
特

定
研

究
（

生
命

倫
理

と
法

）
2

秋
～

冬
法

学
研

究
科

（
博

士
後

期
）

25
05

20
ラ

イ
フ

サ
イ

エ
ン

ス
の

倫
理

と
公

共
政

策
学

2
集

中
（

夏
）

医
学

系
研

究
科

（
修

士
）

28
10

10
サ

ス
テ

イ
ナ

ビ
リ

テ
ィ

評
価

・
技

術
論

2
春

～
夏

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）

28
08

44
産

業
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
論

2
春

～
夏

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）

28
12

60
サ

ス
テ

ナ
ブ

ル
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ン
論

2
春

～
夏

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）

29
05

66
科

学
技

術
移

転
論

2
秋

～
冬

基
礎

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）

29
07

30
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
社

会
受

容
特

論
A

2
基

礎
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

（
ナ

ノ
サ

イ
エ

ン
ス

デ
ザ

イ
ン

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

提
供

）
平

成
31

年
度

不
開

講

29
07

34
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
社

会
受

容
特

論
B

2
春

～
夏

基
礎

工
学

研
究

科
（

博
士

前
期

）
（

ナ
ノ

サ
イ

エ
ン

ス
デ

ザ
イ

ン
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
提

供
）

31
05

71
環

境
法

2
春

～
夏

国
際

公
共

政
策

研
究

科
（

博
士

前
期

）

31
06

55
特

殊
研

究
（

環
境

法
）

2
春

～
夏

国
際

公
共

政
策

研
究

科
（

博
士

後
期

）

31
07

78
特

殊
講

義
（

開
発

と
環

境
）

2
国

際
公

共
政

策
研

究
科

（
博

士
前

期
）

平
成

31
年

度
不

開
講

31
07

79
特

殊
研

究
（

開
発

と
環

境
）

2
国

際
公

共
政

策
研

究
科

（
博

士
後

期
）

平
成

31
年

度
不

開
講

31
07

87
特

殊
講

義
（

人
事

の
経

済
分

析
1）

2
国

際
公

共
政

策
研

究
科

（
博

士
前

期
）

平
成

31
年

度
不

開
講

31
06

70
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
（

人
事

の
経

済
分

析
3）

2
国

際
公

共
政

策
研

究
科

（
博

士
後

期
）

平
成

31
年

度
不

開
講

構
成

科
目

82



プ
ロ

グ
ラ

ム
名

ソ
ー

シ
ャ

ル
デ

ザ
イ

ン

提
案

（
幹

事
）

部
局

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー

連
携

部
局

人
間

科
学

研
究

科
、

法
学

研
究

科
、

文
学

研
究

科
、

工
学

研
究

科
、

基
礎

工
学

研
究

科
、

国
際

公
共

政
策

研
究

科
、

情
報

科
学

研
究

科
、

国
際

教
育

交
流

セ
ン

タ
ー

履
修

対
象

者
学

部
5、

6
年

次
・

修
士

・
博

士

修
了

要
件

8
単

位
以

上
コ

ー
ス

ご
と

に
指

定
さ

れ
た

選
択

必
修

科
目

か
ら

2
単

位
以

上
を

含
む

8
単

位
以

上
を

修
得

す
る

こ
と

。
な

お
、

専
門

科
目

群
B
か

ら
は

4
単

位
以

上
の

修
得

は
不

可
。

た
だ

し
、

So
ci
al
�In

no
va

tio
n�

Co
ur

se
で

は
英

語
科

目
（

備
考

欄
に

※
印

を
付

し
た

科
目

）
を

6
単

位
以

上
を

修
得

す
る

こ
と

。

趣
旨

・
概

要

貧
困

や
格

差
、

教
育

、
気

候
変

動
な

ど
、

国
連

が
掲

げ
る

SD
G
s（

持
続

可
能

な
開

発
目

標
）

に
み

ら
れ

る
多

く
の

社
会

的
課

題
で

は
、
解

決
に

向
け

た
阻

害
要

因
が

多
領

域
に

ま
た

が
り

複
雑

に
絡

み
合

っ
て

い
ま

す
。

従
来

の
よ

う
な

単
一

型
の

処
方

箋
で

は
、

副
作

用
が

生
ま

れ
る

ケ
ー

ス
や

、
一

分
野

に
お

け
る

理
論

的
ア

プ
ロ

ー
チ

で
は

、
解

決
の

方
策

が
見

出
さ

れ
て

も
、

多
様

な
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
の

支
持

が
得

ら
れ

ず
、

社
会

に
お

け
る

実
践

が
困

難
と

な
る

ケ
ー

ス
も

見
受

け
ら

れ
ま

す
。

こ
う

し
た

国
内

外
の

複
雑

な
社

会
的

課
題

の
解

決
の

た
め

に
は

、
自

ら
の

専
門

性
を

活
か

し
つ

つ
、

異
な

る
立

場
や

視
点

を
理

解
し

、
多

様
性

を
も

っ
て

、
a）

ど
の

よ
う

に
課

題
を

構
造

化
・

マ
ッ

ピ
ン

グ
し

、
b
）

具
体

的
な

解
決

策
を

デ
ザ

イ
ン

し
、

c）
社

会
に

必
要

と
さ

れ
る

シ
ス

テ
ム

変
革

に
つ

な
が

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

エ
デ

ィ
ッ

ト
で

き
る

ス
キ

ル
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
、

国
内

外
に

お
け

る
社

会
的

課
題

の
解

決
に

向
け

、
上

述
の

3
つ

の
ス

キ
ル

を
身

に
つ

け
る

と
と

も
に

、
社

会
的

課
題

の
発

見
・

解
決

プ
ロ

セ
ス

の
始

点
か

ら
、

多
世

代
（

高
齢

者
、

学
生

、
子

供
、

将
来

世
代

）
と

、
多

様
な

人
々

（
異

な
る

専
門

を
持

つ
学

生
や

教
員

、
産

官
民

セ
ク

タ
ー

、
健

常
者

、
障

が
い

者
、

外
国

人
等

）
を

巻
き

込
み

、
共

に
新

た
な

価
値

を
創

造
で

き
る

、「
共

創
（

Co
-c
re

at
io
n）

」
に

よ
る

「
ソ

ー
シ

ャ
ル

デ
ザ

イ
ン

」
に

寄
与

で
き

る
人

材
の

育
成

を
目

指
し

ま
す

。

到
達

目
標

（
修

了
時

に
身

に
付

く
能

力
）

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
習

を
通

し
て

、
以

下
の

能
力

を
備

え
た

方
に

修
了

認
定

証
を

授
与

し
ま

す
。

①
�社

会
的

課
題

の
発

見
・

解
決

の
た

め
の

手
法

（
マ

ッ
ピ

ン
グ

、
デ

ザ
イ

ン
、

エ
デ

ィ
テ

ィ
ン

グ
）

を
複

数
理

解
し

て
い

る
。

②
�多

種
多

様
な

専
門

知
識

を
有

す
る

メ
ン

バ
ー

か
ら

な
る

チ
ー

ム
内

で
、
課

題
・

発
見

解
決

の
手

法
を

チ
ー

ム
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

応
用

で
き

る
。

③
�多

世
代

と
多

様
な

人
々

と
と

も
に

、
多

様
性

を
尊

重
し

つ
つ

、
チ

ー
ム

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
通

じ
て

課
題

発
見

・
解

決
の

手
法

を
実

践
で

き
る

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
構

成

上
記

の
到

達
目

標
（

修
了

時
に

身
に

つ
け

る
べ

き
能

力
）

を
達

成
す

る
た

め
に

、
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
、

受
講

生
の

学
習

能
力

の
発

達
状

況
に

あ
わ

せ
、

下
記

の
3
つ

の
段

階
的

な
科

目
配

置
を

行
っ

て
い

ま
す

。
Ⅰ

．
�【
コ

ア
科

目
群

】
多

分
野

の
受

講
生

と
教

員
か

ら
な

る
双

方
向

型
授

業
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

型
学

習
（

PB
L）

、
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
等

の
授

業
形

態
を

通
じ

て
、

到
達

目
標

①
～

③
を

達
成

す
る

た
め

の
選

択
必

修
科

目
群

（
後

述
）。

Ⅱ
．

�【
専

門
科

目
群

A
】

多
分

野
の

受
講

生
か

ら
な

る
双

方
向

型
授

業
や

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

型
授

業
等

を
通

じ
て

、
異

分
野

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

高
め

、
主

に
到

達
目

標
①

～
②

を
達

成
す

る
た

め
の

選
択

科
目

群
。

Ⅲ
．

�【
専

門
科

目
群

B】
講

義
や

演
習

等
を

通
じ

て
、

自
ら

の
専

門
性

ま
た

他
分

野
の

専
門

に
関

す
る

知
識

を
高

め
、

主
に

到
達

目
標

①
～

②
を

達
成

す
る

た
め

の
選

択
科

目
群

。
な

お
、

こ
の

専
門

科
目

群
B
か

ら
、

4
単

位
以

上
の

修
得

は
不

可
で

す
。

上
述

の
3
つ

の
科

目
群

の
う

ち
、
Ⅰ

．【
コ

ア
科

目
群

】
で

は
、

以
下

の
3
つ

の
コ

ー
ス

を
設

け
て

い
ま

す
。

プ
ロ

グ
ラ

ム
修

了
に

は
、

コ
ー

ス
ご

と
に

指
定

さ
れ

た
選

択
必

修
科

目
か

ら
、

2
単

位
以

上
を

修
得

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

各
コ

ー
ス

で
は

、到
達

目
標

①
～

③
の

達
成

に
加

え
て

、次
の

よ
う

な
具

体
的

な
目

標
と

能
力

の
修

得
を

目
指

し
ま

す
。

な
お

、
受

講
生

の
学

習
能

力
の

発
達

状
況

に
よ

り
、

同
科

目
群

か
ら

複
数

の
科

目
を

選
択

す
る

こ
と

は
可

能
で

す
。

　
A．

ソ
ー

シ
ャ

ル
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・
コ

ー
ス

―
国

内
外

の
社

会
的

課
題

を
構

造
化

し
、

こ
れ

を
ビ

ジ
ネ

ス
や

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

な
ど

の
手

段
を

用
い

て
解

決
す

る
方

法
を

理
解

・
応

用
・

実
践

で
き

る
。

　
B．

ま
ち

づ
く

り
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
・

コ
ー

ス
―

社
会

的
課

題
を

構
造

化
し

、
こ

れ
を

総
合

的
な

ま
ち

づ
く

り
の

中
で

解
決

す
る
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ン

タ
ラ

ク
テ

ィ
ブ

創
成

工
学

基
礎

演
習

A
2

春
～

冬
情

報
科

学
研

究
科

（
博

士
前

期
）

※

8
8
1
1
3
1

M
an

ag
in
g
�In

n
ov

at
io
n
�a
n
d
�C

h
an

g
e

2
春

～
夏

国
際

教
育

交
流

セ
ン

タ
ー

※
8
8
1
2
5
1

So
ci
al
�In

n
ov

at
io
n
�a
n
d
�S
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l�D
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ig
n

2
秋

～
冬

国
際

教
育

交
流

セ
ン

タ
ー

※
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名

社
会

の
臨

床

提
案
（
幹
事
）
部
局

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー

連
携
部
局

人
間

科
学

研
究

科
、

文
学

研
究

科

履
修
対
象
者

学
部

5、
6

年
次

・
修

士
・

博
士

修
了
要
件

8
単

位
以

上
選

択
必

修
科

目
A 

2
単

位
以

上
と

選
択

必
修

科
目

B 
2

単
位

以
上

を
含

む
8

単
位

以
上

を
修

得
す

る
こ

と
。

趣
旨
・
概
要

異
な

る
文

化
背

景
、

病
気

を
も

つ
、

障
害

を
も

つ
、

ジ
ェ

ン
ダ

ー
に

由
来

す
る

も
の

、
そ

の
他

社
会

的
に

困
難

な
状

況
に

お
か

れ
る

人
な

ど
、

既
存

の
社

会
・

集
団

・
文

化
の

な
か

で
基

準
化

、
主

流
化

さ
れ

た
も

の
に

よ
っ

て
周

縁
化

さ
れ

劣
位

に
置

か
れ

る
境

遇
（

マ
イ

ナ
ー

性
）

を
生

き
る

人
々

が
経

験
す

る
現

実
は

、
そ

の
社

会
の

抱
え

る
根

本
問

題
に

対
す

る
洞

察
を

豊
か

に
含

ん
で

い
ま

す
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、既

成
の

分
野

や
専

攻
の

枠
組

み
を

超
え

て
、

そ
う

し
た

マ
イ

ナ
ー

性
と

マ
イ

ナ
ー

性
ゆ

え
に

引
き

受
け

ら
れ

る〈
ヴ

ァ
ル

ネ
ラ

ビ
リ

テ
ィ

（
弱

さ
）〉

に
根

ざ
す

知
を

と
も

に
見

極
め

、
あ

ら
た

な
社

会
の

創
生

の
た

め
の

協
働

的
・

臨
床

的
知

の
育

成
を

め
ざ

し
ま

す
。（

関
連

す
る

テ
ー

マ
：

当
事

者
研

究
、

障
害

学
、

フ
ェ

ミ
ニ

ズ
ム

、
ジ

ェ
ン

ダ
ー

・
ス

タ
デ

ィ
ー

ズ
、

セ
ク

シ
ュ

ア
リ

テ
ィ

、
識

字
教

育
、

臨
床

哲
学

、
多

文
化

共
生

ほ
か

）

到
達
目
標

（
修
了
時
に
身
に
付
く
能
力
）

・
 対

話
型

授
業

、
表

現
学

習
、

問
題

発
見

型
授

業
を

通
し

て
多

様
な

マ
イ

ナ
ー

性
の

経
験

に
根

ざ
し

た
臨

床
的

知
を

涵
養

し
、

そ
れ

に
基

づ
く

社
会

的
構

想
力

を
身

に
つ

け
る

。
・

 当
事

者
た

ち
と

と
も

に
変

革
（

ア
ク

シ
ョ

ン
リ

サ
ー

チ
等

）
に

向
か

う
た

め
の

課
題

発
見

・
課

題
解

決
の

基
礎

と
な

る
知

識
、

態
度

、
実

践
力

を
身

に
つ

け
る

。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成

◯
 こ

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
関

わ
る

総
合

的
な

学
習

の
た

め
の

〈
選

択
必

修
科

目
A

〉
下

記
の

3
科

目
か

ら
2

単
位

以
上

　
・

 「
横

断
術

（
社

会
と

臨
床

）」
「

対
話

術
特

論
A（

当
事

者
と

の
対

話
）」

（
当

事
者

支
援

に
関

わ
る

ひ
と

が
対

象
）

　
・

 「
CO

デ
ザ

イ
ン

演
習

（
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ
・

セ
ミ

ナ
ー

）」
（

当
事

者
に

関
わ

る
幅

広
い

活
動

を
展

開
す

る
ひ

と
が

対
象

）
◯

 課
題

発
見

・
課

題
解

決
に

向
か

う
た

め
の

基
礎

的
な

知
識

と
態

度
を

習
得

す
る

た
め

の
〈

選
択

必
修

科
目

B〉
：

下
記

の
2

科
目

か
ら

2
単

位
以

上
　

・
 「

対
話

術
A（

哲
学

対
話

入
門

）」
「

訪
問

術
E（

マ
イ

ノ
リ

テ
ィ

・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

）」
◯

 多
様

な
テ

ー
マ

に
つ

い
て

考
え

表
現

す
る

た
め

の
知

識
や

ス
キ

ル
を

学
ぶ

〈
選

択
科

目
〉：

下
記

よ
り

4
単

位
以

上
選

択
　

・
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

開
講

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン
科

目
よ

り
関

連
科

目
（

以
下

参
照

）
　

・
 「

臨
床

哲
学

演
習

」「
比

較
文

化
学

演
習

」（
文

学
研

究
科

）、
「

共
生

の
人

間
学

特
講
Ⅱ

」（
人

間
科

学
研

究
科

）

履
修
資
格
・
条
件

と
く

に
な

し
。

前
提
知
識
の
目
安

前
提

知
識

は
不

要
で

す
。

文
系

理
系

を
問

わ
ず

様
々

な
分

野
の

学
生

の
受

講
を

期
待

し
ま

す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
等

ht
tp

://
w

w
w

.c
sc

d.
os

ak
a-

u.
ac

.jp
/p

ro
gr

am
/a

d-
cl

in
ic

al
.h

tm
l

全
学

教
育

推
進

機
構

等
事

務
部

横
断

教
育

係
E-

m
ai

l：
ze

nk
yo

-o
da

nk
yo

ik
u@

offi
ce

.o
sa

ka
-u

.a
c.

jp

プ
ロ
グ
ラ
ム
独
自
の

説
明
会
に
つ
い
て

■
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

開
講

プ
ロ

グ
ラ

ム
「

ソ
ー

シ
ャ

ル
デ

ザ
イ

ン
」
＆
「

社
会

の
臨

床
」
ガ

イ
ダ

ン
ス

日
時

：
平

成
31

年
4

月
10

日
（

水
）　

12
時

00
分

～
13

時
00

分
場

所
：

CO
デ

ザ
イ

ン
ス

タ
ジ

オ
（

全
学

教
育

総
合

棟
Ⅰ

　
34

1
室

）

特
記
事
項

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

（
候
補
：
新
設
は
仮
称
）

単
位
数

開
講
学
期

（
4学
期
制
）

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

選
必
A
選
必
B
選
択

選
択

必
修

科
目

A

3B
26

04
横

断
術

（
社

会
と

臨
床

）
2

秋
～

冬
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

（
院

）
選

択
必

修
B

を
受

講
後

に
受

講
す

る
の

が
望

ま
し

い

3B
25

05
CO

デ
ザ

イ
ン

演
習

（
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ
・

セ
ミ

ナ
ー

）
2

秋
～

冬
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

（
院

）
選

択
必

修
B

を
受

講
後

に
受

講
す

る
の

が
望

ま
し

い

3B
11

06
対

話
術

特
論

A（
当

事
者

と
の

対
話

）
2

冬
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

（
学

部
・

院
）

H
31

年
度

は
不

開
講

選
択

必
修

科
目

B

3B
11

01
対

話
術

A（
哲

学
対

話
入

門
）

2
春

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー
（

学
部

・
院

）

3B
14

04
訪

問
術

E
（

マ
イ

ノ
リ

テ
ィ

・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

）
2

春
～

夏
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

（
学

部
・

院
）

選
択

科
目

3B
11

11
対

話
術

B（
哲

学
対

話
発

展
編

）
2

秋
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

（
学

部
・

院
）

3B
15

21
協

働
術

A
（

メ
デ

ィ
ア

・
ソ

ー
シ

ャ
ル

デ
ザ

イ
ン

）
2

秋
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

（
学

部
・

院
）

3B
12

06
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
A

（
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ヴ

・
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
）

2
春

～
夏

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー
（

学
部

・
院

）

3B
12

23
リ

テ
ラ

シ
ー

A
（

SD
G

s：
多

文
化

サ
ポ

ー
ト

概
論
Ⅰ

）
2

春
～

夏
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

（
学

部
・

院
）

3B
12

27
リ

テ
ラ

シ
ー

G
（

世
界

の
先

住
民

に
つ

い
て

知
る

）
2

夏
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

（
学

部
・

院
）

3B
13

01
身

体
表

現
術

1
集

中
（

夏
）

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー
（

学
部

・
院

）

3B
13

02
感

性
表

現
術

A
（

創
作

ワ
ー

ク
シ

ョ
プ

／
演

劇
）

1
冬

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー
（

学
部

・
院

）

3B
13

03
感

性
表

現
術

B
（

創
作

ワ
ー

ク
シ

ョ
プ

／
音

楽
）

1
集

中
（

夏
）

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー
（

学
部

・
院

）

3B
13

04
感

性
表

現
術

C
（

創
作

ワ
ー

ク
シ

ョ
プ

／
ダ

ン
ス

）
1

集
中

（
秋

）
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

（
学

部
・

院
）

3B
13

06
表

現
術

A（
臨

床
記

号
論

）
2

秋
～

冬
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

（
学

部
・

院
）

3B
13

07
表

現
術

B（
芸

術
と

社
会

包
摂

）
2

春
～

夏
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

（
学

部
・

院
）

3B
14

06
訪

問
術

B（
異

能
の

人
を

発
掘

す
る

）
2

春
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

（
学

部
・

院
）

3B
15

14
医

療
協

働
術

（
サ

イ
コ

オ
ン

コ
ロ

ジ
ー

と
健

康
心

理
学

）
2

集
中

（
春

～
夏

）
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

（
学

部
・

院
）

20
05

07
臨

床
哲

学
演

習
2

春
～

夏
文

学
研

究
科

（
博

士
前

期
課

程
）

21
17

48
共

生
の

人
間

学
特

講
Ⅱ

2
秋

～
冬

人
間

科
学

研
究

科
（

博
士

前
期

課
程

）

20
11

02
比

較
文

化
学

演
習

2
春

～
夏

文
学

研
究

科
（

博
士

前
期

課
程

）
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はじめに

昨今、社会の複雑化により、一分野の主専攻のみでは対応できない状況が増えています。
この状況を鑑み、本学では、横断型教育（学部・研究科の枠にとらわれない教育）を推進し
ています。その一環として、大学院に入学した学生を中心に、学生が所属する主専攻の教育
課程（カリキュラム）以外の教育プログラムを履修できる体制として「大阪大学大学院副専
攻プログラム」、「大阪大学大学院等高度副プログラム」を用意しています。
大阪大学は、多数の研究科・研究所・センター等からなる総合大学です。提供されている

プログラムは、それぞれの専門分野を組み合わせて編成されており、多様かつ膨大です。こ
の教育環境を最大限利用してみませんか。
このプログラムを履修することで、今までより大きな視野で物事を考えることができるよ

うになり、主専攻にもプラスに作用すると確信しています。

副専攻プログラム・高度副プログラムは、主専攻の教育課程（カリキュラム）

に加えて、学際的・俯瞰的な視点や複眼的視野を養うための教育プログラムです。

履修に際しては、主専攻の科目の履修計画、研究室での研究活動計画などをよ

く確認して、プログラムの履修計画を立てるようにしてください。

大学院副専攻 / 大学院等高度副プログラムに関する全般的な問い合わせ先
大阪大学 全学教育推進機構等事務部横断教育係
〒560-0043　大阪府豊中市待兼山町1-16
TEL	 06-6850-6214
Mail	 zenkyo-odankyoiku@office.osaka-u.ac.jp

※	各プログラムの詳細については「プログラム個別紹介」のそれぞれの問い合わせ先にご照会ください。



大学院
副専攻プログラム

自分の専攻に関連する、あるいはそれ以外
の分野の内容を、主専攻に準ずるレベルで
体系的に学ぶことにより、複眼的視野と学
際的・俯瞰的な視点を獲得するプログラム。

大学院等
高度副プログラム

自分の専攻に関連する、あるいはそれ以外
の分野の内容を体系的に学ぶことにより、
複眼的視野と学際的・俯瞰的な視点を獲
得するプログラム。

平成3１年度
大阪大学

大学院副専攻プログラム
大学院等高度副プログラム

各プログラム担当者の
メッセージはこちら！

Graduate Minor Program/Graduate Program for Advanced Interdisciplinary Studies

大学院
副専攻プログラム

自分の専攻に関連する、あるいはそれ以外
の分野の内容を、主専攻に準ずるレベルで
体系的に学ぶことにより、複眼的視野と学
際的・俯瞰的な視点を獲得するプログラム。

大学院等
高度副プログラム

自分の専攻に関連する、あるいはそれ以外
の分野の内容を体系的に学ぶことにより、
複眼的視野と学際的・俯瞰的な視点を獲
得するプログラム。

平成3１年度
大阪大学

大学院副専攻プログラム
大学院等高度副プログラム

各プログラム担当者の
メッセージはこちら！

Graduate Minor Program/Graduate Program for Advanced Interdisciplinary Studies

平
成
31
年
度

大
阪
大
学

大
学
院
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
大
学
院
等
高
度
副
プ
ロ
グ
ラ
ム

全
学
教
育
推
進
機
構 

横
断
型
教
育
部
門


